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			第１話　スキル『一般人』

			　

			　少年は目の前で流れる映像をじっと見つめていた。

			　映っているのは１人の男の人生だ。

			　彼は中流家庭に生まれ、ごく普通の両親と２人の妹と育ち、学校に通い、就職し、30歳で高速道路の玉突き事故に巻き込まれて死んだ。

			　盛り上がりもなければ、取り立てて不幸なこともない。

			　一言で言えば一般人の物語だ。

			　まぁ終わりは不幸だったのかもしれないが、割りとありふれた死因ではある。

			　だがしかし、問題は、この映像を見ているのが少年だということだ。

			　この映像は対象者の人生を映し出すと言われている。

			　だから映し出されるのは、少年の人生でなければならないはずだ。

			　少年は映像を見始めた瞬間、違和感を覚えていた。

			　しかし今となっては、その違和感はもう存在しない。

			　彼は思い出したからだ。

			　映し出された男は間違いなく現実に存在したことを。

			　そして、その男がこの世界ではない別の世界の住人だったということを。

			　今、映像の中では若い夫婦と使用人たちが絶望に落とされた顔をしている。

			　女性の腕の中には生気のない赤ん坊が１人。どうやら死んでいるようだ。

			　次の場面に切り替わると赤ん坊はベッドに寝かされ、若い男がネックレスを掲げている。

			　少年は、それが家宝である『奇跡のネックレス』だと分かった。

			　若い男、いや若き日の少年の父親が家宝のネックレスを掲げ、懸命に祈る。

			　するとネックレスが輝き出し、死んだ赤ん坊の真上の空間に突如亀裂が生じた。

			　亀裂から何かが出てくる。それは光り輝く魂であった。

			　そして、それは近くにあった魂なき体、すなわち赤ん坊の体へと入っていく。

			　するとどうだろう、赤ん坊の顔に赤みが差し、呼吸も戻った。

			　生き返ったのだ。

			　その場にいた若き日の両親も、使用人たちも皆、喜びを爆発させていた。

			　魂というものを見たのはこれが初めてだったが、少年にはその正体が看(かん)破(ぱ)できた。

			　当然だ、あれは自分だ。そして魂が入った赤ん坊も自分なのだ。

			　それから先は少年の記憶にある通りの人生だった。

			　厳しくも優しい両親とたくさんの使用人たちに囲まれて育つ自分。

			　２歳の時には弟が生まれ、母親を取られたと考えてイタズラばかりする自分。

			　屋敷の庭に迷い込んだ野良犬から弟を守ろうと必死に戦う自分。

			　幼馴染たちと楽しく遊んでいる自分。

			　楽しそうに戦闘訓練に明け暮れる自分。

			　嫌々ながらも勉強をしている自分。

			　そして今朝、スキルを授かるために神殿に向かって出発する自分。

			　

			　そして映像は終わり、目の前には１枚の丸いボードが現れた。

			　これはライフルーレットと呼ばれているものだ。

			　生まれてから10年が経った頃、世の中の全ての人間は神殿の一室で神に祈り、スキル授与の儀式を行い、ライフルーレットにチャレンジする。

			　そこで各自スキルを授かり、レベルを上げて、スキルを使いこなせるようになるのだ。

			　この丸いボードには自分がどのような人生を歩んできたのかが記されている。

			　剣の修業に打ち込めば『剣士』や『剣技』、あるいは『戦士』や『騎士』。

			　商売に打ち込めば『商人』や『計算』、悪事に手を染めれば『スリ』や『泥棒』。

			　魔法の修業に打ち込めば『魔法使い』や『水魔法』などと記される。

			　ライフルーレットは１００分割だ。

			　人生の内、１％以上掛けたことがボード上に現れ、各自に与えられた針の数だけスキルを授かることができる。

			　少年はこの国の名家の息子だ。そのため幼い頃から英才教育を受けてきた。

			　読み書き計算は元より、戦闘訓練、魔法の勉強や戦場で役立つ知識などを片っ端から詰め込まれてきたのだ。

			　だから少年のライフルーレットは大部分が戦闘系技能で埋まっているはずだった。

			　しかし今、少年の目の前に現れたボードは、たった１つのスキルだけで75％が埋まっていた。

			　そのスキルの名は『一般人』。

			　少年は今、10歳だ。そして前の人生では30年間、一般人として生きてきた。

			　だからこの割合は別におかしくはない。40年の内30年、一般人として生きてきたのなら、ちょうど75％になるだろう。

			　そう、少年は思い出したのだ。

			　自分が地球という星の日本という国で一般人として生きていたということを。

			　そして交通事故に巻き込まれ死亡し、『こちら』の父親が行った死者蘇(そ)生(せい)の儀式の影響で、魂だけが死亡した赤ん坊の体内に入ったということを。

			『向こう』にいた時には、小説や漫画などで散々ネタにされていた異世界転生をしてしまったということを。

			　だがそれは別に良いのだ。

			　いや良くはないのかもしれないが、転生してしまったものは致し方ない。

			　文句を言ったところで元の世界に戻れるわけでもないし、そもそも自分は向こうでは既に死んでいる身の上だ。

			　だったらこちらの世界で新たな人生を歩むしかあるまい。

			　向こうの世界と比較したら色々と厄介だったり面倒だったりすることもあるが、こちらの世界だって捨てたものではないのだから。

			　問題はライフルーレットの針が１本しかないということだ。

			　スキル授与の儀式において最も重要なことは、『どんなスキルを授かるか』ではなく、『どれだけのスキルを授かったか』だと言われている。

			　なぜならば『スキル１つに対してレベルを10上げることができる』からであり、『スキルとは数があればあるほど良い』とされているからだ。

			　レベルとは、その人物の実力を測る１つの目安になっているものだ。

			　この世界にはステータスと呼ばれるものが存在する。

			　自らが持つ基礎的な能力を数字として見ることができ、高ければ高いほど良いとされている。レベルが上がれば、ステータス、つまり基本となる能力が上がっていく。

			　そしてスキルとは『特殊技能』のことだ。

			　スキルにはいくつか種類があり、『技能が身に付きやすくなるスキル』や『ステータスが上昇するスキル』などが存在する。

			　例えば、『剣術』を持っていれば剣の扱いに長(た)け、『剣士』を持っていればステータスの値が上がる。

			　そしてレベルを上げるためにはスキルの数が必要となる。だからスキルの内容よりも数が重要視されるのだ。

			　ライフルーレットに出てくる針の数は、その者が授かることができるスキルの数を示している。

			　針が10本なら授かるスキルの数も10個であり、最高レベルは１００となる。

			　そして少年のように針が１本だけなら、授かるスキルは１つだけであり、最高レベルは10止まりだ。

			　ちなみに仮に針の数が10本でルーレットを回し、８本が同じスキルを指した場合は、針が指し示したスキルを除き、今度は７本の針でもう一度ライフルーレットをやり直すことになるらしい。

			　よって、スキルの二重取得という現象は起こらない。

			　だから、たとえ全体の４分の３が同一スキルで埋まっていたとしても、針の数が多ければ挽回は可能だったのだ。

			　だが少年のライフルーレットには針が１本しか存在していない。

			　これも恐らくはボードの内容と同じく、少年が異世界から転生してきたことが影響しているのだろう。

			　遥か昔の人類たちはスキルを少ししか持っていなかったと伝えられている。

			　だが、段々と多くのスキルを持つ人々が現れ始め、その者たちの活躍により、人類は活動範囲を広げ、現在の繁栄を築き上げたという。

			　現在、子供が持つスキルの数は、両親のスキルの数に影響されるという研究結果が報告されている。

			　父親が８つ、母親が８つなら、子供も８つ。

			　父親が８つ、母親が６つなら、子供は６～８つ。

			　たまに増えたり減ったりすることもあるらしいが、おおむね両親の持つスキルの数に収まるのだそうだ。

			　国軍の副将軍を務める少年の父はスキルを８つ持っており、母親も６つ持っている。

			　だから少年は６～８つのスキルを得られるはずだったのだが、現状針の数は１本しかない。

			　このことから考えてみると、少年の魂が異世界からきたことが影響しているとしか考えられなかった。

			　少年にはこの世界の魂たちが受け継いできた、スキルを増やすための営みが継承されていないのだ。

			　そして、針は回り始め、予想通り『一般人』の欄で止まってしまった。

			　《スキル『一般人』を入手しました。

			　　レベルを１上げるごとに全ステータスが１上昇します》

			　

			　少年は膝から崩れ落ちてしまった。

			　スキルの数がたった１つであろうとも、内容によっては使い道があったはずだ。

			　しかしこれはないだろう、どう考えてもハズレスキルだ。

			　スキルとは人生の縮図だ。だから必ずしも良い効果のものばかりではない。レベルを上げると不幸になっていくものや、持っているだけで人生に被害が出てしまうものも存在している。

			　そういった大ハズレスキルではなかったのは不幸中の幸いだったが、ステータスが１ずつしか上がらず、レベルも10止まりではどうしようもないだろう。

			　少年はこの国の名家の嫡(ちやく)男(なん)として華々しい活躍を期待されており、彼自身もそのつもりだった。

			　しかしこのスキルでは戦闘などとても無理だ。

			　レベルを10まで上げれば最下級の雑魚(ざこ)モンスターなら仕留められるだろうが、並のモンスター相手でも相当に苦労するだろうし、少し手強いモンスター相手では勝負にもならないだろう。

			　これは人生設計を大幅に変更しなければならないなぁと少年は考え、思考がかなり前世寄りになっていることを自覚し苦笑した。

			　30年間一般人として生きてきた男は死に、10年間生きてきた名家の嫡男である少年は『一般人』のスキルを得て人生の変更を余儀なくされた。

			　だが、そもそもこの人生はオマケだ。

			　こちらの世界の父親が、死んだ我が子を蘇らせようと奮闘した結果、得られた新たな人生なのだ。

			　恐らくは家を出なければならなくなるだろう。

			　それでもどうにかして実家の役に立つ仕事に就いて、自分の代わりに家を継ぐことになるであろう弟を援助しなければならないと少年は決意した。

			　前の人生の家族と同様、こちらの家族もまた、少年を愛してくれたのだから。

			　

			　少年の名は『ナイト＝ロックウェル』。

			　玄(げん)武(ぶ)の国の名門『ロックウェル家』の長男は、これからの人生に思いを馳(は)せながら神殿を後にしたのだった。

		

	
		
			　

			第２話　呪い

			　

			　俺が『一般人』のスキルを獲得して神殿の外に出ると、目の前の広場には人(ひと)集(だか)りができていた。

			　この国の副将軍である父さんとその妻である母さん、２歳年下の弟とたくさんの使用人たち。ロックウェル家の関係者全員が俺の帰りを待っていたのだ。

			　その周囲には名門一家の長男のスキル授与の儀式を祝おうと集まっていた大勢の一般市民も見て取れた。

			　俺は思わず天を仰いでしまった。

			　落ち着け、問題は何かを考えろ。

			　決まっている、スキルを１つしか授かれなかったことだ。

			　なぜそんなことになったのか？　それは俺が転生者だからだ。

			　なぜ転生したのか？　父さんが『奇跡のネックレス』を使ったからだ。

			　これだ！　これで行こう！

			　そう決断すると、俺は脇目も振らずに歩き出した。

			　声を掛けてくる人たちを全て無視して、俺は一直線に父さんの下へと向かっていく。

			　その様子にただならぬものを感じたのか、父さんも俺のほうへと近づいてきた。

			「どうしたナイト、何か変わったスキルでも授かったか？」

			「その通りです、父さん。それと『ネックレス』についてもお話があります」

			「!?　……そうか。ここでは何だな、屋敷に戻るぞ」

			　父さんは事の重大さを理解したのか、すぐさま俺を馬車に乗せた。

			　この時、俺は周囲の反応を観察していた。

			『ネックレス』と聞いて反応したのは、母さんと長年勤めている使用人のみ。

			　弟や他の使用人たちは何が何だか分からないという顔をしていた。

			　やはりあのことは箝(かん)口(こう)令(れい)が敷かれていたらしい。

			　まぁ当然だろう、長男が呪い殺されて、家宝を使って生き返らせたなどと言い触らすわけがないのだ。

			　そんな裏事情を知らない人たちを置き去りにして、馬車は屋敷へと駆けていく。

			　馬車には父さんと母さんが同乗しており、弟は別の馬車に乗っていた。

			　恐らく弟に話を聞かせたくないという両親の思惑なのだろう。

			　俺も同じ考えだ。

			　兄が一度死んでおり、別人の魂が乗り移っているなどと告白されても困るだろうからな。

			　俺は母さんの顔をじっと見つめた。

			　黒い髪に茶色い目をしており、女性にしては高身長。目鼻立ちは整っていて、有り体に言えば美人だ。そしてとてもグラマーで、父さんの好みが見て取れる。

			　温和な顔つきをしているが、怒るととてつもなく怖い。

			　ロックウェル家を取り仕切っているのは彼女であり、屋敷の全員が彼女に頭が上がらないのは公然の秘密だ。

			　対する父さんは茶色い髪に黒目をしており、１９０センチ近い高長身だ。凶悪な顔つきで、ガチムチな体格をしている。

			　若くして副将軍の地位に就いており、近い内に将軍の地位を拝命すると噂されている国の英雄だ。

			　軍人であるがゆえにあまり家にはいないのだが、帰ってきた時には愛する妻と２人の息子との時間をとても大切にする良き父親だ。凶悪な見た目に反して趣味は絵を描くことと意外性もある。

			　そして強い。とてつもなく強いのだ。

			　８つのスキルは１つを除いて戦闘系で固められており、国内では未だ敵なしの強さを誇る。

			　家に帰る度に俺と弟は父さんにしごかれているが、全く勝てる見込みがない。

			　愛情深く頼れる男だ。

			　俺はこの両親が好きだった。

			　そう思った瞬間、前世の記憶が蘇っても２人のことを両親だと思っている自分に驚いた。

			　よくよく考えてみれば前世の記憶と言っても、それほど強烈なものでもなかった。

			　まぁ当たり前といえば当たり前だ。何だかんだでこちらの世界で10年も生きてきたのだ。赤ん坊からの10年と言えば、人生で最も密度の濃い期間でもある。

			　そもそも前世を思い出したのはついさっきだ。どちらが大切なのかは言うまでもない。

			　いや前世も大切な思い出ではあるのだが、記録映画を見たような感覚なのだ。

			　前世を思い出したことにより性格が変わってしまった登場人物が出てくる小説や映画を知っていた俺は、どうやら自分はこのままナイト＝ロックウェルとして生きていけそうだと感じ、ホッと胸を撫で下ろした。

			　

			「それでナイト、一体どうしたというのだ？」

			　父さんが状況の説明を求めてくる。

			　この２人に嘘はつきたくない。

			　少し迷ったが、俺は先程起こった出来事をありのままに伝えることにした。

			　父さんも母さんも話を聞いている間に表情がコロコロ変わっていった。

			　特に『別の世界で死んだ男の魂が死んだ息子の体に入ったことで生き返った』と聞いた時の顔は衝撃的と言っても過言ではなかった。

			　２人は揃ってしばらくの間、絶句していた。

			　そうしてどうにか口を開こうとした矢先に馬車が停止し、御者が扉を叩く音がした。

			「旦那様、奥様、ナイト坊っちゃん、お屋敷に到着いたしました」

			「……ああ分かった、２人共降りるぞ」

			「あなた……」

			「とりあえずナイト、お前は私に付いてきなさい。そしてステラ、あの時のことを知っている使用人たちを別室に待機させておいてくれ」

			「分かりました。ただ全員は無理ですよ。退職した者もおりますから」

			「分かっている。今、屋敷にいる者だけで構わない」

			「ではそのように」

			　母さんは執事を呼び、何人かの使用人を別室に待機させておくようにと命じていた。

			　一方俺は、父さんと共に父さんの部屋へと向かった。

			　この部屋に入るのは今回が初めてだ。いつもは鍵が掛けられており、中には入れないようになっている。

			　一体部屋の中はどうなっているのだろうと考えながら部屋に入ったが、普通の執務室だった。

			　いや、俺が前世を思い出したから、そう感じるのだ。

			　こちらで過ごした10年間で執務室なんぞに入った経験はないのだから。

			　入って右手にはソファーとテーブルが設置され、壁は本棚で埋まっている。床には大きな絨(じゆう)毯(たん)が敷かれていた。

			　太陽の光を取り込むための窓は広いが、はめ殺しになっており、開けることはできない。恐らく暗殺者対策だろう。

			　その窓の前には大きな机が置いてあり、父さんは奥の椅子へと腰掛けた。

			　さーてどうするのかな？　父さんは。

			　よくある話だと、秘密が漏れるのを防ぐために『殺害』。

			　授かったスキルが１つだけだったことを恥じて『監禁』。

			　家の恥だと罵(ば)倒(とう)した後、『追放』。

			　殺したいけど流石(さすが)に血の繋がった息子は殺せないから『飼い殺し』。

			　顔も見たくないから『奴(ど)隷(れい)落ち』。

			　こんなところか。

			　……いや、父さんがそうすることはないだろう。

			　小説や漫画でよくあるパターンをシミュレーションしてみたが、どうにもしっくりこない。

			　10年間父親だった男は、こんな非道なことをする人間には見えなかったのだ。

			　では自分はどうなるのだろう？　と考えているとノックの音が響き、母さんが入室してきた。

			　随分と思い詰めた顔をしている。

			　不可抗力とは言え、非常に申し訳ない気持ちになってしまった。

			「あなた、言われた通りに、あの時のことを知っている使用人たちを屋敷の一室に集めておきました」

			「そうか、ありがとう。ではまず３人でこれからのことを話し合いたいと思う」

			　そう言って父さんは立ち上がり、本棚へと向かう。

			　本棚の内の１冊を移動すると、その裏にレバーがあった。それをひねると本棚が静かに移動し、隠し部屋が現れた。

			「うおっ！　何ですか、これは！」

			「まぁいわゆる隠し部屋というやつだな。２人共入ってきなさい」

			　俺が驚いている間に、父さんと母さんは突如現れた隠し部屋に入っていく。

			　するとそこは見知った場所であった。

			　忘れるわけがない。先程神殿内で見た、俺が復活した部屋であったからだ。

			　隠し部屋と言うだけあって中は殺風景で、置いてある家具はベッドと物入れだけだ。

			　父さんは物入れを開けて、中に入っていたネックレスを取り出した。

			　それは先程も見た、そして年に一度だけ『家宝』として見ることが許されている、あの『奇跡のネックレス』であった。

			　しかし映像で見た時のような輝きはない。

			「確認するぞ、お前が見たネックレスは、これで間違いないな？」

			「はい、その通りです。でも映像では、ネックレスは光り輝いていたように見えましたが」

			「そうだな、10年前お前が殺され、生き返らせた後、ネックレスの輝きは消えてしまった。恐らくは力を使い果たしたのだろう」

			「やはり俺は殺されたのですか？」

			「そうだ。かつて私とステラが力を合わせて倒した魔族の呪いのせいでな」

			　父さんは歯を食いしばりながら、その時のことを説明した。

			　それは10年以上前、俺がまだ生まれておらず、父さんもただの優秀な兵士でしかなかった頃の話だ。

			　この世界では人間とモンスターが長い間、戦いを続けている。

			　ある時、この国に強力な魔法を使いこなす魔王軍の幹部の１人が襲撃を掛けてきた。

			　呪いや病を操ることに長けていたその魔族は国中にそれらをばら撒き、甚(じん)大(だい)な被害を与え続けた。

			　そして当時、神殿の治療院で働いていた母さんと兵士の一団を率いる父さんが赴任していた町に元凶である魔族が現れ、直接住民を害し始めたそうだ。

			　父さんと母さんは奮戦し、どうにかその魔族を退治することに成功。

			　しかし死ぬ間際に魔族は、母さんに強力な呪いを打ち込んできたのだそうだ。

			「私とステラはその騒動が起きる前から愛し合っていたのでな、国を救った英雄となった後、結婚式を挙げ、夫婦となったのだ」

			「それからすぐに私の妊娠が発覚したの。つまりナイト、戦いの時には既に貴方が私のお腹の中に入っていたのよ」

			「奴の呪いは、私たちの宝、つまりお前を呪い殺すものだったのだ。私は己の不明を恥じたものだよ。お前が生まれて呪いが発動するまで、奴の最後の呪いは失敗だったと思い込んでいたのだからな」

			　そうして待ち望んでいた我が子が、かつて倒した仇(きゆう)敵(てき)に呪い殺された父さんは、我が家に伝わる家宝『奇跡のネックレス』に最後の望みを託した。

			　そうして願った結果、ネックレスの輝きは消え去り、同時に我が子は蘇った。

			　だから２人はこのネックレスの奇跡とは『死者の蘇生』だと今まで思い込んでいたらしい。

			「まさか別の世界の魂を呼び寄せるとはな、正直想像もしていなかったぞ」

			「でもナイトはナイトなのでしょう？　だったら何も問題はないわ」

			「そうだな、実際どのような感じなのだ？　前世の記憶を持っているというのは」

			　俺は２人にその感覚を説明する。早い話が30年間過ごした別人の記憶を持っているだけだと。

			『向こうの世界』と『こちらの世界』では色々と違うところもあるが、人類が住み、暮らしているところに変わりはないと。

			　しかも、こちらの世界の10年間の記憶のせいで前世の記憶はほとんど忘れていると。

			「なるほどな、つまり大量の本を読み、多くの知識を持っているような状態と言うわけか」

			「そう言えば神殿に入る前よりも落ち着いているように見えますものね」

			「しかしそれならば別の世界の知識とやらも手に入っているのではないか？」

			「はい、それはもちろんあります。しかし『向こうの世界』には魔法もなければモンスターもいません。『こちらの世界』とは環境が違いすぎますので、あまり参考にはならないかと」

			「そうか、そもそも前世では軍人ではなく一般人だったと言っていたしな」

			　恐らく父さんは軍人として地球の兵器や戦い方を知りたいと考えたのだろう。

			　しかしながら、前世の俺は所詮一般人だ。

			　銃や爆弾の作り方など知らないし、知っている軍事知識は小説や漫画で得たものばかりだ。

			　これでは正直参考にはならないと考え、俺は父さんに話すことを止めた。

			「それであなた、一体どうするおつもりなのですか？」

			「うむ、それなのだがな。ナイト、お前が転生者であることは、この３人だけの秘密にしようと思う」

			「えっ!?　いやそれは構いませんが、どう説明するつもりなのですか？」

			「お前が転生者だとは言わずに、授かったスキルは１つだけだったと説明すれば良い。つまりだな……」

			　俺と母さんは、父さんの話に耳を傾ける。

			　その話は確かに整合性があり、問題はないと感じた。

			　軽く打ち合わせを行った後、俺たちは使用人たちの待つ部屋へと向かった。

		

	
		
			　

			第３話　執事のジャック

			　

			　Side：ジャック

			　私の名はジャック、このお屋敷で長年執事として働いている者だ。

			　今は奥様のご命令により、お屋敷の一室で待機している。

			　部屋に集められた使用人たちは勤続10年以上の古株ばかりである。

			　皆、何が起こったのかと噂しあっている。

			　とは言え大方の予想はつく。恐らくナイト坊っちゃんが想定外のスキルを授かったのだろう。

			　ここに集められた使用人には共通点がある。あの時のことを知っている者たちだということだ。

			　忘れもしない10年前、お屋敷は歓喜に包まれていた。

			　国を襲った凶悪な魔族を若き日の旦那様と奥様が討伐し、お２人はご結婚。そしていよいよお２人のお子様が生まれようとしていたのだから。

			　使用人一同、万全の態勢で待機していた。

			　もちろん奥様の出産の準備は万端であり、旦那様へのお祝いも完璧に整えられていた。

			　しかし、いざ若様がお生まれになると、お屋敷は地獄に包まれた。

			　それは呪い。しかも非常に強力で凶悪な呪いであった。

			　旦那様と奥様が協力して仕留めた魔族が死の間際に放ったものだった。

			　奥様には何の害も及ぼさなかったその呪いは、お生まれになったばかりのナイト坊っちゃんに牙を向いたのだ。

			　並の大人であっても対処の仕様がないほどの強力な呪いに、生まれて間もない赤ん坊が抗えるはずもなく、お２人の初めてのお子様であるナイト坊っちゃんは死亡してしまった。

			　その時の奥様の嘆き、旦那様の慟(どう)哭(こく)は今でも耳の奥に残り続けている。

			　そして旦那様は最終手段に打って出られた。

			　家宝として代々受け継がれてきた『奇跡のネックレス』にナイト坊っちゃんの復活を願ったのだ。

			　ここにいる使用人一同、その時の光景を忘れることなどできない。

			　まばゆいばかりの光を放つ『奇跡のネックレス』が一際輝いたかと思うと、小さな光がナイト坊っちゃんの亡(なき)骸(がら)に入り、そしてお屋敷に赤ん坊の泣き声が響き渡ったのだから。

			　あの時の感動と流した涙は、10年経った今でも忘れることはない。

			　それからナイト坊っちゃんは大きな怪我も病気もすることなくスクスクとご成長なされ、本日スキルを授かるために神殿へとお出掛けになられた。

			　しかし神殿から出てきたナイト坊っちゃんは一直線に旦那様の下へと向かい、すぐさまお屋敷へと帰ってこられた。

			　ナイト坊っちゃんも旦那様も普段とは明らかに振る舞いが違う。

			　考えられる可能性は１つしかない。スキル授与の儀式で何か問題が起こったのだ。

			　とは言え、取り立てて珍しいことでもない。

			　旦那様のように、手持ちのスキルのほとんどが有用なもので埋まっていることのほうが稀なのだ。

			　数年前にも王家の姫様が大ハズレスキルを授かるという悪運に見舞われている。

			　また私自身も『苦労』という、あまり嬉しくないスキルを持っているのだ。

			　とは言え、１つ２つハズレスキルを持っていたところで他のスキルでカバーは可能だ。

			　更に言えば、いくらハズレスキルを持っていたところで、レベルを上げさえすればいくらでも対処することはできる。

			　だから問題はないはずだ。

			　だが違った。

			　私は、私たちは浅はかだったのだ。

			　旦那様と奥様が倒した魔族の呪いは、今をもってご家族を苦しめていたのだから。

			　

			　

			　Side：ハロルド

			　この屋敷の主人である私、ハロルド＝ロックウェルが部屋に入ると、我が家に長い間仕えてくれている使用人たちが勢揃いしていた。

			　実際、あの日は当時の使用人全員が屋敷に詰めていたのだから、これくらいの人数にはなるのだろう。

			　思えばあれから10年、まだ屋敷で勤め始めたばかりだった者たちもベテランになっており、皆総じて年を取っている。

			　彼らは誰一人として、あの時のことを広めることはしなかった。

			　あれだけの奇跡だ。口にし、広めたところで何も不思議はなかったのだが、彼らは一様に口を閉ざし、ナイトに対しても分け隔てなく接してくれている。

			　そんな彼らに真実を告げないことは心苦しいが、新たな秘密を抱え込ませる必要もない。

			　彼らにはこれからもナイトを支えてもらわなければならない。

			　だからナイトが『転生者』であることは隠しつつ、現状を説明しなければならない。

			　私は一息ついてから口を開いた。

			「ご苦労、皆忙しいのにすまんな」

			「ご心配には及びません、旦那様。このメンバーを集めたということは、あの日の出来事が関係しているのでしょう？」

			「流石に察しが良いな。話というのは、ナイトのスキルについてだ」

			「やはりそれですか。何かハズレスキルでも授かってしまいましたか？」

			「授かったスキルの名は『一般人』、そしてスキルの数は１つだけだ」

			「……申し訳ございません。今、何とおっしゃいましたか？」

			「ナイトはスキルを１つしか授からなかったのだ。恐らくは奇跡の代償だろう」

			　私は使用人たちに転生者云々については説明しなかった。

			　あくまで復活の奇跡が原因であると匂わせたのだ。

			　嘘は言っていない。奇跡のネックレスを使って復活したのが原因なのは間違いないのだから。

			　それを聞いた使用人たちの反応は劇的だった。

			　彼らはナイトが実際に死亡しているのを見た者たちだ。

			　そして『奇跡のネックレス』を使って復活した場面も目撃している。

			　彼らはこう考えるだろう。

			『やはり復活の奇跡には、それ相応の代償が必要だったのだ』と。

			　部屋の中が喧(けん)騒(そう)で満たされていく。

			　その声は段々大きくなっていったが、ジャックが手を叩いたことにより沈黙が訪れた。

			　流石は長年屋敷を差配してきたベテランの執事だ。大したものである。

			　正直に言えば、軍に連れて行きたいほどの逸材である。

			「皆さん、お静かに。旦那様、お話は分かりました。それで私たちに何をお求めでしょうか？」

			「相変わらず話が早いな。私はこれから城に向かい国王陛下に謁(えつ)見(けん)し、ナイトの身に起こったことを包み隠さず説明するつもりだ。お前たちは私と共に城に向かい10年前のあの日、何が起きて私がどう対処したのかを陛下に説明してもらいたいのだ」

			「それはつまり、あの日の秘密を暴露するということですか？」

			「その通りだ。人の口に戸は立てられん。スキルを１つしか授かれなかったことを隠したところで、いずれ世間にはバレるだろう。その際、理由が説明されていれば、ナイトの世間からの風当たりも変わるだろうからな」

			「なるほど、承知いたしました」

			　授けられたスキルの数の少なさやハズレスキルの多さが原因で、あることないこと噂され、追い詰められていった者は歴史上かなりの数に上っている。

			　何の説明もせずスキルが１つだけだったとするよりも、『魔族の呪いで一度は命を落としたが奇跡の復活をした。その影響でスキルが１つだけだった』と説明したほうが世間は納得し、ナイトへの風当たりも弱まるはずだ。

			「それにスキルが１つだけではナイトを旅に出すことはできん。王子殿下や巫(み)女(こ)殿に説明をするためにも、全てを話す以外方法がないのだ」

			「確かにそうですな。ナイト様は勇者の供として旅立つ予定でしたからなぁ」

			　そう、この世界にはモンスターや魔族がおり、それらを束ねる魔王が存在している。

			　そして人類には、それに対抗するべく『勇者』という特殊スキル保持者がいる。

			　彼らは古(いにしえ)のしきたりに従い、18歳になったらパーティーを組んで世界を守る旅に出発する。

			　そして何の因果か、この国にいる勇者２人はナイトの幼馴染なのだ。

			　しかも勇者の内１人は我が国の陛下の息子、つまり王子殿下でもある。

			　陛下と私は親友であり、その息子たちもまた親友となった。

			　当然勇者となった王子殿下と共にナイトは旅立つはずであった。

			　しかし死ぬことが分かっている旅に行かせるわけにはいかない。

			　スキルが１つしかない状態で世界を守る旅に出るなど、自殺と変わりないからだ。

			　恐らく今回の件で１番堪えているのはナイト自身であろう。

			　自らの息子の無念さを思うと胸が張り裂けそうになる。

			　そしてそれは長年ナイトの成長を見守ってきたジャックたちも同じであった。

			「分かりました。ナイト様への誹(ひ)謗(ぼう)中(ちゆう)傷(しよう)を減らすためならば、いくらでも証言をいたしましょう」

			「分かっているだろうが、偽証も創作も必要はないぞ。あの時のことをありのまま伝えてくれれば良い。箝口令を敷きはしたが、私はあの時の行動は今でも正しかったと思っているからな」

			「ご安心ください、旦那様。陛下に対して嘘を吐くような者など、この屋敷にはおりません」

			「うむ、では出発するぞ。皆そのままの格好で構わないから馬車に乗れ」

			　私はジャックたち使用人一同を引き連れ、玄関へと向かう。

			　そこでは妻のステラと息子のナイトが我々を待っていた。

			　ステラは少し疲れている様子だ。

			　無理もない、10年前の呪いが今もって我々を苦しめているのだ。

			　しかもその影響は息子であるナイトに集中してしまっている。

			　それでもロックウェル家を預かる家長婦人として凛とした佇(たたず)まいを見せている。

			　流石はかつて私と共に魔王軍の幹部に立ち向かった女(じよ)傑(けつ)だ。

			　恐らく私は一生ステラに頭が上がらないであろう。

			　そしてその前にはナイトが立っている。

			　ナイトは今年で10歳。ステラの髪と私の目を受け継いだ黒髪黒目の元気一杯な自慢の息子だ。

			　スキルが１つしか手に入らなかったと普通の子供が聞けば、絶望し、泣きわめいてもおかしくはない。

			　しかしナイトは泰(たい)然(ぜん)自(じ)若(じやく)としている。やはり前世の記憶の影響があるのだろう。

			　まるで突然大人になってしまったかのようだ。

			　以前から少し変わった子供だという印象はあった。

			　しかし神殿に向かう前と帰ってからでは受ける印象が全く違う。

			　まぁある意味、当然とも言える。

			　ナイトは前世で30年もの人生を歩んできたという。

			　ただの一般人だったと言っていたが、そうであろうとも30年もの人生経験は馬鹿にできるものではない。

			　その経験は、急激に大人びるのには十分な理由なのだ。

			　その証拠にナイトは我々が近づくと一歩前に出て、ジャックたちに向かって頭を下げた。

			「ジャック、それに皆、ありがとう！」

			　突然礼を言われ、使用人たちは困惑している。

			　ジャックは使用人を代表してナイトに理由を聞いていた。

			「えっ、お礼の理由？　俺が死んだ時に父さんと母さんを支えてくれたからだよ」

			「いえ、そんな……当然のことをしたまでで……」

			「それと俺を変な目で見ないで接してくれたことに対するお礼かな？　今の内に言っておかないと、話の流れではそのまま家を出ることになるかもしれないと思ってさ」

			　そう言ってナイトはもう一度ペコリと頭を下げてからステラの下へと戻っていった。

			　ジャックを含めた使用人たちの目元には一様に涙が浮かんでいる。

			　ナイトは普通にお礼を言っただけだったのだが、良い方向に作用したようだ。

			　使用人たちの心は今１つとなった。

			　こうしてロックウェル家の馬車はこの国の城へと向かっていった。

			　ここは玄武の国の首都『タートル』。

			　そこに建つ城には国王陛下とその息子である『土の勇者』が暮らしているのであった。

		

	
		
			　

			第４話　謁見

			　

			　この世界には４つの国があり、８人の勇者が存在している。

			　大陸北部、朱雀(すざく)の国には『火の勇者』と『光の勇者』。

			　大陸東部、青(せい)龍(りゆう)の国には『水の勇者』と『氷の勇者』。

			　大陸南部、白虎(びやつこ)の国には『風の勇者』と『雷の勇者』。

			　大陸西部、玄武の国には『土の勇者』と『闇の勇者』。

			　たまに別の国に生まれる時もあるらしいが、高確率で勇者たちはそれぞれの国で生を受け、各国の代表者として育てられる。

			『勇者』とは、この世界における人類の切り札にして英雄だ。

			　なぜなら、額に『勇者の印』が現れた状態で生まれてくる勇者は、スキル授与の儀式の際には必ず10のスキルを授けられるからである。

			　それはつまり最大数のスキルを手に入れるということと同時に、最高レベル１００に到達できるという、強者の証明に他ならないのだ。

			　おまけに勇者には『ハズレスキルを引かない』という特典まで存在する。

			　だから限界まで鍛え上げた勇者は総じて強い。

			　今代の勇者の中で有名なのは朱雀の国の光の勇者殿だろう。

			　彼の活躍はこの国にも轟(とどろ)いている。

			　だから各国は勇者を発見したら即座に保護し、国を挙げてバックアップ体制を構築し、勇者が万全な力を振るえるように援助するのだ。

			　勇者とは、そこまでする価値があるほど頼りになる存在であり、限界まで鍛えた勇者でなければ人類の敵である『魔王』は倒せないとされている。

			　そんな勇者の１人が、この国の城に住んでいる。

			　保護されたわけでも連れてこられたわけでもない。元々ここで生まれたのだ。

			　彼の名はロック＝Ａ＝タートル。

			　玄武の国の皇太子、ロック王子こそが今代の『土の勇者』であった。

			　そのロック王子の幼馴染の１人にして親友がこの俺、ナイト＝ロックウェルだ。

			　俺とロックは父親同士が親友であったので幼馴染だ。そして周囲に同い年の男は２人だけだったので、親友になったのだ。

			　我が親友は名前こそロックではあるが、その心根はロックの欠片(かけら)もない穏やかで優しい性格をしている。

			　正直なところ性格から言えば勇者失格である。

			　勇者とは皆の先頭に立ってガンガン行かなくてはならない。なのにロックは常に、命を大事にをモットーに行動している。

			　俺はそんな引っ込み思案な幼馴染を引っ張っていく役割を期待されていたのだ。

			　しかし、その期待は見事に裏切られることとなった。

			　スキルが１つだけ、しかも『一般人』では勇者の供には成り得ない。

			　勇者の供には、最低でも５つのスキルが必要とされている。つまりレベル50まで到達可能であれば、勇者の供として認められるのだ。

			　レベルの差を覆(くつがえ)すことは非常に難しい。しかし２倍くらいの差であれば、創意工夫で対処は可能だとされている。

			　だが俺の最大到達レベルは10であり、勇者であるロックとは10倍の開きがある。

			　これはたとえ転生者であったとしても、覆せない絶対的な壁だ。

			　前世の記憶が戻った今、平和な世界を知っている者としては、勇者の供として戦うことにそれほど魅力は感じていない。

			　しかし、あの心優しき親友の役に立てないということに関しては、後ろめたさを感じてしまう。

			　ついでに父さんの存在をあまり快く思っていない勢力が、ここぞとばかりに発言力を強めるであろうことにも懸念を抱く。

			『国王陛下の親友』という俺とそっくりな立ち位置にいる父さんは、陛下に近づきたいと考える者たちにとっては邪魔者以外の何者でもないのだ。

			　父さんもそれは理解しているはずだ。

			　しかし俺の状況を説明しないわけにはいかない。

			　俺に求められていた役割というのは、それほどまでに重要だったのだ。

			　これから城で起こる騒動を予感し、俺は馬車の中で軽く溜息を吐いた。

			　

			　目的地である城の入り口に到着したので、俺たちは揃って馬車を降りた。

			　俺は城をじっくりと眺める。

			　今まで何度もこの城には遊びに来た。どこに何があるのかなんて下手な使用人よりも知っている。

			　しかし今から行われる話し合い次第では、ここを訪れるのは最後かもしれない。

			　そう思うと名残惜しくなり、一度じっくりと見ておこうと思ったのだ。

			　壁も屋根も茶色というか土色で統一されており、全体的に丸いシルエット。

			　中央に大きなドーム型の建物があり、北西、北東、南西、南東にも建物があり、中央と繋がっている。

			　入り口は亀の頭のような外観をしており、最奥にある宝物庫は尻尾(しつぽ)を模した形をしていた。

			　これが玄武の国の城、通称『亀岩城』だ。

			　ド○えもんを思い出すが、あれは『鬼岩城』だった。

			　こちらは鬼ではなく亀だ。

			　玄武とは亀の神獣だと言われている。よってワザワザ亀の形に似せた城を作ったらしい。

			　これまでは考えもしなかったが、一体どうやってこの建物を作ったのだろうか？

			　自宅の屋敷もそうだが、こちらの建築物は地球のものと比べても決して劣ってはいない。

			　恐らく魔法や魔道具が関係しているのだろうが、詳しいことはさっぱりだ。

			　目の前には長い階段がある。これは亀の舌を模しているらしい。

			　つまりこれから俺たちは亀の体内に入っていくというわけだ。

			　この城を設計した人物は絶対に変わり者だったに違いないと考えながら階段を上っていく。

			　先頭は父さん。母さんと俺がそれに続き、後ろには使用人たちが付いてくる。

			　そして階段を上りきると、そこには大きな扉が存在していた。

			　扉から先は城の内部ということもあり、普段から守備兵が守りに就いている。

			　そこで父さんが事情を説明し、国王陛下への謁見を求めた。

			　普通、突然訪れて会いたいと願ったところで国王陛下と会うことなどできない。

			　しかし軍の副将軍であり、陛下の親友であるという関係は無理を通す力となるのだ。

			　しばらく待たされたが、通行許可が下りたので城の中へと入り、謁見の間まで進む。

			　そこには相変わらずきっちりと身なりを整えた国王陛下が、守備兵や文官たちと共に俺たちを待ち受けていた。

			　茶色い髪と目をしており、背は高く筋肉もついている理想的な体型。

			　彼こそがこの玄武の国の現在の国王、ゴック＝Ａ＝タートル陛下その人である。

			　名前からすると水中戦が得意そうに見えるが、彼は確かカナヅチだったはずだ。

			　いかん、前世の記憶のせいで余計な思考が入り混じってやがる。

			　そもそもあれは『ゴッグ』だったはずだ。いや『ゴック』もあったんだったか？

			　どうでもいいか。

			　ガ○ダムのことは横に置いておいて、父さんと陛下の話に耳を傾けた。

			「お久し振りでございます、陛下。本日は急な謁見の申込みにもかかわらず時間を割いていただき、誠にありがとうございます」

			「よいよい、気にするな。ワシとお主の仲ではないか。して本日は何の用件なのじゃ？」

			「はっ！　本日は我が息子ナイトのスキル授与の儀式で起こった問題に関して報告に参りました」

			「ふむ、そう言えば今日じゃったな。なんぞハズレスキルでも引いてしまったのか？」

			　陛下も周りにいる人たちも、この時点では動揺は見られない。ハズレスキルを授かるなど良くあることだからだ。

			　しかし父さんが次に発した言葉に、皆の顔色が変わっていった。

			「それ以上の問題でございます。ナイトは１つしかスキルを授かることができませんでした」

			「……何じゃと？」

			「ナイトの授かったスキルは『一般人』というもののみ。しかもレベルを上げるごとに全てのステータスが１しか上がらないというハズレスキルでございました」

			　謁見の間がざわめき出す。

			　分かってはいたが、スキルが１つだけというのは相当にレアな状況らしい。

			　俺はと言えば、父さんとあまり年が変わらないはずなのに、やたらと年寄り臭い話し方をする陛下を見て、国王も楽じゃないなと考えていた。

			　昔は普通の話し方だったらしいが、国王となった後、周りに舐められないようにと服装や普段の立ち居振る舞いまで改め直し、口調も威厳を出すためにワザワザ年寄り臭くしているという話だ。

			　何でも陛下には出来の悪い弟がおり、その男を国王にして権力を握ろうとしている『王弟派』という一派が存在しているそうだ。

			　そいつらはあの手この手で国王陛下の邪魔をしており、国の景気や治安を良くするための改革が中々進まないらしい。

			　だから父さんは、そんな陛下を支えるために頑張っているのだと語っていた。

			　そして今回、俺は陛下の息子であるロックの友としての活躍を期待されていたのに「やっぱり無理でした」と報告に来たのだ。

			　それはざわめくだろう。

			　何人かほくそ笑んでいる連中がいるが、奴らは王弟派に違いない。

			　くそっ、人の不幸を笑いやがって！

			　権力が欲しければ父さんのように自力で偉くなってみろってんだ！

			　俺が内心怒っている間にも事態は動いていく。

			　父さんは今、なぜ俺がスキルを１つしか授からなかったのかを説明していた。

			「なんとあの魔族の呪いで、お主の息子は一度殺されたと申すのか！」

			「その通りです、陛下。ナイトが生まれたまさにその瞬間に呪いが発動し、赤子であった息子は抗うこともできずに殺されてしまいました。そして私は家宝である『奇跡のネックレス』を持ち出して息子の蘇生を祈り、奇跡が起きて息子は生き返ったのです」

			「お主の祖先が迷宮の底より持ち帰ったというロックウェル家の家宝か。ではその時の復活が原因で？」

			「断定はできませんが、恐らく間違いはないかと」

			「ううむ……確かに死者の蘇生ともなれば何の代償もなしにとはいかないというわけか」

			　陛下は父さんの説明に上手い具合に納得してくれている。

			　これはこのまま行けるかな？　と考えたが、やはりというか待ったが掛かった。

			「おやおや、名門ロックウェル家の嫡男ともあろうお方のスキルが１つだけですか。ハロルド殿は息子思いでいらっしゃいますなぁ。このような言い訳まで持ち出してくるとは」

			「ガイアク大臣、言い訳とはどういう意味ですかな？」

			「言い訳は言い訳ですよ。スキルを１つしか授からなかったのは、あなたの息子が無能である証拠ではないのですかな？」

			　何だとこの野郎！

			　俺は文句を言うために立ち上がろうとしたが、横にいた母さんに制された。

			　その目は俺にこう伝えていた。

			「お父さんを信じて、黙って見ていなさい」と。

			　俺は動くことを止めて父さんの背中を見つめる。

			「それは違うなガイアク大臣。スキルの数とその者の能力に因果関係がないことは長き時の中で証明されている。それに妻が10年前の魔族討伐の際に呪いを受けたことは、正式な資料に残っている」

			「まぁ確かにスキルの数が少なくても優秀な人材はおりますが、スキルがあればそれだけ活躍の場が増えることは間違いないでしょう？　そもそもあなたの息子が一度死んだのだと、どうやって証明するおつもりなのですかな？」

			「そう言われると思ったのでな、当時から屋敷に勤めている使用人たちを全てこの場に連れてきている。証明は彼らがしてくれるはずだ」

			「それはそれはご丁寧に。しかし彼らが虚偽の説明をする可能性もありますな」

			「ふむ、ジャック。大臣はこう言っているがどう思う？」

			「心外ですな。我らロックウェル家使用人一同、陛下の御前での証言に虚偽を混ぜるなどありえないことです。何でしたら魔法や薬物を使用してくださっても構いません。ナイト様を襲った呪いの恐ろしさと復活の奇跡を詳細に語ってみせましょうとも」

			　父さんとジャックがガイアク大臣を睨みつけている。

			　あの人は王弟派のトップとして有名な人物だ。大臣になったのは実力なので、既に相当な権力者なのだが、それ以上を望んでいる野心家でもある。

			　俺的には、ロックと遊んでいる時に小言を言ってくる嫌味なおっさんという印象だ。

			　父さんや陛下よりも年配の方なので２人共いまいち強く出られないらしい。

			　と言うか、今気づいたが名前が酷すぎる。

			　名前も本質も害悪な人物では、シャレにもならないではないか。

			「まぁ落ち着け２人共。ハロルドよ、ワシはそなたを疑うような真似はせんよ。あの時の魔族の被害は相当なものじゃったしな。奴が残した最後の呪いならば赤子では太刀打ちできないのも無理はあるまい」

			「はっ！　ありがとうございます」

			「ガイアク大臣もここは引いてくれ。使用人たちにも後で全員に聞き取り調査をするが、ロックウェル家の使用人と言えば公明正大で有名な者たちじゃ。ワシに対して虚偽の説明をするとは思えんしな」

			「まぁ陛下がそうおっしゃるのなら、私からは何もありません」

			「それでハロルドよ。ナイトのスキルが１つしかないということは、我が息子ロックと共に旅立てぬということになるな」

			　全員が「ハッ」とした顔をして俺を見つめてくる。

			　止めてくれ、そんな目で見ないでくれ。俺のせいだけど、どうにもならないんだよ。

			「その通りでございます、陛下。本日はその件でお話に参った次第」

			「つまり８年後にロックの供として旅立つことを辞退しに参ったと？」

			「そういうことです」

			「駄目だぁ!!」

			　突如謁見の間に大声が響き渡る。

			　声がした方向を見ると、謁見の間に通じる扉の１つが開け放たれ、陛下を幼くして少し細くしたような子供が仁王立ちしていた。

			　茶色い髪に茶色い目、10歳にしては背が高いが、筋肉がないのでひょろ長の印象。

			　奴の名はロック＝Ａ＝タートル。

			　玄武の国の王子にして、今代の『土の勇者』が泣きながら突っ立っていたのだった。

		

	
		
			　

			第５話　破られた約束

			　

			　Side：ロック

			　ナイトが遊びに来たらしい。

			　そう聞いた私はすぐさま駆け出し、謁見の間へと向かっていった。

			　私の名はロック＝Ａ＝タートル、この国の王子だ。

			　更に言えば私は今代の『土の勇者』でもある。

			　とは言え、別に好きでなったわけではない。

			　今もって誰がどういった理由で勇者に選ばれるのかは分かっていない。

			　だから私は理由もなく勇者になってしまったのだ。

			　来月にはスキル授与の儀式が行われる。

			　私はそこで10のスキルを授けられ、『勇者』というスキルを手に入れた後に正式に勇者として認められ、英雄への道を歩まされるのであろう。

			　ちなみにスキルを授かっていない段階でどうして勇者であると分かるのかと言えば、答えは簡単だ。勇者とは生まれた時から額に勇者の印が存在しているからだ。

			　そしてなぜ土の勇者であると分かるのかといえば、こちらは髪と瞳の色とが関係している。

			　普通、この２つは両親の特徴が遺伝する。

			　しかし勇者は、その性質によって髪と瞳の色が変わるのだ。

			　闇の勇者である幼馴染の両親は、黒髪黒目ではなかったらしい。

			　しかしあいつは生まれた時から黒髪黒目だったそうだ。

			　まぁ、あいつが生まれたのは、私よりも数ヶ月前なので、伝聞ではあるのだが。

			　

			　私がナイトや他の幼馴染たちと出会ったのは３歳の時だった。

			　私は王子で勇者だ。それはつまり優良物件というやつらしい。

			　将来国王になり、英雄になることまでが決定している私の周りには、甘い汁を吸おうとする有象無象の大人たちが群がってきていた。

			　だから私にはいつも彼らから派遣された、たくさんの子供たちが「友達になりたい」と言って近寄ってくる。

			　しかし私は知っている。彼らは別に私と友達になんかなりたくないのだ。

			　親に言われてそうしているだけで、私のことは王子や勇者という記号でしか見ていない。

			　子供というのは正直だ。「私と友達になりたい」とか言いながら、私のことは見もしないで、本当の友達と一緒に遊んでいるのだから。

			　そんな彼らと友達になんてなれるわけがない。

			　だから私には友達がいなかった。

			　そんな私に初めてできた友達が、父上の親友の息子であるナイトだった。

			　時を同じくして姉の友達になった者たちとも仲良くなり、私たちは幼馴染となった。

			　特に子供の頃は奇人として一部で有名だったナイトは、同い年で同じ男同士だということもあり、親友となった。

			　勘違いではない。ナイトも親友だと言ってくれたのだ。

			　私は18歳になったら勇者として旅立たなくてはならない。

			　ナイトはその時に、一緒に旅立つと約束してくれたのだ。

			　父上も若い頃は、ナイトのお父上と共に諸国を巡ったと言っていた。その時のことを話す父上はとても楽しげだ。

			　だから私もナイトと共に世界を旅して、楽しい思い出を作るのだ。そうでなければ勇者なんてやっていられない。

			　そもそも私は戦闘訓練も魔法の勉強も嫌いなのだ。

			　本心を言えば、部屋にこもって絵を描いたり、音楽を聞いたり、本を読んだりして暮らしたい。

			　ナイトと一緒に旅立つことになっているから、辛い勇者としての訓練も耐えられるのだ。

			　そんな私の親友が、私と共に旅立つことを断りに来たという。

			　謁見の間の外で、扉を薄く開けて聞き耳を立てていたら、そんな話が飛び込んできた。

			　私はびっくりして扉の前に立っている兵士を振り返る。彼は私のわがままを聞き入れ、盗み聞きを許してくれる良い兵士だ。

			　そんな彼も驚いた顔をしていた。

			　つまり私の聞き間違いではないのだ。ナイトは私と共に旅立たないのだ。

			　そんなのは駄目だ。止めなくてはならない。だから私は止めに行った。

			　

			　Side：ナイト

			　俺は謁見の間に響き渡った大声の発生源へと目を向けた。

			　そこでは俺の親友が泣きながら「駄目だ、駄目だ」と連呼している。

			　あいつは恐らく盗み聞きしていたのだ。

			　間違いない。ここに遊びに来た時、俺もあいつと一緒によくやっているからだ。

			　俺はロックに話したくはなかった。しかし話さざるを得なかった。

			　親友と交わした大事な約束を破ることになるのだから。

			「よう親友、景気はどうだい？」

			「ぼちぼちでんな～、って誤魔化すな、ナイト！　どういうことだ、説明しろ！」

			「盗み聞きしていたんだろう？　どこまで聞いたんだ？」

			「最初から全部聞いていたよ！」

			「話が分かる兵士ってのも考えものだな」

			　やっぱり最初から聞いていやがった。

			　ロックは俺が父上と一緒に王宮を訪れた時は、最初の挨拶が終わるまで扉の向こうで待ち構えていることが多かった。

			　だから今日も俺たちが入室した時には既に扉の向こうで待機していたのだろう。

			「最初から聞いていたのなら理解しているだろ？　俺は今日スキル授与の儀式で『一般人』というスキルを１つだけ授かったんだ。勇者の仲間になるためには最低５つはスキルがなくちゃいけない。俺は資格を失ったんだよ」

			「でも！　約束したじゃないか！　一緒に冒険するって！　私を助けてくれるって！」

			「それについては素直に謝るよ。本当にごめん。俺は約束を破った」

			「謝るなよ！　一緒に旅に出ようよ！」

			「だから無理だよ。旅どころか１人では町からも出られないんだから」

			「え？」

			「知らないのか？　スキルの数で制限がかかるのは勇者のお供だけじゃないんだぜ？」

			　そう、この世界にはモンスターが蔓延(はびこ)っており、町の外には山賊や盗賊といった連中も多数存在している。

			　だから町から出るにあたってもスキルの数での制限があるのだ。

			　具体的には『スキルの数が３つ未満の者が町の外に出る場合は、専属の護衛を雇わなければならない』という法律が制定されている。

			　スキルの数が少ない者の命を守るためにできた法律であるが、その結果、俺の活動範囲はこの町のみに限定されてしまったのだ。

			「なら話は簡単だ。私がお前の専属護衛になれば良い！」

			「馬鹿言うな、勇者が直々に護衛してどうするんだ。そもそもお前は王子なんだから、護衛される側だろうが」

			「だったら誰か雇えば解決するだろう！」

			「そりゃ解決するさ。でもな、お前は18歳になったら勇者として旅に出るんだよ。勇者の供に専属護衛がいるなんて、笑い話を通り越して悪い冗談だぜ」

			「でもほら、物語の中には要人を護衛して旅をしたって話もあるし……」

			「仲間を要人扱いしてどうするんだよ。……分かってくれよ、ロック。俺はお前のお荷物にはなりたくないんだよ」

			「お前がお荷物なわけないだろ、ナイト！」

			「お荷物なんだよ。スキルが１つだけってことは俺のレベルは最高でも10止まりだ。お前はレベル１００まで到達できるし、他の仲間も60～80ってところだろう？　レベル10なんてお呼びじゃないんだよ」

			　俺だって本当はロックと共に旅に出たい。

			　しかし俺がいては確実に足手まといになる。

			　それは取りも直さずロックの安全が脅(おびや)かされる結果に繋がってしまうのだ。

			　だから俺はこの心優しい幼馴染を諦めさせなくてはならない。

			「でも……だって……そうだ！　これは何かの間違いだ！」

			「は？」

			「間違いだって、最大レベルが10とかありえないよ！」

			「いや実際、俺のスキルは１つだけでな……」

			「『一般人』なんてスキル聞いたこともないし！　ひょっとしたら特殊スキルかもしれないじゃないか！　レベル10を超えて上がるとか！　試してみようよ！」

			「どうやってだよ」

			「おじさん！　おじさんがナイトと一緒に町の外にモンスターを倒しに行けば良い。おじさんは強いから護衛として何も問題ないし！　モンスターを倒し続ければレベル10なんてあっという間だ。たくさん倒してナイトのレベルが10以上になれば問題ないだろ？」

			「そりゃそうかもしれないけどさ」

			「ならそうしようよ！」

			　ロックはどうしても俺と一緒に旅に出られないことが嫌なようだ。だから俺に本当は一緒に行けるだけの力があると認めさせたいらしい。

			　まぁ理屈は分かる。

			　この世界で重要なのはスキルよりもレベルだ。

			　スキルが１つだけだったとしても、そのスキルだけでレベルが上がり続ければ問題はない。

			　ただこの世界のルール上、それはありえないはずだ。

			　だがこの案には賭けてみる価値もある。

			　俺は父さんのほうを向いて、お願いをしてみた。

			「父さん、ロックもああ言っているし、一緒にレベル上げをしてもらえませんか？」

			「それはもちろん構わないが、正直可能性はゼロに等しいぞ」

			「それは承知の上ですよ。それにロックも実際にレベル10以上にならなければ納得するでしょうから」

			「そうか。まぁレベル10止まりとはいえ、レベルは上げておくに越したことはないからな」

			　そう言って父さんは俺から陛下に向き直り、退出願いを申し出た。

			「では陛下、突然の謁見を受けてくださり、誠にありがとうございました。私はこれより屋敷に戻り、息子のレベル上げのために町の外へと向かいます」

			「うむ、分かった。今回の件は誠に残念であったが、ナイトならば戦闘職以外に就いたとしても活躍は期待できるであろう。あまり気を落とさずにな」

			「ありがとうございます」

			「父上！　まだそうと決まったわけでは！」

			「ロック、お主は少し黙っておれ。親友であるナイトが、お主と共に旅立たないと決めた気持ちを少しは理解しようとしてみてはどうじゃ」

			　そう言われたロックはうつむいて唇を噛み締めている。

			　俺は親友にそんな顔をさせてしまったことを大変申し訳なく思っていた。

			「ところで、一緒にレベルを上げてもらいたい者たちがおるのだが、頼めるかな？」

			「はぁ、相手にもよりますが」

			「何、心配するな。全員お主とは顔見知りじゃよ。我が娘のロゼッタ、宮廷魔道士長の娘のエリザベータ、そして闇の勇者であり巫女でもあるダイアナじゃ」

			「あの３人ですか……」

			「あの子たちもお主の息子とは幼馴染であるし、共に旅立つ予定じゃったじゃろう？　説明をするためにもいい機会じゃと思うのじゃがな」

			「それは構いませんが、ロゼッタ王女は外に出られるのですか？」

			「いくらあやつでもナイトの事情を聞けば動くであろう。動かなければ叩き出すまでよ」

			「それは……陛下、あまり過激なことはお避けください」

			「いつまでも甘い顔はしておれん。厳しさもまた親心じゃよ」

			「分かりました。では３人の準備が整い次第、出発することといたします」

			「頼んだぞ。くれぐれも気をつけてな」

			　その後、俺と父さんと母さんは屋敷へと戻った。

			　ちなみに使用人たちは、事情聴取を受けてから夜遅くに帰ってきた。

			　それから２日後、俺は父さんと幼馴染３人と共に、レベル上げのために町の外へと向かうことになったのであった。

		

	
		
			　

			第６話　幼馴染

			　

			　俺には４人の幼馴染がいる。

			『土の勇者』になることが決定している、この国の王子である『ロック』。

			　ロックの姉にして、この国の王女でもある『ロゼッタ』。

			　闇の神殿の巫女にして、『闇の勇者』に先日正式になったばかりの『ダイアナ』。

			　そして宮廷魔道士長の娘である『エリザベータ』。

			　男はロックだけであり、残りの３人は女の子だ。

			　ちなみに俺は女の子たちの名前を、『ロゼ』『アナ』『エル』と短縮して呼んでいる。

			　俺とロックとアナは同い年であり、エルは２歳年上でロゼは４歳年上だ。

			　これに『ライ』という名の俺の２歳年下の弟を加えた６人が、８年後に結成される勇者のパーティーだと言われていた。

			　８年後、つまり勇者であるロックとアナが18歳になった時、２人は勇者として世界を巡る旅に出ることになっている。

			　この世界では、勇者として生を受けた者は18歳になると、２人の仲間を引き連れて世直しの旅に出ることが決まっているのだ。

			　これは遥か昔、魔王を倒した偉大な勇者様が、18歳の時に友達２人と共に３人で世界を救う旅に出たことに由来する慣習らしい。

			　とは言え、現在ではその意義も失われており、いずれ国の重要なポストに就くことが決まっている勇者たちに『世間』というものを知ってもらうための『イベント』という側面が強い。

			　３人だけで旅をするのは精々国内止まりだ。

			　各国に２名しか存在しない貴重な勇者が万が一にも死ぬことがないようにと、国外へ行く場合には、基本的に国の騎士団が随(ずい)行(こう)することになっている。

			　当初の予定ではロックが18歳になった時、俺と弟の２人を引き連れて、この玄武の国の中を巡る予定となっていた。

			　ちなみに闇の勇者であるアナの仲間はロゼとエルの２人だ。

			　気心の知れた仲間と共に、思い出作りと実績作りと見聞を広めることを目的とした旅に出発する手筈だったのである。

			　とは言え、それはあくまでも予定でしかない。

			　ロックの仲間の１人に内定していた俺は、スキルもレベルも足りずに脱落。２年後にスキル授与の儀式を行う弟にしても、まだ本決まりではない。

			　そして女性陣、闇の勇者のパーティーも既に１人が脱落している。

			　勇者であるアナは無事に10のスキルを授かることができた。

			　宮廷魔道士長の娘であるエルは魔法特化型の構成で８つのスキルを授かっている。

			　問題は幼馴染の中で１番の年長者にしてロックの姉である、この国の王女ロゼだ。

			　ロックや父親と同じく茶色い髪に茶色い目、可愛らしい顔つきをしている女の子である。

			　彼女は４年前、スキル授与の儀式を受けた。

			　そこで授かったスキルは僅かに３つのみ。

			　その内容は『王族』と『植物使い』そして『成長停止』であった。

			　スキルが３つのみというのも問題ではあるが、中でも『成長停止』が大問題であった。

			　スキルには効果の高いもの、低いもの、当たりハズレと様々な種類が存在する。

			　その中でも大ハズレスキルと呼ばれ、忌み嫌われているものがあり、『成長停止』はまさにその大ハズレスキルの１つであったのだ。

			『成長停止』

			　効果は読んで字のごとく、『スキルの持ち主の成長が停止する』というものだ。

			　このスキルを持っている者は、レベルアップをしたところでステータスは一切上昇しない。

			　それどころか、いくら体を鍛えたとしても、全くステータスに変化は起こらない。

			　オマケにステータス上昇系スキルの効果すら打ち消してしまう。更には体の成長まで止まってしまうという恐るべきスキルだ。

			　ロゼは現在14歳。通常であれば生理も始まっており、体つきも女性らしくなり、これから美しさに磨きがかかり始めるというお年頃だ。

			　このくらいの年の『王女様』と言えば、周囲の男性陣から羨(せん)望(ぼう)の視線を投げかけられ、多数の求婚者がいてもおかしくはない。

			　しかし彼女にはそんなものは存在せず、投げかけられるのは哀れみの視線のみ。

			　10歳にして成長が止まり、いつまで経っても子供体型のままで、しかも生理が来る前だったので子供を産むことすらできない、という大ハズレスキルに人生を狂わされた者に向けられる同情の視線だけであったのだ。

			　特に重要なのは子供が産めないという状況にあった。

			　彼女は王族だ。

			　父親は国王陛下その人であり、弟は次期国王にして勇者。

			　つまり彼女の夫になりさえすれば、王族の血を得ることができ、なおかつ次期国王にして勇者の義理の兄という特典まで付いてくるのだ。

			　だからロックが生まれ、勇者であると分かってからは、ただでさえ多かった結婚の申込みが爆発的に増加した。

			　しかし、それは４年前までの出来事だ。

			　彼女のスキル授与の儀式が終了し、その内容が報告されると、毎日ひっきりなしに訪れていた結婚の申込みはパッタリとなくなってしまった。

			　王族に結婚の申込みをしていたということは、相手もそれなりの名家である。

			　だから結婚するにあたって、彼らは『王族の血』を『正統後継者』に継がせることを第一目標としていた。

			　なにしろ次期国王であるロックは『勇者』であるため、戦場に行く機会が多くなる。

			　そして戦場に行っている期間が長くなれば、その分、城での仕事が疎(おろそ)かになってしまう。

			　そんな時に勇者であり、国王でもあるロックの『姉』に子供がいれば、その子はもちろん、その一族の者たちも国内において重要な役職に就くことが期待できる。更に、ロックに何かあった場合には次の国王の座すら狙えるのだ。

			　その一方で、王女を家に迎え入れるということは相当な出費を強いられることを意味する。

			　しかし結婚したところで子供が産めない女性では『王族の血』を手に入れることはできない。つまり、メリットよりもデメリットが上回ってしまう。

			　だから彼らはロゼから手を引いたのだ。彼女を迎え入れるメリットがなくなったから。

			『子供を産めない王女に価値はない』と宣言されたこの状況は、彼女をいたく傷付けた。

			　それ以来、彼女は城の自室に閉じこもってしまい、ほとんど外に出てこなくなってしまった。

			　つまり亀岩城の中で引きこもりになっているのである。

			　幼馴染である俺たちでさえ、機嫌が悪い時には会うこともできない。

			　そして残りの２人、『エル』と『アナ』にも問題が発生していた。

			　ロゼとエルとアナは幼馴染にして親友同士だ。

			　ちょうど俺とロックとの関係に似ている。

			　ロゼは王女であったため、当初有象無象に群がられ、友達ができなかったらしい。

			　しかし宮廷魔道士長の娘として生まれたエルと友達になり、勇者であり、闇の神殿の巫女として修行中でもあったアナとも友達になることができた。

			　この２人は変人と危険人物として有名だ。

			　エルは知識欲の塊のような奴だ。

			　灰色の髪と瞳を持ち、髪はいつもボサボサでだらしない格好をしている。

			　しかしその頭脳はまさに天才児のそれであり、彼女は12歳にして、国内最高の頭脳集団である宮廷魔道士に抜(ばつ)擢(てき)されている。

			　彼女は町にある全ての本を読破したと豪語し、ありとあらゆることに関心を持っている。

			　特に魔法には並々ならぬ関心があり、城に遊びに行くと、親である宮廷魔道士長に付きまとって質問攻めにしているのをよく見かける。

			　明るく元気で裏表のない性格をしているのだが、それゆえに情け容(よう)赦(しや)なく相手の至らぬところを指摘してしまい、周りに煙たがられている困ったちゃんだ。

			　前世で言うところのマッドサイエンティストのような奴なのである。

			「玄武の国の宮廷魔道士長の娘は稀(き)代(だい)の天才にして変人である」

			　こんな噂が国内は元より国外にまで轟いているのだ。

			　アナは闇の勇者にして闇の神殿の巫女だ。

			　黒髪黒目で髪は長く、10歳である今でさえ美人だと断言できるほどの容姿をしている。

			　闇の神殿とはこの国にある神殿の名前であり、スキル授与の儀式が行われる場所でもある。

			　そして『闇の神殿の巫女』とは闇の神殿に住み込みで働き、巫女の修行に勤しんでいる者を指す言葉だ。

			『巫女』と言えば、聖職者のイメージがある。

			　しかしここは異世界、『日本の巫女』とは全く扱いが異なる。

			　彼女たちは『巫女』を名乗ってはいるが、その実態は『暗殺者』もしくは『忍者』と言うほうがしっくりくる。

			　いや女性しかいないことを考えると『くノ一』と言ったほうが正しいか。

			　彼女たちは闇の神殿において、闇の神に祈りを捧げ、闇の神より授けられし技能を磨いて世界に貢献している者たちだ。

			　闇の神に授けられし技能。それは俗に『暗殺系スキル』と呼ばれている。

			　なぜそんな物騒な話になっているのかと言えば、『闇の勇者』に授けられるスキルの１つが高確率で『暗殺の天才』だからだ。

			　スキルの中には稀に『～の天才』と呼ばれるものが存在する。

			　これは特定分野において、他を圧倒する実力を発揮できる、大当たりスキルの１つとされているものだ。

			　アナは勇者として生まれ、両親が事故で亡くなった後、闇の神殿に引き取られた。

			　そして闇の勇者となるべく、幼い頃から暗殺者としての技能を叩き込まれてきたのだ。

			　そんな彼女はスキル授与の儀式において、当然のように『暗殺の天才』を授けられた。

			　そのスキル構成を見る限り、やはり『勇者』というよりも『暗殺者』や『忍者』と言ったほうがしっくりくる。

			　彼女は人と会話をすることが苦手だ。結果無口になり、何も知らない周りからは『クール』だとか言われているが、俺たち幼馴染は単に会話が苦手だと知っている。

			　克服しようと努力しているのだが、未だ結果は出ていない。

			　更に彼女は訓練が行きすぎたのか『殺気』を抑えることを苦手としている。

			　そんなわけで『無口で凄い殺気を放つ暗殺の天才』が誕生してしまったのだ。

			　凄い殺気を放つ暗殺者なんて矛盾した存在ではあるが、これについては追々直していくとのことである。

			　だから彼女は昔から『危険人物』として周りから遠ざけられており、勇者であるにもかかわらず人気はイマイチだったりする。

			　しかし俺たちは知っているのだ。彼女もまたロックと同じで本人の意志とは無関係に『闇の勇者』に選ばれてしまっただけで、本当は殺しなんてしたくないのだと。

			　そもそも彼女は最初『アナ』という名であったのだそうだ。

			　それが闇の神殿で暮らし始めた頃には『ダイアナ』と改名されていたという。

			『ダイ』は『die』で『死』を意味している。

			『闇の勇者』としての活躍を期待されるあまり、『死』という単語を名前に付けられてしまったのだ。

			　だから俺たちは、俺たちだけは彼女のことを『アナ』と呼んでいる。

			『無口で凄い殺気を放つ暗殺の天才』は、本当は心優しい女の子なのである。

			　この２人がどうしてロゼと親友になったかと言えば、それは俺とロックの時と同じだ。

			　この２人は『変人』と『危険人物』と言われていたが、２人共性格に裏表がなく、相手が王族だからといって態度を変えることもなかった。

			　そんなところに惹かれてロゼは２人と友達になり、そして親友になったのだ。

			　２人も、周りから避けられていた自分と友達になってくれたロゼに惹かれた。

			　彼女たちはロゼのことが大好きだ。

			　だからロゼが引きこもった後も彼女の部屋へと通いつめ、レベル上げも彼女と一緒にやりたいと、まだ一度も戦っていないのである。

			　しかし国としては、それでは困る。

			　エルのスキルは８つもあり、アナは勇者として堂々の10のスキル持ちだ。

			　８年後には、彼女たちは旅立つことが決まっており、これは個人のわがままで中止にできることではない。

			　だから今回、陛下は俺のレベル上げのついでに彼女たちのレベルも上げようと考えたのだろう。俺よりも、彼女たちのレベルを上げることのほうが重要なのだ。

			　もしも俺が通常通り複数のスキルを授かっていたら、今回の話は存在しなかっただろう。

			　スキルの数が１つだけというロゼ以上の不運に襲われた俺だからこそ彼女を部屋から連れ出し、彼女に付いてくる形でエルとアナも連れ出すことができるのだ。

			　まさに怪我の功名である。

			　そう考えればスキルが１つだけというこの状況にも、まだ救いがある。

			　これから俺は彼女たちと一緒にレベル上げのために町の外へと向かう。

			　引率は副将軍を拝命している父さんが直々に行ってくれる。

			　俺のレベルは今日だけで最大値まで上がってしまうだろう。

			　だから彼女たちと共に戦えるのは今日限りだ。

			　俺はこの日のことを生涯忘れないようにしようと考えながら、屋敷を出発したのだった。

		

	
		
			　

			第７話　いざレベル上げへ

			　

			　俺と父さんは城へ向かっていた。

			　今回、町の外に出るにあたって、俺は軽いが丈夫でしなやかな素材でできた服を着ている。

			　本来なら鎧(よろい)を着るほうが安全ではあるのだが、重くて着ることができないのだ。スキルのあるなしは関係なく、単に子供だからだ。

			　ちなみに父さんは武装している。

			　普段、軍で働いている時は上から下まで鎧で覆われた完全武装をしているが、今回はレベル上げのためのモンスター退治が主であるので、軍での装備よりもやや軽めだ。

			　国の重要人物たちの護衛であり、対象は俺も含めて４人もいるために、いつもより動きやすい装備に変更したのだ。

			　ちなみに他に護衛はいない。

			　副将軍を務める父さんの戦闘力は国内において突出しており、町の周辺のモンスターならば父さん１人で楽勝だからだ。

			　今はまだ早朝、ようやく朝日が昇ってきた頃合いだ。

			　王女であるロゼや勇者であるアナが町中を移動すると騒ぎになってしまうので、混乱を避けるために人通りの少ない時間帯に移動することにしたのだ。

			　町の人々は道路を掃除したり、ゴミを出したり、植木に水を撒いたりしている。

			　俺たちの馬車は彼らの生活を横目に見ながら城へと辿り着いた。

			　そして城門を潜って、中で待機していた３人の幼馴染と合流を果たした。

			　

			　亀岩城の舌の先、つまり大階段の下では朝早くにもかかわらず多くの人が集まっていた。

			　ロゼの周りには陛下やロックに加えて城の使用人や兵士たち。

			　エルの隣には父親である宮廷魔道士長とその奥方。

			　アナの周りには黒装束で固められた闇の神殿の巫女たちが勢揃いしている。

			　馬車が停車して俺たちが降りると、エルが俺に向かって突撃してきた。
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			「ナイト、おはよー！　今回は残念だったね！　でも大丈夫だよ、ナイトならスキルがなくてもちゃんと生きていけるから！　ところでナイトは一度死んだんだよね、その時のことって覚えている？　覚えてないか、生まれたてだったものね。でもスキル授与の儀式を受けた時にその光景は見たんでしょ？　ねぇ教えて、どんな光景だったの？　ハロルドさんも知っているんだよね。聞きに行っても良いかな？　良いよね！　じゃあ早速詳しい話を……」

			「しないから！　今日はこれからレベル上げに行くんだよ！」

			「え～、でもそれは別に今日でなくてもできるじゃん！」

			「俺の死んだ時の話だって今日でなくても聞けるだろうが！」

			「でもでも、アタシの興味はそっちに向かって一直線なんだよ」

			「レベル上げが終わったら改めて家に来いよ。じっくり聞かせてあげるから」

			「本当？　本当に？　約束だよ！　よっし！　じゃあ張り切ってレベル上げに出発しよー！」

			　エルの奴はいつものように好き勝手に話を進めた挙句、さっさと馬車に乗り込んでしまった。

			　彼女の着ている宮廷魔道士のマントが風に揺れていた。

			　その下に見えたのは、いつもと変わらぬ普段着だ。あいつはいつもだらしがない。

			　と言うか、エルは基本的にだらしない格好をしているので、それを隠すためにマントを羽織っているのだ。

			　そんな彼女の様子を呆れて見ていたところ、俺の側に彼女の両親が近寄ってきた。

			「ナイト、話は聞いた。大変だったな」

			「おはようございます、エリック先生。でも大変だったのは父さんと母さんと使用人たちですし、これから大変なのはロックの奴ですよ」

			「……まぁお主はまだレベルが上がらないという苦労に直面していないからな。これからお主には想像以上の苦労が襲い掛かってくるだろうが負けるでないぞ」

			「はい、ありがとうございます、先生」

			　長身痩(そう)躯(く)で黒味がかったローブを着込み、フードに隠されたその顔色は窺い知れない。

			　しかし普段隠れているその顔が結構な美形であることは、この国に住んでいる人ならば誰もが知っていることだ。

			　この人こそ、エルの父親にして、この国の宮廷魔道士長を務めるエリック＝エニシュその人である。

			　父さんの同僚ではあるが、肩書が示す通り父さんよりも偉く、この国における重要な役職に就いている人物だ。

			　そして俺たち勇者パーティー候補者に勉強を教えてくれている先生でもある。

			　勇者とその仲間たちは将来国の重役に就くことがほぼ決定しているため、幼い頃から専属の教師が付くことになっており、国内最高頭脳と呼ばれるこの人に白羽の矢が立ったのだ。

			　俺にとってはとても厳しい先生で、周囲も同じように感じているはずだ。

			　しかし俺はこの人の別の一面も知っている。

			　と言うか、俺と奥方にだけその一面を覗かせるのだ。

			　彼の横にはエルと同じく灰色の髪と瞳を持つ奥方が並んでいる。

			　２人はエルが馬車に乗っていることを確認すると、俺に向かって話し掛けてきた。

			「ところでロック王子と旅立つ予定はなくなったわけだが、私の娘をもらってくれるという話まではなくなっていないだろうな」

			「お願いよナイト。あなただけがエルと対等に渡り合えるの。あなた以外に嫁ぐあの子を私たちは想像もできないの」

			「お主のスキルの数が１つだけだったのは残念ではあったが、それとこれとは別問題だ。頼むから娘を嫁にもらってくれたまえ。そのためならばあらゆる支援を約束しよう」

			　国内外にその名を轟かせる稀代の魔法使い、宮廷魔道士長エリック＝エニシュ。

			　彼もまた一人娘の行く末を案じ続ける１人の父親であったのだ。

			　彼は魔法の研究に没頭するあまり、結婚が遅く、子供を授かるのも遅かった。

			　よって彼は人生の後半に入ってから授かった娘をとても溺(でき)愛(あい)している。

			　そして娘を預ける婿(むこ)として、俺が選ばれたのだ。

			　なぜかと言えばエルとまともに会話ができる男が俺しかいないからである。

			　前世を思い出したのはつい先日ではあるが、前世の魂は俺の頭脳にも影響を与えていたのだ。

			　俺の前世は日本人。幼い頃からテレビが流す情報の洪水に飲まれ、あらゆる知識を詰め込まれてきた。

			　だからたとえ一般人であっても、知識量はこちらの世界の頭脳集団に引けを取らない。

			　たまにこちらの常識と乖(かい)離(り)している部分があり、『奇人』扱いされたこともあったが、今はもうそのズレも大分修正されている。

			　だから俺はエルの疑問や質問にも答えることができたし、同レベルで話をすることも、意見をぶつけ合うこともできたのである。

			　普通の子供にはそんなことはできない。

			　実際ロックはエルを苦手としている。お互い嫌っているわけではないが、全く話が合わないのだ。

			　そして大人もエルを苦手としている。

			　天才の名は伊(だ)達(て)ではなく、知識量ではほぼ互角か超えられてしまう。そして父親が宮廷魔道士長では力で押さえ付けることもできない。

			　結果エルは周囲から孤立し、浮いてしまっていた。

			　そんな娘と互角に渡り合える同年代の男の子が現れたら、両親としては逃すわけにはいかなかったのだろう。

			　エルと知り合って何度か遊んだ後、彼女の両親が揃って屋敷を訪れ、俺に向かって娘をもらってくれと頭を下げてきた時は驚いたものだ。

			　まぁ俺もエルのことを嫌ってはいない。

			　あの知識欲は若干ウザいと感じることもあるが、基本的に表裏がなく良い奴なのだ。

			　それにあいつとの会話は楽しい。前世のあの情報に溢れた世界を知っている者としては、エルの知識欲にこちらの世界での生活の発展を期待してしまうのである。

			　更に言えばエルは可愛い。

			　奥方もかなりの美人でスタイルも良く、エリック先生も実は美形だ。だからエルは将来美人になるだろうと言われている。

			　まぁあの性格は修正されないままなのだろうが。

			　そんなわけで俺はエルとの繋がりを切るつもりはない。

			　そもそもスキルが１つだけの男なんて切られて当然なのだが、この親バカたちはそんなことよりも娘の幸せを願っているのだ。

			　ならばそれに答えることこそが男の甲斐性というものだろう。

			「大丈夫ですよ、先生。俺がエルを嫌いになることはありませんから。むしろスキルが１つだけだったので、婚約を解消されるかもと考えていました」

			「そんなことはありえんから心配せずとも良い。娘のあの性格は恐らく治らん。そして娘をもらってくれる男など、お主以外に見当たらん。家の繁栄も大事だが、娘の幸せのほうが大事なのだ。すまんがよろしく頼むぞ」

			「もちろんです。むしろこちらこそ、よろしくお願いします」

			　そう言って親バカな宮廷魔道士長夫妻は馬車から離れていった。

			　次に来たのはロックと陛下だ。ロゼは陛下の後ろに隠れている。

			　陛下は俺たちの前まで来ると、後ろに隠れていた娘を引っ張り出してきた。

			　小さい、やはりロゼは小さい。

			　玄武の国の他の王族と同様の茶色い瞳と髪を持ち、髪型は短めだ。小柄な体(たい)躯(く)を大人っぽいデザインの服装で包んでいるが、背伸びをしている子供のようにしか見えない。

			　彼女は現在14歳。その容姿は４年前から一切変わっていない。

			　４年前までの彼女は周囲から『かわいい』という評価を受けていた。

			　しかし今、一切の成長をしていないにもかかわらず、彼女をかわいいと言う者は誰もいない。

			　なぜなら目が死んでいるからだ。
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			　スキル『成長停止』のせいでステータスも体の成長も止まった。

			　そして彼女は知ったのだ。人の心の醜さを。

			　スキルを得る前はあれだけ周囲にちやほやされていたのに、スキルを得てから聞こえてくるのは哀れみの声ばかり。

			　役立たずの烙(らく)印(いん)を押され、家族と幼馴染以外の人間たちは彼女の周りから離れていった。

			　そりゃあ引きこもるだろう。

			　楽園だと思っていた場所が突然地獄に変わったのだ。

			　しかしそんな地獄に彼女は再び帰ってきた。

			　幼馴染の１人、つまり俺が彼女に匹敵する地獄を味わうことになったからだ。

			「久し……振り。元気にしていた……？」

			「うん元気だよ、ロゼ姉。ロゼ姉は少し痩せたかな？」

			「食欲……なくて。でも大丈夫……。ちゃんと……動ける……から」

			「そっか、今日はよろしくね」

			　ぎこちなく笑ったロゼはそのまま馬車の中へと入っていった。

			　ロゼのことを俺たちは『ロゼ姉』と呼んでいる。もっとも、心の中では『ロゼ』と呼び捨てにしているのだが。

			　幼馴染の中で一番の年長者だから自然とその呼び名が付いた。

			　そして４年前からは意識してそう呼んでいる。

			　たとえ成長が停止しても、彼女が俺たちの姉であることは変わらないのだと周囲に喧(けん)伝(でん)するために。

			「ハロルド、ナイト、娘を頼んだぞ」

			「お任せください陛下。傷１つ付けずにお返しいたします」

			　ここでロックが一歩前に出て、俺の目をまっすぐに見て言った。

			「ナイト、本当なら一緒に行きたいところだけど私はスキルを授かっていないため、町の外には出られない。エルとアナと姉上のことをよろしく頼んだぞ」

			「もちろんだ。任せときな」

			「これであの子も前を向いて一歩踏み出してくれれば良いのだがな」

			「そればっかりは私には何ともできません。息子たちの働きに期待しましょう」

			　陛下と父さんが心配するのも当然だ。

			　４年前から城で引きこもって以来、彼女は目に見えてやつれていっている。

			『生きる気力がなくなったからだ』とは主治医のセリフだ。

			　だから俺たちは事あるごとに彼女の部屋に遊びに行き、何とか励まそうと頑張ってきた。

			　おかげで４年経っても彼女はまだ生きている。

			　しかし目は窪み、体はやせ細り、口調はたどたどしい。

			　今回のレベル上げが彼女にとって気分転換になれば良いのだが。

			　そんなことを考えていると、『闇の勇者』であるアナと闇の神殿の神殿長が近づいてきた。

			　アナは肌の露出が全くない、上下黒一色の闇の神殿の巫女装束でもあるくノ一っぽい忍者服に身を包み、勇者の印が浮き出ている額は鉢金で隠している。

			　アナは俺を見て、ロックを見て、陛下を見て、父さんを見た後、ペコリと頭を下げただけで馬車の中へと入っていってしまった。

			　馬車の中からはエルの声ばかりが聞こえてくる。

			　ロゼは口が重く、アナは口を開かない。必然的にエルが１人で喋(しやべ)りっぱなしになるのだ。

			　そんなアナの様子を見ていた闇の神殿の神殿長は溜息をつきながら俺たちに謝ってきた。

			「相変わらずの無愛想、無作法で申し訳ないねぇ」

			「構いませんよ。今に始まったことでもないし。もう慣れました」

			「慣れてもらっても、それはそれで困るんだけどねぇ。あの子にはもう少し他人と会話をするってことを学んでもらいたいもんだよ」

			「しかしアナをああいう風に育てたのは神殿長御本人ではないですか」

			「耳が痛いね。ハイハイと言うことを聞く良い子だと思っていたら無口で無表情になっちまうとはね。ただでさえ『闇の勇者』は人気がないっていうのに、今じゃあからさまに避けられてしまっている。幼馴染であるあんたたちに期待したいね」

			「無茶を言わないでください。私たちでもアナとの会話は大変なのですから」

			「それでもあの子に話し掛けてくれるあんたたちは貴重なんだよ。ナイト、今日はよろしく頼むよ」

			「任されました、ばっちゃん」

			「『ばっちゃん』はよしな！」

			　闇の神殿の神殿長は既にかなりの高齢だ。

			　彼女は先代の闇の勇者の供の１人として世界を巡り、魔王とも戦った経験があるという偉大なる女傑だ。

			　しかし教育者としては問題があったようで、彼女に育てられたアナは評判が良くない。

			　彼女はそのことを後悔しているようで、事あるごとに俺たち幼馴染に対してアナの性格を直してくれと頼んでくるのだ。

			　しかし人の性格がそんな簡単に直ったら誰も苦労はしない。

			　そもそも俺たちはアナのあの性格を好いているので直す気はない。

			　アナは最低限の礼儀はわきまえているし、表情だってちゃんとある。

			　よく見なければ分からないが、暗殺者として育てられた影響で、顔面の筋肉が固まっているだけなのだ。

			　そもそも彼女は本来、心優しい性格だから勇者には向いていない。

			　俺たちはそのことを分かっているので、神殿長や彼女の性格を直したがっている人たちには空返事をして、彼女をできる限りこのままの状態にしようと努力していた。

			　とは言え、これで同行者は全て揃った。

			　城の前で目立たないように小規模な見送りを受けた俺たちは、一路町の外へと向かう。

			　そこは手付かずの自然が残る広大な大地。

			　地平線まで続く草原、鬱(うつ)蒼(そう)とした深い森、野生動物が闊(かつ)歩(ぽ)する山々。

			　町の外は未開の地が多く残っている。

			　しかしこの世界ではそう簡単に開拓はできない。

			　あらゆる場所にモンスターが蔓延っており、町の外は奴らの縄張りだからだ。

			　俺たちはこれからレベル上げのために町の外にモンスター退治に出かける。

			　幼馴染３人にとっては生まれて初めての冒険だ。

			　もちろん俺にとっても、前世から数えて40年目にして初めてのモンスター退治である。

			　俺は前世において小説や漫画で読んでいたモンスター退治ができることをとても楽しみにしていた。

			　たとえ今回のレベル上げが人生最後のものになろうとも。

		

	
		
			　

			第８話　モンスター

			　

			『モンスター』

			　前世では怪物の意味を持つ単語であり、映画にゲームに小説に、そして漫画に触れていた者ならば、まず間違いなく知っている『敵キャラ』だ。

			　前世の地球においてモンスターと言えば、動物が凶悪化した姿、ドラゴンのような幻想の類、スライムやゴブリンといったゲームや物語から持ち込まれてきた奴らのことを指していた。

			　モンスターには実体があり、剣で切り裂き、槍で突き、弓矢で貫き、魔法で吹っ飛ばす。

			　そしてモンスターを倒せば動物と同じく、その場には死体が残る。

			　モンスターの死体は財宝のようなものだ。

			　牙や爪、毛皮に血、甲(こう)羅(ら)や翼などの素材を剥ぎ取り、それを加工して武器防具にする。

			　これが前世において考えられていたモンスター退治の一連の流れであった。

			　しかしこの世界では違う。

			　この世界のモンスターには前世の常識が通用しなかったのだ。

			　ここは町から少し離れた森の手前、鬱蒼と広がる手付かずの森の入り口である。

			　俺たちは、森の中でモンスター退治を行い、レベルアップする予定だ。

			　俺たちは父さんを除いて全員がレベル０。強いモンスターと戦えば即死してしまう。

			　だからまずは近場にいる弱いモンスターを倒す予定であったが、広い草原では中々モンスターを見つけることができない。

			　よって町から近く、モンスターが大量にいるとされる森へと向かったのだ。

			　そこで俺たちは生まれて初めてモンスターをこの目で見ることとなった。

			　森の中に入っていった父さんが捕まえてきたのだ。

			　そいつの名は『モンスターラット』。ネズミの形をしたモンスターが、父さんに捕まえられて、身動きが取れずもがいている。

			『ネズミの形をしている』がネズミではない。

			　この世界にもネズミは存在し、地球と同じく灰色の毛皮を持っている。

			　しかし今、父さんに捕まえられているネズミは『半透明』だ。

			　この世界のモンスターは半透明の体をしているのである。

			「「おお～！」」

			「わぁ……」

			「!!」

			　俺たちは生まれて初めて見る半透明のモンスターに興奮していた。

			　モンスターの体の中心、ちょうど心臓に当たる部分には、キラキラと輝く石が存在している。

			「皆よく見ておけ。これがモンスターだ。半透明で、体内に『魔石』を持つ人間の敵だ」

			「凄い……本当に半透明だ。体の内側が透けて見える」

			「わ～わ～！　スッゴイ！　凄いよこれ！　ハロルドさん、触っても良い？」

			「大丈夫だ。牙と爪に気をつけてな」

			　俺たちは順番にモンスターラットの体をつついていく。

			　驚いたことに、見た目は半透明にもかかわらず、毛皮の感触と肉をつついた時と同じ弾力が返ってきた。

			　筋肉どころか骨も血管もあるようには見えない。しかし感触だけは確かにあるのだ。

			　話には聞いていたし、勉強もしていたが、やはりこれを見ると『異世界』なのだと実感してしまう。

			　地球にはこんな生物はいなかった。強いて言えばクラゲが近いだろうか。

			「さてお前たちも感じた通り、モンスターの見た目は半透明にもかかわらず、触ってみれば筋肉も骨も毛皮すらもあるように感じる」

			「凄いよね！　どうなっているんだろうね！」

			「それに対する答えは未だ出ていない。各国の研究者たちが研究中だ」

			「そっか～、本に書かれていた通りなんだね～」

			「ではエリザベータ嬢、その本に書かれていたことを説明してくれたまえ」

			「でも皆知っているよ？　同じ授業受けているんだから」

			「何事もおさらいが大事なのだ」

			「了解で～す」

			　そうしてエルはこの世界のモンスターについての説明を開始した。

			　この世界のモンスターは半透明の姿をしている。

			　輪郭は動物や植物、無機物を模しているが、体のどこかに『魔石』と呼ばれる石が存在している。

			　魔石とは空気中に漂っている『魔力』が何らかの理由で結晶化した物質である。

			　魔石は放っておくとどんどん周囲の魔力を吸収し、大きくなっていく。

			　また体内には道具、金属、お金などが入っていることもある。これは活動中に体内に取り込んだものの、消化吸収できなかったことが原因と考えられている。

			　モンスターを倒すためには体内から魔石を取り出す必要がある。または体内にある魔石を砕いても倒すことが可能。

			　魔石を取り出すか砕くかすると、半透明の体が維持できなくなり、モンスターは溶けて消える。

			　その際、体内にあった物はそのまま残る。これがいわゆる『ドロップアイテム』である。

			　モンスターが活動できるのは、魔石から発生している魔力を『生命力』に変換しているからだと考えられている。

			　魔石を取り出すか砕くと、モンスターの体は消滅し、そのモンスターの形を保っていた生命力が撒き散らされ、周囲の生物の中に吸収される。

			　これがいわゆる『経験値』であり、モンスターを倒した者に最も多く吸収される。

			　直接攻撃はもちろんのこと、遠距離攻撃や罠や毒など、倒したその場にいなくても、なぜか倒した相手が経験値を手に入れることが確認されている。

			　どのモンスターも初めは普通の動植物や道具と同じ形をしているが、時間が経つにつれて形が変わっていき、凶悪な外見へと変貌する。

			　更に時間が経つと段々と透明度が落ちていき、最終的には普通の皮膚に変わる。

			　つまりモンスターの強さは『体の透明度』で大まかにだが判断することが可能である。

			　透明度が高いほど弱く、低いほど強いのだ。

			　透明度が完全になくなったモンスターは『魔族』と呼ばれる個体に進化する。

			『モンスター』と『魔族』は別物として区別されている。

			　魔族はどのような進化の過程を経たとしても、例外なく言葉を話すことができ、『人型』に変身することが可能となる。

			　魔族の心臓は魔石でできており、総じて強い。

			　魔族になれば、食事、排(はい)泄(せつ)、子作りができ、流血、病気になることもある。人間や動物とほぼ変わらなくなるのだ。

			　なお魔族同士の子供は最初から魔族として生まれてくる。

			　魔族の中でも知恵を持った魔族たちは徒党を組み、人間と同じく国を作っている。

			　人間世界の外側に魔族の国はあり、その代表者は『魔王』と呼ばれている。

			　人間には８属性８人の勇者がいるが、魔族にも８属性８体の魔王が存在する。

			　しかし遥か昔に封印された魔王が２体、10年前に『光の勇者』によって倒された魔王が１体おり、現在活動中の魔王は５体だけ。

			　その中で積極的に人間と戦っているのは朱雀の国で活動している魔王のみである。

			　

			　エルが長い説明を終えた。

			　父さんは大きく頷いている。

			　しかし改めて説明されると、この世界のモンスターというのは面白い。

			　何よりもモンスターを倒しても死体が残らないというのがポイントだ。

			　モンスターを倒せば、魔石と体内のアイテムを残して半透明の体は消滅する。

			　だからいわゆる『モンスターの解体』とか『素材の剥ぎ取り』はこの世界には存在しない。

			　古き良きＲＰＧと同じ感覚でモンスター退治を行っているのだ。

			　ちなみに半透明の体を持っているモンスターは見つけにくいのでは？　という考えは間違っている。

			　なぜならモンスターの透明度が高ければ、体内に存在する魔石の輝きが目立ち、透明度が低ければ皮膚が存在するため、普通の動物と同じように発見できるからだ。

			　俺がそんなことを考えていると、父さんが俺の前にモンスターラットを差し出してきた。

			「さて、ナイト。まずは実践だ。持ってきたナイフで、こいつの体から魔石を抉(えぐ)り出してみろ」

			「俺が最初で良いのですか？」

			「バカもん、こういうことを最初に行うのは男の役目だ。ほれさっさとやれ」

			　そう言われたので、俺はモンスターラットにナイフを突き刺し、半透明の体をグリグリと抉って魔石を取り出した。

			　その間、モンスターラットは逃げ出そうとしていたが、父さんからは逃げられなかった。

			　悲鳴は聞こえるし体の感触はあるものの、抉っているはずの傷口も、流れ出ているはずの血液すらも見えないので、気にすることなく作業を続行。無事に魔石を取り出すことに成功した。

			　すると、途端にモンスターラットの輪郭が崩れ始め、最終的には溶けて消えてしまった。

			　そしてモンスターラットを捕まえていた父さんの手の平が光ったかと思うと、その光が周囲に撒き散らされ、俺と父さん、そしてエルたちの体の中へと流れ込んできた。

			「今のが『経験値』だ。モンスターラットの生命力だな。これを一定量吸収すると『レベルアップ』をすることができる」

			「しーつもーん！　ナイトが倒したからナイトに一番大きな光が入っていったのは分かったけど、ハロルドさんの光のほうが私たちよりも強かったのはなぜですか～？」

			「それは私があのモンスターを捕まえていたからだ。経験値はその場にいる者たちに配分されるが、倒した者、倒すのに協力した者、それ以外の者の順で入る量が変わってくるのだ」

			「何もしなくても近くにいれば経験値は手に入るのですか？」

			「そうだ。だから集団戦には注意が必要だ。モンスターの集団を相手にすると、経験値が周囲のモンスターに吸収されてしまうことがある。そしてその量が多いと、強力なモンスターが生まれてしまうこともあるのだ」

			「そういう場合はどうするのですか？」

			「モンスターをある程度引き剥がして戦うのだ。そうすれば他のモンスターに入る経験値を抑えることができる」

			　それから父さんは俺の手から魔石を取り上げ、それを地面に放り投げた。

			「よしナイト。今度はこの魔石を砕いてみろ」

			「えっ？　でもそんなことをしても……」

			「いいからやれ」

			「了解です、父さん」

			　言われた通り、俺は地面に転がっている魔石を砕く。

			　魔石の中には硬度の高いものもあるそうだが、モンスターラットの魔石は俺の細腕の一撃で粉々に砕けた。

			「見たな？　知っていただろうがモンスターから取り出した魔石を砕いても経験値は手に入らない。なぜなら魔石とは生命力になっていない魔力の塊だからだ」

			「だから経験値が欲しいのなら生命力の塊であるモンスターを倒さねばならないのですよね。流石にそれは知っていましたけど……」

			「『知っている』のと『実際に経験している』のとでは大きな違いがあるからな。モンスターラットの魔石にはそれほどの価値はないから１つくらいなら砕いても問題はない」

			「じゃあ魔石から生命力が取り出せればレベルアップし放題だね！」

			「そう考えて研究している者もいるらしいが、実現には至っていないな。だからレベルアップをするためには地道にモンスターを狩り続けるしかない」

			「モンスターの強さによって経験値には違いがあるのですよね？」

			「ああ、一概には言えないが、その通りだ。エリザベータ嬢も説明していたが、透明度が低いモンスターほど強い傾向がある。この森に住んでいるモンスターはどれも透明度が高いから心配することはない」

			「そして１番強いのは魔族だと」

			「その通りだ。もしお前たちが魔族に出会ったのなら迷わず逃げろ。たとえ勇者であろうとレベルが低ければ魔族には対抗できん。普通の人間が奴らに対抗するためには最低でもレベル50は必要とされているからな」

			「だから勇者の供のスキルの数が５個なのですか？」

			「そうかもしれんな。さて、説明はこれで終わりだ。これから森に入るから全員はぐれないように！」

			「「はい！」」

			「はい……」

			（コクッ）

			　そうして長い説明が終了し、俺たちは森の中へと入っていった。

		

	
		
			　

			第９話　ステータス

			　

			　ここは薄暗い森の中。

			　俺たちはレベルアップのために森に入り、モンスター狩りを行っている。

			　レベル０の初心者をそんな場所に連れてきて大丈夫なのかと思うが、何も問題はない。

			　何しろ護衛が国内最強の男なのだ。

			　父さんは当たり前のようにモンスターの気配を感じ取り、先回りしてその動きを封じている。

			　俺たちは父さんが動きを止めたモンスターを仕留めているだけだ。

			　俗に言う『接待プレイ』である。危険なんて存在のしようがない。

			　また１体のモンスターが俺のナイフにより魔石を抉り出されて消滅した。そして、経験値が俺たちの体に入り込み、俺のレベルがまた１つ上がった。

			　

			《経験値が一定値に達しました。レベルが６に上がります。全ステータス値が１上昇しました》

			《レベルを上げるスキルを選択してください。エラー、スキルが１つしか存在しないため、スキル『一般人』のレベルが１上がります》

			《スキル『一般人』がレベル６になりました。スキルの効果により全ステータス値が１上昇しました》

			　

			　レベルアップを果たしたことにより俺のステータスが上昇し、同時にスキルのレベルも上がった。

			　全ての人間は、スキル授与の儀式を終えた段階ではレベル０。

			　そしてレベル０の全てのステータスの値は基本的に10である。

			　レベルが１つ上がると、基本ステータスは全て１上昇する。

			　そしてレベルが１つ上がるごとに持っているスキルのレベルを１つ上げることができる。

			　俺以外の３人も俺と同じレベルまで上がっている。

			　しかし彼女たちは俺とは違い、複数のスキルを持っているため、レベルが上がる度にどのスキルのレベルを上げるかを考え、選択している。

			　スキルの効果は千差万別だ。

			　俺の持つ『一般人』のように、スキルのレベルを上げる度に効果が出るものもあれば、ロゼの『成長停止』のように持っているだけで効果を発揮するスキルもある。

			　また、一定のレベルまで上げないと効果が発動しないスキルも存在するため、どのスキルから上げるべきかは悩みどころだ。

			　ロゼは『植物使い』のスキルを上げている。

			　これはステータスの上昇以外にも植物を思い通りに動かせるという特殊能力のあるスキルであり、レベルを上げるごとに扱える植物の種類が増えていく。

			　ここは森。植物は山のように存在している。

			　流石は異世界というか、地球には存在しないであろう植物がてんこ盛りだ。

			　中には戦闘に役立つ植物や、日常生活で役立つ植物もある。

			『植物使い』は『当たりスキル』なのである。

			『成長停止』には体の成長とステータスの成長を止める効果、そしてステータス上昇系スキルの効果を打ち消す能力がある。

			　しかし逆に言えばそれだけであり、スキルに付随する特殊能力までは妨げることはない。

			　よってロゼは『成長停止』の効果が及ばない『植物使い』のレベルを優先して上げることにしたのである。

			　ちなみに彼女が持つもう１つのスキル『王族』は、レベルを最高値の10まで上げて初めて発動するタイプのものだ。

			　なんと『全ステータス値を２倍にする』という驚異のスキルである。

			　だが、ロゼの場合『成長停止』が存在するため、『王族』の発動条件を満たしてもステータスを上がることはない。

			　これがもし普通のスキル構成だった場合、恐ろしい効果を発揮したのだが残念である。

			　よって『王族』を上げるのは『植物使い』の次にし、大嫌いな『成長停止』は最後にするそうだ。

			　ちなみにステータスは日々の訓練や筋トレでも上げることは可能である。

			　ただし、それは本当に微々たるものだ。

			　力や体力がいきなり２倍、３倍になったりすることはない。

			　だから地道にコツコツ訓練を続けていても数年で２～３くらい上がれば良いほうなのである。

			　そしてその数値はレベルを上げれば辿り着けるし、ステータス上昇系のスキルを持っていれば一瞬で到達可能だ。

			　だからこの世界の人間でコツコツ訓練をしている者はほとんど見かけない。

			　だが俺たちは昔から訓練を受けてきた。そのために基本的なステータスは普通の人たちよりも高い。

			　これはステータスの数値を上げるためではなく、戦闘技術を会得するためだ。

			　ステータスで上回っていても、技術が劣っていれば後れを取ることもある。

			　ステータスの数値が上回っているに越したことはないが、それだけで勝負は決まらない。

			　レベルが２倍差くらいまでなら工夫すれば勝てると言われているのは、ここに由来している。

			「ステータスオープン」

			　目の前に半透明のホログラムのような画面が浮き出てくる。

			　これがステータス画面だ。

			　まさにゲームのようだが、この世界の住民ならば誰でも使える代物だ。

			　ここには俺のステータスが記されている。

			　ちなみに他人にも見せることが可能だ。

			　町の出入り等はこれを見せて、スキルの数を調べるのである。

			　ちなみに見せたくない箇所は隠すこともできる。予想以上に便利な代物なのだ。

			　ちなみに現在の俺のステータスはこんな感じだ。

			　

			『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル６

			　ＨＰ：28　ＭＰ：22

			　力：26　頑強：27　素早さ：26　心力：25　運：22

			　所有スキル：一般人レベル６』

			　

			　シンプルなステータスである。

			　元々の数値から、レベルアップとスキル『一般人』の恩恵で全て12ずつ上がっている。

			　ＨＰ、力、頑強、素早さ、心力の値が高いのは訓練の賜(たま)物(もの)である。

			　物心付いてから訓練してきたにしては頼りない上昇率だが、誰がやってもこんなものだそうだ。

			　ＨＰとＭＰはゲームでおなじみの体力と魔力の値だ。

			　怪我をしたり、病気になったりすると、ＨＰの値は下がり、０になった時は死亡する。

			　ＨＰは量も問題だが、重要なのは割合だと言われている。

			　目安として、８割までが軽傷、５割を下回ると重傷。そして、２割を下回ると行動不能になると言われている。

			　よってこの世界では基本的に満タン～９割くらいで活動していることが多い。

			　ＨＰ１で活動している人物などどこにもいないのだ。

			　ＭＰは魔法や特殊能力を使う際に使用する力である。魔法や特殊能力が使えない限り、レベルアップとステータス系のスキルでしか伸ばすことができない。

			　そしてどちらも10歳のスキル授与の儀式を終えない限り使うことはできないので、ＭＰの数値だけはスタートは皆同じなのだ。

			　もっとも俺は魔法系スキルも、特殊能力が発動するスキルも授かれなかったので魔力に関してはあまり関係がない。

			　力はそのまま力の強さを、頑強は体の頑丈さを、素早さは動きの速さを表し、心力は心の強さを、そして運は運の良さを表している。

			　この中で異世界らしいものと言えば、まずは『心力』か。

			　心の力と書いて心力であり、魔法の威力や魔法攻撃からの抵抗力に直結する数値だ。

			　高ければ高いほど、強力な魔法攻撃を使え、相手からの魔法攻撃に対して抵抗力を発揮する。

			　俺は魔法を使えないので、要するに防御用だ。

			　そして『運』、これはＭＰや心力と並んで異世界らしさが出ているステータスである。

			　前世では、自分の運の良さなんて分かるわけがなかったのだが、この世界では運の良さを数字として見ることができる。

			　とは言え、飛び抜けて高くなければ、あまり関係のないスキルでもある。

			　何しろ周囲の人たちも同じように『運』のステータスを持っているのだ。

			　同じくらいの運の良さの人が周囲にいれば、結局幸運が訪れる度合いは変わらないわけである。

			　ちなみにロゼのステータスはこんな感じだ。

			　

			『名前：ロゼッタ＝Ａ＝タートル

			　レベル６　（スキル成長停止によりステータス上昇効果が阻害されています）

			　ＨＰ：12　ＭＰ：10

			　力：12　頑強：13　素早さ：13　心力：18　運：10

			　所有スキル：王族、植物使いレベル６、成長停止

			　特殊能力：植物操作、成長停止』

			　

			　レベルアップによる基礎ステータスの上昇も、スキル『植物使い』のステータス上昇効果も存在しない、ただただ基礎ステータスだけの数値。

			　スキル『成長停止』の恐ろしさが実感できる内容である。

			　一部ステータスが増えているのは、スキル獲得までに鍛えていた分に『成長停止』が作用しなかったためである。

			　流石は王族の女性と言うべきか、心力がかなり高い。

			　幼い頃から訓練をしてきたことが窺えるステータスだ。

			　王女ともなれば、敵はモンスターよりも人間であることのほうが多い。

			　残念ながらこの世界には精神系の魔法や特殊能力も存在している。

			　少しでも抵抗力を上げるために集中して心力の訓練をしてきたのであろう。

			　そして残りの２人の内、エルのステータスはこうなっている。

			　

			『名前：エリザベータ＝エニシュ

			　レベル６

			　ＨＰ：36　ＭＰ：２１６

			　力：36　頑強：36　素早さ：38　心力：２２１　運：36

			　所有スキル：魔法使いレベル２、魔法の心得、地魔法レベル１、闇魔法レベル１、

			　高速詠唱レベル１、魔力増幅、心力増強、魔道具作成レベル１

			　特殊能力：基礎魔法』

			　

			　８つのスキルを持っているのが、どういうことなのか一発で分かる内容である。

			　全てのステータス値が既に俺を超えており、ＭＰと心力に関しては桁が違う。

			　これはエルが持っているステータス上昇系スキル『魔法使い』が俺の『一般人』とは別格の性能を持っていることの動かぬ証拠である。

			　以下がエルの持つスキルの効果である。

			・魔法使い（レベルを上げるごとにＨＰ、力、頑強、素早さ、運が10増加。ＭＰ、心力は１００増加する）

			・魔法の心得（魔法を習得することが可能となる。レベル０で発動）

			・地魔法（レベルを上げるごとに地属性魔法の威力が１％増加する）

			・闇魔法（レベルを上げるごとに闇属性魔法の威力が１％増加する）

			・高速詠唱（レベルを上げるごとに詠唱速度が１％増加する）

			・魔力増幅（レベルを上げるごとにＭＰの最大値が10増加する）

			・心力増強（レベルを上げるごとに心力の値が10増加する）

			・魔道具作成（レベルを上げるごとに魔道具作成のレシピを１つ手に入れることができる）

			　まさに魔法特化のスキル構成である。

			　こちらの世界の普通の人々が持っているスキルの数は大体３つから６つ程度であり、スキルの数８は父さんと並んで最高クラスの所持数だ。

			　しかもハズレスキルもなく、同一系統能力で占められているので分かりやすい。

			　流石は宮廷魔道士長の娘と言ったところか。

			　勇者のパーティーにおいて、魔法使いとして活躍することを約束されたようなスキル構成だ。

			　ちなみにこの中で最も重要なスキルは『魔法の心得』である。

			　これは多くの魔法使いが持っているスキルであり、これがないとどれだけ勉強しても魔法を習得することはできない。

			　ステータスを見れば分かる通り、この世界の魔法はスキルを基にした特殊能力扱いだ。

			　この世界では、魔法を使うためのスキルを持っていない限り、魔法の発動自体ができないのである。

			　俺もロゼも幼い頃から魔法の勉強はやってきた。

			　だが、この『魔法の心得』を授からなかったがために魔法を使うことはできない。

			　しかしエルは『魔法の心得』を授かった。

			　だから今日が初陣にもかかわらず、特殊能力の欄に基礎魔法と載っているのである。

			　なお、攻撃魔法は使うことができない。なぜならまだ教えてもらっていないからだ。

			　魔法系のスキルを覚えたばかりの子供が、攻撃魔法の制御に失敗して大怪我をしたり死亡したりする事例が多数報告されている。

			　よってまずは簡単な魔法を覚えて、段々と難しい魔法を学んでいくのが、この世界の魔法教育の王道なのである。

			「ライト！　ダークアイズ！　グラウンドダウン！　クール！　カップウォーター！」

			　そんなわけで先程からエルが使っている魔法は明かり、目くらまし、落とし穴、冷気を出す、コップ一杯の水を出すといった戦闘にはとても使えないものばかりだ。

			　それでもエルは楽しそうに魔法を使い続けている。

			　それを見ると俺も「魔法を使いたかったなぁ」と考えてしまうが、ないものは仕方がない。

			　所詮、人は与えられたカードで勝負するしかないのである。

			　最後は勇者であるアナのステータスとスキルの内容だ。

			　

			『名前：ダイアナ

			　レベル６

			　ＨＰ：２０６０　ＭＰ：２０３６

			　力：２０５９　頑強：２０６０　素早さ：２１２２　心力：２０４１　運：２０５６

			　所有スキル：巫女、勇者レベル２、暗殺の天才、闇の加護、無限収納、闇属性魔法、

			　忍者レベル２、影使いレベル２、モンスター使役、料理人

			　特殊能力：アイテムボックス無限、初級暗殺術、中級暗殺術』

			　

			・巫女（ＭＰ、心力の値を２倍にする。レベル10で発動）

			・勇者（レベルを上げるごとに全ステータス１０００上昇）

			・暗殺の天才（あらゆる暗殺系技能を簡単に習得することができる。レベル０で発動）

			・闇の加護（闇属性攻撃を無効化・闇属性攻撃力２倍。レベル０で発動）

			・無限収納（アイテムボックス無限。レベル０で発動）

			・闇属性魔法（闇属性魔法を習得可能。闇属性魔法の威力が２倍に増加。ただし他属性の魔法を習得できなくなる。レベル０で発動）

			・忍者（レベルを上げるごとにＨＰ、力、頑強、運が20増加、素早さが50増加。ＭＰ、心力が10増加する）

			・影使い（自らの影を自在に操ることができる。レベルを上げると影の長さが伸び、精密な動作が可能となる）

			・モンスター使役（モンスターを使役することができる。レベルを上げると使役数が増える）

			・料理人（レベルを上げるごとに、料理のレシピを１つ手に入れることができる）

			　

			　ステータスの上昇値がとんでもないことになっている。

			　この世界で『勇者』が特別だと言われている理由が一目で分かる内容だ。

			『勇者』というぶっ壊れスキルに加えて『忍者』という２つ目のステータス・スキルまで持っている。

			　更に重要なのは『レベルを上げる必要のないスキル』が４つもあることだ。

			　これにより他のスキルを優先的にレベルアップすることができ、レベル60になれば、全てのスキルの効果を完璧に使いこなすことができる。

			　唯一おかしなところといえば『料理人』のスキルであるが、これもまた重要なものであると考えられている。

			　この世界は、保存食の数は少ないし、食料の備蓄に些(いささ)か心許ないところがある。

			　そんな中で『料理人』が１人パーティーにいれば、生存率が格段に上がるのだ。

			　まぁ彼女がこのスキルを授かったのは、実は俺のせいである。

			　昔、闇の神殿で戦闘訓練の一環として、まだ殺せないモンスターの代わりに家畜を殺していた時期があり、殺しが嫌いなアナが「動物を殺すのはかわいそうだ」と弱音を漏らした時があった。

			　それを聞いた俺は「あいつらはお肉になって俺たちの腹を満たすから大丈夫だ。そんなに嫌なら、殺した家畜をちゃんと有効活用すれば良いんだよ」と言ったのだ。

			　その後アナは『有効活用』を『料理』と置き換えて納得し、事あるごとに料理を作ってはそれを俺たちに振る舞うようになった。

			　最初の頃はまともな料理ではなかったが、最近では腕を上げ、それなりのものを作れるようになっている。

			　だからアナが『料理人』のスキルを授けられた時も騒ぎにはならなかった。

			　そもそも『勇者はハズレスキルを授かることはない』とされているため、他の『料理人』スキル持ちたちが再評価される結果に繋がったりしたのだ。

			　それと『スキルの中には１つくらい戦闘系とは別のスキルがあったほうが良い』という風潮も関係していると思う。

			　ただでさえ強い勇者がガチガチの戦闘系のスキル構成だと、周りからビビられて避けられてしまうという事態になることもある。

			　人間、１つくらい趣味を持っていたほうが取っ付きやすいということだろう。

			　ロックにしろアナにしろ勇者と呼ばれている者たちは『勇者』のスキルが強力すぎて、正直お供が必要なのかという意見もある。

			　しかし彼らはいくら強くても人間だ。

			　そして『勇者』となればモンスターも魔族も、そして同じ人間ですら必要以上に群がってくるものだ。

			　ステータスがいくら優れていても、どうにもならないことなどいくらでもある。

			　そんな時はお供の出番だ。

			　勇者のパーティー制度とは、勇者１人に全てを押し付けず、共に問題を解決させようという考えが元になっているのだ。

			　俺もロゼも脱落したが、エルにはどうか頑張ってアナを支えてもらいたいと無責任にもそんなことを考えてしまった。

			　そして気がつけば、いつの間にか太陽が中天に差し掛かっている。

			　朝からモンスター退治をし続けていたが、腹が減っては戦はできぬ。

			　そんなわけで昼食の時間となったのであった。

		

	
		
			　

			第10話　昼休憩

			　

			　俺たちは一度森から出て、街道近くの見晴らしの良い場所へと移動した。

			　食事中はどうしても油断が生じるので、周囲が見渡せる場所で食べることになったのだ。

			「ん」

			　アナがアイテムボックスからお手製の弁当を取り出して広げる。

			　料理に凝り始めてからというもの、皆の食事を用意するのはアナの役目だ。

			　今日のメニューはサンドイッチと野菜たっぷりのスープにみかんに似た果物だ。

			　アナの持つスキル『無限収納』は、無制限のアイテムボックス能力。巨大な鍋も中身が零れるのを気にせずに運ぶことができる。

			　そのため、スキル授与の儀式以降、アナの持ってくる料理の量が格段に増えた。

			　流石に時間停止まではしないが、前世の異世界物での定番の能力はやはり凄かったのである。

			「ロゼッタ様、『植物操作』を使って『モエモエソウ』を集めてもらえますかな？」

			「分かった……待っていて……」

			　父さんがロゼに、『燃える草』の収集を頼んでいる。

			　この世界の植物は地球とは全く異なっている。

			　燃える草、凍る草、浮かぶ草、透明な草。実に様々な草が生い茂っており、興味が尽きない。

			『モエモエソウ』というのは、どこの森にも生えている油分を含んだ草のことだ。

			　ちぎって集めれば焚き木代わりになるし、絞れば油が取り出せる。

			「そんなものが生えていて、森林火災の危険はないのか？」と聞いたところ、もしも燃えた時は、周囲の動物やモンスターが火を消してくれるらしい。

			『ミズミズソウ』という、水分を多量に含んだ植物があり、それを燃えている箇所にぶつけて火を消すのだそうだ。

			　モンスターが消火活動とは実にファンタジーだが、モンスターにしても自分たちの住処(すみか)が燃えてしまっては困るのだろう。

			　こちらの世界では『そういうものだ』として誰も疑問に思っていない。

			　父さんが王女であるロゼに仕事を頼んだのは、彼女にもできることがあるのだと説明したかったからだろう。

			　心なしかロゼは嬉しそうだ。

			　ステータスは伸びないし、戦闘力はないが、それでも役に立つことがあるのだと認めてやる。

			　そうすれば、いつか彼女も城の自分の部屋から外へと出て行くようになるだろう。

			　恐らく父さんはそう考えているのだ。

			　

			　モエモエソウはレベルの低い『植物操作』でも取り扱える植物の１つだ。

			『植物操作』は、どこにでも生えている、数が多い植物ほど楽に扱えるらしい。

			　逆にレアな植物は全く扱えないそうだ。

			　遥か昔の植物使いたちはレア植物すらも扱ったというが、現在ではその方法は失伝している。

			　ロゼが集めてくれたモエモエソウを適当な長さにちぎり、火を点けてスープを温め直す。

			　しばらくしてアナから熱々のスープが配られ、皆の胃袋を満たしていった。

			　俺たちは今までも、訓練場やら城の中庭やら町の裏の森の中やらで食事をとることがあった。

			『野外で食事をとる習慣』を身に付けるためだ。

			　貴族や王族に生まれると、下手をすると一生野外での食事をしないこともありうる。

			　しかし勇者とそのお供となれば、旅に出る以上、必ず野外での食事を経験することになる。

			　だから子供の頃から野外で食事をとる習慣を身に付けるのだ。

			　まぁやっていたことは早い話がバーベキューとかピクニックだったわけだが。

			　町の外の森はモンスターで一杯だが、町の中の森にはモンスターはいないので安全なのだ。

			　と、そこまで考えておかしなところに気がついた。

			　モンスターはこの世界の至る所に存在する。それなのに町の中にはモンスターは存在していない。一体どうしてなのだろうか？

			「町の中では魔石が結晶化してモンスターが生まれても、弱い内に処理されるからだ」

			　そう説明してくれたのは父さんである。

			　この世界は魔力で満ちており、魔石はどこにでも生まれてくる。

			　だからその魔石から生まれるモンスターは、町の中でも城の中でもお構いなしに発生するのだそうだ。

			　しかし生まれたばかりのモンスターは弱いため簡単に処理ができる。

			　また、町の中でモンスターを見つけた者には、モンスターを処理する義務があるのだそうだ。

			「え～そんな話聞いたことないよ？」

			「当然だ。本来ならば、子供に聞かせるような話ではない」

			「なら大人は皆知っているのですか？」

			「その通りだ。18歳の成人の儀式の際に大人の心構えを教えられるが、その際にモンスター処理の義務についても説明を受けるのだ」

			　この世界では18歳になると一人前と認められる。結婚できるのも18歳からだし、酒が飲めるのも18歳からだ。

			　これも昔の勇者由来の慣習らしい。

			「その話、今聞いては駄目ですか？」

			「ん？　別に構わんぞ。お前たちはもう、モンスター退治を経験しているしな」

			　父さんによれば、現在の魔法学において、空気中の魔力の循環を止める方法は見つかっていない。そして自然に魔石が生まれる現象を止める方法も存在しない。

			　だから魔石が生まれ、そこからモンスターが発生することを止めることはできないそうだ。

			　しかし生まれたてのモンスターは戦闘訓練を受けていない女子供でも倒せるほどに弱い。

			　最弱の魔物と呼ばれるそれらは、虫程度の力しかない。よって虫退治と同じ要領で仕留めることができる。

			　だが、万が一を考えて、モンスター退治は大人が行うこととなっている。

			　町に住むにあたって、このモンスター退治は義務となる。

			　発見が遅れて、個人では倒せないモンスターに成長してしまった場合には、最寄りの兵士に伝えること。

			　家の中の点検を怠ったり、モンスターをわざと発生させたりした場合は罪に問われることもあるらしい。

			　しかし点検と言っても、スラムとかゴミ屋敷では見つけられないだろう。

			　と考えたが、よく思い出してみるとタートルの町にそんなものは存在しなかった。

			　それどころか町の中はやたらと清潔で片付けられていたように思える。

			　前世で読んでいた異世界物だと、町の中は『向こうの中世』に準拠していたから基本的に『汚い』という設定だった。

			　しかしこちらの街並みを見ていると『汚い』という発想は出てこない。

			　むしろ前世の日本並か、それ以上に綺麗で清潔だ。

			　今日も城に向かう時には朝から町の人たちが掃除をしていたことを思い出し、あれはそういう事情もあったのかと納得した。

			「そうだな、家の中や町の中にモンスターが発生したら大事になるので、町の住民たちには整理整頓の習慣が根付いている。屋敷でも念入りに掃除をしていたし、半年に一度は大掃除をしていただろう？　あれは掃除をするついでに、魔石とモンスターを探し回っていたのだ」

			「そういえば……私の部屋も……メイドたちが念入りに……掃除をしていた」

			「私も～、本とかその辺に放ったらかしていると、お父さんに怒られるんだよね～」

			「いや、それは当たり前だから」

			（コクコク）

			　屋敷の使用人たちは必要以上に綺麗好きなのかと考えていたが、事実は全く違ったらしい。

			　ここらへんもまた異世界ならではの事情といったところか。

			「しかし父さん、町の中や家の中はそれで良いのかもしれませんが、町の裏の森の中とかはどうしているのですか？」

			「あの森は国の兵士が頻(ひん)繁(ぱん)に巡回を行っている。町の中で人通りが少ない場所も同様だ。そうしておけば、多少育ったモンスターが出たところで住民に被害は出ないからな」

			「なるほど。では空き家はどうしているのですか？」

			「空き家には大家に見回りの義務が課せられる。古くてもう住めなくなった物件ならば取り壊してしまうな。そのほうが見晴らしは良くなる」

			　なるほど、そうなると日本で問題になっていた『空き家問題』はこの世界にはないわけだ。

			　あれは建物が建っていると固定資産税が安くなるという理由がデカかったからな。

			　おかげで崩壊寸前の建物も放置したままで問題になっていると、たまにニュースを賑わせていたことを思い出した。

			　この世界では同じような問題は発生しないのだろう。

			　万が一、空き家の中からモンスターが発生したら大変だからな。

			　そして同じ理由でスラムやゴミ屋敷もないわけだ。

			　そういった部分では地球よりも良い環境なのだろう。

			　……いやでも、モンスターがいる時点でやっぱり駄目か。

			　気がつけばアナの用意した昼食は全て平らげられていた。

			　話をしている間も全員食べ続けていたので、いつの間にやら完食してしまったようだ。

			「ごちそうさま、アナ。美味しかったよ」

			「ごちそうさま～。今日のサンドイッチはいつもより豪勢だったね～」

			「スープも……美味しかった……ありがと」

			「ダイアナの料理の腕も益々上達しているな。これは将来が楽しみだ」

			「ん！」

			　アナはとても嬉しそうな顔をしている。

			　と言っても俺たち以外が見れば表情が変わっていないように見えることだろう。

			　アナは表情が顔に出にくいだけで感情表現はとても豊かなのだ。

			　それが他人には理解し辛いのが難点ではあるが。

			　

			　食事を終えた俺たちは、一息ついている。

			　俺たちの後ろには森が広がり、目の前は草原だ。

			　そこには街道が延びており、今もタートル方面に向かって男が２人歩いていた。

			　背の高い男と横に大きい男だ。

			　一瞬頭の中に『凸凹コンビ』という言葉が浮かんだが、初めて見る人たちに対して失礼だろうとその考えを振り払った。

			　彼らは２人共鍛え上げた体つきをしており、フードを被って武器も荷物も持たずに街道をタートルの町へと向かって歩いていた。

			「あれ？」

			　そこで俺は２人に対して違和感を覚えた。

			　この世界はモンスターが蔓延る危険な世界だ。

			　町の外に出るためにはそれ相応の準備が必要であり、武器も荷物も持たないなど普通なら考えられない。

			　もちろん、彼らが素手の戦闘や、魔法を得意としているという場合も考えられる。

			　それなら確かに武器は必要ないだろう。

			　しかし、荷物がないのはおかしい。

			　アイテムボックス能力があったところで、アナほどの収納力があるはずがない。

			　タートルの町の外には農村も存在しているが、格好を見る限り農民にはとても見えない。

			　農民でないとすると、町の人間か、もしくは旅人ということになる。

			　タートルの町から１番近い隣町までは馬で移動しても２日は掛かるはずだ。

			　彼らは徒歩だ。それなのに荷物がない。

			　食料もテントも毛布もなく、町の外を移動するなど、普通の人間にはできないはずなのだ。

			「父さん、あの２人おかしくありませんか？」

			「何がだ、ナイト？」

			「いや明らかに農民には見えないのに、武器も荷物も持っていないから……」

			　俺は最後まで言うことができなかった。

			　なぜなら突然父さんが俺たちを薙(な)ぎ払い、バラバラに吹っ飛ばしたからだ。

			　キイン！

			　静かな草原に突然、金属同士がぶつかる音が響き渡る。

			　何事だと音のしたほうを見ると、先程まで街道を歩いていたはずの背の高い男が、いつの間にか俺たちの側まで移動していた。

			　男の両手は肘から先が鎌に変わっており、父さんはそれを剣で受け止めていたのだ。

			　男は驚いたように息を呑むと、連続して両手の鎌で切りつけてくる。

			　しかし父さんはその全てを剣１本で捌き切り、スキを見て大きく薙ぎ払い距離を取った。

			　その際、男の顔を覆っていたフードが脱げ、男の顔が顕(あら)わになった。

			　そこにはカマキリのような顔があった。

			　正確に言うと、人間とカマキリを混ぜ合わせたような歪(いびつ)な顔だった。

			　俺たちは息を呑んだ。男の正体を知っていたからだ。

			　長い年月をかけてモンスターから進化した者。

			　進化した際に『人型』に変身することが可能となり、言語を扱うことができるようになる者。

			　たとえ勇者であろうともレベルが低ければ対抗できず、普通の人間では最低でもレベル50は必要とされている人類の敵。

			「やはり魔族か」

			　そう、それは『魔族』。

			　カマキリの姿をした魔族が突然、俺たちに襲い掛かってきたのだ。

		

	
		
			　

			第11話　VS魔族

			　

			　Side：マンティス

			「チッ！」

			　厄介なことになったと、俺は思わず舌打ちをした。

			　相棒と共に人間の国の１つ、玄武の国の首都であるタートルへと向かう途中で人間の子供たちが草原でのんきに食事をしていた。

			　それを見た相棒は「おっ俺たちも食事にしよう」と言ってきたが無視する。

			　俺たちには使命がある。あんなガキ共に関わっている暇はないのだ。

			　一刻も早くタートルへ行き、使命を果たさねばならない。

			　大食いの相棒の『食事』になど付き合っている暇はないのだ。

			　俺は何もせずに通り過ぎるつもりであった。

			　しかしスキル『聴覚強化』が子供の声を拾った。

			「父さん、あの２人おかしくありませんか？」

			「何がだ、ナイト？」

			「いや明らかに農民には見えないのに、武器も荷物も持っていない……」

			　ここまで聞いて、俺は奴らを皆殺しにすることを決定した。

			『人型』に化けていたのでバレないだろうと油断していたら、あっさりと子供に看破されてしまった。

			　俺たちの使命は暗殺だ。不確定要素は排除しなければならない。

			　故に化けるのを止めて腕を鎌に戻し、子供たちの首を撥(は)ねるつもりで襲い掛かった。

			　しかし予想外のことが起こった。

			　キイン！

			　必殺だと思っていた横薙ぎは、少年の父という男に止められてしまったのだ。

			　驚いたが、まずは邪魔な男を殺害するために高速で腕を振り続ける。

			　これまで多くの首を切断してきた必殺の鎌だ。人間程度すぐに仕留められるはずであった。

			　しかし男は剣１本だけで俺の猛攻を凌(しの)ぎ切る。

			　そして僅かにできたスキを突かれ、剣を大きく薙ぎ払われ、被っていたフードが脱げてしまった。

			「やはり魔族か」

			　男の呟きに俺はおののいた。

			　この口調、この態度。明らかに魔族を見るのが初めてではない。

			　人型魔族の顔にはモンスターだった頃の特徴が色濃く残っている。

			　それは人間から見れば、とても気持ち悪いものらしい。

			　だから初めて魔族を見た人間は、まず人型魔族の顔を見て動きを止めるのだ。

			　しかしこの男はそれをしない。

			　まさかこちらの正体も目的もバレているのではないか。

			　俺は背中に冷や汗が流れるのを感じた。

			　

			　Side：ナイト

			　魔族の突然の襲撃により、まったりとした食後の一時は戦場へと様変わりした。

			　父さんはカマキリの魔族と睨み合い、俺たち子供組は呆然としている。

			　それは『王女』であろうと、『天才』であろうと、『勇者』であろうと、『転生者』であろうと同じことだ。

			　俺たちは今日が初陣なのだ。突然魔族に襲い掛かられて、咄(とつ)嗟(さ)に対応などできはしない。

			　しかし先程の戦いを見る限り、父さんのほうがカマキリの魔族よりも強そうだ。

			　だから大丈夫、まずは落ち着こうと考えて、相手は凸凹コンビだったことを思い出した。

			　魔族と一緒に歩いていたのだから、あいつも魔族のはずだ。

			　焦ってそいつを捜すと、街道のほうからこちらに向かって走っているのが見えた。

			　その速度はカマキリの魔族と比べれば遥かに遅い。しかし着実にこちらへと近づいてきている。

			　対してこちらは父さん以外が動けていない。

			　これは不味(まず)いと、俺は声を張り上げた。

			「父さん、街道からもう１人来ています！」

			「くっ！　２対１か。ナイト、動けるか？」

			「はい！」

			　そう言って俺は立ち上がった。

			　突然の襲撃で驚きはしたが、父さんが互角以上に戦っているのを見て余裕ができたのか、無事に動くことに成功した。

			「よし、ならば３人を連れて下がっていろ！　こいつらは私が１人で相手をする！」

			「分かりました！」

			「『分かりました』じゃねぇ！　なに余裕こいてやがる、人間ごときが！」

			　激高したカマキリの魔族が父さんを無視して俺のほうへと向かってくる。

			　それを見た父さんは素早く動いて俺の前に立ち塞がり、相手の攻撃を受け止めた。

			「クソッタレ！　邪魔だ、おっさん！」

			「見ての通りこちらは大丈夫だ。早く下がれ！」

			「はい！」

			　俺は魔族の相手を父さんに任せて、まずは近くに弾き飛ばされていたロゼの下へと向かう。

			　ロゼは突然の出来事に動けないままだ。

			　無理もない、突然こんな戦場に放り込まれて、咄嗟に動けるわけがない。

			「ロゼ姉、立って！　早く！」

			「あ……う……」

			「時間がない！　ゴメン！」

			「はうっ……」

			　俺はロゼが動けないと判断すると、彼女を抱き上げて走り出す。
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			　ロゼは昔から小さかったから軽い。

			　午前中にレベルアップしていたのも良かったのだろう。10歳の女の子くらいなら軽々と持ち運ぶことができた。

			　実際は14歳で、子供扱いを嫌っているロゼだが、今は緊急事態だ。

			　俺はロゼを担いだまま、エルとアナの下へと急いだ。

			　２人は上手い具合に固まっていたのだ。

			「２人共すぐに立って！　逃げるぞ！」

			「あ……でも……」

			「でもじゃない！　俺たちは弱いんだ！　父さんの足手まといになる！」

			「にっ逃げよ！　早く逃げよ！　死んじゃうよ！」

			　すぐに飛び起きて逃げようとするエルと違い、アナはなぜか躊躇(ためら)っている。

			　しかしアナをこの場に残すわけにはいかない。

			　勇者とは言え今日が初陣で、現在のレベルは僅かに６。

			　たとえ勇者であろうともレベルが低ければ対抗できないのが魔族なのだ。

			　そして俺たちがもたもたしている間にも事態は動き、太った男がカマキリの魔族と合流を果たしてしまった。

			　それを見たカマキリの魔族は勝ち誇ったような笑みを向ける。

			「ハッ！　勝負あったな！　おっさんかなり強いけどよ、２人がかりなら勝てねぇだろう！」

			「やってみなければ分からないさ」

			「まっマンティス、食べて良い？」

			「良いぜアントリオン！　勇者の前の腹ごしらえだ！」

			「勇者？」

			　魔族の言葉に反応したのはアナであった。

			　マンティスと呼ばれた魔族はアナの反応を見て、何が面白いのかゲラゲラと笑い始めた。

			「ハハッ！　そう勇者さ！　つってもそいつはまだスキルを授かってもいないらしいけどな！　俺たちの目的は玄武の国にいるっていう、勇者になる予定のガキを殺すことさ！」

			「勇者を殺すだと！」

			「おいおい糞ガキ、何でテメエが切れてんだよ。殺して当然だろ？　育つ前に殺しとかねぇと俺らが殺されちまうだろうが。光の勇者の野郎が魔王を１人仕留めて以来、魔族は押され気味だからな。ここらで景気良く勇者の１人でも殺しとこうと考えたのさ！」

			「ふざけんな！　お前らなんかにロックを殺されてたまるか！」

			「あっ？　何だお前、知り合いなのか？　そいつは良いや！　テメエの死体を勇者の前に届けてやるぜ！」

			　マンティスはアントリオンと呼ばれた魔族と連携を組んで父さんに襲い掛かる。

			　父さんも何とか捌いてはいるものの、２対１では分が悪いのか押され気味だ。

			　しかし俺たちではどうにもできない。

			　悲しいかな、本日初陣のレベル一桁なんてこんなものだ。

			　俺たちにできることは父さんが後ろを気にせず戦えるようにと、一刻も早くこの場から逃げることだけだ。

			　だから俺はアナを説得するために、もう一度話し掛けようとした。

			　しかしその前に、アナが魔族と父さんの戦いに乱入してしまった。

			「なっ!?　アナ！」

			「ハァ？　何だこのガキ」

			「ダイアナ、何をしに来た！」

			「戦う！」

			「待て、何を！」

			「私、勇者！　戦う！　守る！」

			　そう言ってアナは魔族に向かって攻撃を仕掛けた。

			　魔族は驚いたものの、これに対処。

			　しかし予想外の威力だったのか、マンティスと呼ばれた魔族の体が吹っ飛ばされた。

			「グハッ！　このガキ！　まさか本物か？」

			「戦う！　戦う！」

			「待てダイアナ！　今のお前では！」

			「アントリオン！　おっさんの足止めをしろ！　このガキに大人の戦いってやつを教えてやる！」

			「りっ了解」

			　アナの下へ駆けつけようとする父さんをアントリオンが足止めする。

			　その間にアナはマンティスへと攻撃を仕掛ける。

			　マンティスは笑みを浮かべると、余裕を持って攻撃を避け、攻撃の隙間を縫ってアナの体へと鎌を打ち込み始めた。

			「あうっ！」

			「あ？　何だ、攻撃の効きが弱えな。黒髪黒目……そうかお前『闇の勇者』か。道理で俺の攻撃が弱くなるわけだ」

			「いかん！　引け、ダイアナ！」

			「逃さねぇよ！　闇属性の攻撃が効かねぇってんなら、こうするまでだ！」

			　そう言ってマンティスは攻撃目標をアナの足へと変更した。

			　その攻撃は苛烈を極め、段々とアナの防御をすり抜けて当たっていく。

			　アナは防戦一方になり、しばらくすると立っていられなくなるほどのダメージを受けたのか、地面に倒れてしまった。

			　するとマンティスは何を思ったのか、倒れたアナを持ち上げて、俺たちに向けて投げ飛ばしてきた。

			　俺はアナを受け止める。

			　しかしロゼと違い、勇者として鍛えてきたアナの体は重く、勢いもついていたために、一緒に倒れてしまった。

			　俺の顔に血がこびりつく。

			　俺の血ではない、アナの血だ。

			　アナの両足は切り刻まれて血(ち)塗(まみ)れだったのだ。

			「ヤバイ！　アナ！　ポーションを出せ！」

			「あ……う？」

			「ポーションだ！　アイテムボックスに入っているだろ！　早く！」

			　アナは言われたことを理解すると、アイテムボックスからポーションをいくつも取り出した。

			　アナは『無限収納』という大当たりスキルを授かった。

			　そのことを聞いた神殿長のばっちゃんと国王陛下は、今後勇者の旅に必要となるであろうアイテムを片っ端からかき集め、アナのアイテムボックスへと放り込んでいたのだ。

			　当然ポーションも大量に入っている。

			　俺は地面にばら撒かれたポーションを片っ端からアナに掛けていく。切り刻まれた足は特に重点的にだ。
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			　すると掛けた側から、アナの傷がみるみると治っていく。

			　流石は異世界、こういうところは最高だ！

			　もっとも状況は最悪だけどな！

			「まっ、そうするよなぁ。でももう立てないだろう？　血を流しすぎたもんなぁ！」

			「ぐっ、うう……」

			「喜べよ、お友達と一緒に殺してやろうっていうんだからさ。アントリオン、交代だ！　ガキ共をまとめて喰っちまえ！」

			「いっ、良いの？」

			「本命は土の勇者だったがな！　前菜で闇の勇者を喰うってのも乙なもんだろ！　やれっ！」

			「りっ了解！」

			　そう言うとアントリオンは父さんから距離を取り、フードを脱いだと思ったら、あっという間に地面の下に潜ってしまった。

			「は？」

			　その意味不明な行動に俺たちは一瞬動きが止まる。

			　動いているのは父さんとマンティスだけだ。

			　マンティスはアントリオンが下がると同時に父さんに接近し、父さんと立ち位置を変え、俺たちに背を向けて戦っている。

			　父さんは懸命に俺たちに近づこうとしているが、攻撃を捨てて足止めに徹しているマンティスを抜くことができずにいた。

			　そしてすぐに異変が始まった。

			　突然地面が揺れたかと思うと陥没し、土が地中に引きずり込まれ始めたのだ。

			　俺たちは驚きながらも、懸命に足を動かして距離を取ろうとする。

			　しかしドンドンと地面が沈み込んでいき、地面に穴が空いてしまった。

			　穴の底は砂地になっており、アリジゴクとしての本性を現したアントリオンが俺たちを喰い殺そうと待ち構えていたのだった。

			「ってアリジゴクかよ！」

			　ヤバイヤバイ、この状況はヤバイ！

			　アリジゴクといえば、罠を張って獲物を喰い殺すトラップのエキスパートだ。

			　恐らくこれがあいつの技。

			　地中深くに素早く巣を作り、対象を引きずり込んで殺すのだ。落ちたらまず助からない。

			　俺たちは懸命に足を動かし、脱出を試みた。

			　しかし相手のほうが１枚も２枚も上手だった。

			　俺たちは４人揃って、アリジゴクの魔族が待ち受ける穴の中へと落ちてしまったのであった。

			　

			　アリジゴクの穴の中、俺たちは仲良く喰われてジ・エンド。

			　に、なるかと思っていたが、そうは問屋が卸さない。

			　俺たちは穴の中にいるが、底には落ちていない。

			　俺たちは４人ひとまとめになって穴の中でぶら下がっていた。

			　まとまっているのも、ぶら下がっているのも、アナから伸びている影のおかげだ。

			　スキル『影使い』、その能力は影を自在に操ること。

			　アナは咄嗟に影を伸ばして俺たちをまとめ、森の木に影を縛り付けて落下を防いだのだ。

			「無事かナイトーー!!」

			「無事なわけねぇだろおっさん！　あんたの息子は勇者と一緒に死んだんだよ！」

			「無事です、父さーーん！」

			「何で無事なんだよ、糞ガキがぁ！」

			　地上ではマンティスと父さんが未だに戦いを続けている。

			　マンティスは強いが、真っ向勝負なら父さんのほうが強い。

			　だから奴は無理には戦わず、俺たちがアントリオンに殺されるまで粘るつもりのようだ。

			　賢明な判断である。敵でなければ賞賛したいくらいだ。

			　しかしやられたほうは、たまったものではない。

			　父さんの助力が仰げないということは、俺たちだけでこのアリジゴク野郎を仕留めなければならないのだから。

			　俺たちは地上に開いた穴のすぐ下で宙吊りになっている。

			　スキル『影使い』のレベルが低かったので、それほど影を伸ばすことができなかったのが幸いしたようだ。

			　しかし同時に精密な動きはまだできない。だから地上に戻ることもできないのだ。

			「さて、そんなわけで俺たちだけでアリジゴク野郎を仕留めなきゃならんのだが、アナ、アイテムボックスの操作はできるか？」

			（フルフル）

			「だよなぁ、『影使い』の制御で精一杯か」

			（コクコク）

			　空洞の中で吊り下げられた状況で、その一番下で待ち構えている相手を倒す方法は、やはり上空からの攻撃が思い浮かぶ。

			　しかし、影を伸ばすこともできないし、落ちたら砂に埋もれて身動きが取れなくなるから直接攻撃はできない。

			　おまけに遠距離攻撃の手段もないし、アイテムボックスから道具類を取り出すこともできない。

			　うん、詰んだ。

			　これは父さんの突破を待つか、救援が来るのを待ったほうが良いのではないだろうか？

			　俺がそう言うと、アナが首を激しく振り続ける。

			「ひょっとして長くは保たないのか？」

			（コクコク！）

			『影使い』のレベルも低く、そもそも使うことすら今日が初めてでは、長く保たなくても無理もないか。

			　まぁ俺は良いのだ。元々がオマケの人生だったのだから。

			　だからこんな絶体絶命な状況でも冷静に考えていられるのだろう。

			　でも他の３人は違う。

			　ロゼもエルも泣いているし、アナは歯を食いしばって頑張っている。

			　この３人は救わねばならない。

			　幼馴染３人が死ぬなんて俺にはとても耐えられそうにない。

			　まぁ死ぬ時は一緒になるだろうが。

			　そもそも俺はロックと約束したのだ。

			　３人をよろしく頼むと。

			　約束は守らなければならない。

			　これ以上あいつとの約束を破るわけにはいかないのだ。

			　考えろ！　この状況は詰んでいるように見えるが、本当にそうか？

			　武器もない、防具もない、攻撃力がない、防御力がない、逃げられない、助けも来ない。

			　確かに詰んでいる。

			　何よりもアナが動けないというのが問題だ。

			　全てにおいて俺たちよりも優れているアナが動けないのなら、どうしようもない。

			　いや、本当にそうか？

			　勇者の供とは、勇者だけではどうにもならない事態に対応するためにいるのではないのか？

			　俺は８年後の旅立ちには付いていけないが、今日はまだこいつらとパーティーだ。

			　諦めるわけにはいかないのだ。

			　取り敢えず動いて見ようと考え、俺は手に持っていたナイフを下にいるアリジゴク野郎に向けて投げてみた。

			　アリジゴク野郎はかなりのデカさだ。ナイフは相手に当たった。

			　しかし、硬い皮膚に弾き飛ばされた。

			　それを見たロゼとエルの泣き声が大きくなった。

			　その声が聞こえたのか、アリジゴク野郎が話し掛けてきた。

			「むっ無駄だ。俺の皮膚は硬いから、人間の子供の投げる刃物では傷１つ付かない」

			「ご丁寧にどーも。ついでに俺たちを地上に帰してくれると嬉しいんだけど？」

			「だっ駄目だ。俺は動物を食べるのが好きだ。特に人間の子供は大好きだ。だから逃がさない。絶対に逃がさない。というか逃げられない」

			「逃げられない？」

			「こっここは俺のスキルで作った密閉空間だ。出口は上だけ。だからあのおっさんが助けに来ても穴に落ちてくるだけだ」

			「引っ張り上げてくれるかもしれないじゃないか」

			「そっその時は穴を広げて落とすだけだ。本当のアリジゴクの穴はすり鉢状になっていて、かなり広い。この形は獲物がもがく様子をよく見るための俺のオリジナルだ」

			「いい趣味しているよ、あんた」

			「あっありがとう。褒められたのは初めてだ」

			「皮肉だよ、馬鹿野郎」

			　さて、情報収集をしようと話し掛けたが、大した情報は得られなかった。

			　しかし魔族と会話をしていると、いつの間にやらロゼとエルが泣き止んでいた。

			「２人共どうしたんだ？　何か突破口でも見つかったか？」

			「違う……でも……」

			「ねぇナイトは何で泣いたりしないの？」

			「は？」

			「アタシめっちゃ怖いの。死にたくないの。だから泣いちゃったの。でもナイトは泣きもしないで魔族と話をしたりしている。ねぇ何で？」

			「だってまだ死んでないだろ？」

			「えっ？」

			「死んでない限り生きているんだから、生きるためには足(あ)掻(が)かないと駄目だろ」

			　俺はそう言って何か方法はないかと考え出す。

			　すると突然エルが下に向かって手を伸ばした。

			「ライト！　クール！　カップウォーター！　ダークアイズ！　グラウンドダウン！」

			　エルは突然アリジゴク野郎に向かって魔法を唱え始めた。

			　しかしこれといった効果は認められない。

			　当たり前だ、エルが使えるのは基礎的な魔法ばかりで攻撃力がまるでない。

			　だから俺は魔法のことを脱出手段から除いていたのだ。

			　しかしたとえ意味のない行為であってもエルは諦めない。

			　大好きな幼馴染が諦めずに足掻いているのだ。お嫁さんになる自分が諦めてどうするのだ。

			　エルはそう考え、魔力が尽きて魔法が放てなくなるまで唱え続けた。

			　結果として、エルの魔法は効果がなかった。

			　目潰しが効いても空間はそのままだったし、地面が沈んで砂に潜ってもアイツはすぐに戻ってきた。

			　ただ随分と砂を食らったらしく、しきりに深呼吸を続けていたが。

			「ゲホゴホ！　あっ諦めの悪い子供たちだ。美味しく食べてやるから、もういい加減に諦めろ」

			「無茶苦茶言ってんなお前。絶対嫌だね、最後まで諦めないぞ」

			「目潰しをしても、地面を下げても何にもならないぞ！」

			「そうでもないさ。お前を倒す方法を見つけたぞ！」

			「「「えっ？」」」

			　最後の声はロゼとエルとアナのものだ。

			　武器もない、防具もない、攻撃力がない、防御力がない、魔法も効かない、逃げられない、助けも来ない。

			　それでもこいつは倒すことができる。

			　それをエルに教えてもらった。

			　何が『生きるためには足掻かないと駄目だろ』だ。

			　エルの魔法を『攻撃力がない、意味のない行為』だと考えから除いていた、さっきまでの自分を殴ってやりたい。

			　エルが足掻いた結果、突破口が見えたじゃないか。

			「アナ、これからアイツを倒すためにロゼが頑張る。だからアナも頑張ってくれ」

			「ん！」

			「え？　……私？」

			「ロゼ『植物操作』で穴の上からモエモエソウを持ってこられるか？」

			「え？　……で……できると思う」

			「ならやってくれ。アナが影を操るにも限界がある。これは時間との勝負だ」

			　ロゼが穴の上に向かって『植物操作』の能力を発動させる。

			　そして伸びてきた植物を俺は適当な長さで切って下に落としていく。

			　切る、切る、切りまくる。

			　穴の底はバラバラになったモエモエソウで埋め尽くされた。

			　それを見てアイツは笑っていた。

			「なっ何のつもりだ？　植物で埋め尽くしたところで、俺は埋まったりしないぞ」

			「そんなつもりは毛頭ないよ。これはあくまでも準備段階だからな」

			　俺の手には切り取ったモエモエソウが束で握られている。

			　俺は「もう良いよ」とロゼに言い、ポケットからハンカチを取り出した。

			「ロゼ、エル、アナ、ハンカチを使って鼻と口を塞げ」

			「えっ……何で？」

			「説明している暇がない！　早く！」

			「わっ分かった！」

			「ん！」

			　そうして３人は各々ハンカチを取り出した。

			　俺は全員がハンカチで鼻と口を押さえたのを確認してから、手に持っていたモエモエソウに火打ち石で火を点けて、穴の下へと放り投げた。

			「「「なっ!?」」」

			　火種は穴の底に敷き詰められたモエモエソウの上に乗ると凄い勢いで穴の底中に燃え広がった。

			　燃えたら当然、煙が発生する。俺たちは煙に包まれた。

			「ゲホッ！　ゴホッ！　何するの、ナイト！」

			「耐えろ！　しばらくの辛抱だ！」

			　煙の勢いは止まらず、もはや何も見えなくなった。

			　目は見えず、呼吸はできず、状況判断も碌(ろく)にできない。

			　しかし、しばらくすると突然体が浮き上がる感覚があり、その後地面に打ち付けられた。

			　気づいた時には穴の中から脱出していた。

			　というか、いつの間にか穴そのものが消えてなくなっている。

			　俺たちがいる場所は地面の上だ。

			　どうやら上手いこといったらしい。

			　奴は『グラウンドダウン』で地面に埋まった時、すぐに砂の中から這い出てきた。

			　しかも砂を思い切り吐いていた。つまり奴は砂の中では息ができないのだ。

			　俺たちと同じで酸素を必要としていたのである。

			　それがアリジゴクの元々の習性なのか、魔族に進化した際にできた弱点なのかは分からない。

			　しかし『酸素が必要』という習性さえ分かれば、『密閉空間』は奴にとっても弱点に変わる。

			　だからモエモエソウをばら撒いて火を充満させ、酸素を奪い取ったのだ。

			　これなら、『酸素不足で酸欠』『煙に巻かれて一酸化炭素中毒』『単純に火に焼かれる』といった死因を作ることができるし、最悪でもこの状況からは脱出することができると考えたのだ。

			　あいつは言っていたのだ『これは自分のスキルで作った空間だ』と。

			　つまりスキルを解除させれば空間からは脱出できるのだ。

			　そうして俺たちはアリジゴク野郎の作った密閉空間からの脱出を果たした。

			　さて、次はどうなるかと考えていると、途端に地面が光り輝き、俺たちの下へと巨大な光が押し寄せてきた。

			　

			《経験値が一定値に達しました。レベルが７に上がります。全ステータス値が１上昇しました》

			《経験値が一定値に達しました。レベルが８に上がります。全ステータス値が１上昇しました》

			《経験値が一定値に達しました。レベルが９に上がります。全ステータス値が１上昇しました》

			《経験値が一定値に達しました。レベルが10に上がります。全ステータス値が１上昇しました》

			《経験値が一定値に達しました。エラー、レベル上限に達したのでレベルを上げることはできません》

			《レベルを上げるスキルを選択してください。エラー、スキルが１つしか存在しないため、スキル『一般人』のレベルが４上がります》

			《スキル『一般人』がレベル10になりました。スキルの効果により全ステータス値が４上昇しました。スキル『一般人』は最大値まで上昇しました》

			　巨大な光の正体はアリジゴク野郎の経験値だったらしい。

			　気がつけばいつの間にか地面の上には、アリジゴク野郎の心臓であろう、大きな魔石が残されていた。

			　こうして絶体絶命の状況を潜り抜け、俺はレベル上限まで達したのであった。

		

	
		
			　

			第12話　町への帰還

			　

			　Side：マンティス

			　目の前で起こった状況に理解が追いつかず、俺は動きを止めた。

			　地面の上には、さっきまでアントリオンの作った穴に落ちていたガキ共が勢揃いしている。

			　そして目の前には光り輝く大きな魔石が転がっている。

			　誰の魔石なのかなど考えるまでもない。アントリオンのものだ。

			　つまりあのガキ共がアントリオンを倒したということになる。

			　しかしそれこそ意味が分からない。

			　俺もあいつも魔王軍の中では幹部候補の１人である。

			　いくら勇者がいたとは言え、あんな実戦経験のないガキ共に負けるなどありえないことだ。

			　目の前にいるのは少年が１人と少女が３人。

			　そして少女たちは少年に抱きついてしきりに礼を言っている。

			　つまりあの少年がアントリオンを倒したということになる。

			　だがあの少年はどう見ても弱い。一体どうやってアントリオンを倒したというのか。

			　俺は少年を問い質そうと歩き出した。

			　そして殺気を感じて左に飛んだが間に合わず、右腕を丸ごと失った。

			　

			　Side：ハロルド

			　私は先程までとても焦っていた。

			　息子とその幼馴染たちが、突如襲ってきた魔族に狙われ、魔族が作った穴に落とされてしまったからだ。

			　声を掛けて無事を確認し、穴から木まで伸びている影を見て状況を理解したが、危険なことに変わりはないため、まずは目の前の魔族の突破を試みた。

			　しかしこの魔族は非常に狡(こう)猾(かつ)であった。

			　真っ向勝負であれば、私のほうが勝つであろう。

			　しかしこいつは足止めに徹し、決してスキを見せずに戦っている。

			　私を足止めして、先程の太った魔族にまずナイトたち４人を殺させ、その後で２人がかりで私と戦うつもりなのだ。

			　実に理に適った戦い方だ。

			　だからこそ私は焦る。

			『闇の勇者』であるダイアナがいるとはいえ、ナイトたちは今日が初陣であり、全員のレベルは未だ６止まりだ。そんな状態で本領を発揮した魔族の相手はまず無理だ。

			　私は焦って助けに向かおうとするが、目の前のカマキリ男が邪魔すぎる。

			「ええぃ、どけぇ！」

			「やなこった！　もう少し付き合ってもらうぜ、おっさんよぉ！」

			　魔族を突破することもできず、時間だけが過ぎていく。

			　私は益々焦って体捌きが雑になり、段々と相手の攻撃を受け始めていた。

			　そんな時に穴の様子に変化が起きた。

			　森の中から穴に向かって草が伸びているのだ。

			　遠目には何の草なのかは分からない。

			　しかし草が伸びているということは、ロゼッタ王女が『植物操作』を使って何かをしているということであろう。

			　この状況を草でどうにかできるとは思えないが、私が救援に向かうまでの時間稼ぎくらいにはなればと考えていた。

			　しかしその考えはすぐに頭から吹き飛んだ。

			　穴の中から煙が立ち昇り始めたからだ。

			「なっ!?」

			「は？　煙だぁ？」

			　煙は凄い勢いで空へ向かって伸びていく。つまり穴の中は煙が充満しているはずだ。

			　このままではナイトたちが燻(くん)製(せい)になってしまう！

			　だが、私の焦りとは裏腹に事態は勝手に収束してしまった。

			　何とナイトたちが全員揃って穴から飛び出してきたのだ。

			　その全身は煙に巻かれて煤(すす)けており、酷い有様だ。

			　しかし全員が生きている。

			　私はその事実に酷く安堵した。

			　そして次の瞬間には地面が光り輝き、その光はナイトたちの体へと吸い込まれ、地面の上にはいつの間にやら巨大な魔石が転がっている。

			　光の正体は経験値であり、魔石の元はあの魔族であろう。

			　つまりナイトたちは自力であの魔族を倒したのだ。

			　私はその現実が信じられずに動きを止めた。

			　今日が初陣の、レベルが僅か６しかない子供たちが魔族を仕留めた。

			　これがどういうことなのか分からないほど、私は間抜けではないつもりだ。

			　見れば先程まで戦っていたカマキリの魔族も動きを止めている。

			　奴もまた同じ気持ちなのだろう、妙なところで通じ合ってしまった。

			　そしてカマキリの魔族はナイトたちのほうへと向かっていく。

			　その瞬間、呆けている場合ではないのだと思い出した。

			　敵が背を向けている。仕留める絶好のチャンスではないか！

			　私は大上段から剣を振りかぶり魔族を真っ二つにしようと試みた。

			　いつもならもっと躱(かわ)しにくい太刀筋で斬りつけるところだ。

			　しかし私もこの時は混乱していたのだ。

			　だからその太刀筋は相手に躱されてしまった。

			　それでも相手の右腕を奪うことには成功した。

			　相手が絶叫を上げる。

			　そして時は動き出した。

			　

			　Side：ナイト

			　どうにかアリジゴク野郎の罠から抜け出し、レベルアップも完了して一息ついていると、ロゼとアナとエルが俺に縋(すが)り付いて泣き出し始めた。

			　彼女たちはしきりに「ありが……と！」「感謝！　感謝！」「ありがとう！」と言い続けて離してくれない。

			　確かに奴を仕留めたのは俺ではあるが、皆の協力があったから無事に生き残れたのだ。

			　だから俺はそのことを彼女たちに伝えようとしたのだが、突如絶叫が響き渡り、俺たちは音の発生源に顔を向けた。

			「ギャアアアァァァー！」

			「くっ、しまった！　もう一撃！」

			「ガァァァ、クソッタレがぁ！」

			　見れば父さんがカマキリの魔族の右腕を切り落とし、追撃を放とうとしていた。

			　しかし父さんの攻撃は空を切る。

			　カマキリの魔族は父さんの攻撃を紙一重で避け、そのまま跳躍して距離を取る。

			　そしてこちらを一(いち)瞥(べつ)してから脱(だつ)兎(と)の如く逃げ出し、あっという間にその姿が見えなくなってしまった。

			「逃げられたか……」

			　父さんは周囲を見回し、追撃がこないかと警戒しながらこちらへと歩み寄ってくる。

			　その姿はボロボロだ。着ている鎧はズタズタで、全身にも隈なく切り傷が付いている。

			　カマキリの魔族と父さんとでは、父さんのほうが強かった。

			　事実、俺たちが穴に落ちる前までは、父さんには傷１つなかったのだ。

			　それなのに傷だらけになっているということは、俺たちを助けるために焦って無理をしたのだろう。

			　そのことに思い至り、俺は父さんに礼を言った。

			「ありがとうございます、父さん。俺たちを助けるために無理をしていただいて」

			「何を言っているのだ、お前は。子供を守るのは大人の役目だ。気にする必要はない」

			「それはそうなのかもしれませんが……」

			「とにかく無事で良かった。だが一体どうやって魔族を仕留めたのだ？」

			「ああはい、それはですね……」

			　俺はモエモエソウを使って魔族を仕留めたのだと説明しようとした。

			　しかしその時、俺に縋り付いていたアナがバッタリと倒れ込んでしまった。

			　見れば顔色がかなり悪い。

			　俺たちは倒れたアナを取り囲んだ。

			「ダイアナ？　おい、ダイアナ！　どうした！　大丈夫か？」

			「そうか！　父さん、アナはカマキリ野郎に傷だらけにされて、血塗れだったんです」

			「血を流しすぎたということか！　ここでは不味いな。お前たち、すぐに町へと帰るぞ！」

			「ハロルドさん！　アナは大丈夫なの？」

			「先程まで動いていたのだ。今すぐどうこうということはない。ポーションは飲ませたのか？」

			「いえ、体に振り掛けただけです」

			「ならば私の持っているポーションを飲ませよう。ポーションは飲むと失った血液を回復させる効能があるからな」

			　父さんは持っていたポーションをアナの口に含ませ、少しずつ飲ませていく。

			　するとアナの顔色が僅かではあるが良くなってきた。

			「これなら町までは十分に持つ」と父さんのお墨付きをもらい、俺たちは馬車に乗ってタートルの町へと戻ることにした。

			　ちなみに馬車の周りには魔物避けの香草を焚いておいた。

			　こうすることで、モンスターが徘(はい)徊(かい)する外でも、馬車を置いたまま森の探索ができるのだ。

			　この世界の草、というか薬やアイテムには本当に凄いものがたくさんある。

			　午前中から無事だった馬を見て、異世界のアイテムの面白さを俺は実感していたのだった。

			　

			　帰りの馬車では俺と父さんの話し声のみが響いている。

			　アナは倒れたままだし、ロゼとエルは馬車に乗り込んだらすぐに寝てしまった。

			　無理もない。初陣のペーペーがいきなり死闘に巻き込まれたのだ。緊張の糸が切れたのだろう。

			　俺は父さんと魔族の目的について話し合っていた。

			　マンティスと呼ばれていたカマキリの魔族は『ロックの暗殺』が目的だと言っていた。

			　ひょっとしたら別働隊が既にロックを殺しているかもしれない。

			　俺は焦っていたが、父さんは「恐らくそれはないだろう」と答えた。

			「何でそんなことが分かるのですか？」

			「私は何度か魔族とも戦っているからな。その経験から言えば、先程の２人組はかなりの手練だ。魔族は総じて強力ではあるが、数そのものは少ない。あれほどの手練をそう何人も派遣したりはしないだろう」

			「しかし万が一ということも」

			「もちろんあるだろう。だからその万が一に備えて、ロック王子の周囲は常に手練で固められている。先程の連中並の実力者が何人か襲ってきてもロック王子を逃すことができるほどの手練だ。だから安心しろ、ロック王子は無事なはずだ」

			「……分かりました。ここで焦ってもしょうがないですからね」

			「ところであの魔族を倒した方法について、『酸素』とか『一酸化炭素』と言っていたが、それは一体何なのだ？」

			「ああ、『向こうの世界の知識』ですよ。空気には実は様々な種類があってですね……」

			　そんな話をしていると、ほどなくタートルの町の外壁が見えてきた。

			　壁の前には町に入るための順番待ちをしている旅人の列がある。

			　タートルはこの国の首都、ならず者が入らないように警備は厳重なのだ。

			　しかし俺たちの馬車はそれらを無視し、門の前まで直行していった。

			「副将軍であるハロルド＝ロックウェルである！　緊急事態だ、至急門を開けてくれ！」

			「これはハロルド副将軍閣下、一体どうなされたのですか？」

			　門番が父さんの焦った声を聞き、理由を尋ねてくる。

			　父さんは馬車の扉を開き、倒れているアナたちの姿を見せて状況を知らせた。

			「安心しろ、命に別状はない。私たちはこれから闇の神殿へと直行する。至急城へと早馬を飛ばし、私たちが闇の神殿へ向かったと伝えてくれ」

			「城へ向かうのではないのですか？」

			「命に別状はないが、皆怪我をしているのでな。まずは『治療院』での回復を優先させる。すまんが詳しいことを説明している時間はない。よろしく頼むぞ」

			「はっ！　了解しました」

			　俺たちの馬車は城門を潜り、タートルの町の中へと入っていく。

			　後ろでは、王女であるロゼと闇の勇者であるアナが、馬車の中で倒れているのが見えてしまったのだろう、兵士と旅人たちが大騒ぎをしていた。

			　しかしそれを気にしている余裕などない。

			　俺たちはそのまま町中を馬車で駆け抜け、闇の神殿へと真っ直ぐに向かっていった。

			　闇の神殿は、この町の中心、中央広場に面して建つ巨大建築物だ。

			　鳥居の形をした入り口を抜けると広い庭があり、目の前には巨大な本殿がそびえている。

			　高床式の木造建築であり、屋根は三角形の茅(かや)葺(ぶ)き屋根で、入り口には賽(さい)銭(せん)箱がある。

			『神殿』という名前ではあるが、俺的には『神社』と言ったほうがしっくりくる建物だ。

			　異世界と言えば中世ヨーロッパ風だと思っていたのだが、この玄武の国はどちらかと言うとアジアンテイストなのだ。

			　俺はつい先日、この本殿でスキル授与の儀式を行った。

			　しかし今日はここには用はない。俺たちの目的地は本殿の左側に建っている『治療院』だからだ。

			『闇の神殿』の主な役割は３つ。

			『スキル授与の儀式』と『巫女たちの修行場』、そして『治療院』だ。

			　魔法があり、魔道具があり、ポーションのようなファンタジーアイテムが溢れるこの世界では、地球のような医者はほとんど見かけない。

			　怪我も病気も、スキルや魔法、アイテムで治すのが一般的であり、神殿にはそういうスキルの使い手が集まっているのである。

			　俺たちは神殿の入り口に馬車を横付けし、ちょうど目の前にいた門番に事情を説明した。

			『闇の勇者が魔族に襲われて大怪我をした』と聞かされた門番は顔色を変え、神殿内部にダッシュで向かい、神殿長他、大量の神殿関係者を引き連れて俺たちの馬車へと戻ってきた。

			「ダイアナ、ダイアナ！　無事かい!?　返事をし！」

			「ばっちゃん落ち着いて。アナは血を流しすぎて気絶したんだ」

			「ポーションを飲ませ、落ち着かせてあります。今は寝ているだけかと」

			「ナイト！　ハロルド！　あんたたちが付いていながらどういうことだい、これは！」

			「詳しいことは後ほどご説明いたします。取り敢えず中に入ってもよろしいでしょうか」

			「当たり前じゃないか！　って、ロゼッタ王女もエリザベータも倒れているじゃないか！　あんたたち、全員を大至急、中に運びな！」

			　神殿関係者たちが３人を慎重に神殿の中へと運んでいく。

			　俺もそれに続こうとして馬車から降り、その場で膝をついてしまった。

			「あれ？」

			　何だろう、力が入らない。

			　なぜだか急激に疲れが押し寄せてきて、立つこともままならない。

			　俺はそのまま神殿前で気絶してしまったのだった。

		

	
		
			　

			第13話　新たなる生活

			　

			「ここが俺の新しい住居か」

			　タートルの町の市街地、その大通りの一角。そこにある『薬局のロックウェル』本店。

			　１階の半分は店舗になっており、その奥は作業場。

			　そして２階は丸々従業員用の宿舎。その部屋の１つがこれからの俺の住まいだ。

			　レベルアップのためのモンスター退治から１月後。

			　俺は家を出て、ロックウェル家が経営する、この薬局に住み込みで働くことが決定した。

			　襲撃してきた魔族を撃退し、タートルの町へと帰り、闇の神殿に到着した後、俺は倒れた。

			　体に異常は見当たらず、極度の疲労と緊張の糸が切れたことが原因と説明された。

			　目が覚めると、倒れてから丸１日が経過しており、見舞いに来ていたロックに無茶をするなと怒られた。

			　結局レベルは10を超えることはなかった。

			　並のモンスターよりも魔族１人を倒すほうが大量の経験値が手に入る。

			　実際、ロゼもアナもエルも一気にレベル20を超えていた。

			　しかし俺のレベルは10止まりで、それ以上、上がることはなかった。

			　今の俺のステータスはこんな感じだ。

			　

			『名前：ナイト＝ロックウェル

			　レベル10

			　ＨＰ：36　ＭＰ：30

			　力：34　頑強：35　素早さ：34　心力：33　運：30

			　所有スキル：一般人レベル10』

			　

			　レベル６当時のエルの数値とどっこいどっこいである。

			　と言っても俺のステータスはここで打ち止めだ。

			　更に成長することができるあいつらとの差は今後益々広がっていくのだろう。

			　

			　あの後、結局父さんの予想通り、ロックへの襲撃はなかった。

			　あの魔族２人だけがロック暗殺の任務を受けていたらしい。

			　いや、ひょっとしたらあいつらの独断専行だったのではないのか、という意見もある。

			　俺が眠っている間は上へ下への大騒ぎだったらしい。

			　何しろ王子兼勇者の暗殺計画があり、実際闇の勇者であるアナは大怪我を負って帰ってきたのだ。

			　父さんは管理責任を追及されたが、襲撃者である魔族の１人を仕留め、暗殺計画を事前に潰したということで、責任問題は魔族討伐の手柄と相殺になった。

			　そう、あのアリジゴク野郎を倒したのは父さんということになったのだ。

			　勇者が手も足も出なかった魔族を『一般人』が倒したと言っても誰も信じないだろうし、何より父さんの手柄ということにすれば、王女や勇者を守り切れなかったという父さんの罪を帳消しにできると言われ、全員で口裏を合わせたのである。

			　魔族は死亡すると死体が消滅し、魔石だけが残る。

			　モンスターの強さは体の透明度で、魔族の強さは魔石の大きさで判別される。

			　強力な魔族ほど、体内に魔力を吸収し、魔石が大きくなるのだという話だ。

			　魔石の大きさから見て、あのアリジゴク野郎は中級クラスの強敵だったのは間違いない。

			　そのため、奴を倒したのが父さん以外の人物だとは、誰も疑わなかったのである。

			　闇の神殿の治療院のベッドの上で目が覚めると、俺は母さんに抱きしめられ大泣きされた。

			　父さんの頬には真っ赤な手形がくっきりと残っていた。

			　どうやら母さんに張り飛ばされたらしい。

			　その後、弟やロックも来て、目が覚めたロゼやアナやエルが俺に抱きついて離れなくなり大騒ぎになった。

			　そしてその後、陛下と神殿長が病室を訪れ、父さんの立場が不味いことになっていると聞かされたので、俺たちの魔族討伐の手柄を父さんに譲ったのだ。

			　それはすなわち、俺たちの手柄がなくなるということでもある。

			　しかし俺たちはそれでも良かった。

			　下手に俺たちが倒したことが広まれば、今度は俺たちが魔族に襲われる可能性もあるからだ。

			　俺たちは手に入れたはずの、栄光も賞賛も自ら手放した。

			　その代わりとして、倒した魔族の魔石は国が買い取り、その買取金額は俺に支払われることとなった。

			　ロゼやアナやエルにも受け取る権利はあったのだが、

			「魔族を倒せたのはナイトのおかげだから」

			　と言って受け取らなかった。

			　

			　そして退院後、俺は屋敷を出ることになった。

			　ロックウェル家は武門の家柄だが、必ずしも皆が戦闘系のスキルに優れているというわけではない。

			　歴代のご先祖様の中にはハズレスキルを引いた者もいたし、戦闘系スキルが全くない者もいたのだ。

			　そんな人たちの受け皿になればと、昔のご先祖様たちは手広く商売をしてきたという。

			　その１つが『薬局』だ。

			　危険も多いこの世界では、薬の需要は尽きることがないので、安定した売上が見込める。

			『この世界の薬やアイテムについて学べる』『町の中で安全に生活ができる』『間接的にだが、勇者の支援に繋がる』『スキルがなくても、頑張れば成功できる』という理由で、俺はここに就職することを決めたのだ。

			　そんなわけでつい先程、俺は屋敷を出てこの『薬局のロックウェル』２階の従業員用宿舎へとやってきた。

			　今日は引っ越しをして、明日から働き始める。

			　この世界で子供というのは10歳までのことを言う。

			　大人扱いされるのは、18歳になってからだ。

			　そして10歳から18歳までは子供以上、大人未満として扱われ、いわゆる『修業期間』と位置付けられている。

			　俺はその修業期間をこの薬局での修業に費やそうと考えたのだ。

			　屋敷から持ってきた荷物を部屋に運び込む。とは言え、それほど持ち物があるわけではない。精々着替えくらいだ。

			　俺はベッドと机だけがあるシンプルな部屋を見回した。

			　部屋の中にはなぜか壁にもカーテンが垂れ下がっており、小さな窓からは外の景色が見える。

			　俺は部屋の窓を開け放った。外からは歓声が聞こえてくる。

			　この歓声は闇の神殿からのものだ。

			　今日はこの国にとって重要な日。

			　土の勇者であるロックのスキル授与の儀式の日だ。

			　つまりロックが正式に『勇者』となる日である。

			　この国の王子にして土の勇者であるロックのスキル授与の儀式は、国を挙げて大々的に盛り上げられていた。

			『闇の勇者であるダイアナが魔族に襲われて怪我を負った』という不安を払(ふつ)拭(しよく)する狙いがあるのだろう。

			　そして窓から聞こえてくる歓声が一際大きくなった。

			　恐らくロックが神殿から出てきたのだろう。

			　ロックはこれから、８年後の旅立ちに向けての本格的な訓練に入る。

			　今回の魔族の襲撃に危機感を強めた玄武の国の首脳陣は、ロックの訓練を非公開とし、歴代の勇者たちよりも入念に鍛え上げることにしたという。

			　アナは既に闇の神殿で積極的に訓練に励んでいるとのことだ。

			　何でも「もっと早くからレベルアップをしておけば、魔族に後れを取ることはなかった」と考えたらしい。

			　ただ、訓練が苛烈すぎて、周りが付いていけないので困っていると神殿長のばっちゃんがぼやいていた。

			　エルは宮廷魔道士としての修業を本格的に始めたらしい。

			　今までは興味を持ったものばかりを片っ端から勉強していたが、最近は勇者の旅に役立つ魔法を中心に勉強しているとのことだ。

			　この間屋敷に来たエリック先生は涙を流していた。

			「ようやく娘がまともになってくれた！」とか言っていたが、いつまで続くことやら。

			　そしてロゼだが、あれ以来、音沙汰がない。

			　恐らくはまた、城の自室に引きこもっているのだろう。

			　結局あの日は魔族の襲撃でバタバタしてしまったために、ロゼが外に出るキッカケにはならなかったのだ。

			　と言うか、あんな怖い思いをしてしまったら、引きこもりに拍車が掛かっていそうだ。

			　結局俺は勇者の供どころか、引きこもった幼馴染１人救えなかったのだ。

			　それだけは残念でならなかった。

			「何……うるさい……眠いんだけど」

			　そんな風に思っていたら、部屋の中のカーテンが動き、中からロゼが現れた。

			　彼女は寝間着姿で眠そうに目を擦っている。

			　よく見ればカーテンの向こうには扉があり、隣室と繋がっていたのだ。

			　隣の部屋のベッドには彼女のお気に入りのぬいぐるみが転がっている。

			　つまり彼女は俺がこの部屋に入る前からここで寝ていたわけだ。

			　そこまで考えて、突然の事態にようやく頭が追い着いた。

			「待て待て、ちょっと待て！　何でロゼ姉がここにいるの？」

			「私たち……同室。同じ薬局の……新入社員」

			「いやいやいや！　ロゼ姉、王女様でしょうが！　しかも同室って！　隣部屋じゃなくて？」

			「この部屋は…‥２部屋ある。既婚者用の……部屋だって」

			「俺はいつの間に結婚したわけ!?」

			「問題……ない。私たちは……婚約した。父様の……許可ももらった……」

			「当事者である俺は聞いてないんだけど!?　いつの間にそんなことに！」

			　ロゼから聞き出したところ、こんな話になっていたそうだ。

			　俺が屋敷を出ることになったと聞いたロゼが、自分も城を出て働くのだと言い出した。

			　何でもスキルが１つしかない俺が生きることを諦めないのを見て、引きこもっていた自分が恥ずかしくなったらしい。

			　そして、折角だから唯一まともに使えるスキルである『植物操作』を生かせる職場を探したところ、この『薬局のロックウェル』を紹介されたのだそうだ。

			　確かに薬局に植物は付きものだ。ベストな選択と言えるだろう。

			　元引きこもりの王女様に薬局の仕事が務まるかどうかは別にして。

			　そして就職ついでに俺と婚約させたそうだ。

			　王女の婚約がついでで良いのかとも思ったが、ロゼは『ハズレ王女』扱いをされていて、婿が候補すらいない状態だったために問題はなかったらしい。

			　何しろあのガイアク大臣ですら異を唱えなかったというのだ。

			　いつもは紛(ふん)糾(きゆう)する会議が満場一致だったらしい。

			『ロゼッタ王女が憎からず思っている相手』であり、『人柄も家柄も問題なく』、『結婚相手の他の嫁とも仲良くできることが確約されている』からだという。

			　ちなみに他の嫁とはエルのことだ。

			　ロゼとエルは親友同士、同じ相手に嫁いでも仲良くやるだろうと判断されたのだ。

			　この世界では男の死亡率がかなり高いため、一夫多妻制が推奨されている。

			　まぁ『推奨されている』だけなので、そうしない人もいる。

			　父さんなんかは母さん一筋だ。

			　だが、経済的に余裕のある者たちは基本的には一夫多妻である。そうでもしないと、どんどん人間の数が減っていくからだ。

			　なので俺が２人を娶(めと)っても何も問題はない。

			　むしろ、この２人の結婚相手を見つけることは国にとっても重大な関心事であったので、相手が１人で済むのなら、それに越したことはないのだそうだ。

			「そういうわけ……なので、不束者ですが、末永くよろしく……お願いします」

			「はぁ、こちらこそよろしくお願いします。……本当に良いの？」

			「良い……エルとアナの……許可も取った。私……第１夫人」

			「そしてアタシが第３夫人で～す！」

			　突然入り口側の扉が開いたと思ったら、今度はエルが部屋に入ってきた。

			　手には大きな花束を持っている。

			「引越し祝いだよ～」と言って、テーブルの上にバサリと置いた。

			「第３夫人って、じゃあ第２夫人は誰なんだよ？」

			「そんなのアナに決まっているじゃん！　３人で話し合って決めたんだよ！」

			「俺はアナとは結婚できないだろうが！」

			　勇者の供にはスキルが５つ必要なように、勇者の伴(はん)侶(りよ)にも５つは必要と言われている。

			　10のスキルを持つ勇者の伴侶には、それ相応のスキルの数を求められるのだ。

			　俺のスキルは１つだけ。アナとは結婚できないのだ。

			「そんなの知ったことじゃないって、イザとなったら邪魔者を皆殺しにしてでも認めさせるって言ってたよ」

			「『言ってたよ』じゃねぇよ！　止めろよ！　何でそんなことになってんだよ！」

			「絶体絶命な状況に置かれた女の子が、男の子に助けられたら、恋が始まって当然じゃないのさ」

			「あれは全員で戦ったから生き残れたんだろうが！」

			「違う……」

			「違うね」

			　ロゼとエルは俺の意見を真っ向から否定した。

			　そして２人は俺に言い聞かせるように説明し始めた。

			「あの時私たちは全員が諦めていた。諦めていなかったのはナイトだけ。ナイトがいたから助かった。これは間違いないよ」

			「いや、でもなぁ……」

			「ナイトとの結婚がどうしても認められなかったら、生涯独身で過ごすって言っていたよ。だからナイトも頑張ってね」

			「頑張れって、何をだよ」

			「スキルの数はどうにもできないけれど、スキルもレベルも関係なく、何かしらの実績を手に入れれば、アナとの結婚は認められるかもじゃん！」

			「実績ねぇ……」

			　簡単に言ってくれるな、コンチクショウめ。

			　だが、これだけ思いっきり女の子に惚れられているというのは、男としてはかなり誇らしい。

			　確かにただの薬局の店員としての人生を歩むよりも、『闇の勇者の婿として何らかの実績を残した凄い男』を目指したほうが人生に張りが出そうだ。

			『幼馴染の美少女３人を全員嫁にする』を、人生の目標として頑張るのも良いのかもしれない。

			　字面だけ見ると鬼畜の所業にも見えるな。

			　いや、ここは『地球』ではないのだ。向こうの倫理観は忘れて、こちらの倫理観に合わせよう。

			『郷に入れば郷に従え』だ。

			「そうだな、いっちょやってみますか！」

			「さっすがナイト！　それでこそアタシの旦那様！」

			「頑張って……ナイト」

			　タートルの町のあらゆる場所で、新たな勇者の誕生を祝う歓声が響く中、俺は部屋の中でこれからの人生の目標を設定したのであった。

		

	
		
			　

			第14話　薬局暮らし

			　

			「おはようございます！　これからこちらでお世話になるナイト＝ロックウェルです！　よろしくお願いいたします！」

			「同じく……お世話になります……ロゼッタ＝Ａ＝タートルです。よろしくお願い……します」

			　俺たちは揃って頭を下げる。

			　そして頭を上げると、そこには「信じられない」という感想が顔に張り付いている従業員たちの姿があった。

			　ここは薬局のロックウェル本店の１階、店舗の奥にある作業場である。

			　俺とロゼは今日からこの店で働き始める。

			　そこでまず初めに挨拶をしたのだが、全員揃ってポカンとした顔をしている。

			　どうやら店長は俺たちについて何も説明をしていなかったらしい。

			　俺はこの店の店長であり、つい先日まで屋敷で執事として働いていたジャックのほうを向いた。

			「おいジャック、……じゃない店長。もしかして何も話していなかったのか？　……ですか？」

			「こちらのほうが面白いかと思いましてね」

			「全員揃って呆気にとられているのだが？」

			「やれやれ、仮にもロックウェル家の従業員ともあろう者が、鍛錬が足りませんな」

			「これが普通の反応だと思うけどな」

			　自分たちが働いている職場に、雇い主の社長の息子と国の王女が働きにきたら、そりゃあこうなるだろう。

			　いや、俺はおまけか。どちらかと言うと、ロゼがここにいるほうが衝撃だろうな。

			「私の同僚は王女様なの」なんて言ったら正気を疑われそうだ。

			　そんなことを考えていると、数年前まで屋敷で働いていた元メイドであるナインが手を挙げて発言してきた。

			「ジャック様、あの……これは一体どういうことなのでしょうか？」

			「聞いた通りですよ。ナイト様とロゼッタ王女は、これからこの店で薬師としての修業を積むことになります。皆さんには先輩として２人の指導をよろしくお願いいたします」

			「けっ、経緯をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

			「もちろんです。つまりですね……」

			　当たり前といえば当たり前の疑問にジャックが答えていく。

			　ロゼのスキルが３つだけというのは有名な話なので皆知っていた。

			　しかし俺のスキルが１つだけだというのは初耳なので驚いていた。

			　そして俺が屋敷を出てここで働くことになり、ロゼも同じくここで働くことになったと伝えられた。

			「ちなみにお２人のお住まいは、この店の２階の従業員用宿舎です。引越し作業も昨日の内に完了しております」

			「え？　でも確か２階には夫婦用の部屋が１つしか空いていなかったはずですが……」

			「はい、その部屋です。今回ロゼッタ様が城を出て当店で働くにあたり、ナイト様と婚約いたしました。よってお２人は夫婦として扱うことになりますので、夫婦用の部屋を割り当てました」

			「ご婚約ですか！　でもあの……何も聞いていないのですが……」

			「はい、城からの通達はしばらく経ってからになります。現在、国を挙げてロック王子の正式な勇者就任を盛り上げている最中ですので、落ち着いてから発表することになるかと思います」

			「あの……でもお２人はまだ大分お若いのでは？」

			「王族にしても貴族にしても、このくらいの年齢ならば婚約者の１人や２人いてもおかしくはありません。ちなみにナイト様は、宮廷魔道士長エリック様のご息女、エリザベータ様ともご婚約されております」

			「あのへんじ……変わった方ともですか！」

			「どちらもご両親の許可を得た正式な婚約です。ですから、くれぐれも妙な気は起こさないようにしてくださいね」

			「み、妙な気ですか？」

			「ナイト様はロックウェル家の長男。つまり将来的にはこの店のオーナーになってもおかしくないお方です。しかし玉の輿(こし)を狙っても無駄ということです。下手に近づくと、国を挙げて排除されますのでお気をつけて」

			「人を危険人物みたいに言わないでください！」

			「これは失礼しました。ですが、かつてこの店で働いていたロックウェル家の人間が伴侶の座を狙われたという話もありますので」

			「そんなことがあったのか……」

			　俺たちが働くことになった経緯を説明しただけなのに、先輩方が引きまくっている。

			　こんなんで俺たちは無事に働けるのだろうかと、不安になるスタートであった。

			　

			　１月後、俺たちは順調に働くことができていた。

			　あれからしばらくして、俺がスキルを１つしか授かれなかったということと、その理由についても国から正式に発表がなされた。

			　そして俺とロゼとエルの婚約も発表された。

			　発表前には国王陛下が直々に来店し、ロゼと俺の婚約届を作成した。

			　ちなみにエルとの婚約届は既に作成してある。エリック先生の決断は早かったのだ。

			　陛下は満足気に婚約届を眺め、「娘を頼む」と言い残して店から出ていった。

			　その際、従業員の皆さんは部屋の隅で呆然としていた。

			　そして同時に俺とロゼが薬局のロックウェルで働いていることが町の住民に知れ渡ってしまった。

			　俺にしてもロゼにしても、スキル授与という本人の意思ではどうしようもない事態に人生を狂わされた被害者だと、周りからは同情の視線が投げかけられたが、同時にそんな状況でも前を向いて働いていることに好意的な意見も出ていた。

			　どうやら父さんが考えたように、事態は上手い具合に動いてくれたらしい。

			　俺たちの仕事は、薬局のロックウェル１階奥の作業場での薬作りだ。

			　この１月の間、俺はこの建物から１歩も出ずに生活をしていた。

			　おかげで俺たちの姿は外部には一切漏れず、噂を聞きつけて集まってきた町の住民たちも、奥まで押しかけるわけにもいかないため、意外なほどに落ち着いた生活を送ることができていた。

			　ここで働いているのはロックウェル家に雇われた従業員たちだ。

			　薬局のロックウェルは、その名の通り薬を売る薬局として玄武の国中に支店を持っている。

			　特にここは本店であるため、各支店から集められたエースが揃っており、全員口が固く、ロックウェル家に対する忠誠心も高い。

			　最初はギクシャクしていた彼らも、俺たちが本気で働きたいのだということを理解すると、気持ちを切り替えてしっかりとした指導を行ってくれた。

			　この世界の薬作りは全てが手作業だ。

			　薬の元になるのは、この世界特有の植物、鉱物、そして加工された魔石類である。

			　材料こそ前の世界と比べて変わっているが、売っているのは風邪薬、解熱薬、腹痛薬、頭痛薬と全く変わらないラインナップである。

			　ちなみにポーションも売っているが、メジャーな商品にもかかわらず、繊細な調合が必要になるため、まだ作成には携(たずさ)われていない。

			「最低でも２年間は修業しないと駄目ですよ」とは指導教官であるナインの言葉だ。

			　ポーションと言えば、ゲームの定番だ。２年後が楽しみである。

			　ナインは結婚を機に屋敷のメイドを退職したが、子育てが落ち着いたので、この店に再就職したのだそうだ。

			　ちなみに彼女は俺の死亡に立ち会った人物でもあり、俺のスキルが１つだけだったという事実を知った時、涙を流しながら当時の状況を従業員たちに説明してくれた人でもある。

			「薬作りにスキルは関係ないから頑張りましょう！」とよく励ましてくれている。

			　ちなみに『薬師』というスキルは存在する。

			　その効果は『レベルが上がるごとに、薬のレシピを１つ手に入れることができる』という代物だ。

			　しかしそのレシピは複写されて広まっており、スキルのあるなしにかかわらず薬は作れるので、スキルがない者でも薬師にはなれるのである。

			「はい、では今日は、このミズミズソウを２００束、全て同じ長さに切り揃えてください」

			「分かりました」

			「分かりま……した」

			　働き始めて１月の新人の仕事といえば、誰でもできる簡単な雑用のみだ。

			　しかしこういった基本の積み重ねが後々の応用に繋がるのである。

			　俺は気合を入れて用意されたミズミズソウを切り始めた。

			　

			　Side：ロゼッタ

			　働き始めて３ヶ月後、私たちはこもりきりだった店から出て、町の中を散策している。

			　流石にもう店までやってくる住民もいなくなり、私たちが街で暮らしていることも浸透したので、そろそろ外に出ても大丈夫だろうとジャックの許可が出たのだ。

			　私とナイトは３ヶ月前に婚約者となった。

			　この３ヶ月で私、ロゼッタ＝Ａ＝タートルは益々ナイトに惚れている。

			　いや惚れ続けていると言ったほうが正しいだろう。

			　あの魔族を倒した後、私のレベルは23まで上昇した。

			　アナとエルも同様だ。

			　つまりあの魔族は私たち４人のレベルを６から23まで一気に押し上げてしまうほどの経験値を持った強敵だったということだ。

			　あの魔族を倒したのはナイトだ。もしもナイトのスキルがもっと多ければ、もっとレベルが上がっていてもおかしくはなかった。

			　しかしナイトはレベル10止まりだった。

			　しかもスキルは『一般人』である。正直言って役に立つものではない。

			　それなのにナイトは魔族を倒し、レベルが上がらずともクヨクヨせずに、別の方法でロックやアナ、家族や国に貢献しようとしている。

			　対して私は４年前から城の自室に引きこもり、たまに訪ねてくる幼馴染たちと遊ぶくらいしかしてこなかった。

			　私はナイトが屋敷を出て町の中で普通の人々と同じように働き始めると聞かされた時、猛烈に自分が恥ずかしくなった。

			　このままでは駄目人間になってしまうと、私も城を出て働くことを決意した。

			　父様にそのことを伝えると、私を抱きしめて泣いてくれた。

			「よく頑張った」「今まで苦しかっただろう」と言ってくれたが、それは私のセリフだ。

			　父様には多大な迷惑を掛けてしまった。だから頑張って今まで掛けた迷惑を償うのだ。

			　そう考えた。だけど、私にできることは何なのか分からなかった。

			　王女として、勇者の供としての教育は一通り受けている。

			　しかし普通に町で働くための教育など受けたことはない。

			　そもそもこの４年間、ほとんど人と話したことすらないのだ。まともに働けるかどうかも怪しいところだ。

			　スキルにしても有用なものは『植物使い』しかない。

			　私はほとほと困り果ててしまった。

			　それをエリック先生に相談したところ、ナイトと同じ職場で働いてはどうかと提案された。

			　そこは、薬局のロックウェルという店であり、その名の通りロックウェル家が所有する店の１つだ。

			　薬局である以上、植物は欠かせないため『植物使い』が活かせる職場である上、スキルの有無は薬の出来には影響がないという。

			　しかも仕事場は店の奥の作業場で、住居はその上にあるそうだ。

			　スキルの数が足りない、元引きこもりの職場としては最高の環境である。

			　私はその提案に乗ることにした。

			　私はナイトと同じ職場で働きたいと父様にお願いした。父様の許可はすぐに出た。

			　そして同時にナイトとの婚約も勧められたのだ。

			　あまりに突然のことに私は躊(ちゆう)躇(ちよ)した。

			　しかし父様も弟のロックもエリック先生もハロルドさんも乗り気だった。

			「うむ、ナイトなら問題あるまい」

			「これでナイトが義理の兄に、私たちは義兄弟になるわけだな。悪くない」

			「このままでは『未婚の姫様が城から追い出された』とも取られかねませんからな。『将来の夫と共に新たな人生を歩みだした』と国の内外に説明することができます」

			「息子に関しては問題ないでしょう。ロゼッタ王女を好いておりますゆえ」

			　私に群がっていた婚約者候補たちは皆揃って消えてしまい、私の周囲に残っている男性はナイトと彼の弟のライくらいしかいない。

			　そして私がナイトを好いているのは事実である。

			　だが、アナとエルもナイトのことが好きなのだ。

			　私はまずエルの父親であるエリック先生にそのことを告げた。

			　しかしエリック先生は「それは承知の上です」と簡単に返してきた。

			　そして「心配ならば２人と話し合ってみてはどうでしょうか」と提案され、私は２人を自室に招いた。

			　そこで私はナイトとの婚約について話をしたのだが、２人ともあっさりと納得してくれた。

			　エルは「皆ナイトが好きなんだから、皆でナイトと結婚すれば良いんだよ」と言い、アナは「ナイト以外と結婚するなんてありえません」と言っていた。

			　ちなみにナイトはアナのことを無口だと思い込んでいるが、それは誤りだ。

			　アナはナイトの前だとあがってしまい、口がきけなくなるだけなのだ。

			　私たち幼馴染や、周囲の大人は皆そのことを知っており、「ナイトには黙っていて欲しい」というアナの頼みを受け、秘密を守り通している。

			　アナは将来闇の勇者として、屍(し)山(ざん)血(けつ)河(が)の旅路を歩む宿命を背負った女の子だ。

			　そんな女の子の淡い恋の邪魔をする愚か者など、どこにも存在しなかった。

			　まぁ本気でアナを怒らせて、闇の勇者に命を狙われるという危険を背負いたくないだけなのかもしれないが。

			「でも勇者の結婚相手はスキルが５つ以上ないと駄目じゃなかったっけ？」

			「そんなの知ったことではありません。イザとなれば邪魔者は皆殺しにしてでも認めさせます。どうしても認められないのなら一生を独身で過ごします」

			「ワオ、過激ィ～！　でもそれでこそ『愛』だよね」

			「そういうことです」

			「あっ、それと順番はどうしよっか？　やっぱりロゼ姉、アナ、アタシの順番かな？」

			「それしかないでしょう。私たちに順番など関係ありませんが、王女、勇者、魔道士の順番がベストかと。他の順番だと世間への説明が面倒です」

			「２人共……良いの？」

			「良いに決まっています。幼馴染３人が同じ男性を好きになり、一緒に嫁ぐ。完璧ではありませんか」

			「アタシなんかナイト以外とは結婚できないって言われているしね～。３人共ナイトのことが好きなんだから何も問題ないよ」

			「ロゼは一足先に結婚生活を楽しんでいてください」

			「アタシたちが帰る場所を守っておいてね！」

			「２人共……ありがとう……」

			　私は良い友達を持った。

			　私はこの日、久々に嬉し泣きをしたのだった。

			　それから私はナイトと同じ部屋に住むことになった。

			　あてがわれた部屋は夫婦用という話であったが、今まで暮らしていた王宮の部屋とは比べ物にならないほどに狭く、粗末な部屋であった。

			　しかし、私はこれでも元は勇者の供候補。

			　旅の最中は城でのような暮らしはできないため、野宿やぼろ小屋での宿泊の訓練もしていた。

			　よって何の問題もなく過ごすことができた。

			　まぁ問題がなさすぎて、ナイトが部屋に到着した時に寝ていたのは失敗ではあったが。

			　

			　そうして私はナイトと共に薬局のロックウェルで働き始めた。

			　しかしながら私は薬局の仕事というものを舐めていた。

			　もちろん大切な仕事であるとは理解していたが、所詮は下々の人間が行う仕事だという認識が頭に残っていたのだろう。

			　それは働き始めて１月後、ミズミズソウの切断という雑用を終えた後の話だ。

			　薬の効果に違いがあると、購入していったお客から苦情があったのだ。

			　調べてみると、効果の高い薬にはナイトの切ったミズミズソウが使われており、効果の低かった薬には私の切ったミズミズソウが使われていた。

			　文句を言ってきたお客の中には、苦しげな顔をしている子供を連れた母親もいた。

			　私は自分のせいで子供の苦しみを取り除けなかったという事実を知り、ショックを受けた。

			　店長であるジャックはお客に頭を下げ、効果の高い同じ薬を無料で渡していた。

			　その子は効果の高い薬を服用して症状が落ち着いたのか、母親の背中ですやすやと寝息を立て始めた。

			　私は薬師という仕事は、住民たちの健康に直接影響のある大切な職業だと認識を改めた。

			　それから私はナイトの仕事振りを観察するようになった。

			　良い薬を作るためには、正確な分量を量る必要がある。そしてそのためには、正確な作業が必要となる。

			　ナイトはそれが分かっていたのだろう。

			　ナイトは雑用だろうが、単純作業だろうが、分け隔てなく丁寧に、正確にこなしていた。

			　ジャックもナインもナイトの仕事振りには感心していた。

			「店長の座を明け渡すのも時間の問題かもしれない」というジャックの呟きを耳にしたのもこの頃だ。

			　私はこの国の王女であり、勇者の供の１人としての教育を受けてきた者だ。

			　だが、今はナイトの将来の妻として、この薬局で薬師としての修業を受ける身だ。

			　今できることに全力を尽くそう。

			　私はナイトと街を歩きながら、そんなことを考えていた。

		

	
		
			　

			第15話　モンスターハンター

			　

			　俺は今、ロゼと一緒にタートルの町の中を散策している。

			　俺たちが薬局のロックウェルで働き始めて３ヶ月が経過した。

			　俺たちは今日初めて店の外に出る許可を得たのだ。

			　ロゼが働き始めた時、引きこもりの王女様に薬局の仕事が務まるのかと俺は心配していた。

			　しかしロゼは至極あっさりと、この生活に順応した。

			　朝、日の出と共に起きて訓練をした後、従業員用の食堂で朝食を食べる。

			　それから昼までは奥の作業場で仕事漬けだ。

			　昼食を食べて、午後は店にある書庫で薬やアイテム作成についての勉強をしている。

			　正社員であるならば午後にも仕事があるのだが、修業期間は勉強もしなければならないとのことで、午後は丸々勉学に当てられているのだ。

			　そして夕食を食べた後は部屋に戻って就寝。

			　夜でも魔石の光が灯る城や屋敷とは違い、従業員宿舎の夜の明かりはロウソクだけだ。

			　よって日が落ちたら眠るしかない。実に健康的な生活サイクルである。

			　いや、城にいた時もロゼの部屋には明かりの魔道具は存在していたが、使われてはいなかった。

			　そもそも『引きこもりは夜遅くまで起きている』というのは、前世での感覚だ。

			　こちらの世界にはネットもスマホもテレビもないのだから、夜遅くまで起きている意味がない。

			　だからロゼは元々健康的な生活サイクルを続けており、ただ引きこもっていただけなのである。まぁ、それが一番の問題だったわけだが。

			　俺たちの姿を見ても町の住民は誰も騒がない。

			　この世界にはテレビもネットもないのだから、王女様やら貴族の顔は話には聞いていても誰も正確には知らないのだ。

			『顔も知らないけれど、恐らく立派で頭の良い人たちがこの国を治めている』くらいの感覚なのである。

			　まぁ俺だって前世の政治家についてはテレビに映る顔と、マスコミがピックアップした発言くらいしか知らなかったのだ。

			　要は今の生活に不満がなければ、上にいる人物が誰であろうと気にしないということだ。

			　この町の住民たちは誰一人気にしていない。つまりこの国もこの町も、平和で何も問題はないということである。

			　俺とロゼは手を繋いで街の散策をしている。
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			　ラブラブだからというわけではない。単純に子供２人だけだと万が一の危険があるからだ。

			　まぁ実際には２人だけではない。俺たちの周囲にはそれとなく護衛が配置されている。

			　流石に一国の王女様を護衛なしで町に放り出したりはしないということだ。

			　よく見れば見知った顔がかなりいるな。彼らは確か父さんの部下だったはずだ。

			　俺はさり気なく手を振って「気づいていますよ、よろしくね」とアピールをしておく。

			　ロゼは何もしていない、流石は王女様である。護衛ありの生活が当たり前になっているのだろう。

			　俺たちが歩いているのはタートルの町の大通りだ。

			「お２人はまだ幼いのですから、路地裏などには行かないように」と言い含められている。

			　俺たちはスキルも少なく、見た目よりも内面は年を取っているとはいえ、体は子供なのだ。

			　無謀なことをするつもりはない。

			　それよりも俺たちは初めて歩く大通りに感動していた。

			　そう、この街の大通りを歩くのは今回が初めてなのだ。

			　何しろ俺は屋敷暮らしで、ロゼは城暮らしだった。

			　わざわざ外へ行かなくても、商人が屋敷まで品物を持って営業に来る。おまけに町の外へ移動する時は、基本屋敷から馬車に乗って移動していた。

			『町の中を歩く必要がなかった』のである。

			　やはり俺たちは一般人とはかけ離れた生活をしていたということか。

			　それなのに授かったスキルが『一般人』とか、皮肉が効いていて、もはや笑えない。

			　改めて前世とは全く違う環境で過ごしていたのだと身に沁みた。

			　大通りには多くの店が軒を連ね、大勢の市民が行き交っている。

			　大通りは馬車が余裕を持ってすれ違えるくらいには広く作られている。

			　店は何と全て石造りだ。

			　耐震性は大丈夫なのかと心配になってしまうが、この大通りは昔の宮廷魔道士たちが総力を挙げて作ったとされている。町を囲む巨壁、石畳の道路、大通りに面している店舗、そして王宮を囲む城壁は全て彼らが作り上げたらしい。

			　何でも当時の土の勇者も作成に参加したという記録が残っており、多少どころか相当な地震がきたとしても建物にはヒビ１つ入らないのだそうだ。

			　流石は土の勇者の本場である玄武の国の首都である。

			　こと、建築に関しては明らかに他国より一歩先んじている。

			　店で売られている品物は、服に靴にお土産品といった地球でも見かけたものもあれば、武器に防具、魔石に魔道具など、こちらの世界特有のものも存在している。

			　花屋もあったが、売っている花の色が虹色だったり、光り輝いていたりするので、やはりこちらの世界特有の生態系があるのだろう。

			　軒下に椅子とテーブルを広げてカフェにしている店やレストランや食堂も存在している。

			　とは言え、ここに並んでいるのはある意味普通の店だけだ。

			　路地裏には怪しげな物品を扱う店があるという噂だし、肉や野菜に関しては専用の市場が存在しているとのことだ。

			　だが、ここの通りの店を見ているだけでも十分に楽しい。

			　俺たちは大通りを歩き続けた。

			　そして遂にゴールへと辿り着いた。

			　この大通りは城から町の入り口まで続く一本道だ。俺たちは城に背を向けて歩いてきた。

			　だから最終的には町の入り口、町の中と外を分断している大扉へと辿り着く。

			　この町はモンスターの襲来に備えて、10メートルくらいの高い壁で中と外を区切ってある。

			　そして唯一行き来ができるのがこの大扉だ。

			　ここを通ると、そこは外の世界。

			　俺たちも４ヶ月前にこの大扉を通って外の森へと向かったのだ。

			　その入り口前には大扉を守る兵士たち。これから町を出て外へと向かう者や、ちょうど町に辿り着いて一息ついている者。その人たちに軽食や土産を売りつけようとしている商人たちで大賑わいだった。

			　そんな中で一際目につくのが『モンスターハンター』たちの姿だ。

			　彼らは町の外へと出向いてモンスターを狩り、魔石を収集して金品を稼ぐことを生業(なりわい)としている者たちである。

			　彼らは剣や槍を持ち、鎧を身に纏(まと)い、町の外へ出向いてモンスターを退治する。

			　退治したモンスターは魔石を残すので、手に入れた魔石を大扉の横に設置してある『魔石回収機』に入れる。

			　すると投じた魔石に対応したお金が魔石回収機から排出される仕組みになっているのだ。

			　この世界の文明の根幹を担っているのは『魔石文化』である。

			　魔石はモンスターを倒すことで得られる。

			　また、魔法使いが魔力を収束させることによっても、魔石を作り出すことができる。

			　しかしそれは大変時間が掛かり、かつ非効率であるため、もっぱらモンスターから得る魔石がメインとなっている。

			　たまに地面の下や鉱山などで魔石鉱脈が見つかることもあるそうだ。

			　この世界のモンスターは半透明で、倒すと消えるため、いわゆる『モンスターから取れる素材』というものは存在していない。

			　よって、よく物語に出てきていた『冒険者ギルド』は存在しない。

			　その代わり魔石回収機が町の外へ通じる大扉の横に設置されており、モンスターハンターたちは獲得した魔石をここに投入し、代わりにお金を得るのだ。

			　そのため、彼らは『魔石回収業者』などと言われたりもしている。

			　集められた魔石は、『魔石工房』に集められ、加工されて市場に出荷される。

			　着火に使う『火の魔石』、水を生み出す『水の魔石』、氷を生み出す『氷の魔石』、明かりに使う『光の魔石』など用途は様々。

			　電気文明は存在していないため、『雷の魔石』は戦闘用と考えられている。

			『風の魔石』も同じく戦闘用だ。移動時に使うこともできるが、制御が難しいのだそうだ。

			『闇の魔石』は目くらまし、『土の魔石』は建築用としての用途が多い。

			　また、魔法の威力の底上げにも魔石は利用できる。

			　個人の持つ魔力が切れても魔石から魔力を吸収することが可能なのだ。

			　ちなみにモンスターから取れた魔石をそのまま持っているのは犯罪行為とされている。

			　なぜなら加工していない魔石は放っておくと周囲の魔力を吸収し、再びモンスターを生み出してしまうからである。

			　しかしモンスターから回収して１ヶ月くらいは基本的に何も反応がないので、その程度なら持ち運びは可能とされている。

			　過去に討伐したモンスターの巨大な魔石は保存加工され、各国の宝物庫に保管されていたりするのだ。宝石代わりというわけである。

			　ちなみに砕けた魔石でも集めれば小銭にはなる。

			　もちろんドロップアイテムは倒した者の所有物となる。

			　この世界には勇者がおり、各国には軍も兵士も存在している。

			　彼らは積極的に町の外のモンスター退治を行い、襲い掛かってくる魔王軍とも戦っている。

			　しかしそれだけでは魔石の使用量にはとても足りない。

			　人が増えれば増えるほど、生活が豊かになればなるほどに魔石の数が必要になるからだ。

			　だから国は魔石回収機を備え付け、積極的に市民たち自らが魔石を集めることを推奨しているのである。

			　一般的に腕に覚えのある者や、兵士を辞めて町で働いている者、または軍に属することを嫌う一匹狼などがモンスターハンターとなり日々の糧を得ている。

			　町の周辺は定期的に軍が見回りをしているので、それほど強いモンスターは現れない。

			　そもそもモンスターは基本的に自分の縄張りから移動することはないのだ。

			　有名な話では、地上で発生したモンスターは決してダンジョンなどの地下空間には入り込まないそうだ。

			　だから町の周辺のモンスター退治に限定すれば、それほど危険もなく無難に稼ぐことが可能である。

			　モンスターハンターは、戦闘系スキルが１つでもあれば誰でもなれる職業として人気だ。

			　当初の予定では、俺も今頃は訓練の傍らモンスターハンターとして活躍しているはずだった。

			　町の魔石需要を満たしながら、勇者の供としての実力を身に付けるという一石二鳥の計画だったのだ。

			　しかし俺は町の外には出られない。そもそも経験値を得たところでレベルが上がらないので意味がない。

			　俺は彼らを見て深い溜息を漏らした。

			　それを見たロゼが俺にどうしたのかと話し掛けてきた。

			　俺はロゼにモンスターハンターとして活動してみたかったと伝えた。

			　するとロゼは意外な提案をしてきたのだ。

			「できるわよ」

			「は？　何が？」

			「モンスターハンター。私たちでもできる」

			「いやでも、俺たち町の外には出られないだろう？」

			「町の外ではなく、町の中のモンスターを狩れば良い」

			「町の中の？　ああっ！　父さんの話で出てきていたな！」

			　確かに魔族に襲われる前の昼食の際に、そんな話を聞いた覚えがある。

			　町の中にもモンスターは発生し、それらは町の住人が退治しているのだと。

			「そう、町の中に発生する弱いモンスターなら私たちでも狩れる」

			「なるほど、確かになぁ。そう言えばロゼ姉のレベルはカンストしてなかったもんな。やってみても良いかも」

			「カンスト？」

			「最大値まで上がってないってこと」

			「そう。ところで私はいつまでお姉さんなの？」

			「え？　いやでも……」

			「婚約者になったんだから、呼び捨てで良い」

			「呼び捨てか。え～と、『ロゼ』……どう？」

			「良い、凄く良い。恋人みたい」

			「良し！　ならついでに恋人になる？」

			「良いの？」

			「良いに決まっているよ。そもそも婚約者なのに恋人じゃないってのはおかしいだろ？　順番が逆だよ」

			　そう言うとロゼはニッコリと微笑んだ。

			「そう？　なら今から私たちは恋人です」

			「よろしくロゼ」

			「よろしくナイト」

			　働き始めて３ヶ月後、俺たちは恋人同士になった。

			　そして俺たちは、町に発生する雑魚モンスター退治を開始した。

			　しかし住宅地に発生するモンスターは町の住人がすぐに始末してしまう。

			　よって俺たちは早朝、町の裏手に広がる森へ行き、毎日モンスターを10匹ずつ仕留めていった。

			　大通りは城をグルっと迂回し、町の裏手の森まで続いているのである。

			　これなら『大通りから外れない』というジャックとの約束を守ることができる。

			　この行動が後にとんでもない事態を引き起こすことになる。

			　俺たちがそのことに気づくのには、実に８年近くの歳月が必要になるのであった。

		

	
		
			　

			第16話　襲撃者

			　

			　冬になった。

			　俺たちが薬局のロックウェルで働き始めて、既に半年が経過した。

			　この世界にも暦があり、１年は地球と同じく３６５日だが、うるう年はない。

			　大雑把に春夏秋冬もあり、大体90日間隔で季節が変化していく。

			　俺とロゼが働き始めたのは春も終わろうとする頃であった。

			　よって、半年後の今は冬に入ろうとする頃合いである。

			　玄武の国は比較的過ごしやすい国だと言われている。

			　朱雀の国には活動中の活火山がある。

			　青龍の国の国土の半分はぶ厚い氷河に覆われている。

			　白虎の国は風が強く、国土の何割かは砂漠らしい。

			　しかし玄武の国にはこれといった自然災害は存在しない。

			　強いて言えば他国に比べて山が多く、平地が少ないのが欠点ではある。

			　しかし、モンスターが蔓延り、魔族と日夜戦っているこの世界では、平地が少なくても人口が増えないため大きな問題ではない。

			　住んでいる場所の気候が安定しているだけでも大分余裕ができるものだ。

			　冷たい風が吹く中、俺はロゼと共に歩きながらそんな会話をしていた。

			「そう言われても寒いものは寒い」

			「うん、まぁそうなんだけどな」

			　俺たちは市場で仕入れた食材を抱えて店に戻っている。

			　秋になったくらいから大通り以外の場所にも出かけて良いことになり、俺たちの仕事に市場での仕入れが追加された。

			　初めて市場を訪れた際には感動と衝撃の嵐だったが、今では店のおっちゃんたちと軽い挨拶を交わせるまでになっていた。

			　俺たちは山と積まれた荷物を落とさないようにゆっくり歩いているが、同じ道を行く商人たちは軽快に進んでゆく。

			　彼らが手に持つ荷物は最小限だ。なぜなら彼らは皆アイテムボックス持ちであるからだ。

			『商人』というスキルが存在する。その効果は『レベルが上がるごとに、アイテムボックスが10増える』というものだ。

			　１つのアイテムボックスには１つ物を入れることができる。

			　レベル１でも10個。レベル10なら１００個の物を手に持たずに運ぶことができるのだ。

			　おまけにアイテムボックスの使用にはＭＰを消費しないので、魔力切れを起こすことはない。

			　アナの持つ『無限収納』は規格外としても、やはりアイテムボックスの能力は素晴らしい。

			　故に『商人』は『当たり』と呼ばれているスキルの１つだ。

			　しかし俺たちはアイテムボックスの能力を持っていない。だから地道に手と体を使って運ばなければならない。

			　今日仕入れた物は冬を越すための保存食がメインだ。

			　日持ちする食料を今の内に仕入れておかないと、冬が越せないのである。本格的な冬が来たら物流が止まってしまうからだ。

			　と言うか、そもそも冬にはまともな食料が手に入らない。

			　この世界には冬でも野菜が収穫できるビニールハウスなど存在しておらず、動物の冬ごもりと同じように冬支度をしなければ冬を越せない。

			　これがこの世界の常識である。

			　まぁ一昔前は日本も同じように冬支度をしていたのだ。俺が生きていた時代は本当に恵まれていたのだなと、つくづく実感できる。

			　買い出しを終えた俺たちは屋台で売っていた串焼きを食べながら歩いていた。

			　たくさんの荷物を持ち、串焼きを頬張る俺たち。つまり、両手が完全に塞がれた状態である。

			　そんな俺たちは格好のカモに見えたのだろう。

			　路地裏から突然、小さな影が俺たちに向かって飛び掛かってきた。

			　俺は冷静に間合いを計り、半歩ズレて襲撃者を避けた後、その腹に蹴(け)りを入れ、吹き飛ばした。

			　その小さな影は大きく放物線を描きながらかなりの距離を飛んだ後、地面に倒れ動かなくなった。

			　そこで俺たちは初めて違和感を覚えた。

			　今までの襲撃者と影の大きさも、飛んでいく距離もかなり異なっていたからだ。

			　そもそも今までの襲撃者は一撃を食らわせたら、大抵すぐに飛び起きて逃げ去ろうとしたのに、こいつはピクリとも動かない。

			　俺たちは襲ってきた小さな影をよく見てみた。

			　それは子供であった。

			　俺たちよりも明らかに小さい、ライよりも小さい子供が、道の真ん中でうずくまっていたのだ。

			　やっちまった！

			　俺は咄嗟にそう思った。

			　俺たちが市場へ買い物に出かけるようになってからというもの、たまにこうやって襲い掛かってくる連中が現れる。

			　その正体は、大抵は浮浪者や落伍者であり、無防備にお使いをしている子供から食料を奪い取ろうと襲い掛かってくるのだ。

			　もちろん最初は驚いた。

			　だが、幼い頃から訓練された体は、襲撃者を迎撃するために動いてくれた。

			　最初の襲撃者はロゼを狙ってきたので、俺はロゼの前に立ち塞がった。

			　考えるよりも先に体が動き、訓練してきた通りに襲撃者に一撃を入れていた。

			　そして俺は襲撃者を吹き飛ばした。吹き飛ばすことができたのだ。

			　相手も驚いていたが、俺自身も驚いていた。

			　お互いしばらく呆けていたが、気がつくと襲撃者は立ち上がり逃げようとしていた。

			　しかしすぐさま俺たちの護衛の１人が襲撃者に一撃を食らわせ、襲撃者は動かなくなった。

			　彼は襲撃犯を他の護衛に任せて、こちらへと近づいてくる。そして俺たちに怪我１つないことが分かると、立ち去ろうとする。

			　俺は彼を引き止めて、今起こったことについて質問をぶつけた。

			「つまりナイト様は暴漢を撃退できたのが、信じられないと。そういうことでございますか？」

			「そうだ。俺は子供で、スキルも１つだけでレベルも10止まりだ。でもあの男には勝てた。というか吹っ飛ばせた。これってどういうことだ？」

			「どうもこうもありません。単純にナイト様の実力があの男よりも上だったというだけです」

			「いやそんなことがあるのか？　だって相手は大人だぞ？」

			「ナイト様、大人が全員優れているわけではないのですよ」

			　彼の話によると、この世界の一般市民の持っているスキルの数は大体３つから６つくらいであるという。

			　当然スキルの内容にも当たりハズレがあり、当人の資質にも違いがある。

			　そして誰も彼もがモンスターと戦っているわけではない。

			　中には一生モンスターと戦わず、経験値を取得しないまま、レベル０の状態で過ごしている者もいるということだ。

			「ナイト様は確かにスキルの数が１つだけで、レベルも10止まりです。しかしそのステータスは平均30を超えております。これはレベル０の人間の３倍ものステータス値となります。しかも幼少の頃よりハロルド様から直々に特訓を受けているのです。町にたむろしている浮浪者や落伍者如きに勝てない道理はありません」

			「いや、でも、何でレベルを上げないんだ？」

			「ナイト様やロゼッタ様は勇者の供として旅立つ予定でしたので、町の外へ出ることを前提に活動してきました。しかし町に住む住民の中には、一生をこの町の中だけで過ごす者もいるのです。そういった者たちにとってレベルを上げることは必要ではありません。恐らくこの町に住む住民の平均レベルは10前後といったところですよ」

			「俺と変わらないというのか!?」

			「持っているスキル次第ではありますが、むしろ訓練をしている分ナイト様のほうが実力的には上かもしれません。そんなわけで襲撃されたとしても撃退できるはずですから気を楽にしてください」

			　そう言って護衛の兵士は俺たちの前から姿を消した。

			　まぁ姿は見えなくても近くにいるのだろう。

			　俺たちの護衛をしているということは、彼は兵士の中でも優秀な部類のはずだ。その彼の言うことなら間違いないのであろう。

			　と言うかそもそも、本当にやばい相手なら、護衛として飛び出してきていたはずだ。

			　それを俺に迎撃させたということは、『問題ない相手で経験を積ませよう』と判断したのかもしれない。

			　いや、父さんからそういう命令が下りている可能性もある。父さんはたまにスパルタなのだ。

			　ちなみに俺と彼の話が終わった後、ロゼが彼について説明を求めてきた。

			　彼は俺たちの護衛だと説明すると、ロゼはとても驚いていた。

			　どうやら護衛が付いていることに気づいていなかったらしい。

			　これはロゼが鈍いのか、彼らが優秀なのか。判断に迷うところである。

			　その後、俺とロゼは店まで戻ってきた。

			　そしてジャックに先程起きたことを説明する。

			　すると、護衛の彼の言っていたことは正しいのだと証明された。

			　実際、薬局のロックウェルで働いているメンバーの中で、ロゼのレベルは３番目に高かった。１番はジャックで、２番目はナインだ。

			　店で働いている従業員たちも、それほどレベルが高いわけではなかったのだ。

			　彼らは揃って、「レベルを上げる必要性を感じない」と言っていた。

			　折角レベルなんてものがある世界に住んでいるのにと考えたが、そこで俺は前世を思い出した。

			　前世の日本で俺は一般人として過ごしていた。

			　世の中には毎日走り込んでいるスポーツ選手や訓練をしている警察官や消防官、自衛官などがいた。

			　だからと言って一般人が彼らと同じように訓練をしているかといえば、答えはＮＯだ。

			　モンスターと戦い、経験値を得て、レベルアップをする。

			　これは要するに、前世の日本における、スポーツ選手や警察官、消防官、自衛官がやっていることだったのだ。

			　世界が違ったところで、一般人は一般人として生きており、レベルアップができるからといって、全員が全員レベルアップに邁進しているわけではなかったのである。

			　それが理解できてからというもの、俺は外出時の警戒レベルを１つ下げた。

			　訓練している兵士や本格的に活動しているモンスターハンターでもなければ、俺と互角程度の実力でしかないのなら何とかなるだろうと判断したのだ。

			　そして次に襲われた時、今度はロゼが襲撃者を撃退する光景を目にして、俺は自分の判断が間違っていないと確信した。

			　俺たちは襲撃者に容赦などしなかった。

			　そもそも勇者の供として活躍した場合、盗賊や山賊を退治する場合だってあるのだ。

			　問答無用で襲い掛かってくる暴漢相手に遠慮するような教育は受けていないのである。

			　

			　それから俺たちは、たまに現れる襲撃者をぶっ飛ばして、護衛に引き渡すようにしていた。

			　だから今回も浮浪者か落伍者のおっさんが襲ってきたのだと思ったのだ。

			　いつものように襲われた。だからいつものようにぶっ飛ばした。

			　しかし今回襲ってきたのは、子供であった。しかもスキル授与の儀式すら受けていないほど幼かった。

			　冗談抜きに殺してしまったかもしれない。

			　俺とロゼは荷物を放り投げて、子供の下へと駆け寄った。

			「おい！　坊主無事か！　死んでないよな？」

			「しっかりしなさい！　ああもう、何でこんなことに！」

			　俺たちは子供に声を掛け続ける。

			　すると、子供は呻き声を上げて、苦しそうに腹部を押さえ出した。

			　俺は持っていたポーションを子供に飲ませる。

			　すると怪我が治ったのか、子供の容態は落ち着き、そのまますやすやと眠りについた。

			　気がつけば、いつの間にか目の前にはいつもの護衛が現れており、「ご苦労様です」と礼を言ったかと思うと、いつものように子供を連れて行こうとする。

			　俺は慌てて彼を引き止めた。

			「待て待てちょっと待て！　お前そいつをどうするつもりだ？」

			「どうと言われましても……お２人を襲ったのですから、いつものように見回りの兵士に引き渡すつもりですが」

			「まだ子供じゃないか！」

			「ナイト様、それは違います。たとえ子供であっても犯罪者は犯罪者なのです。どのような理由があったとしても、事に及んだその瞬間に加害者となるのです。年齢は関係ありません」

			　護衛の彼が言っていることは全くの正論だ。

			　しかし俺は、俺の心はその判断を否定した。

			「それはそうかもしれないが……ああもう分かった！　じゃあ俺も一緒に行く！」

			「どちらにですか？」

			「見回りの兵士のところに決まっているだろう！　どうせ今日はこのお使いが終われば勉強の時間だったからな」

			「行ってどうするのですか？」

			「そんなことは知らん！　だが話を聞けば何かできることがあるかもしれないだろうが！」

			「なぜナイト様がそのようなことをしなければならないのですか？」

			「『しなければならない』ではなくて、『俺がしたい』んだよ。大体この国もこの町も比較的治安は良いはずだろう？　それなのに子供が襲ってくるなんておかしいじゃないか。ロックの国に問題が起きているなら、少しでも片付けておけば後々あいつが楽になるだろうが」

			　俺は護衛の彼に懸命の説得を試みる。

			　すると黙ってやり取りを聞いていたロゼもまた、俺に賛同してくれた。

			「賛成。私も行く」

			「ロゼッタ様まで……分かりました。しかしまずはお２人のお仕事を終わらせてからにいたしましょう」

			「そうだな」

			　俺たちは道端に散乱していた荷物を回収し、一旦薬局のロックウェルへと戻った。

			　そしてジャックに事の次第を伝えてから見回りの兵士を捜したが、運悪く見つからなかったので、護衛の彼と一緒に兵士の詰め所まで向かった。

			　この時の判断が俺たちの運命を大きく変えることになるのだが、その時は誰一人そのことに気づいていなかった。

		

	
		
			　

			第17話　取り調べ

			　

			　この国には警察という組織は存在しない。

			　他国から国を守るのも、魔族から国を守るのも、モンスターを退治するのも、犯罪者を取り締まるのも全てが兵士の仕事なのである。

			　兵士と一口に言っても様々だ。

			　魔族と戦えるほどの屈強な兵士。

			　モンスター退治が得意な兵士。

			　対人戦を得意とする兵士。

			　血を見るのが怖い兵士。

			　上官は彼らの特性を見極めて、最適な仕事場へ配属するのである。

			　タートルの町の兵士の詰め所。そこには犯罪者の取締りを専門とする兵士たちが配属されている。

			　俺とロゼは護衛の彼と襲ってきた子供と一緒に町の兵士の詰め所を訪れた。

			　ちなみに護衛の彼はエースという名前で、俺たちの護衛部隊の隊長をしており、しかもナインの実の弟だという。

			　俺たちは店の中と外を姉弟の手で守られていたのだ。

			　先程店に帰った時にそのことを説明され、ナインから「弟をよろしくお願いします」と頭を下げられてしまった。

			　だが、どう考えても俺たちのほうが世話になっていたので、その場は頷いておいて、ここに来る途中でエース本人に礼を言った。

			　エースは一言「仕事ですから」とぶっきらぼうに告げた。しかしその横顔は嬉しそうだ。

			　やはり礼を言うことは人間関係の構築において重要なのだなと確信した。

			　俺たちに襲い掛かった子供は、エースに担がれて眠ったままだ。

			　仕方がないのでそのまま詰め所に入り、責任者を呼んでもらう。

			　応対した若い兵士はぬぼ～としていたが、彼が奥に消えると途端に詰め所内が騒がしくなり、一際立派な隊服を着た兵士が俺たちの前に現れた。

			「お待たせいたしました！　当詰め所の責任者を務めております、兵士長のエイトと申します！　ロゼッタ王女とナイト様におかれましては……」

			「いやいや、兵士長殿。俺たちは屋敷も城も出た身ですから。あまり畏まらないでください」

			「はっ！　肝に銘じます！」

			「あ～いや、まぁいいや。それでですね、俺たちは買い物の帰りに襲われたのですが……」

			「はっ！　お２人の武勇伝は、この詰め所内にも轟いております！」

			「武勇伝？」

			「はっ！　お２人が定期的に町の犯罪者を仕留めてくれているおかげで、町の治安が少しずつ回復しているということは、この町に住む兵士ならば誰もが知っていることであります！」

			　そんなことになっていたとは知らなかったので、俺は驚いてエースのほうを見る。

			　エースは頷くと、担いでいた子供を兵士長の前に差し出した。

			　いやいや、そういうつもりで見つめたわけじゃないから！

			　しかし俺の考えなど置き去りにして話は進んでいく。

			「この子供は？」

			「先程お２人に襲い掛かった者だ。すまないが、いつものように尋問を頼む」

			「もちろんそのつもりですが、どうしてお２人までがこちらにおられるのですかな？」

			「お２人は子供に襲われるのは今回が初めてなのでな。何か事情があるのなら、それを聞きたいと申されたのだ」

			「左様でございますか。ナイト様、ロゼッタ王女、私たちは町の治安を守る兵士として、たとえ子供であっても手を抜くことはできないのですが……」

			「ええ、もちろんそのことは分かっています。でもこんな小さな子供が襲い掛かってくるなんてよっぽどでしょう。俺はその理由が知りたいのですよ」

			「流石はハロルド副将軍のご子息ですな。分かりました、尋問への同席を許可いたします」

			「ありがとうございます、エイト兵士長」

			　そういうわけで、俺たちは詰め所の奥にある『尋問室』へと移動した。

			　尋問室は狭い四角形の部屋だ。

			　室内には椅子とテーブルしかない上に、壁は灰色一色。小さな窓が１つあり、入り口は詰め所へと繋がる扉のみ。

			　つまり前世の地球で見知っている『警察の取調室』そのままの作りをしていた。

			　特別に尋問室に椅子を入れてもらい、俺たちはそれに腰掛ける。

			　エイト兵士長とその部下が子供を椅子に座らせ、部下の人が子供に何かを飲ませた。

			　すると子供は途端に跳ね起き、床に転がってゲホゲホとむせている。

			「軽い気付け薬ですよ。苦いだけで体に害はありません」

			　兵士長は軽い調子でそう言った。

			　流石は異世界だ。日本で犯罪者にこんなことをしたら下手すれば懲(ちよう)戒(かい)免(めん)職(しよく)である。

			　子供はしばらくすると落ち着いたのか立ち上がり、辺りをキョロキョロと見回す。

			　そして自分が狭い部屋の中で大人たちに囲まれていることに気づいて、その身を震わせた。

			「さて、少年。私の名はエイト、この詰め所で兵士長をしている者だ。まずは君の名前を教えてもらえるかね？」

			「ひっ！　えっと僕は……きっキングって言います」

			「ほう、立派な名前だな」

			「はっはい！　前の院長先生が名付けてくれたんです！」

			「院長先生？　つまり君は孤児院の子供なのかね？」

			「あっ！　いえ違います！　僕はタートル孤児院のリーダーなんかじゃありません！」

			「タートル孤児院のリーダーをしているキング少年か、よろしく頼むよ」

			「なっ何でそのことを知っているのですか!?」

			「さあて、何でだろうねぇ」

			　俺は襲われた被害者にもかかわらず、キング少年がかわいそうになってきた。

			　目覚めたら、周囲は知らない大人たち。狭い部屋の中で一方的に質問をされ続ける。

			　これではまともに判断ができなくて当然だ。

			　キング少年は自分が話した内容もよく覚えていないようである。

			「さて君には強盗傷害事件の容疑が掛かっているのだが、心当たりはあるかね？」

			「えっと、ごーとーしょーがいですか？」

			「人に襲い掛かって持っている物を奪い、怪我をさせるということだよ」

			「そんな！　僕は怪我をさせるつもりなんてありません！　ただ食べ物を少し分けてもらえたら、それで良かったんです！」

			「つまり君には食料を奪う明確な意志があったというわけだね？」

			　エイト兵士長は鋭い眼光でキング少年を睨みつける。

			　キング少年は益々萎(い)縮(しゆく)してしまった。

			「いっいえ、それは……そうなのですが。でも！」

			「君にも理由があったのだろうが、襲い掛かってしまった時点で君は犯罪者になったのだよ。つまり悪いことをしたのだ。自覚はあるかい？」

			「はい……あります」

			「ちなみにこれまで他の人から物を盗ったことは？」

			「そんなことしていません！　２日前に食べる物がなくなって……だから僕は……」

			　グ～。

			　そんな時にタイミング良く、キング少年のお腹が鳴った。

			　少年は顔を赤くして自分の腹を押さえている。

			「なるほど、初犯というわけか。ナイト様、どうされます？」

			「えっ？　俺ですか？」

			「はい。前科があればそれに応じて処罰もいたしますが、この子供は初犯のようですし、犯罪行為自体も未然に防がれております。こういった場合、襲われた被害者、つまりナイト様たちがこの子に罰を与えるか、見逃すかを決めることになっているのです」

			「ちなみにこの場合、どのような罰なのですか？」

			「この子の犯した罪は『窃盗未遂』ですからな、10日ほど牢屋に入れられて、昼間は強制労働。その後神殿で再発防止の誓いを立てて釈放という流れですな」

			　未遂であっても結構な罰を受けるのだな。

			　俺はどうしようかと考えていたが、キング少年はその話を聞いて血相を変えた。

			「そんな！　10日も留守にしたら、お腹が減って動けなくなります！」

			「安心しなさい、牢屋の中には家族からの差し入れも認められているからね」

			「今の院長先生は僕たちにご飯なんてくれないんです！　お願いです！　牢屋には入れないでください！　弟や妹たちがお腹を空かして待っているんです！」

			「キング君、だからと言って犯罪に手を染めるのはですね……」

			「ちょっと待った」

			　今聞き捨てならないことを言っていたぞ。

			「今の院長先生は僕たちにご飯なんてくれない」と言っていなかったか？

			　俺がそのことを指摘すると、その場の全員がハッと顔色を変える。

			　キング少年はモジモジしている。自分が何かおかしなことをしてしまったのではないのか、とでも思っているのだろう。

			　俺はキング少年に話し掛けた。

			「少年、俺のことを覚えているかい？」

			「はい、僕が襲い掛かったお兄さんですね。ごめんなさい」

			「まぁそれは良いとしてだ、君は孤児院に住んでいるんだろう？　院長先生はご飯を食べさせてくれないのかい？」

			「……はい。ロック王子が勇者になった時の式典でお金を使ったから、孤児院にはお金が回ってこなくなったって言っていました」

			　何だと？

			　今キング少年は何と言った？

			「……へぇ驚いたな。院長先生がそう言っていたのかい？」

			「はい」

			「ロック王子が勇者になったのはもう半年も前の話だろう？　これまで君たちはどうやって食べていたんだい？」

			「えっと、町の裏手の森の中で食べられる草を取ったり、木の実を拾ったり、食堂の残りを分けてもらったりしていました」

			「……そうか、それは大変だったね」

			「いえ、皆さん良い人たちでしたから。でも冬を越すための食料は自分たちで集めないといけないから。だから……」

			「だから俺を襲ったと」

			「はい、ごめんなさい。あの！　僕は犯罪者になっても良いので、どうか弟や妹たちに食料を恵んではもらえないでしょうか！　お腹を空かして、皆泣いているんです！　お願いします！」

			　そう言ってキング少年は俺に頭を下げてきた。

			　俺は尋問室の中にいる人たちの顔を見回す。

			　ロゼは驚いた顔をしている。

			　エイト兵士長と部下の人は苦り切った顔をしている。

			　そしてエースはとても怒った顔をしていた。

			　どうやら状況を正確に把(は)握(あく)しているのはエースだけのようだ。

			　俺はエースに話し掛けた。

			「なぁエース、俺の記憶が正しければ、孤児院は国が直接管理していたよな？」

			「その通りです、ナイト様」

			「そしてその予算は毎年きちんと確保されているはずだよな？」

			「もちろんです」

			「その予算を式典の費用に当てたりすることは？」

			「あるわけがありません」

			「つまりどういうことだと思う？」

			「ナイト様がお考えの通りかと存じ上げます」

			　俺の問いにエースは間髪入れずに返答する。

			　周囲の者たちは何がなんだか分からないという顔をしているが、俺は敢えて無視して話を続けた。

			「そうか……では兵士としてこの事態にどう対処する？」

			「本来はキチンと裏を取ってから踏み込むのですが……」

			「その時間はないよな。孤児院の子供たちが餓(が)死(し)してしまう」

			「そうですね。調査というものはどうしても時間が掛かってしまいますから」

			「どうするのが一番良いと思う？」

			　俺の問いにエースは少し考え込んでから答えを返した。

			「食料の差し入れをしてみてはいかがでしょうか？」

			「それでは一時しのぎにしかならないだろう？」

			「そうでもありません。差し入れの際には私たちもお手伝いしますから」

			「そうか、それは助かるな。……人手は足りるかな？」

			「不安でしたらエイト兵士長殿や姉やジャック殿に助太刀をお願いしてはいかがでしょう？　皆様喜んで協力してくれると思いますよ」

			「そうだな、そうしよう。いや～楽しみだなぁ」

			「そうですね、ふふふっ」

			「はははははっ」

			「はっはっはっ！」

			「はっはっはっ！」

			　俺とエースは尋問室の中でひとしきり笑いあった。

			　周りは俺たちに不気味なものを見るような目を向けてくる。

			　すまない、でも笑わせてくれ。

			　そうでないと、怒り狂って暴れ出しそうなんだ。

			　その後、俺たちはエイト兵士長に何が起こっているのかを説明し、協力を要請した。

			　一度店に帰って、ジャックやナインに手伝いを頼むと、あっさりとＯＫが出た。

			　俺たちは薬局の食堂で食事を作ってもらい、それを持って孤児院へと向かった。

			　孤児院は長い間手入れがされていなかったようで荒れ果てており、中ではキング少年よりも幼い子供たちがお腹を空かして倒れ込んでいた。

			　俺たちは子供たちを集めて食事を振る舞った。

			　子供たちは最初警戒していたが、キング少年が率先して食べ始めると、先を争って食べ出した。

			　その間にエースとエイト兵士長は院長室へと向かったが、鍵が掛けられており、院長は留守であった。

			　エースは扉をぶち破って院長室に突入し、室内にあった、孤児院の運営費の内訳を確認。

			　院長の運営費の私的流用が明らかにされた。

			　その後、エイト兵士長指揮の下、院長の捜索が開始され、タートルの町の歓楽街で酔っ払っているところを確保した。

			　孤児院の運営費の私的流用、子供たちへの虐(ぎやく)待(たい)、そして何よりもその理由をロック王子が勇者になるための式典費用だと偽っていたという罪で彼は捕まり、牢屋に叩き込まれることとなった。

			　こうして孤児院の子供たちは悪徳院長の魔の手から救われた。

			　しかしこの問題には、まだ続きがあったのである。

		

	
		
			　

			第18話　ロゼッタ院長先生

			　

			　あの日、孤児院に向かった俺たちが見たのは、お腹を空かせて倒れている30人もの孤児たちの姿だった。

			　用意してきた食料は食い尽くされ、彼らは幸せそうに眠りについた。

			　しかし彼らの使っている布団は揃いも揃ってボロボロで、しかも冬だというのに夏物であった。

			　唯一起きていたキング少年に話を聞くと、今の院長に交代した際に、机やらベッドやら食器やらといった、『金に換えられるもの』は軒並み処分されてしまったらしい。

			　今ここにある布団ですら、孤児たちが町のゴミ捨て場を漁(あさ)って、持ってきたものだそうだ。

			　毛布も何枚かあったそうだが、それすらも先日院長に取り上げられてしまったという。

			　キング少年はそこまで説明すると、お腹が一杯になった後の眠気には勝てずに寝てしまった。

			　説明を聞いていた兵士たちは、急いで詰め所に戻り、宿直用として備え付けられている毛布を持ってきて、子供たちに掛けてあげていた。

			　そんな中、やけに熱心に子供たちの面倒を見ている兵士がいた。話を聞いてみると、彼はこの孤児院の出身者なのだという。

			　俺は彼に、孤児院とはこれほどまでに過酷な環境なのかと質問した。

			「そんなことはありません！　少なくとも私がお世話になっていた頃は、衣食住に不自由した経験は一度としてありませんでした」

			「まぁそうだよな。仮にも国営の施設なわけだし」

			「はい、私のように身寄りのない子供でも何不自由なく育ててくれたこの孤児院は、私の誇りだったのです。あの頃の仲間とは未だに交流があります。院長先生のお葬式には歴代の孤児院出身者が勢揃いし、皆涙を流したものです」

			「そういえば院長先生が代わったって言っていたな。いつのことだ？」

			「およそ半年前ですね。ちょうどロック王子のスキル授与の儀式が行われた頃です」

			　キング少年の話していた内容とも一致する。

			　恐らく今の院長は、この孤児院の院長に就任するなり、私腹を肥やそうとあの手この手を使ったのだろう。

			　それから半年の間、子供たちは優しかった院長先生の代わりに来た悪魔の手で地獄を見たということか。

			　俺が薬局で修業している最中に、この町でこんなことが起きていようとは、想像もしていなかった。

			　そう考えていると、孤児院の奥を捜索していたエースとエイト兵士長が戻ってきた。

			　彼らは一言「証拠は挙がりました」とだけ告げて、孤児院の外へと向かっていく。

			　２人は血走った目をしており、拳は固く握られている。

			　どうやら相当頭にきているらしい。一体どんな証拠を見つけたのやら。

			　俺たちは後のことを兵士たちに任せて、店に帰ることにした。

			　そして翌日には、孤児院の院長が運営費の私的流用、子供たちへの虐待、そして王族への侮辱罪で捕まったという噂が流れてきたのであった。

			　俺は今回の事件はこれで終了だと思っていた。

			　悪徳院長は捕まり、孤児たちは解放。彼らにはこれから輝かしい未来が待っている。

			　そう思っていたのだが、そうは問屋が卸さなかった。

			　世の中というのは結構面倒臭くできているからだ。

			「次の院長が見つからない？」

			　事件から３日後、薬局のロックウェルにエースとエイト兵士長が訪れ、事件の顛末を説明してくれた。

			　院長は捕まり、孤児たちは悪徳院長の魔の手から解放された。

			　ここまでは予想通りだ。

			　しかし次の院長が見つからず、困っているという話であった。

			「いや、見つからないってどういうことです？　国の機関なのだから国の役人とかがやるものじゃないのか？」

			「確認してみたのですが、孤児院の院長というのはかなり特殊な職種として位置づけられておりまして、普通の役人たちからするとハードルが高いようなのです」

			「ハードルが高い？」

			「はい、仕事の性質上、１日の大半を孤児院の中で過ごすことになりますし、仕事の内容は30人にも及ぶ孤児たちの相手です。たった１人が担うには相当労力のいる仕事なのですよ」

			「そう言えば、キング少年もあの兵士も院長先生以外の大人については言及していませんでしたね。えっ？　まさか今までも院長先生が１人で全てをこなしていたのですか？」

			「はい、先代の院長先生は有能で人格者で、かつ仕事熱心という出来すぎな人だったとのことで。何だかんだでその人１人に丸投げしていたようなのです」

			「あ～なるほど。だからこそ、その人が亡くなって、後任が馬鹿やっても誰一人気づかなかったと」

			「そういうことです」

			　いくら優秀だからといって全てを１人に任せると、こういう弊(へい)害(がい)が発生する。

			　そもそも勇者ですら仲間がいるのが当たり前なのだ。

			　孤児院の院長にだって支えてくれるスタッフが必要だったのだろう。

			「ならば体制を変えてサポートしてくれるスタッフを増やせば済む話ですね。ようは１人が全てを背負い込まないシステムにすれば良いのですから」

			「全くおっしゃる通りでございます。しかしそれにも問題がありまして……」

			　エース曰(いわ)く、何でも国の機関の体制というのは、そう簡単に変えられないようになっているらしい。

			　各部署との話し合いや根回しが必要であり、変える季節は毎年春と決められているそうだ。

			　毎年春に新体制を整え、１年の計画を立てて、国を回す。これがこの国の方針だという。

			「そういうわけで、現時点では孤児院の体制を変えることはできないのです」

			「いや、でも緊急事態じゃないですか」

			「ナイト様、一度でも前例を作ってしまうと、以後それを認めざるを得ません。ですからこの冬は院長先生が１人という体制は維持しなければならないのです」

			「そして院長１人という状況では立候補者がいないと」

			「その通りです。ちなみに不正をしていた院長は、『不正目的で院長になった』のだそうです」

			「それはまた何と言うか酷い話ですね」

			　まともな人が携わるにはハードルが高く、やりたいと思った人物は不正目的だった、ではどうしようもない。

			　しかし院長がいなければ……いや待てよ？

			「それならわざわざ院長を選ばなくても、院長なしでこの冬を過ごせば良いだけじゃないですか？」

			「いえそれが、『責任者がいなければ運営費を支払うことはできない』と規定されているのだそうです。逮捕された院長を任命したのは国の責任ですから、追加で補助金は出るらしいのですが、責任者としてどうしても『院長』が必要になってくるのです」

			「話は分かりました。それで俺たちにどうしろというのですか？」

			「単刀直入に申し上げます。ロゼッタ王女に孤児院の院長になっていただきたいのです」

			「は？」

			「えっ？」

			　俺は驚いてロゼのほうを見る。

			　ロゼも同席はしていたものの、まさか自分に話が振られるとは思っていなかったようで目を白黒させていた。

			「ロゼッタ王女は王族です。そして王族には『正式な手続きを踏めば性別・年齢を問わず公的機関の責任者になる権利』があるのです。どうかあの子たちを助けるために孤児院の院長先生になっていただけないでしょうか」

			「私、何の手続きもしていないけど？」

			「いいえ、『ナイト様とロゼッタ王女が襲われて、お２人が原因究明をした』結果、悪徳院長は逮捕され、孤児院は救われたのです。これによりロゼッタ王女には孤児院の運営に介入する権利が発生しております」

			「原因究明をしただけで運営に介入する権利が発生するのか？」

			「王族が動くとはそういうことなのです」

			　マジかよ、流石は王族だな。

			　偶然悪者を捕まえただけなのに、運営に介入する権利まで発生してしまうのか。

			「でも私、孤児院の院長なんてできないですよ」

			「それも問題ありません。『王族が公的機関の責任者になる場合は、護衛や補助のための人員を必要数揃える権利が存在する』という規定があるからです」

			「これは元々責任者として名前だけを残して、仕事を部下に任せている王族の方々のための制度でしたが、これを使えば我々が孤児院の運営に関わる権利を得られます。ロゼッタ王女は孤児院にたまに顔を出してくれさえすれば、後は我々が全てを行いますのでお手数はお掛けしません」

			　エースの説明にエイト兵士長が補足を入れてくる。

			　この２人、どうやら何としてもロゼを院長に就任させたいようだ。

			「と言うか、他の役人とか、王族では駄目なのですか？」

			「他の役人の方たちは、既に就いている仕事と兼業になってしまう上、サポートが春までは受けられません。王族の方々は皆様何らかの役職に就いておられます。１人役職なしの方もおられますが、その方に頼むのは不可能かと」

			「誰ですか、それは？」

			「……王弟殿下です」

			「あ～……なるほど」

			　それは厳しいだろう。

			　王弟殿下はとにかく『駄目人間』として有名だ。仮に院長になったところでまともに運営できるとも思えないどころか、下手をすれば状況が更に悪くなる可能性すらある。

			　つまり残された選択肢はロゼが院長になるしかないということか。

			「……分かりました。春までで良いのでしたら院長になりましょう」

			「おおっ！　本当ですか！　ありがとうございます」

			「でも私には薬師の修業もありますので、修業中は孤児院には行けませんよ」

			「大丈夫です。ロゼッタ王女がおられない間は、我々が交代で子供たちの面倒を見ますので」

			　そういうわけでロゼは孤児院の院長になった。ちなみに俺は副院長に任命された。

			　そしてそのおかげで、孤児院の子供たちは全員無事に冬を越すことができた。

			　この報告を聞いた国王陛下は、娘の急成長に涙が止まらなかったそうである。

		

	
		
			　

			第19話　孤児院とポーション

			　

			　春になった。

			　俺たちが薬局のロックウェルで働き始めてから既に１年が経過した。

			　厳しかった冬を越え、大地には草花が咲き誇っている。

			　そしてそれは孤児院も例外ではなく、広い庭にはたくさんの雑草が伸びてきていた。

			「というわけで、今日は草取りだ！　全員気合を入れろー！」

			「「おー!!」」

			「終わったら、お昼ご飯にするからね。みんな怪我に気をつけて頑張ってね」

			「「は～い!!」」

			　ロゼが孤児院の院長になってからというもの、俺とロゼはちょくちょく孤児院に顔を出して、子供たちの面倒を見ている。

			　春になっても孤児院に来ているのは、ロゼの任期が延びたからだ。

			　何でも「予想以上にロゼッタ王女の院長体制が上手くいっているので、成人して嫁に行くまではこのままで」という話になってしまったらしい。

			　子供たちは大歓迎だ。全員この冬の間にロゼに懐いてしまったのである。

			　俺たちがいない時は薬局の従業員や兵士たちが交代で孤児たちの面倒を見てくれており、俺たちは基本的にこいつらの遊び相手だ。

			　しかし遊んでばかりもいられない。

			　なぜなら10歳になった子供は孤児院を出て、俺やロゼのように住み込みで働くことになるからだ。

			　ちなみに今年度で孤児院を出ていく予定の子供はいないが、来年の春には１人いる。

			　その子供の名はキング。

			　ライよりも小さいと思っていた彼は、なんとライと同じ年だったのだ。

			　どうやら栄養が足りていなかったのが原因で、ライよりも体が小さかったようだ。

			　そのキング少年も最近ではもりもり食べるようになり、どんどん体が大きくなっていた。

			　９歳児としては小柄だが、そのうち平均値に追い着くことだろう。

			　俺は話の流れとはいえ、孤児院の副院長を任された人間だ。

			　よって俺にはここの子供たちを立派に教育して世の中に送り出す義務がある。

			　俺は手始めにキング少年の１年間の育成計画を考えることにした。

			　俺のこの行動が、こちらの世界における新たな学校制度の始まりとされている。

			　しかし当時の俺はそのことに全く気づかずに、呑気(のんき)に勉強計画を立てていたのであった。

			　

			　それから季節は過ぎ、夏を乗り越えて秋となった。

			　俺は孤児院の一室で子供たちに勉強を教えている。

			「んじゃ次の問題な～」

			　俺の書いた問題を子供たちが解き始める。

			　俺が教えているのは、基本的な文字と数字の読み書き、簡単な計算と自分の名前の書き方。後は精々この国と世界の歴史くらいだ。

			　現在は計算の時間であり、揃って「あーでもないこーでもない」と頭を捻っている。

			　専門的な知識を教えても１年では学びきれないし、何より俺自身がよく分かっていない。

			　この世界は地球とは違い、魔力があり、魔法があり、経験値があり、レベルがある。

			　つまり物理法則も化学反応も変わってくる上に、この世界の住民にも分かっていないことが多すぎるのだ。

			　だから当たり障りのない知識だけを教えている。

			　これを知っているだけでも、スタートダッシュに差が付くものだ。

			　孤児院に関わるようになって大分経つが、意外と面白くて時間が許す限りロゼと共に通っている。今日も久々の休日なのに朝から孤児院に入り浸りだ。

			　名前を貸すだけのはずだったのに、今ではすっかり『院長先生』と『副院長』として周囲に認知されてしまっている。

			　元々俺もロゼも弟がいたので、小さい子の扱いには慣れていた。

			　そしてこいつらは俺たちを『院長先生』と『兄ちゃん』と慕ってくれている。やる気が出ないわけがないのだ。

			　ロゼが『院長先生』なのに、俺が『兄ちゃん』呼ばわりなのはどうかと思うが。

			　いくら言っても、子供たちは俺のことを『副院長先生』とは呼んでくれないのだ。

			　今まで院長先生が１人だけだった弊害がこんなところにも出てしまっている。

			「いえ、恐らくナイト様が『副院長先生』というよりも『兄ちゃん』というイメージだと子供たちが認識しているのが原因だと思いますが……」

			　護衛部隊も、町の兵士も揃ってそう言うが、そんなことはありえない。

			　それでは俺に威厳がないみたいではないか。

			　仮にも30年分の前世の知識があるのだから、こうオーラみたいなものが溢れ出ていても良いはずなのだ。

			　一般人の30年ではオーラは身に付かないだろうというツッコミは誰もしてくれないのであった。

			「兄ちゃんできたよ～！」

			「え～うそ～」

			「全然分かんないよ～」

			「難しい」

			　子供たちが俺の周りに集まりワチャワチャしている。

			　一番に持ってきたのはやはりキング少年だ。

			　答えは正解だった。流石に年長者だけはある。

			　いや、認めよう。この少年、かなり優秀な部類に入るのである。

			　これだけ優秀ならどこに修業に出しても大丈夫だろう。

			　俺は生徒の成長を実感し、とても誇らしい気持ちになった。

			　今日の昼ご飯は、天気が良いので外で作ることにした。

			　俺とロゼが市場で買ってきた食料でバーベキューだ。

			　肉を焼く良い匂いが孤児院の庭を満たしていく。

			　冬にあれだけ荒れ果てていた孤児院は、随分と綺麗になっていた。

			　雑草は刈り取られ、穴が空いた壁は塞がれ、売り払われた備品は買い戻された。子供たちの服も靴も下着も清潔な物に交換されている。

			　既に冬を越す準備も始まっており、全員分の冬用の衣類も整えられ、保存食も少しずつ揃え始めている。

			　しかし毛布だけはそのままだ。

			　子供たちが「優しい兵士さんがくれた毛布だから」と言って、去年差し入れてもらった毛布を手放そうとしなかったのだ。

			　だから俺は、孤児院の経費を使って、兵士の詰め所に新品の毛布を送っておいた。

			　兵士たちは号泣したらしい。

			　彼らは定期的に孤児院を訪れては、力仕事を率先して行ってくれる。

			　それを見た子供たちの中には「将来は兵士さんになりたい」と言っている子もいる。

			　兵士たちの涙に終わりはないようだ。

			　俺は子供たちが肉ばかり食べないようにと見回りながら野菜を子供たちの皿へと載せていく。

			　その度に子供たちから不満が出るが、心を鬼にして野菜を食わせている。

			　野菜好きの子も中にはいるが、基本的にみんな肉好きだ。

			　そもそも孤児院では肉はあまり食べられない。この世界でも基本的に肉は野菜よりも高級品なのだ。

			　そんな中、一番端っこのバーベキュー台で、子供たちが見覚えのない物を焼いているのを見つけた。よく見ればそれはキノコであった。

			　しかし俺はキノコなど買っていなかったはずだ。俺はその出所を子供たちに聞いた。

			「町の裏手の森に生えているんだよ」

			「森の中？　お前らまだあそこに行ってんのか？」

			「うん！　この時期になると美味しいキノコが採れるんだ！」

			「兄ちゃんも食べなよ」

			「んじゃ１つ。……マジで旨いな、これ」

			「「でしょ～！」」

			　流石は異世界、キノコすらも地球とは異なっているのか。特に何も付けていないのに焼いただけで旨い。

			　と、俺はここで思いついた。

			　キノコといえば、前世の日本では個人でも栽培が可能だったはずだ。

			　俺はこのキノコをもっと食べたいと思った。そして危険な森の中に子供たちを行かせるべきではないとも思った。

			　食欲が先なのはどうかと思うが、俺は子供たちに案内をしてもらい、森の中でキノコを獲得。

			　孤児院に持って帰って、敷地内に残っていた倉庫の１つで栽培を開始した。

			　俺は子供たちに森の中は進入禁止だと告げて、薬局のロックウェルへと戻ったのだった。

			　

			　俺とロゼの薬局での修業は順調に進み、夏の初めからは簡単な調合を任せてもらえるようになっていた。

			　何でも俺たちは手際も物覚えも良いため、通常よりも早めて薬師としての経験を積ませることにしたらしい。

			　そして冬になる頃、俺たちはナインからポーションの作り方を教わった。

			　異世界と言えばポーション。ポーションと言えば異世界と言っても過言ではないほどのメジャーな薬。

			　それは振り掛けても良し、飲んでも良しの万能の回復薬。

			　それだけで傷も怪我もたちどころに治っていく。

			　効果の高いハイポーションは重傷患者の命すら繋ぎ止め、伝説のエクスポーションに至っては、失われた四肢を取り戻し、死亡一歩手前の怪我からも回復すると言われている。

			　もっとも、エクスポーションの作り手は現在では存在せず、レシピも残っていないので、現時点ではハイポーションが最高の薬だと言われている。

			　そのポーションの作り方だが、材料自体はありふれたものだ。

			『綺麗な水』『薬草を磨り潰した粉』『魔石少々』そして『入れ物の瓶』。

			　これだけあれば誰でも作れる。

			　だが、作り手の技量によって効果に違いが現れるので、主に薬師が作ることになっている。

			　ただ、その作り方を聞いた時、俺はこう考えた。

			　必要な分量さえ分かれば良いのだから、計量カップとか計量スプーンを使えば済む話なのではないかと。

			　俺はナインに作り方を教えてもらってから、何とか自力で並の効果のあるポーションを作ることに成功した。

			　そしてその分量をメモしておき、金物市場に出向いて、ちょうど良い容量のカップとスプーンを手に入れた。更に魔石の重さを量るための秤(はかり)も購入した。

			　これを使って作製した結果、全く同じ効果のポーションを作ることができた。

			　そして俺はそのことをジャックとナインに説明し、この店で一番の作り手であるナインにポーション作成の分量を教えてもらい、それに対応したカップとスプーンを購入。

			　それを使ってポーションを作ってみると、ナインが作るものと寸分違わぬ品質のポーションを作ることに成功した。

			　おかげで薬局のロックウェルには高品質のポーションが大量に並ぶこととなり、人々はこぞってうちの店で買い求め、他の薬局から苦情が出る事態にまで発展した。

			　しばらく荒稼ぎした後、俺はジャックと共にこの方法を国に報告。

			　国から各薬局に効果の高いポーションの作り方が広められた。

			　そして同時に計量カップとスプーン、そしてポーションの分量を記したレシピが薬局のロックウェルから発売されることになった。

			　要するに、高品質ポーションの作成方法を公開するにあたって、代わりに計量器の独占販売権を認めてもらったのだ。

			　今では他国への輸出品として、絶大な人気を誇る主力商品にもなっている。

			　おかげ様で薬局のロックウェルは大繁盛。

			　薬部門もだが、計量器を販売する部門を新たに立ち上げ、目を回すほどの忙しさである。

			　俺はそちらには直接関わってはいない。

			　アイデアを出したのは俺であるが、本職の商人でもあるまいし、商売のイロハなんて、てんで分からないからだ。

			　だが、今回の件は１つの可能性を示(し)唆(さ)していた。

			　つまり前世の記憶を使えば簡単に儲けられるのではないのかということだ。

			　まさかこの世界に計量カップやスプーンが存在していなかったとは想像もしていなかった。

			　しかし向こうで当たり前であったことも、こちらではまだ誰も気づいていない可能性もあるのだと思い至ったのだ。

			　そして気づいてしまえば試したくなるのが人というもの。

			　試すためには場所が必要だ。

			　だが薬局のロックウェルは使用できない。ここはあくまでもロックウェル家の薬局だからだ。

			　だから新しく俺専用の店を持つ必要がある。

			　俺は修業の傍ら、自分の店を立ち上げたいと考えるようになり、最近はそのことばかりに頭を使うようになっていた。

			　

			　そして、孤児院では２回目の春を迎え、遂にキング少年が卒業していった。

			　キング少年は闇の神殿でスキル授与の儀式を受けたところ、魔法や計算系のスキルを授かったので、エースやエイト兵士長の推(すい)薦(せん)もあって、国の魔道士養成校への進学が決定した。

			　ここで数年間勉強した後、軍の魔道士部隊に配属され、軍人として働くことになるのである。

			　てっきりどこかの店に修業に行くのかと思っていたのだが、孤児院の手助けをしてくれていた兵士たちを見て、軍人になりたいと考えたらしい。

			　そして都合よく魔法系のスキルがあり、読み書きもできたので、魔道士を目指すことにしたのだそうだ。

			　彼は孤児院の卒業式においてそう説明し、立派な魔道士になってこの国を守るのだと宣言した。

			　そしてその後、ロゼの前まで歩いて行き、花束を渡して結婚を申し込んだ。

			　何とキング少年はロゼに恋をしていたのだ。

			　しかし敢えなく撃沈。

			　ロゼは俺が婚約者であることを説明し、成人したら結婚する予定であると伝えた。

			　その話は少年少女たちを絶望に叩き込んだ。

			　どうやら少年組はロゼに、そして少女組は俺に恋をしていたらしい。

			　正直に言おう。全く気づいていなかった。

			　ロゼも同様であり、２人揃って困惑顔だ。

			　孤児院の子供たちは俺たちからすれば、文字通り『子供』という印象だったのだ。

			　まさかそんな彼らが俺たちに恋をしていたとは。

			　そんな感じでキング少年の卒業式は阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の中、終了した。

			　孤児院を出ていく時のキング少年の煤けた後ろ姿がとても印象的であった。

		

	
		
			　

			第20話　ロックウェル家の次男坊

			　

			　キング少年が孤児院を卒業していった年の春の半ば、俺とロゼは久し振りにロックウェル家の屋敷を訪れていた。

			　屋敷を出てから２年間、俺は一度も屋敷に帰ることはなかった。

			　つい先日、弟のライがスキル授与の儀式を終え、８つものスキルを授かったという。

			　俺はその報告を聞いて喜んでいた。

			　これでロックウェル家は安泰だし、ロックの旅のお供も１人は確定だ。

			　後は、俺とロゼの代わりを見つけるだけである。

			　そんなことを思っていたら突如、父さんの名で俺たちは屋敷へと呼び寄せられたのだ。

			　何が起きたのだろうと考えながら、俺とロゼは２年ぶりにロックウェル家の屋敷の門を潜った。

			　屋敷の中には使用人たちが勢揃いしていた。

			　この２年の間に何人か入れ替わりはあったようだが、見知った顔のほうが圧倒的に多い。

			　俺は久し振りに会う彼らと１人１人挨拶を交わし、奥の応接室へと入った。

			　部屋の中は２年前のままだ。広い部屋には大きなテーブルと黒塗りのソファが並び、青龍の国の氷河が描かれた大きな絵画が飾られている。

			　そのソファに座っているのは父さんと母さん。そして２年振りに再会する弟のライと、幼馴染のロックとアナとエルであった。

			　彼らは揃って立ち上がり、俺たちに声を掛けようとする。

			　しかし２年前と全く変わらず、エルが真っ先に突撃してきた。

			「うわ～久し振り！　ナイトもロゼ姉も元気だった？　話は聞いているよ、大活躍してるじゃん！　何だっけ？　町の浮浪者を根絶やしにして、悪徳院長を血祭りにあげて、子供たちを知識階級に引き上げて、ポーションでボロ儲けしているんだっけ？」

			「どんだけ話がねじ曲がってんだよ！」

			「エル、私たちはそこまでバイオレンスな生き方をしてないわよ」

			　俺たちはエルの間違いを指摘する。

			　だがよく考えてみれば最後のボロ儲けだけは合っていた。

			　ポーション自体の売上ではなく、レシピと作業道具の売上ではあるのだが。

			「そう？　ってロゼ姉、いつの間にやら普通に喋れるようになってるじゃん！　凄いねぇ、愛の力だねぇ」

			「いやいや、住み込みで働いていれば会話慣れするから」

			「ナイトの言う通り。でもエルの言う通りでもある」

			「ヒャー、言うねぇ！　でっ、どうなの新婚生活は！　どこまで行ったの？」

			「何言ってんだ、お前は！」

			「私たち、町の外には出られないよ？」

			　ロゼはとんちんかんな答えを返す。

			　それを聞いたエルはやれやれと肩を竦めた。

			「やっぱナイトのほうが大人だね～。でも仕方ないか～、ロゼ姉だもんね～」

			「エル、もう『姉』は付ける必要はない。私はナイトとは恋人同士になっていて、今は『ロゼ』とだけ呼ばれている」

			「進展してる！　愛だよ愛！」

			　再会するなり大騒ぎである。

			　エルはどうやらこの２年間で全く変わっていないようだ。

			　喜んで良いのか呆れて良いのか正直良く分からん。

			　でもなぜかホッとしてしまった。

			　すると今度はロックとアナが話し掛けてきた。

			「久し振りだなナイト、私にはちゃんと話が通っているぞ。２人を狙う暴漢共を次々と撃退して、護衛に引き渡し、そのおかげで治安が改善。孤児院で私腹を肥やしていた悪徳院長の逮捕のキッカケを作り、その後は院長と副院長として孤児たちの面倒を見ている。おまけに子供たちに学ぶことの大切さを伝え、卒業生を魔道士養成校へ入学させた。更にはポーションの安定した作製方法を編み出した。そうだな？」

			「２人共凄い」

			「馬鹿を言うなアナ、これが凄いで済むわけがない」

			「凄すぎる、信じられない」

			「それで良い。王宮でも闇の神殿でもお前たちの話で持ちきりだ」

			「いや、そんなつもりはなかったのだけどな」

			「実際、お前が起こした行動の結果、この国は良くなっているのだ。親友としてとても誇らしいぞ」

			　ロックもアナも嬉しくてたまらないという顔をして俺のことを見つめている。
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			　この２年間、俺は２人の話をほとんど聞かなかったが、ロックたちのほうには俺の話が伝わっていたのか。

			「ロック、貴方随分と硬い口調になっていない？」

			「申し訳ありません姉上。どうもこの２年間、周りが大人ばかりだった影響が出ているようでして」

			「私は影響など受けていない」

			「お前は訓練が苛烈すぎて周りに迷惑を掛けまくっているという話じゃないか。少しは自重したらどうだ」

			「そんなことをしている暇などない」

			　ロックの奴は周囲の影響を受けてしまっているが、アナは変わりがないようだ。

			　２年前まではアナのほうが訓練の影響を受けていたというのに、変われば変わるものだ。

			「はぁ……ナイト、薬局に孤児院と忙しいのは分かるが、たまには俺たちを訪ねてきてくれ。やはり同年代の友人というのは、人格形成において重要な存在らしいのでな」

			「そんな重大事を任されてもな……と言うか、俺は城や神殿に行っても良かったのか？」

			「お前はもはや勇者の供ではないからな。屋敷からも出たことだし、少し前までは問題だった。しかし今なら大丈夫だ。短期間でこれだけの実績を出したのだ。口煩い大臣や王弟派の貴族であっても、流石に否とは言えんよ」

			「あ～あのおっさんは、まだあんな感じなのか？」

			「あんな感じだ。父上の苦労が忍ばれる」

			　俺は相変わらずらしい城の中の力関係に思いを馳せ、溜息をついた。

			　するとロゼが持ってきた荷物の中から数本の瓶を取り出してロックに差し出した。

			「ロック、これ、父さんに渡してくれない？」

			「これは？」

			「私が作った疲労軽減の薬。数は少ないけどね」

			「分かりました姉上。父上も喜びますよ。それと姉上もたまには城に帰ってきてください。父上が時折、寂しそうにしておりますから」

			「分かったわ。暇を見つけて必ず帰る」

			「よろしくお願いします」

			　ロックもアナも元気でいたようだ。この２年間はずっと勇者としての訓練を続けていたからか２人共体が大きくなっていた。

			　いやまぁ成長期だから大きくなって当然なのか。

			　２年前と変わらないのは父さんと母さんとロゼくらいだ。

			　エルとアナに至っては少し胸も出てきている。このくらいの年齢の女の子の成長は早いからな。

			　成長しないロゼが近くにいると中々気がつかないものだ。

			　幼馴染たちとの会話が一段落つくと、父さんと母さんが話し掛けてきた。

			「ナイト久し振りだな。ロゼッタ様もお変わりなく」

			「はい、父さんと母さんもお元気そうで何よりです」

			「お久し振りです、２人共。私は相も変わらず変わっておりません」

			「はははっ、……大分お強くなられたようで何よりでございます、ロゼッタ様」

			　ロゼは最近、自分の体が成長しないことを冗談にするようになっていた。

			　最初は自虐かとも思っていたが、どうやら自らの運命を受け入れたからこその行動らしい。

			　体は成長できずとも、心の成長はできるのだ。

			　俺はロゼの成長を間近で見ていて、それを実感していた。

			　

			　一通りの会話をすませた俺たちはこの部屋にいる最後の１人に目を向ける。

			　その人物は先程からずっと俺のことを熱い視線で見つめていた。

			　誰あろう、弟のライである。

			「ライも久し振りだな。聞いたぞ、スキルを８つも授かったんだって？」

			「おめでとうライ。これで貴方は勇者の供として内定したということね」

			「ありがとうございます、兄さん、そしてロゼッタ姉さん」

			「だから私に姉さんと付ける必要はないの」

			「いいえ、ロゼッタ姉さんもアナ姉さんもエリザベータ姉さんも兄さんの婚約者なのでしょう？　つまり僕にとっては義理の姉になるわけですから、やはり姉さんとお呼びしたいのです」

			「あら？」

			「ふんっ」

			「おお～？」

			　ライの話を聞いた女性陣が色めき立つ。

			　この間10歳になったばかりのはずなのに、なんてしっかりしている弟なんだ。

			「おい、ライ。ロゼッタ様とエリザベータ嬢はともかく、ダイアナ殿とナイトの婚約は認められていないのだぞ？」

			「何を言っているのですか、父さん。兄さんがどれだけの実績を残しているとお思いですか。この調子なら６年後には物凄い実績を残しているに違いありません。古い慣習なんて吹き飛ばして、アナ姉さんと結婚するに決まっていますよ」

			「えらい。よく分かっている」

			　父さん譲りの茶色い髪と、母さん譲りの茶色い瞳という俺とは真逆の遺伝をした我が弟は、齢10歳にして父さん譲りの貫禄でそう断言した。

			　おかげでアナが嬉しそうだ。まぁそれは良いのだが……。

			「あ～ライ、評価してくれるのは嬉しいけどな。この先どうなるかなんて誰にも分からないわけだし……」

			「そんなことはありません！　兄さんは僕の誇りです。兄さんは女の子を泣かせるような真似はしません。だから絶対に大丈夫です！」

			「弟の期待が重すぎる……」

			　前からお兄ちゃん子だと思ってはいたが、２年の間にそれが強化されてしまったようだ。

			　ライは俺に尊敬の眼差しを向けてくる。

			　瞳に灯る強力なまでの炎に俺は些(いささ)か恐怖を感じてしまった。

			「それで父さん、久々に再会できたのは嬉しいのですが、何かあったのですか？」

			「うむ、では説明しよう。お前たちにはこれから町を出て、玄武の国と青龍の国との国境まで同行してもらいたいのだ」

			「「はい？」」

			　俺たちは呆気にとられてしまった。

			　玄武の国は大陸西部、青龍の国は大陸東部に存在している。

			　そしてその国境と言えば、この玄武の国の首都タートルから高速馬車を使っても片道１週間はかかる道のりだ。

			　そもそもロックもアナも魔族の襲撃を警戒して外に出さないんじゃなかったのか。

			　俺たちは父さんに質問をぶつけた。

			「もちろんそれは分かっている。しかしこれは前々から決まっていたことでな。国王陛下も了承している。お前たちには国境で、とある人物と面会をしてもらいたいのだ」

			「国境まで行って、人に会うだけですか？」

			「そうだ。その人物はこの場の全員と関わりがあるのだ」

			「そんな人、誰かいましたっけ？」

			　俺たちは揃って首を捻る。

			　ロックウェル家、王家の姉弟、闇の勇者であるアナ、そしてエル。

			　この全員と関わりのある人物と言えば、国王陛下とエリック先生と闇の神殿の神殿長のばっちゃんくらいだ。

			　誰なのかさっぱり分からない。

			　俺たちは一体誰と会わねばならないのかと考えていると、途端にロゼが立ち上がった。

			「まさか……サム？」

			「おお、覚えてくれておりましたか、ロゼッタ様」

			「サム？」

			「誰それ？」

			　ロックとエルが首を捻る。アナも誰だか分からないといった顔付きだ。

			　だが俺とライにはその名前に心当たりがあった。

			　なぜならその名前は『この屋敷にいない兄弟の名前』だからだ。

			「父さん、サムと言えば俺のもう１人の弟の名前だったはずですが」

			「僕の双子の兄だと聞いています」

			「その通りだ。サムはこのロックウェル家の次男であり、ナイトの弟でライの双子の兄に当たる人物だ」

			　父さんの言葉に俺たちの間に動揺が走る。

			　この場の全員は俺の家族構成を知っている。父さんと母さんと長男の俺、三男のライの４人家族。

			　だけど次男はどこにもいない。

			　父さんからも母さんからもサムについての詳しい話は聞いたことがない。

			　俺は次男のサムは死んでいるのだと思っていた。

			　しかしどうやら違っていたらしい。

			「私たちの２番目の息子であるサムは青龍の国へと養子に出したのです。そして10歳になり、スキル授与の儀式が済んだ後に一度会うことになっていたのです」

			「ちょっと待ってください。その話、私も初耳なのですが」

			「もちろんです。家族にも、そして王族であるロック王子にすらサムの居所は秘密としておりました。知っているのは国王陛下とエリック殿と当時サムの出産に立ち会った者だけです」

			「えっ？　じゃあロゼはそのサム君とライの出産に立ち会っていたの？」

			「いいえ、私は生まれたばかりの２人の下へ駆けつけるお父様に内緒でくっついていったの」

			「当時のロゼッタ様はとても行動的でしたからなぁ」

			「そこには生まれたばかりの２人と、ハロルドさんとステラさんとエリック先生がいたのよ」

			「お父さんもその場にいたの？　何で？」

			「私がエリック殿もお呼びしたのです。出産の際、エリック殿は城ではなく町の屋敷にご在宅でしたから、陛下よりも先に到着したのですよ」

			　出産した後で、国王陛下と宮廷魔導士長を呼び寄せた？

			　それは一体どういうことだろう。

			　いくら親友だからと言っても、子供の出産に国王陛下を呼びつけるなんて尋常じゃないぞ。

			「髪と目が青く光り輝いていたの」

			　ロゼが当時を思い出してそう告げた。

			　しかしどういう意味だ？　髪と目が青く光り輝いていた？

			「思い出した。サムの髪と目は青く光り輝いていた。その場にいた全員が大騒ぎしていたわ」

			「ええその通り。サムは生まれながらに青く光り輝く髪と目を持っていました。それ故にあの子は、まだ赤ん坊の時分に青龍の国へと養子に出されたのです」

			「ちょっと待ってくれ、ハロルドおじさん！　それはつまり……」

			　ロックが慌てて口を挟む。

			　俺も、俺以外の全員も答えが分かって驚いていた。

			「そう、私たちの子供であり、ロックウェル家の次男であるサムは『氷の勇者』として生を受けたのです」

			　俺の弟は『氷の勇者』。

			　初めて聞かされるその話に、俺たちは絶句したのであった。

		

	
		
			　

			第21話　偉大なる氷の勇者様

			　

			　勇者。

			　それは人類の切り札であり、世界最強の存在。

			　同時に各国の代表者としての側面も合わせ持つ。

			　勇者の数は８人であり、各国それぞれに２名ずつ所属している。

			　そして彼らは日夜、人類の平和のために魔王軍と戦っている。

			　……と言われてはいるが、実際それは建前に過ぎない。

			　彼らはスキル授与の儀式において、必ず10のスキルを授けられ、最高レベル１００に到達することができる強者だ。

			　限界まで鍛えた勇者でなければ、人類の敵である『魔王』は倒せないと言われている。

			　だがどれだけ凄い才能を持っており、強者になる資格があったところで、それを磨かなければ意味はないし、磨くためには時間が掛かるのだ。

			　現状、実際に魔王軍相手に戦っている勇者は朱雀の国の『光の勇者』のみであり、他の勇者は活動自体をしていない。

			　朱雀の国の『火の勇者』と青龍の国の『水の勇者』は現在戦いを放棄している。

			　白虎の国の『風の勇者』と『雷の勇者』は居所が分からないままである。

			　玄武の国の『土の勇者』と『闇の勇者』は成人前であるので活動をしていない。

			　これがこの世界の勇者の現状。

			　勇者だと言ったところで、必ずしも世の中の役に立っているわけではない。

			　そもそも勇者たちの年齢はバラバラだ。

			　８人の勇者が同時に活動していた時期など、歴史を紐解いてみても僅かしか存在しないのだ。

			「それでもあと６年経てば、私とアナが勇者として活動を開始する。そうすれば成人し、活動している勇者の数は３人。これでもまだ半数に満たないが、ナイトの弟のサムとやらが本当に氷の勇者であれば、８年後には成人した勇者が４人になる」

			「それでも半分ですよね」

			「活動中の勇者が半分もいれば十分だろう。火の勇者と水の勇者は魔族とは戦わないと言うし、風の勇者と雷の勇者は未だ発見すらされていないのだ。動ける勇者だけでどうにかするしかないのさ」

			　氷の勇者であるという、まだ見ぬ弟のサムに会うために青龍の国との国境に向かう途中、高速馬車の中でロックはそう言った。

			　俺たちが乗っているのは、都市間移動に使われている『高速馬車』と呼ばれる乗り物である。

			　呼んで字のごとく、普通の馬とは比べ物にならないほどのスピードを誇る『超速馬』と呼ばれる特別な馬と、特別な馬車を組み合わせて作られた、新幹線のような乗り物である。

			　これを使うことによって、普通の馬車なら片道１月は掛かる国境までの道のりを僅か１週間に短縮することができる。

			　あまりに高速で移動するため、途中の障害物もモンスターも撥(は)ね飛ばすという高速馬車には護衛すらも必要とされていない。

			　街道には高速馬車専用の道が通され、馬車が近づいてくると音を鳴らして危険を知らせる仕組みになっている。

			　まんま前世の鉄道だ。

			　だが流石に宿泊施設までは備え付けられておらず、夜間走行も危険なので昼間に移動し、夜は途中にある町で休みを取りながらの移動となる。

			　俺たちは連結された馬車に分かれて乗り込んでいる。

			　１両目には父さんと母さんが、２両目には俺とロックとライの男性陣が、そして３両目にはロゼとアナとエルの女性陣が乗車していた。

			　この２年間ロゼと離れたことがなかったので中々新鮮な感覚である。

			　俺たちは久々に男だけのバカ話に花を咲かせていた。

			　だが結局これから会うことになっているサムについての話になった。それはすなわち勇者についての話だ。

			　屋敷に呼び出されてすぐに、俺たちは国境へ向けて旅立った。呼ばれた時点で既に用意はできていたのだ。

			　ちなみにジャックにも話は通してあり、薬局も孤児院も強制的に休みにさせられて、俺とロゼは屋敷を出てから初めての長期休暇を取得する羽目になった。

			　何でもロックとアナとエルも同じ状況だったらしい。

			　青龍の国の勇者に対する期待は、玄武の国のそれとは比較にならないほど重いという。

			　父さんは実の父親として、離れて暮らす息子と会う機会を失いたくないそうだ。

			　俺たちはその父さんの心遣いに呼応し、速やかに青龍の国との国境に向かうことになった。

			「しかしサム兄さんは玄武の国で生まれたのでしょう？　氷の勇者は青龍の国で生まれるのではないのですか？」

			「いや、それは違うぞライ。各勇者はそれぞれの国で生まれる確率が高いだけで、確定しているわけではないのだ。そもそも勇者が死んだ後に、次の勇者がどうやって選ばれるのかは未だに分かっていないのだからな」

			「なるほど、ロック王子やアナ姉さんは分かりやすかったってことですか」

			「そういうことだな。しかしお前たちの兄弟が氷の勇者とはな、流石に驚いたよ」

			「それは俺も同じだよ」

			「僕も驚きました」

			　誰もその行方について語らなかった家(うち)の次男は、実は勇者でした。

			　……などと言われて、驚かないほうがどうかしているのだ。

			　というか、一度くらいサムの生死だけでも聞いておくべきだった。そうしたらここまで驚くことはなかったかもしれないのに。

			　それでも俺たちだからまだ良かったのだ。何しろ幼馴染に勇者がいるのだ。

			　むしろ弟が生きていたという事実のほうに驚いていた。

			　俺たちが馬車に乗ってから既に６日。明日には遂に青龍の国との国境に到着する。

			　そこで待つのは弟である氷の勇者サム。

			　まだ見ぬ弟に出会ったらどんな会話をしようか。俺は高速で流れる風景を見ながら、そんなことを考えていた。

			　

			　そうしてタートルを出発して１週間後、俺たちは国境の町に到着した。

			　だが、青龍の国の一行の姿はまだなかった。

			　玄武の国と青龍の国との国境は、同時に朱雀の国と白虎の国との国境でもある。

			　この場所で４つの国は分かれており、国境が交わる十字路の中心から半径２キロは緩(かん)衝(しよう)地帯に指定されている。

			　今は人間同士の争いはないが、１００年ほど前には人同士の大規模な戦いがあったと聞く。

			　それぞれの国は緩衝地帯ギリギリに砦(とりで)を築き、他の３カ国に睨みを利かせているのだ。

			　氷の勇者サムと俺たち家族との10年ぶりの再会。それはこの緩衝地帯で行われる予定となっていた。

			　俺たちは結局、国境に建つ砦に３泊した。

			　国境というのは人が集まる場所だ。

			　砦の周りには市が立ち、それは段々と広がって、最終的には町になった。

			　この国境の町は独特な形をしている。

			　半径２キロの緩衝地帯という丸い空間があり、それに沿ってグルッと円を描くように町が作られているのだ。形としてはドーナツを思い浮かべればいい。

			　この町には独自のルールが存在し、町の中であるならば他国の領土内であっても、自由に行き来ができる。

			　この町の中には４カ国の商品が集まってくる。

			　商魂逞(たくま)しい商人たちは、他国の商品を売り買いしている。

			　俺たちは揃って町に赴き、国境の町に集まる他国の品や人たちを、飽きることなく見て回っていた。

			　そして旅の疲れが十分に取れた頃、ようやく『氷の勇者御一行様』は到着したのであった。

			　

			『氷の勇者御一行様』

			　それはまさにそんな感じの一団であった。

			　地平線の先まで続く長い長い人の列。全員が青一色の鎧姿であり、その行進は一糸乱れないものだ。

			　町の者たちはその列を見るや、揃って地面に膝をつき、頭を下げている。

			　見覚えがあると思ったらあれだ。前世で言うところの大名行列にそっくりなのである。

			　その列の中央にある巨大な馬車。その中に俺の弟で氷の勇者であるサムが乗っているらしい。

			　周囲は、突然現れた青龍の国の兵団に驚いている。

			　もちろん父さんやロックたちですら驚いている。

			　俺も驚いていたが、同時にドン引きしていた。

			　青龍の国が、勇者への依存度がとても強い国だとは聞いていた。

			　だが、これはやりすぎだろう。勇者とは人々の前に立ち、戦う者のことだ。

			　しかしこれではまるで勇者が上に立ち、他の人々を従えているようだ。

			　一体青龍の国の上層部は勇者を何だと思っているのか。

			　俺は弟に会う前から、こんな国に育てられたサムのことが心配になってきていた。

			　俺たちは今、緩衝地帯の中央で待機している。

			　そこにゆっくりと青く塗られた大型馬車が近寄ってくる。

			　何をもったいぶっているのか、たっぷりと時間を掛けて停車した。

			　すると馬車の周囲を、これまた青い服で統一された女性の集団が取り囲んだ。彼女たちは揃いも揃って美女ばかりだ。

			　そして一際美しい女が馬車から降り立ち、時代劇さながらに高い声が響き渡る。

			「氷の勇者であらせられるサム＝Ｌ＝アイスクリム様のおなーりー！」

			　何だサムエルアイスクリームって。

			　俺の知らない有名アイスクリームメーカーか何かの名前なのか。

			　

			　俺たちの前に停められた馬車から降りてきたのは１人の少年だ。

			　そいつは光り輝く青い髪と瞳を持ち、額には勇者の印が光り輝き、趣味の悪い服を着用していた。

			　ブクブクと太っており、趣味の悪い服ははち切れそうになっていた。

			　そしてそいつは弟のライにそっくりな顔をしていた。

			　だが、その目つきはライとはまるで異なっていた。

			　10歳であるにもかかわらず、周囲を馬鹿にしたような隠しきれないほどの傲(ごう)慢(まん)さを持った瞳。

			　見ているだけでむかっ腹が立ってくる目つきを、サムエルアイスクリームはしていたのだ。

			　間違えた、俺の弟で氷の勇者であるサム＝Ｌ＝アイスクリムはしていたのであった。

			「こいつらが俺様の実の家族と玄武の国の勇者たちだと？　随分と貧相な連中じゃないか！」

			　開口一番サムはそんなことを言ってきた。

			　俺たちは揃って絶句している。

			　サムは今年で10歳。つい先日にスキル授与の儀式を受けたばかりのはずだ。

			　それなのにこの言葉、この態度である。

			　一体どんな教育を受けてきたのか、この馬鹿は。

			「大体、供の兵士たちはどうしたのだ。まさかこいつらだけで来たわけでもあるまいに」

			「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます。玄武の国の一行は、どうやらあの人数だけでこの場に現れたようでございます」

			「はぁ？　仮にも勇者ともあろう者が供も付けないとは、どういう了見なのだ。多数の供を従えてこその勇者ではないか。玄武の国とはそれほどまでに人材不足で財政不足なのか？」

			「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます。我が青龍の国こそが、この世界で最も偉大かつ強大な国家であることに疑いの余地はありません。他国がいかに貧しく人材不足であろうとも、それを認め受け止める度量の大きさを見せつけることこそが重要であると愚(ぐ)考(こう)いたします」

			「ふん、そうだったな。俺様は引きこもりの水の勇者とも、目立ちたがり屋の光の勇者とも違う真の勇者であるからな」

			「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます。我が国の氷の勇者こそが真の勇者であり、他国の勇者などまがいものであることに疑いの余地はありません。サム様におかれましては寛大なる御心を、格下である土の勇者と闇の勇者へお与えになるべきかと愚考いたします」

			「それもそうだな、お前ら感謝しろよ。ハーハッハッハッ！」

			　緩衝地帯の中央にサムの高笑いが響き渡る。

			　なんだろう、この茶番は？

			　青龍の国と言えば、国土の大部分を永久氷河に覆われた厳しい国だと聞いている。

			　国土も狭く、モンスターの被害も多発しているため、勇者への依存度が高くなったのだと、道すがらロックや父さんから聞いていた。

			　実際この国境の砦においても、青龍の国の商人たちは、他国の商人から薬や食料品を大量に買い求めていたのだ。つまり自国にそれらの物がないという証明に他ならない。

			　それなのに『この世界で最も偉大かつ強大な国家』と自称するとは……。

			　自国民のプライドを守るために敢えて虚勢を張っているのだろうか？

			　何と言うかあまりにも見ていて悲しくなるので止めて欲しい。

			　というかこのお付き、いちいち喋るたびに「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます」と言うのは何とかならんのか。

			「しかしそうなると人数が合わなくはないか？　俺様の家族とやらは父親と母親と兄と弟で４人。土の勇者と闇の勇者で６人。この場にはあと２人いるぞ」

			「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます。残りの２人は共にサム様と同年代の少女たちでございます。恐らくは玄武の国からの貢物代わりではないかと愚考いたします」

			「ほう、何だ分かっているではないか。あの黒髪の女は闇の勇者であるから、灰色の髪と茶色の髪が俺様のものか。ふん、まだちんちくりんだが他国からの貢物を断るのも何だな。よし、第７婦人と第８婦人にしてやる。ありがたく思えよ」

			「……やだ」

			「えっ？　やだよ」

			「何だと？　おい、お前ら！　俺様を誰だと思っているのだ！」

			　サムが怒ってロゼとエルのほうへと向かってくる。

			　と言うかこいつ、既に６人も嫁がいるのか。

			　そもそも玄武の国の王女と宮廷魔道士長の娘を嫁にしようとしていると分かっているのか？

			　分かってなさそうだな。見た目も中身も馬鹿そうだし。

			　益々どうしようもないな、青龍の国は。

			　俺は呆れ果て、同時に頭にきたので２人の前に出てサムと対面した。

			「何だ貴様は？　ふむ、姿形を見る限り俺様の兄とかいうハズレ者だな？　聞いているぞ、スキルを１つしか授からなかったそうではないか。貴様のような弱者に用はないのだ。血が繋がっている誼(よしみ)で見逃してやる。失せるが良い」

			「悪いがそれはできない相談だな。この２人はお前への貢物ではないし、そもそもこの２人は俺の婚約者なんでな」

			「きっ貴様！　俺様に向かって何という口を利いているのだ！」

			「兄が弟にタメ口を利いて何が悪いんだよ、この馬鹿勇者が」

			「なっ……なっ……」

			「貴様！　偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に対して何という口を！」

			「ふざけおって！　今すぐに跪いて頭を下げろ！　さもなくばその首斬り飛ばしてくれる！」

			　サムはそう言って手に持っていた剣を抜き、切っ先を俺に向けてきた。

			　それを見て俺は確信した。やはりこいつは間違いないと。

			「偉大なる氷の勇者であらせられるサム様に申し上げます！　先程の発言は取り消させていただきます！」

			　俺はお付きの真似をして、大声を上げて、頭を下げる。

			　そして頭を下げるついでに体も折り曲げて、サムの前に跪く。

			　俺はそのついでに、サムの穿いているズボンをパンツごとズリ下ろした。

			　途端に周囲から音が消失した。

			　偉大なる氷の勇者殿は驚いて声も出ないらしい。

			　目の前には偉大なる氷の勇者殿の可愛い息子がブラブラと揺れている。

			　俺はそれを右手で鷲(わし)掴(づか)みにして、馬鹿な弟に雷を落とした。

			「家族に刃物を向けるとはどういうつもりだ！　この馬鹿野郎が!!」

			　俺はサムの息子を力一杯握りしめた。

			　サムは「グヒッ」と奇妙な声を上げて、泡を吹いて気絶した。

			　この日俺は、実の弟である『氷の勇者』を倒してしまったのであった。
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			第22話　捨てられた勇者

			　

			　サムに出会った翌日早朝、俺は自分がやらかしてしまったことを思い返し、反省していた。

			　確かにあいつは調子に乗っていたかもしれない。

			　周りに持ち上げられ、勇者という権威に酔い、好き勝手振る舞っていたのかもしれない。

			　しかしそれは周りにあいつを諌(いさ)める者がいなかったのが原因だ。

			　サムは僅か10歳なのだ。

			　10歳の子供が周りから持ち上げられれば調子に乗るに決まっている。

			　俺はそのことに考えが及ばず、あいつの息子を握り潰し、抵抗する間もなく倒してしまった。

			　ちなみにあれは孤児院の子供たちが使っていた技だ。何でも代々受け継がれてきた伝統の必殺技らしい。

			「兄ちゃんには特別に教えてあげる」とキングが教えてくれたのだ。

			　まさか勇者すら倒せる技だったとは想像もしていなかった。

			　というか、サムが子供だったから、つい孤児院の子供たちに接するように対応してしまった。

			　反省しなければならない。あいつは孤児院の子供ではなく、青龍の国の代表者たる『氷の勇者』なのだから。

			　……いや、それもどうなのだろう？

			　子供相手にはちゃんと子供として接するべきとも言える。

			　俺は前世の記憶は持っていても、子育ての経験はないからな。

			　なので父さんに聞いてみることにした。

			「ナイトの思う通りにして良いと思うぞ。昨日の対応はベストではなかったかもしれないが、少なくとも間違いではなかった」

			　朝食の席で父さんはそう言ってくれた。

			　

			　昨日、俺がサムを倒した後、青龍の国の兵士たちが俺の命を狙って殺到してきた。

			　当然だ。青龍の国は勇者至上主義国家であり、その勇者が倒されたのだから。

			　しかしその連中は全員揃って、父さんとロックとアナに叩きのめされた。

			　彼らも奮戦したが、勇者２人と魔族とも戦える父さん相手には分が悪かった。

			　いや正直に言おう、あの大名行列の参列者たちは揃いも揃って弱かったのだ。

			　サムが剣を抜いた際、明らかに訓練不足だということが見て取れた。

			　そしてそれはお付きの連中も同様だったのだ。

			　全員揃って立派な鎧を着て、一糸乱れぬ行進をする氷の勇者御一行様。

			　だがしかし、その実態は、碌な訓練も受けておらず、戦闘経験もない、素人の集団だったのだ。

			「しかし青龍の国はモンスターの被害が多いのでしょう？　それなのに兵士が弱いなんてことがあるのでしょうか？」

			「いや、実際に現場で働いている兵士や、モンスターハンターたちには実力者が多い。だが、昨日我々が戦った連中は、いわゆる『取り巻き』だ。碌な訓練もしてこなかった貴族や商人のドラ息子たちが、『勇者の側にいるならば安全だろう』程度の気持ちで同行していたにすぎない」

			「あ～勝ち馬に乗るって奴ですか」

			「まさにそれだ。水の勇者の時にも同じことをして、勇者の不興を買ったという話だが、懲りずにまた同じことをしたのだろうな」

			　なるほどね、昨日のあいつらは勇者と行動を共にして、そのおこぼれにあずかろうとしていた連中だったわけだ。

			　確かにそれならば納得がいく。

			　いくら勇者と副将軍とはいえ、たった３人であの大群を蹴散らせるのは、どう考えてもおかしかった。

			　思い返してみれば、昨日の連中はまともに連携もとれていなかったように見えた。

			　戦闘は全て勇者任せで、自分たちは何もせずに勇者を持ち上げて、その権威で好き勝手している連中ではああなるのも当然なのか。

			　いや、サムはスキル授与の儀式を受けたばかりだ。

			　つまりあいつらはまだ何も美味しい思いをしていない、ということなのではないか？

			　そんなことを考えていると、俺たちが宿泊している玄武の国の砦の責任者が、食堂にやって来た。

			　彼は昔、父さんの部隊にいたことがあるそうで、ビシっと敬礼をした後、大きな声で連絡事項を告げてきた。

			「皆様おはようございます！　早速ではありますが、青龍の国の氷の勇者一行について報告がございます！」

			「ご苦労、続けてくれ」

			「ハッ！　現在、青龍の国の砦から大量の兵士たちが国内へ逃げ帰っているとの報告が上がっております。どうやら昨日、皆様が氷の勇者を仕留め、そのお付きたちを全滅させたことが余程堪えていると予想されます」

			「仕留めたって……気絶させただけですよ」

			「私たちは１人も殺していない。報告はもっと正確にしてくれ」

			　俺もロックも呆れ顔だ。

			　その報告を鵜(う)呑(の)みにするのなら、俺は弟殺しになってしまうじゃないか。

			「ハッ！　申し訳ありません。現在この国境の町は今回の噂で持ちきりでして。恥ずかしながら報告が入り混じってしまったものと思われます」

			「具体的にどんな噂が流れているのだ？」

			「『氷の勇者がスキルが１つだけのハズレ者に倒された』『まだ幼い勇者２人を引き連れた玄武の国の副将軍が氷の勇者一行を殲(せん)滅(めつ)した』この２つが主に流れている噂でございます」

			「と言うか、昨日も聞いたけど、俺って『ハズレ者』って呼ばれているのか？」

			「スキルを僅かしか授かれなかった者に対する蔑(べつ)称(しよう)だな。気にする必要はないぞ、お前はスキルを多く持つ者ですらできないほどの実績を残してきたのだからな」

			「分かりました、父さん」

			　どうやら予想以上に大事になってしまっているらしい。

			　折角生き別れの弟に会えたというのに、これほどの騒ぎになろうとは。俺は再び反省したのであった。

			「それと氷の勇者殿ですが、昨日のダメージが残っているため、本日のご家族との面会は取りやめにしてもらいたいと連絡がきております」

			「ダメージって……青龍の国には治癒師もいないのですか？」

			「いえ、傷は癒えたそうなのですが、氷の勇者殿は部屋に閉じこもってしまっているらしいのです」

			「え？　昨日のあれだけで？」

			　息子を握り潰されただけで部屋に閉じこもるって……どんだけメンタル弱いんだよ。

			「いや、ナイト。男としてあれはトラウマになると思うぞ」

			「ふ～ん、やっぱり男の子はあそこが弱点なんだね」

			「まぁ、サムは大丈夫なのかしら？」

			　ロックとエルと母さんが三者三様の感想を述べる。

			　エルの感想が何となく危うく感じるのは、俺の勘違いだと思いたい。

			「気にする必要はないぞ、ナイト。昨日の状況を見る限り、サムはどうやら相当大事に育てられてきたようだからな。恐らく反抗されるのも、怪我をしたのも初めての経験だったのだろう」

			「はい？」

			「父さん、あの、サム兄さんは勇者なのでしょう？」

			「『勇者が怪我を恐れてどうするのだ』と普通なら思うのだがな……青龍の国の勇者至上主義者たちは我々では想像もできないことをやらかす連中なのだよ」

			　父さんの話が本当ならば、俺はサムにとって初めてダメージを与えた相手ということになる。

			　う～むこれは想像以上に大事になってしまった。孤児院の中ではギャグで通っていたのだがなぁ。

			　

			　結局この日はサムとの面会は取りやめになった。

			　そうすると俺たちにはやることがなくなる。

			　だから今までと同じように、国境の町へと繰り出すことにした。

			　町の中は本当に昨日の一件で持ちきりだった。

			　昨日の会談は緩衝地帯で行われたので、一般人は俺たちとサムとの間の会話も争いも知らないはずだ。

			　しかしなぜかあの時のやりとりは正確に拡散していた。

			　俺たちはあの後、真っ直ぐに砦に帰って誰にも内容を話していない。

			　恐らく、あの場にいた青龍の国の誰かが広めたのだろう。

			「そこで副将軍の息子さんはこう言ったのさ、『家族に刃物を向けるとはどういうつもりだ、この馬鹿野郎が！』ってな」

			「それと同時に実は氷の勇者だった生き別れの弟を一撃で沈めたらしいぜ」

			「ヒュー！　流石はハロルド副将軍の息子さんだぜ！」

			「信じがたいな。ナイト様ってのはハズレ者……スキルの数が１つだけなんだろう？　いくら油断していたとはいえ勇者を一撃で沈められるものか？」

			「それがな、狙ったのは氷の勇者の『息子』だったんだよ！」

			「息子？　って息子かよ！　それなら確かに勇者でも倒せるかもだが、ありなのかそれは!?」

			　話を聞いた男が驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			　それを見た、話をしている男は、チッチッチッと指を振るう。

			「オメェ、ナイト様がタートルの町で孤児院の副院長をやっているのは知っているだろう？　何でもあそこに伝わる伝統の必殺技らしいぜ」

			「伝統の必殺技って……息子への攻撃がかよ！」

			「いかにもガキ共が考えそうなことじゃねぇか。オメェ何でそんなこと知っているんだ？」

			「酒場にその孤児院の出身者って野郎がいてな。間違いねぇって太鼓判押してたぜ」

			「つーかいくら息子を攻撃されたとはいえ、仮にも勇者が情けなさすぎるだろ」

			「ああ、青龍の国の勇者ってのは大抵ああなるらしいからなぁ」

			「ロック王子とダイアナ様は大丈夫なのかねぇ」

			「安心しろい！　イザとなったらナイト様がまた息子を握り潰してくれらぁ！」

			「ブハハハハ！　違いねぇ！」

			　街を歩いていると、こんな会話がそこかしこから聞こえてくる。

			　俺の隣を歩いているロックの奴は微妙に内股だ。

			　おいふざけんな、お前にそんなことしないっつーの！

			　調子に乗らなければの話だけどな。

			　俺たちはそのまま町を歩き続け、青龍の国の側まで来てしまった。

			　そこでは次々と青い鎧姿の若者たちが慌てたように町を出て行こうとしていた。

			　中には商人と話し込んでいる者もいる。どうやら馬を譲って欲しいと交渉しているようだ。

			「と言うか、彼ら帰ってどうするんだろうな？」

			「何も考えてないんじゃないか？　勇者を放ったらかしにして帰るなんて軍法会議ものだぞ」

			「こんな調子だと、まともに軍が機能しているのかも怪しいけどな」

			　俺たちはそのまま青龍の国へと通じる門の側までやって来た。

			　するとそこでは偉大なる氷の勇者様が、泣きながら兵士に縋り付いているという衝撃的な光景が広がっていた。

			「待て、待ってくれ！　俺様を置いて帰らないでくれ！」

			「うるせぇ糞ガキが！」

			　縋り付かれた兵士は、情け容赦なくサムを放り投げる。

			　サムの顔は涙と鼻水でグチャグチャだ。よく見ると服もボロボロである。

			　どうやらかなりの数の兵士たちに同じ目に遭わされてきたらしい。

			「ふざけやがって、何が偉大なる氷の勇者様だ。あんなハズレ者１人に倒されるような奴といたら、命がいくつあっても足りやしねぇよ！」

			「違う違う！　昨日は油断をしていただけだ！　ちゃんと戦えば俺様だって……」

			「ハッ！　なら俺たちなんざいらねぇだろうが！　テメエ１人でモンスターや魔族と戦ってこいや！」

			「そんな！　そんなことできるわけがない！」

			「情けねぇ、聞けば闇の勇者ってのはスキル授与の儀式を終えてすぐに、強力な魔族と戦って生還したって話じゃねぇか。実際昨日戦ったあいつらはまさに伝説級の強さだったぞ。同じ勇者なら見習ったらどうなんだよ！」

			　そのセリフを聞いたサムは、ハッとした顔をして、まくし立てた。

			「そうだ、俺様は勇者なのだぞ！　その俺様を見捨てて逃げたりしたら、どうなるか分かっているのか！」

			「ああ？　テメェ何か勘違いしてやいねぇか？」

			「なっ何？」

			「俺たちが崇(あが)めるのは俺たちを救ってくださる勇者様だけだ。ハズレ者に負ける氷の勇者なんざ俺たちの信仰の対象にはなりゃしねぇよ」

			「そっそんな！」

			「つーわけで失せろハズレ勇者。俺はこれから実家に帰って他国の勇者に協力を求めるべきだって家の者に提言しなきゃならねぇんだよ」

			　そう言うと、その兵士は門を潜って青龍の国へと帰っていった。

			　しかし信仰ときたか。

			　勇者至上主義の国かと思っていたら、遂には勇者を信仰する国になっていたらしい。

			　青龍の国の行く末が本気で心配になってきた。

			　そうこうしている間にも、次々と兵士たちは門を潜っていく。

			　良く見れば兵士以外の使用人や女官たちまでもが彼らと行動を共にしている。

			　その中には昨日、散々サムを持ち上げていたあの美人さんもいた。

			　サムはその姿を見つけると、恥も外聞もなく彼女の下へと駆け寄った。

			「待て！　待ってくれカズハ！　一体どこへ行こうというのだ！」

			「あらサム様、当然実家に帰るつもりですわ」

			「何を言っているのだお前は！　妻が夫を置き去りにすると言うのか!?」

			「ああそれですか」

			　彼女は胸元から１枚の紙を取り出した。

			　あれは俺も良く知っている。２年前にロゼと婚約した時に書いたもので、エルと婚約した時にも書いた。

			　その紙は『婚約届』。

			　どうやら青龍の国でも玄武の国と同じ書類を使っているらしい。

			　彼女はそれをビリビリに破いてしまった。

			「あああっ！」

			「はい、これであなたとの婚約は解消されました。私とあなたとの間には、もう何の繋がりもありません」

			「そんな！　俺様たちは永遠の愛を誓って……」

			「言葉だけの誓いなんて何の価値もありませんよ。ちなみに『結婚届』と違い、『婚約届』は一方的に破棄することが可能です。最後に１つ勉強になりましたね」

			「あっ、あああ……」

			「ああ、ちなみに他の５人の分も私が預かっておりますよ？」

			　そう言ってカズハと呼ばれた美人さんは胸元から更に５枚の紙を取り出す。

			　話の流れから言って、あれは残り５人いるという、サムの婚約者たちとの婚約届なのだろう。

			　それにしてもなぜわざわざ胸元に入れているのだろうか？

			　いやまぁ眼福だから良いのだが。

			　彼女はそれも自分の婚約届と同じように細切れにした。

			　バラバラになった婚約届は風に乗って空へと散らばっていった。

			「フタバ、ミユキ、シオン、イツカ、ムツキ……そんな、嘘だ……」

			「あの子たちからの伝言も預かっております。『これで気持ち悪さを我慢せずに済む。清々しました。それではお元気で』だそうです。ちなみに私も同じ気持ちです」

			「きっ気持ち悪い？」

			「昨日あの場にいた貴方の双子の弟さんを見なかったのですか？　貴方とは違う鍛えた体、精(せい)悍(かん)な顔付き、そして純粋な目付き。同じ少年でこうも違うのかと驚いたものですよ」

			「おっ俺様は……勇者で……」

			「はい。だから私たちは貴方と婚約したのです。でもほら、将来性のない勇者の妻になっても苦労するのが目に見えているじゃないですか。ブクブクと太った体で胸に吸い付いてくるのも、いい加減苦痛でしたし。一線を越える前に貴方の将来性のなさに気づけただけでもこんな僻(へき)地(ち)まで来た価値はありましたよ」

			「かっ……カズハ……」

			「ああそれと、私はこれでも青龍の国の公爵の娘ですから……ハズレ勇者如きが気安く声を掛けてんじゃねーよ！　身の程を弁えろ、この豚野郎が!!」

			「ヒッ!?」

			「おっとこれは失礼いたしました。では最後のお勤めをさせていただきます。本日昼過ぎまでには私たちの退去は完了いたします。その後はどうぞ貴方のご自由になさってくださいな。砦の一室は自由に使えるようになっていますし、ここにいる間は食事ももらえるよう手配してありますので、まぁ死ぬことはないでしょう。それでは御機嫌よう『偉大なる氷の勇者様』」

			　そう言って彼女は門を潜って出ていってしまった。

			　サムは呆然として座り込んだままだ。

			　門の向こうでは逞しくイケメンな兵士が彼女を待ち受けていた。彼女は彼に駆け寄ると、その腕に抱きついて濃厚なキスをかました。

			　サムはそれを目にしてこの世の地獄を見ているような表情をしていた。

			　それからも門を潜って青龍の国へと帰る兵士たちの列は途切れることなく続き、彼女が言っていたように昼前には終了した。

			　どれだけそうしていただろうか、サムはよろよろと立ち上がると振り向き、砦に向かって一歩を踏み出した。

			　そこで初めて、俺たちが見ていたという事実に気がついた。

			　サムは俺を見て、ライを見て、そして俺たち全員をもう一度見回した。

			　そして口を開いたものの声は出ず、その場にくずおれて気を失ってしまったのであった。

		

	
		
			　

			第23話　新たな仲間サムエル君

			　

			「というわけで、新しい仲間のサムエル君だ！　みんな拍手ー！」

			「「わ～!!」」

			　俺たちが国境から戻った翌日、我がタートル孤児院は新しい仲間を迎えていた。

			　彼の名はサムエル君。青く輝く髪と瞳を持ち、額には鉢金を巻きつけたちょっと太めの男の子だ。

			　彼は玄武の国出身だが、わけあって最近まで青龍の国で暮らしていた。

			　しかし青龍の国に彼の居場所はなくなり、不憫に思った俺は彼を玄武の国まで連れて帰り、そのまま孤児院に入れてしまったのだ。

			　彼は10歳であり、孤児院は10歳になると出ていかなければならない規則だ。

			　しかし彼は特殊な環境で生活していたため、一般常識が明らかに欠如している。

			　よって特別に２年間だけという条件付きで彼はこの孤児院で生活することが認められたのだ。

			　彼はここでどんなことを学び、どのような成長を遂げるのだろうか？

			　それはこの孤児院の仲間と、彼を見守る院長以下スタッフの手に掛かっている！

			「と、そういうことになったからよろしくな」

			「よろしくな、ではありませんよ！」

			　孤児院奥の院長室、そこでは集まったスタッフの悲鳴が木(こ)霊(だま)している。

			　彼らは突然現れたサムエル君にどう対処して良いのか悩んでいる。

			　しかし子ども１人１人とのふれあいに悩み、苦しみ、その果てにある喜びを目指してこそ教育というものだ。

			　俺は彼らに「サムエル君は、他の子供たちと同じように扱ってもらいたい」とお願いした。

			「いい加減にしてくださいナイト様！　何ですかその『サムエル君』というのは！　あの髪！　あの目！　そしてライ様と瓜二つのあの顔付き！　彼はどう考えても『氷の勇者』であるサム＝Ｌ＝アイスクリム様ではありませんか！」

			「なぜバレた」

			「バレるに決まっています！　貴方が国境の町で彼を倒したことを知らない者は、この町に誰もいませんよ！」

			「何でそんなに情報が早いんだ？」

			　エースの説明によると、国境の砦や城など、主要な場所にはダンジョンの宝箱から出てきた『高機能通信機』と呼ばれるマジックアイテムが備え付けられているのだそうだ。

			　何か不測の事態が発生した場合は、すぐにこれを使って王宮に最新の情報が届けられる手筈になっているらしい。

			　だから俺がサムを倒したことも、国境で父さんたちが大暴れしたことも、サムの従者たちが軒並みサムを見捨てて国に帰ってしまったことも、とうの昔に連絡されていたのだそうだ。

			　ちなみに玄武の国の上層部は１日目の時点で、最悪青龍の国と戦争になるかもしれないと考え、急(きゆう)遽(きよ)軍を編成して状況を逐一報告。

			　結果的にサムが見捨てられただけで済んだので戦争にはならなかったのだが、そのおかげで俺がサムを倒したことも、サムの正体もこの町の住民全員の知るところとなってしまったそうだ。

			　

			　俺たちはあの後、気を失い倒れたサムを青龍の国の砦へと連れ帰った。

			　しかしそこで見たのは、サムの部屋から荷物を放り出している青龍の国の兵士たちの姿であった。

			　それでも俺たちはサムの身柄を青龍の国の砦に引き渡そうとした。

			　仮にも勇者を他国の者が連れ帰ったら国際問題になりかねないからだ。

			　しかし砦の責任者は、サムの身柄を預かることを拒んだ。

			　俺は、サムの元婚約者が話していた内容を彼に伝えたが、彼はこう答えた。

			「カズハ様より、この砦においてサム様の身柄を預かってもらいたいとの申し出は確かに受けております。しかし今、この砦にサム様を置いておくのは非常に危険なのです」

			「危険とはどういう意味ですか？」

			「ご存知かと思いますが、我が国は勇者至上主義を掲げております。しかし最近ではそれが信仰へと変わってきているのですよ」

			　青龍の国は厳しい環境で有名だ。

			　そんな場所であるから代々勇者に救いを求め続け、いつしか勇者至上主義国家へと変貌していった。

			　しかし水の勇者は勇者としての務めを放棄し、現在全く活動していないという話だ。

			　期待を裏切られた民衆は勇者に対して初めて疑問を持つようになった。

			　これに慌てたのは青龍の国の上層部だ。

			　このままでは国家の基盤が崩れることにもなりかねない。

			　だから彼らはここ数年、これは「神の与えた試練だ」と吹聴し続けていたらしい。

			　それがいつしか『勇者とは神の代行者だ』と言われるようになり、サムは信仰の対象として認識されていた。

			　勇者ならば負けたり死んだりすることがあるが、神ならそれはないからだそうだ。

			　しかし、その『神』が負けてしまった。

			　しかもそれを成したのはスキルが１つだけのハズレ者だった。

			　途端に彼らは夢から覚めた。

			　その時に目に入ったのは、碌に訓練もせず、ブクブクと太ったハズレ勇者であったのだ。

			　だからここにサムを置いておくのは不味いという。

			　暴走した青龍の国の住民に殺される可能性があるからだ。

			「私を含め、ほとんどの兵士はもちろんサム様を『神』だなどと思ってはおりません。しかし誤った信仰を持ち、裏切られたと感じている者も少なからず存在するのです。このままこの砦でお預かりしていては死の危険が伴います。どうか玄武の国へとお連れしていただけないでしょうか」

			「いや、いくらなんでも極端ではありませんか？　神でなくても勇者ではあるのですよ？　国が勇者を手放すなんて聞いたことがないのですが」

			「実を言うと夜が明けるまでは、サム様を擁(よう)護(ご)する声が大半を占めていたのです。しかし夜が明け、目が覚めたサム様は昨日起こったことを直視できずに部屋へと閉じこもってしまいました。そのことを聞いた兵士たちは一気にサム様を見限りました。『困難に立ち向かわない勇者は勇者ではない』と言ってね」

			「そんな！　そういう風に育てたのは青龍の国ではないですか！」

			「全くおっしゃる通りです。しかし勇者に過剰な期待を抱くこの国では、これが常識としてまかり通っております。他国の者と接する機会が多いこの砦の兵士ですら何人かはいるのですから、国内の者たちはその比ではありません。ですが、流石に勇者を殺害してしまっては国としてのメンツが立ちません。どうか我が国を救うと思ってお願いできないでしょうか」

			　酷い話だ。

			　この砦の責任者はまだまともだが、彼もサムではなく国のメンツを重視している。

			　作業している兵士たちの中にはサムに汚いものでも見るような目を向けている者もいる。

			　確かにここに置いておくのは危険すぎる。

			　昨日の動きを見る限り、サムは実戦経験どころか訓練をしていたかどうかも怪しい。

			　そんな動けないサムを誰が敵だか分からない砦に放置すれば、下手すると暗殺されてしまうだろう。流石にそれは避けたかった。

			　俺たちは相談の後、サムを玄武の国の砦へと連れ帰った。

			　そしてその夜、サムは目覚めたのだった。

			　

			「む？　……良かった夢だったのか。フハハ、そうだ、そうだよ、そうなのだ！　この俺様を見限ってカズハや兵士たちが逃げ帰るなどありえないことではないか！　しかしこれは随分と粗末なベッドではないか。おい、誰かいるか！　すぐに俺様のいつもの極上ベッドを用意しろ！　それと腹が減った！　喉が渇いた！　誰かいないのか！」

			「さっきから隣にいるよ、馬鹿野郎」

			「ギャアアアァァァ!!」

			　サムはベッドから転がり落ちて、そのまま部屋の隅へと逃げていく。

			　この豚野郎は起きるなり、周囲の確認もせず、寝たままの状態でブツブツ文句を言い続け、大声で天井へ向かって命令をしていたのだ。

			　だからすぐ隣に腰掛けていた俺たちに気づきもしなかった。

			　正直ここまで酷いとは想像もできなかった。

			　まさかとは思うが、今までずっとこの状況だったのだろうか？

			　そうであるなら、もはや処置なしとなるのだが。

			「きっ貴様は昨日、俺様を倒したハズレ男！　だっ誰かいないか！　いないのか！　たっ助けてくれ！　殺さないでくれ！」

			「お前なぁ……仮にも勇者だろうが、自分で何とかしようとは考えないのかよ」

			「ヒィィ！　おっ俺様は勇者なのだぞ！　偉大なる氷の勇者様なのだぞ！　来るな！　近寄るな！　カズハ！　フタバ、ミユキ、シオン、イツカ、ムツキ、兵士！　誰でもいい！　誰か助けてくれ!!」

			　サムは声を張り上げて、この場にいない者たちへと救いを求める。

			　だが、その声が届くことはありえない。絶対にありえないのである。

			「そいつらは全員逃げ帰ったよ……この砦どころか、この町にすらいないぜ」

			「何を……何を言っているのだお前は！　それではあの悪夢が現実になったとでも言うのか！」

			「それは悪夢でも何でもなくて現実だよ。ちなみにお前は青龍の国の砦も追い出されたから、俺たちが玄武の国の砦に連れてきたんだぞ」

			「嘘だ……嘘だ……」

			「信じたくない現実には目を背けて耳を塞ぐってか？　そんなんでよく『勇者』なんて名乗れたな、お前は」

			「うるさい！　うるさい！　この世界は俺様のものだ！　なぜなら俺様は勇者だからだ！　何で思い通りにならない！　勇者は至高の存在！　誰も彼もが頭を下げて、思いのままに生きられる！　それが勇者ではないか！」

			「そんな勇者論、生まれて初めて聞いたぞ」

			　サムはそれからひとしきり罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)を吐き続け、しばらくすると膝を抱えて泣き出してしまった。

			　俺たちはそれを呆れた調子で見ている。

			　死んでいると思っていた弟が、他国で勇者をしていると聞いた時は、驚きと嬉しさが込み上げてきたものだった。

			　しかし今は会わなければ良かったと後悔している。

			　この世に生を受けてから実に10年間。歪んだ環境で育つと人間というのは、こうも変質してしまうのか。

			　俺には目の前の哀れな弟に掛ける言葉を見つけることができなかった。

			　しかし、その状況で動いた人がいた。

			　誰あろう俺の母親であるステラ＝ロックウェルその人である。

			　母さんはサムの下へと向かっていく。

			　その足音を聞いたサムは、体をガタガタと震わせて後ずさるが、今いる場所は既に部屋の隅である。

			　それでもサムは母さんから距離を取ろうとして、遂に壁に張り付いてしまった。

			　母さんはサムに近づき、そしてその体を抱きしめた。

			　母さんは何も言わない。

			　サムは何も言えない。

			　俺たちは黙って見ている。

			　部屋の中には重苦しい沈黙だけが続いていた。

			　しばらくすると、母さんはサムから離れた。

			　その頃にはサムの涙は止まり、落ち着きを取り戻した様子であった。

			　流石は母さんである。子供の扱いはお手のものだということか。

			　きっとこれから母親らしく優しい言葉を掛け、サムを諭すのであろう。

			　この場の全員がそんなことを考えていた。

			　だが俺の母親はそんな甘い女性ではなかったのだ。

			「まずは自己紹介からさせてもらいますね。私の名はステラ、ステラ＝ロックウェルです。貴方とナイトとライの実の母親です」

			「そっそうか、貴方が母親か。貴方は俺様の味方と考えて良いのだな？」

			「それは貴方次第ですね。それで？　貴方のお名前は？」

			「はぁ？　貴様、俺様の名前を知らないとでも……」

			　ズバン！　ドゴン！

			　聞いたこともない音が部屋の中に響き渡る。

			　見ると、サムが吹き飛ばされて床に激突し、顔を押さえて怯(おび)えている。

			　母さんは右手を振り下ろした格好だ。

			　その手は真っ直ぐに伸ばされており、綺麗に整えられた爪が眩(まぶ)しく光っていた。

			　えっ？　まさか先程の音は母さんがサムをビンタした音だったのか？

			「私は貴方の名前を尋ねたのです。覚えていないのならば初対面と同じです。初めて会ったのならば、まずは挨拶からでしょう」

			「きっ貴様、俺様を誰だと思っている！　俺様は偉大なる……」

			「貴方が勇者であろうと、神であろうと関係ありません。もう一度だけ聞きます。貴方のお名前は何ですか？」

			　怖い。

			　ただ名前を聞いているだけなのに、母さんから殺気が迸(ほとばし)っている。

			　正直魔族に襲われた時よりも怖い。

			　そんな状況にサムが耐えられるわけがない。大人しく自分の名前を母さんへと告げた。

			「大変よろしい。では次にロック王子やお父様たちに対しても挨拶をなさい」

			「おっ俺様は……」

			「言い訳無用！　さっさと立って！　さぁ！」

			「はっ、はい！」

			　サムは立ち上がり、俺たちに対してもぎこちなく名乗り出す。

			　それを受けた父さんが同じように名乗り、俺たちもそれに続いたのだった。

			「大変結構。さぁこれでお互い名乗り合いましたね。そろそろお腹が空く頃でしょう。皆さん食堂で夕食にいたしますよ」

			　母さんの合図で俺たちは食堂へと向かい、夕食を食べた。

			　そして食事が終わり、部屋に戻った後、母さんがサムをこのまま玄武の国へと連れ帰るよう提案してきた。

			　サムは当初嫌がっていたが、このまま青龍の国に残した場合、最悪殺されてしまうと教えると震え上がり、一も二もなく頷いて同行を申し出た。

			　そして来た時と同じく高速馬車に乗ってタートルの町まで戻ってきた俺たちは、サムの件を王宮へと報告。

			　流石にこの状況で氷の勇者を青龍の国へと戻すことは危険と判断し、国王陛下の許可の下、氷の勇者、サム＝Ｌ＝アイスクリムの玄武の国での滞在が正式に認められることとなった。

			　しかし勇者とは国の代表者としての側面もあり、土の勇者であるロックと闇の勇者であるアナの育成は原則非公開となっている。

			　それにサムは今まで散々贅沢な暮らしをしてきて、それが当たり前だと思っている節があるので、その改善もしなければならない。

			　そんなわけで氷の勇者である我が弟サム＝Ｌ＝アイスクリムは謎の転入生サムエル君として我がタートル孤児院に放り込まれたのだ。

			　この馬鹿な弟を立派な勇者へと育成する。

			　我がタートル孤児院には世界の命運が託されることになったのだった。

		

	
		
			　

			第24話　何も知らない氷の勇者

			　

			　朝起きれば、そこはふかふかのベッドの上。

			　隣には見目麗しいお姉さんが待機しており、声を掛けるだけで美味しい朝食が運ばれてくる。

			　豪勢な服を着て、過剰なまでのお付きを引き連れ、部屋の外に出れば皆が跪いて必要以上に持ち上げてくれる。

			　思い通りにならないことなど何もなく、誰もが彼の言うことに従ってくれる。

			　サムが今まで過ごしていた世界はそんな場所であった。

			　孤児院は全く違う。

			　朝起きれば、そこは雑魚寝のせんべい布団の上。

			　右も左も子供たちに囲まれており、体の上に子供たちが転がっていることすらある。

			　日が昇る頃に目を覚ましたら、冷たい水で顔を洗って朝食の準備に取り掛かる。

			　昼と夜の食事は大人が面倒を見てくれるが、朝食は自分たちで作らなければならないのだ。

			　つぎはぎだらけの服を着て、部屋の外へ一歩踏み出せば、そこは戦場だ。

			　光り輝く青い髪と瞳を持つサムは子供たちに大人気。

			　孤児院で暮らすようになってから毎日のように追い掛け回されているのだ。

			　もちろん『偉大なる氷の勇者様』であったサムからすれば、子供たちに群がられても良い気はしない。

			　しかし母と兄から「子供たちに傷をつけたりしたら許さない」と言われてしまっていては手が出せない。サムの心の中には母と兄が恐怖の象徴として刻み込まれているからだ。

			　思い通りにならないことばかりで、誰も彼の言うことに従ってくれない。

			　これが孤児院でのサムの暮らしぶりであった。

			　今まで贅沢な暮らしを満喫していたサムは、最初の頃は孤児院での生活に面くらい、ことあるごとに文句を言っていたが、今ではすっかり順応している。

			　理由は色々とあるが、一番のキッカケは子供を助けたことにあったのだろう。

			　ある日、外で遊んでいた子供の１人がちょっとした段差になっている場所に気づかずに下へと転がり落ちて、骨を折る重傷を負ったことがあった。

			　子供たちは泣きわめき、怪我をした子は動けない。

			　たまたま近くにいたサムは子供たちに呼ばれたが、どうして良いのかなんて分からない。

			　しかし、対処方法は分からないけれど、せめて痛みを軽減しようと、怪我をした箇所を氷で覆って冷やしたのだ。流石は氷の勇者、氷の扱いはお手のものである。

			　結果的に骨折の痛みを緩和する結果となり、サムは骨を折った子供に感謝された。

			　今まで散々持ち上げられてきたサムであったが、本当に感謝されたことなどなかったのだろう。どう反応したら良いのか分かっていない様子であった。

			　しかしその事件があってから、サムは積極的に子供の面倒を見るようになった。

			　やはり子供の成長において、環境は大事なのだなと実感したのであった。

			　

			　一方、俺はと言うと、薬局の仕事と孤児院での副院長の仕事に加えて、遂に商人としてデビューを果たしていた。

			　とは言え、やっていることは広場での路上販売だ。

			　青空市場という場所があり、町の住民や、近くの村からやって来た農民たちが、持ち寄った日用品や農作物を売っているのだ。

			　俺は薬局も孤児院も落ち着いている時を見計らい、そこで自作の薬や便利グッズを販売している。

			　しかし売上は芳しくない。

			　そもそもアイデア商品である上に、子供である俺が売っているため、あまり客が寄ってこない。

			　それにわざわざそんなものを買わなくても生活できるので、金を払う人が少ないのだ。

			　前世の記憶を参考に、色々な物を作ってはいるのだが、結果も反応も今ひとつである。

			　商人という職種を舐めていたつもりはない。

			　しかし今まで読んできた小説や漫画では、異世界に飛ばされた主人公たちは、日本の品物を売ることで楽々と巨万の富を得ていた。

			　実際初めて売りに出した計量カップとスプーンは売れたのだ。

			　しかし現実に商品は売れていない。

			　最初のあれはただのビギナーズラックだったということなのか。

			　

			「いや、そんなことはないと思いますけどね」

			　孤児院の院長室でエースは俺にそう言った。

			　俺たちは今、書類仕事に取り掛かっている。

			　孤児院での俺の仕事は大きく分けて３つある。

			　１つ目は子供たちの遊び相手になってあげること。

			　２つ目は子供たちに勉強を教えること。

			　そして３つ目は孤児院の収支の計算をすることだ。

			　もちろん、俺以外でもできることはできるのだが、計算のスピードも正確さも俺がダントツなのである。

			　ロゼもエースもナインもジャックも、計算では俺には敵わない。

			　伊達に日本で30年間生きてはいなかったということだ。

			　俺は孤児院で使った経費を１つ１つ書き出して、計算している。

			　前院長の汚職の影響で、通常１年単位で提出していた収支報告書を３ヶ月ごとに提出しなければならなくなったので忙しいのだ。

			　俺はまとめた収支報告書を見直し、計算間違いがないか確認すると、クリップでそれを留め、提出用の封筒へとしまい込んだ。

			　同じ部屋で働いているエースは感心したように『それ』を見つめている。

			　この『クリップ』は俺のアイデア商品の１つだ。

			　当然、日本の商品をパクったものであり、孤児院出身者が働いている工房に頼み込んで作ってもらった代物である。

			　売れると思って作ったのだが、売れ行きは芳しくない。

			　現状、使われているのは孤児院と薬局と兵士の詰め所だけなのである。

			「ほら、やっぱ便利じゃないですか。ナイト様、このアイデアは凄いですよ」

			「凄いですよ、と言われてもな。現状サッパリ売れていないのだが」

			「う～ん、それはあれですよ、名前が知られていないのが原因ではないですかね？」

			「名前？」

			「ええ、計量カップやスプーンは薬局のロックウェルの名義で売りに出したじゃないですか。あの店は長く続いている名店ですから、その名前が品質を保証してくれたというわけです」

			「俺の名前では駄目だと？」

			「私たちはナイト様の凄さを知っていますし、計量カップやスプーンを思いついたのもナイト様だと知っています。しかし一般市民は誰も知りませんし、言ったところで信用しないでしょう。失礼を承知で言いますが、ナイト様はまだ12歳の修業中の身の上なのです。信頼を得るには年齢も実績も足りないということですね」

			　エースの言うことは正論だ。

			　当事者でなければ俺だって、子供の作った商品など買いはしないだろう。

			「むう、そうか。ではどうすればお客が買ってくれるだろうか？」

			「最も良い方法はやはりロックウェルの名を使うことです。そして責任者としてナイト様の名を売り込めば、そのうちナイト様本人の名も知られるようになるかと」

			「でもこれは薬局で売るような商品じゃないだろ？　だから俺は、俺個人としての知名度を上げたいのだが」

			「そうすると、何か別の分かりやすい品物を売って、そのついでに買ってもらうのが１番ではないでしょうか？」

			「新商品を売るために、別の新商品を餌にしろってか？　難易度高すぎだろ」

			「未だ修業中の身の上で商人たちの仲間入りをしようとしているのです。既に難易度は高止まりしていますよ」

			「それもそうか」

			　エースの言うことは無茶苦茶なように聞こえるが、当たり前といえば当たり前だ。

			　前世の地球でも、知らないメーカーの品物よりも、名前が知られている大手メーカーの品物のほうが売れていたし、実際俺も買っていた。

			　もちろん新興メーカーの品物にだって良い物はあったのかもしれない。しかしそれを手に取ってみようとは思わなかった。

			　実際に買ったのは、それなりに口コミが広がった後だったのだ。

			　なるほど、俺の失策が理解できた。

			　最初に名前を売り、客を付けるには、まずはお客が買いやすいものを売らなければならなかったのだ。

			　そうして俺の店のファンを増やしていけば、そのうちに見たこともない新商品でも『試してみよう』『買ってみよう』と思ってくれるようになるのだろう。

			「とすると、これでは駄目だな。そういえばそろそろあれが収穫できるはず。ならば次はあれを売ってみるか……」

			　アイデアはたくさんある。

			　俺は日本にあったものの中で売れそうな品物を、いくつかピックアップしていった。

			　

			　秋も深まる頃、タートルの町は収穫祭で賑わっていた。

			　秋は収穫の季節。春から夏を越えて秋に実った農作物を刈り取り、今年の収穫を神様に感謝する。そして厳しい冬を越えて、来年もまた無事に収穫できるようにと祈る。

			　日本だろうと、異世界だろうと、同じように季節が巡っているのなら、同じように祝い事はあるものなのだ。

			　収穫祭には大量の屋台が軒を連ね、多くの食料品がそこかしこで売られている。

			　町から町へと移動する芸人の一座が場を沸かせたかと思うと、貴族お抱えの楽団が勇壮な演奏で盛り上げる。

			　そんな楽しい収穫祭の最中、薬局のロックウェルの隣の空き家の前で、俺はキノコを焼いていた。森に生えていたのを孤児院の敷地にある空き倉庫に移して繁殖させたものである。

			　去年、あまりの旨さに栽培にチャレンジしてみたら予想外に大繁殖したため売ることにしたのだ。

			　この道は人通りも多いので、それだけ売上も期待できる。

			　大通りを歩いている人たちの下へと、やけに香ばしい匂いが届いていく。

			　匂いの元は俺が焼いているキノコだ。ただ焼いているだけで食欲を刺激する匂いを出すのだ。

			　かなりの数の通行人が俺の屋台へとやって来る。

			　しかし焼いているのがキノコだと分かると、ほとんどの人は離れていく。この世界では、キノコはあまり一般的に食べられていないからだ。

			　それでもキノコの旨さを知っている人は購入していく。

			　ついでに隣に並べた俺の商品も見て、買っていってくれる。

			　そうして得られた売上は、これまでを遥かに超えるものとなった。

			　これで確信した。客寄せには料理が１番だ。

			　そうなると、俺の知っている料理人に協力を要請すべきだろう。

			　俺は収穫祭が終わった後、闇の神殿でアナに協力を要請しようと決めたのだった。

			　

			　Side：ダイアナ

			　ナイトが収穫祭でキノコを焼いて売っているらしい。

			　私は、闇の神殿の中でそんな噂を耳にした。

			　今、町の中は収穫祭の真っ最中だ。

			　ナイトは最近商人の真似事を始め、路上販売をしていると聞いた。

			　売上は芳しくないらしいが、次々と新しいことに挑戦するナイトはやっぱり凄い人だ。

			「ロックウェル家の長男が商人の真似事なんて」と陰口を叩く人もいるが、薬局だって立派な商売だし、そもそも闇の神殿には商人からの寄付金も多い。

			　商人は物を流通させ、社会を回す立派な仕事だ。

			　それを馬鹿にしてどうするのか。私にはサッパリ理解できない。

			　それはともかくキノコである。

			　聞くところによると、町の裏の森に生えていたキノコを孤児院の中で栽培し繁殖させたものを売っているらしい。

			　もっともキノコはあまり食べられていないので、購入する人は少ないみたいだが。

			　料理好き、美味しいもの好きの私としては、正直食べてみたい。

			　だがこの時期は神殿も忙しい。

			　闇の神殿の巫女には２つの顔がある。

			　闇の巫女としての『戦闘任務』と神殿を管理するための『通常任務』だ。

			　この時期は神殿に参拝する人たちも増えるため、通常任務のほうが忙しくなるのだ。

			　特に少し遠くの村に住んでいる人たちは、収穫祭のこの時期に合わせてスキル授与の儀式を行うことが多い。

			　だからこの時期は忙しくて外には出られない。

			　そのはずだった。ロックが神殿にやって来るまでは。

			「大至急、闇の神殿の巫女たちの力をお借りしたい」

			　開口一番、ロックはそう神殿長にお願いしてきた。

			　ここは神殿奥の応接室。

			　ロックはハロルドさんを従えて闇の神殿を訪ねてきた。

			　仮にも勇者がやって来て、「闇の神殿の巫女の力を借りたい」と言う。

			　これはすなわち『戦闘任務』の依頼だということだ。

			「珍しいじゃないか、収穫祭のこの時期に。何か問題でも起きたのかい？」

			「まだ起きてはおりません。正確に言うと『問題が起きる前に対処したい』のです」

			「つまりこれから何か起きるかもしれないと？」

			「ええ、収穫祭に混じって青龍の国から芸人の一座が何組もこの町を訪れているのですが、それが例年に比べて明らかに多いのです」

			　ロック曰く、氷の勇者であるサムを狙って青龍の国から刺客が紛れ込んでいるかもしれないとのことだ。

			　正直言って考えすぎだと思う。

			　そもそも自分たちで勇者を見限っておいて、他国に流れたら暗殺とか短絡的すぎる。

			　仮にもこの世界にある４大国の１つだ。そこまで愚かとは到底思えない。

			　……とか考えていた時期が私にもありました。

			「くそう！　離せ！　離しやがれ！」

			「私を誰だと思っているのです！　青龍の国の公爵家の娘ですよ！　離しなさい！」

			　目の前に転がっているのは、孤児院の襲撃を企てた旅芸人の一座のメンバーだ。

			　彼らは揃って縄を掛けられ、闇の神殿の最奥の建物の一室に放り込まれている。

			　その顔はよく見れば、国境の町で見た者ばかりだ。

			　リーダーの女性はサムの第１婦人だった人物である。

			　男性は女性がサムと別れた後にキスをしていた人だったはずだ。

			　彼らは氷の勇者であるサムの暗殺のためにタートルの町を訪れたという。

			　私はもう呆れてものも言えない状態である。

			「それで？　お前たちもサムの死体が欲しくてわざわざここまで来たということで良いのか？」

			　私の代わりにロックが彼らに問いかける。

			　既に捕まえた他の連中から、彼らの目的は聞き出している。

			　それでも情報のすり合わせは必要だからと、全ての人物から話を聞くことにしているのだそうだ。全くご苦労なことである。

			「ええ、そうよ！　あのハズレ勇者が生きていては、私たちの人生にとって大いに邪魔となるの！」

			「そうだそうだ！　あのガキを見限って国に帰ったら何て言われたと思う？　『勇者を見捨てた恥知らず』だぜ？　あんなガキに付き合っていたら命がいくつあっても足りないから見限ったのに、そうしたら国の中では村八分状態！　こうなったらもう、あのガキを殺す以外に方法がないじゃねーか！」

			　酷い話だ。酷すぎる。

			　この人たちは本当に揃いも揃って勇者を見捨てた後のことを考えていなかったのだ。

			　そして勇者を見捨てたらどうなるかを実感して、出た結論が『勇者は弱くて死んでしまいました。私たちの判断は正しかったのです』ということにしようとしたらしい。

			　だから彼らはサムを殺すために、ここまでやって来たのだ。

			　もう一度言う。酷すぎる話だ。

			　人間相手に吐き気を覚えたのは初めてだ。

			「さぁ、早くこの縄を解いて、あのハズレ勇者の死体を持ってきなさい！　それで全てが丸く収まるのよ！」

			「そうだぜ！　お前らだってあの馬鹿ガキには辟(へき)易(えき)しているんだろう？　役に立たねぇ勇者は始末するに限る！　当たり前のことだろうが！」

			　黙っていれば言いたい放題だ。

			　ここにサムがいなくて良かった。

			　見捨てられた上に勝手な理由で殺しに来たと知らされたら、心が壊れかねないから。

			「それはできない相談だな。我が国にとっても氷の勇者であるサムは重要人物だ。何よりも最近のサムは段々とまともになってきていると報告が上がっているからな」

			「ははっ、何言ってんだ、あんた？　あの無能がまともに？　一体どうやったらそんなことができるんだよ！」

			「何、簡単な方法だ。兄と母親が鉄拳制裁を食らわせた後で、孤児院に放り込んで共同生活をさせ、しっかりとした大人の手で教育を施す。やったのは僅かにこれだけだな」

			「ふざけないでよ！　ならどうして私たちといた時は、あんなクズに育ったわけ？」

			「簡単なことだ。お前たちがクズだったからだろう」

			「なっ！」

			「子供の成長にとって周囲の大人がいかに重要なのかが分かる好例だな。安心しろ、サムの周りはこれからもまともな大人で取り囲んで、立派な勇者に育て上げるつもりだ」

			「冗談じゃないわ！　それじゃあ私たちの生活が元に戻らないじゃない！」

			「安心しろ、お前たちはもう生活をする必要はない」

			「えっ？」

			「は？」

			「青龍の国から『我が国の汚点の除去に協力を要請する』と連絡を受けていてな。お前たちはこれから、この部屋の中で『処理』される。だから今後の生活など気にする必要はないのだ」

			　そう言ってロックは部屋から出ていった。私もその後に続いていく。

			　闇の神殿の巫女の仕事には『戦闘任務』があり、その中には当然『処理』の仕事も存在している。

			　だが私はまだ訓練中だからという理由で、この手の任務からは遠ざけられていた。

			　後ろでは、これから何が起こるのかをようやく理解した青龍の国の汚点たちが必死になって暴れている。

			　だが、私もロックも彼らを助けるつもりは毛頭ない。

			　そもそも勇者を暗殺しようとして無事に国に帰れるのだと考えている時点で甘いのだ。

			　私は一度も振り返ることなく、闇の神殿の関係者と王宮の一部の者のみが知っているこの場所、通称『玄武の国の闇』から出ていった。

			　結局、収穫祭が終わるまでにこの建物で『処理』をした『青龍の国の汚点』は３桁を超えた。

			　私は身近に存在する血なまぐさい現実と、遠くから聞こえる収穫祭を祝う音とのギャップに頭をふらつかせ、「こんな時にナイトが側にいてくれたら」と、思わず溜息をついたのだった。

		

	
		
			　

			第25話　早すぎる卒業

			　

			　冬を越え、そして春になった。

			　俺とロゼが薬局のロックウェルで働き始めてから３年が経過したことになる。

			　この日、俺とロゼは店の奥の応接室でジャックとナインに向き合っていた。

			「ナイト様、ロゼッタ様。お２人がこの店で働き始めてから、本日で３年となりました」

			「もうそんなに経ったのか」

			「早かったわね」

			「その間色々と、本当に色々とありましたが、最大の出来事は、やはり計量カップとスプーンの発明でありました」

			「いや、それほどのことか？」

			「それほどのことです。あれが発明されたおかげで、ほとんどの作業が効率化され、質の良い薬が大量に出回るようになりました。その結果、町の住民たちへ効果の高い薬が安く大量に届くようになったのです。これは貴方が思っているよりもずっと凄いことなのですよ、ナイト様」

			　そう言われると照れる。

			　当たり前のことを指摘しただけのつもりだったのに、これほど劇的な効果があるとは正直考えもしなかった。

			「そしてお２人のような『修業中の見習い』に対しても重要な出来事でございました」

			「何かあったのか？」

			「単刀直入に申し上げます。お２人の修業は本日をもって終了となります」

			「は？」

			「え？」

			「もはやこの店においてお２人に教えることは何もありません。これにてお２人は卒業です。おめでとうございます」

			「いや、待て待て待ってくれ！　何を言っているんだ、ジャック！」

			「私たちはまだ３年しか修業していない。修業期間は８年間のはずでしょう？」

			　俺とロゼは慌ててジャックに疑問をぶつける。

			　10歳から18歳までは修業の期間であり、その間に将来必要な技能を学ぶ。

			　これがこの世界の常識だ。

			　それなのに３年で修業が終わりとは一体全体どういうことなのか。

			「理由はやはり計量カップとスプーンの発明です。あれのおかげで修業期間が劇的に短縮されてしまったのです」

			「薬師の修業ってのは言ってみれば『必要とされる薬をキチンと調合できるようにする』ためのものだからね。今までは全て手作業でやってきたから８年もの時間が掛かっちまっていた。しかし計量カップとスプーンの出現で全てが変わった。あれのおかげで、『必要な分量を正確に覚えているかどうか』だけが重要になっちまったのさ」

			「そしてお２人は現在市販されている一般的な薬の調合比率を全て記憶されております。実際に作った薬も全てが高い効果を持っていることが確認できております。よって、これ以上この店でお２人が学ぶ必要はなくなったのです」

			「自分で言っていてびっくりだけどね。知っているかい？　この間までお２人が作っていた薬はちょっと前なら一人前の薬師でも手こずるほどの代物だったのさ。それが薬師になって３年の素人でも作れるようになっちまった。まさに時代が変わったのさ」

			「つまりナイト様は時代を変えたのです」

			　それを聞いて俺の体には震えが走った。

			　時代を変えた。俺が時代を変えた。

			　いや違う、そうじゃない。

			　俺じゃない、変えたのは計量カップとスプーンだ。

			　つまり俺がもたらした異世界の技術が変えたのだ。

			　たったあれだけのことで修業期間が８年間から３年間へと短縮された。

			　俺が何気なく行ったことで、ここまでの影響が出てしまったのか。

			　俺は愕然とし、同時に恐ろしくなった。

			　異世界の知識を一滴垂らすだけで、世界の色は劇的な変化を起こした。

			　俺が今までこの世界に落とした異世界の知識はどれほどだろうか？

			　いや俺が、俺という異世界の知識を有する異物がこの世界に存在するだけで、どれだけの影響が世界に起こっているのか。

			　俺は怖くなった。

			　ジャックとナインが何かを言っている。

			　ロゼも俺の様子が変だと気づいたのか、窺うような視線を向けてくる。

			　だが俺は何も言えない。

			　俺が異世界からの転生者だということは、父さんと母さんしか知らない秘密だからだ。

			　そうだ、相談しよう。困った時は相談だ。

			　正直これは俺１人の手には余る。

			　俺は全員に外出を告げ、ロックウェルの屋敷へと向かったのだった。

			　

			「それの何が問題なのだ？」

			　サムを国境から連れ帰って以来、久々に会った父さんは、俺の相談に対してそう答えた。

			　ここはロックウェルの屋敷の父さんの部屋、俺がスキル授与の儀式を受けた日に母さんと共に入った場所だ。

			　家を出て以来、呼び出されるまで一度も帰ってこなかった長男が突然帰宅したため、屋敷の中は少しざわついている。

			　それでも母さんの鶴の一声で屋敷は静まり、俺は応接室へと通された。

			　そして父さんの帰宅を待って、ライとも久々に再会の挨拶を交わし、父さんの執務室へと移動したのだ。

			　そしてジャックから薬師の修業が終了したことを告げられたと説明し、その原因となった異世界の知識の危険性を指摘した。

			　それなのに返ってきた答えは「何が問題なのだ？」である。

			　俺はカチンと来て、もう一度父さんへと説明を始めた。

			「ですから、たったあれだけの知識を広めることで、これだけの影響があったのです。安易に異世界の知識を広めて良いものかと思いまして」

			「良いに決まっているだろう。作業は効率化し、薬の質は高くなり、市民たちも効果の高い薬を安く買えるようになった。そして修業期間も短くなった。一体何が問題なのだ？」

			「異世界の知識とはこれほどの影響力がある代物なのです。俺にこれを広める権利があるのかと思いまして……」

			「それは考えすぎだな、ナイト。前にも説明したが、前世の知識があるということは、大量の本を呼んで知識を蓄えているのと同じ状態なのだろう？　ならばその知識はお前が自由に扱う権利がある。よって広めたところで何も問題はない」

			「それに貴方が広めた知識はどれもこれも簡単なものでしたでしょう？　つまり貴方が広めなくても、その内誰かが思いついていたはずのものです。少し早めに良いことを知れたのですから問題などあるわけがありません」

			　同席していた母さんも、父さんと同じ意見のようだ。

			　知識は蓄えた者に扱う権利がある。

			　少し早めに良いことが広まった。

			　なるほど、そういう考え方もあるのか。

			「そもそもだ、この世に生を受けた者たちは皆持っているものが違うのだ。身長、体格、性別、家格、生まれた国も授けられたスキルすらも違う。剣に優れた者は剣を活用できる職種に就き、家格が優れている者は生まれた時から他者とは違う人生を送ることができる。前世の記憶があり、それを活用できたところで、それは他と同じくお前の個性でしかない。罪を犯したわけでもないのに、持って生まれた個性を使って文句を言われる筋合いなどないのだ。お前はお前の思う通りに生きる権利があるのだよ。もっとも、周りに迷惑を掛けなければの話ではあるがな」

			「分かりました。ありがとうございます、父さん、母さん」

			　俺は屋敷を出て薬局のロックウェル２階の俺とロゼの部屋へと帰った。

			　その足は店を出た時と比べて随分と軽くなっていた。

			　翌日、俺とロゼの薬師見習いの卒業が他の従業員たちに告げられた。

			　彼らは俺たちを褒め称えてくれた。

			　そこに得体の知れない知識を授けた相手に対する恐れは存在しない。

			　計量カップもスプーンも彼らの常識の範囲の話だからだ。

			　

			　そして俺たちには『次』の決断が求められた。

			　すなわち、このままこの店で正式な従業員として働くか、さもなくばこの店を出て別の人生を歩み出すかである。

			　俺たちが住んでいる部屋は、店の２階にある従業員宿舎だ。

			　従業員でなくなるのならば出ていかなくてはならないのだ。

			　修業期間が終わることは全く予想外の事態であった。そのため、何の準備もしていなかった。

			　しかし俺たちはこの店の正式な従業員になるわけにはいかない。

			　修業中の身から正式な従業員になるということは、丸々空いていた午後の時間までも仕事に当てなくてはならなくなり、孤児院の仕事ができなくなることを意味する。

			　そして俺とロゼが孤児院の仕事を今辞めると、今年度の責任者が不在となり、孤児院が回らなくなるのだ。

			　元々孤児院は俺たちの修業終了時、つまりあと５年間は今と同じ体制で行う予定であった。

			　だが孤児院に掛かりきりになるわけにもいかない。

			　先々代の院長が孤児院に掛かりきりだったから、今回からは院長も副院長も少し距離を置いて孤児院と接すると決められていたからだ。

			　つまり俺とロゼは、孤児院に住むことはＮＧなのである。

			　薬局に勤めるわけにはいかない。

			　孤児院を見捨てるわけにはいかない。

			　そして孤児院に住むこともできない。

			　つまり選べる選択肢としては『薬局を辞めて、孤児院は辞めず、でも孤児院には住まない』ようにすることだ。

			　早い話が『どこかに家を借りてそこに住め』という状況なわけである。

			　しかし俺は13歳で、ロゼは17歳だが見た目は10歳。

			　とても家なんて借りられない。

			　というか、下手な場所を借りると、寝込みを襲われそうだ。

			　忘れがちであるが、俺は副将軍の息子であり、ロゼは本物のお姫様なのだ。

			　今まで無事に過ごしてこられたのは、周囲を24時間体制で守っている護衛たちと大人も多く暮らす防犯体制がしっかりした従業員用宿舎に住んでいたからである。

			　つまり俺たちは『防犯がしっかりしていて、信頼できる大人が周囲にたくさんいる家を借りて暮らさなければならない』のである。

			　それは割りと簡単に見つかった。

			　そこは収穫祭の時に、俺がキノコを焼いて売っていた場所。つまり薬局のロックウェルの隣に建っている空き家である。

			　ちなみに隣の建物は空き家扱いではあるが、人の出入りは結構ある。

			　そこは空き家に見せかけて、エースたち護衛が詰めていた場所だったからだ。

			　俺はエースに事情を説明し、隣の建物に住むことを決定。

			　そしてついでに俺は自分の商会を立ち上げて、ここを本部にすることにした。

			　更に俺は護衛としてエースたちを正式に雇うことになった。

			　具体的に言うと、建物の所有者と話し合い、この建物を丸々俺が借り受け、１階を薬局と同じく店舗にし、２階も同じく宿舎に改造する。

			　そして俺とロゼに加えて、護衛たちも同じ場所で寝起きするのだ。

			　全ての問題を一度に解決するパーフェクトな回答。

			　これには建物の所有者の理解が必要不可欠であったが、何も問題はなかった。

			　建物の所有者は『ロックウェル家』。早い話が俺の実家だ。

			　この建物もロックウェルの所有物であったのだ。

			　父さんも母さんも快く、かつ格安で物件を貸してくれた。

			　無料で貸さなかったのは、俺を一人前だと認めた証だという。

			　引越し作業が終わり、最後に看板を店先に掲げた。

			　掲げられた看板には『ナイト商会』と記してある。

			　ここに俺にとって初めての店舗兼住宅となる『ナイト商会本店』が生まれたのであった。

		

	
		
			　

			第26話　マジックアイテムを回収せよ

			　

			　薬師の修業期間を僅か３年で終え、俺はナイト商会を立ち上げた。

			　そしてあっという間に２年が経過した。

			　俺は先日15歳になり、ロゼは19歳となった。

			　この２年間の出来事を一言で表すのならば『商売無双』といったところだ。

			　ナイト商会は儲かった。物凄く儲かったのだ。

			　大通りに面しており、しかも薬局のロックウェルの隣という好立地。

			　しっかりとした店舗とテキパキと働く従業員たち。もはや隠すこともないロックウェル家のバックアップ。孤児院の子供たちも町の兵士たちも積極的に商売を手伝ってくれている。

			　闇の勇者であるアナと共同で開発した料理は売れに売れた。

			　更に店の技術顧問としてエルに協力を要請し、俺の前世の知識をフル稼(か)働(どう)させて大量の便利グッズを作成。

			『玄武の国の技術革命』とまで言われる状況を作り出し、街の風景すら様変わりを見せていた。

			　気がつけば設立して２年しか経っていないというのに、ナイト商会はタートルの町の中でも中堅くらいの地位にまで上り詰めていた。

			　ちなみに稼いだ金額だけでいえば、ダントツだ。

			　ただ設立して僅か２年ではどうしても信用も歴史も足りないため、中堅扱いされているのである。

			　もちろん批判がなかったわけではない。

			　商会の店主はまだ10代の若造。それなのに名門ロックウェル家の後ろ盾に加えて、幼馴染とは言え、闇の勇者と天才として有名な宮廷魔道士長の娘が協力しているのだ。

			　文句の１つも出てくるだろう。

			　しかし俺が金の使い方を公表したところ、その動きは一気に沈静化した。

			　むしろ町の住民たちも積極的に応援してくれるようになり、俺の店は更に儲かっていった。

			　だが俺は決して贅沢はしなかった。

			　前世の知識の中にこんな言葉があったからだ。

			『金はどうやって貯めるかよりも、どう使うかが重要である』と。

			　俺は必要以上に稼いでしまった金をどう使うか考えた。

			　俺は世界のため、国のため、そして幼馴染たちのために使おうと決めた。

			　そこで俺は散逸した、かつての勇者たちの持ち物、いわゆるマジックアイテムの回収を開始したのである。

			　この世界の国々は勇者とは切っても切り離せない関係にある。

			　故に歴代の勇者たちが使っていた武具やマジックアイテムも国の宝物庫に眠っており、勇者たちは旅立ちの際にそれらの中から必要なものを選び出して、冒険を開始するのだ。

			　だが、勇者は強力ではあるが、絶対でも無敵でもない。

			　旅の途中で力尽きた者、道を誤って邪道に落ちた者、罠にハマって騙(だま)された者。

			　そういった勇者はとても多く、何の問題もなく冒険を終えた勇者のほうが少ないのである。

			　そうなると当然勇者が持ち出したものも消息不明となる。

			　それはモンスターの体内から発見されたり、ダンジョンの宝箱の中から発見されたり、裏ルートを通って長い年月を掛けた後、ある日突然発見されたりする。

			　火を噴く槍や矢の無い弓、強力な術が封じ込められた杖や魔法を跳ね返す盾。

			　それらのマジックアイテムは巡り巡って貴族の屋敷や、大商人の金庫、犯罪集団のボスの部屋に飾られていたりするのだ。

			　そう『飾られている』だけだ。

			　勇者の手に渡れば世界平和のために使われる強力なマジックアイテムも、持ち主が違えばただの置物でしかない。

			　現在の持ち主にも言い分はあるだろう。

			　祖先から伝わる由緒正しきものだ、箔をつけるために大金を出して購入したものだなどと。

			　だが俺に言わせれば、使われない道具などガラクタと同じだ。

			　アイテムとは使われて初めて真価を発揮するのだ。

			　俺はそれらのマジックアイテムを勇者の手に戻すべきだと考えたのだ。

			　ちなみに回収しているのは基本的に『マジックアイテム』だけであり、特殊効果のない武具や『魔道具』の回収は行っていない。

			　マジックアイテムと魔道具の違いは、動力に使用者の魔力を使うか、魔石を使うかであるが、最大の違いは、人の手で作り出せるか出せないかである。

			　マジックアイテムは基本的に人の手では作り出すことができない。

			　大昔の鍛(か)冶(じ)師の中にはマジックアイテムを作成できた者もいたと伝わっているが、眉(まゆ)唾(つば)物(もの)だ。

			　だから希少性はマジックアイテムのほうが高い。

			　魔道具はむしろエルが自力で作り出せないかと挑戦中であるので、俺はマジックアイテムの回収に専念することにしたのだ。

			　これが昔のＲＰＧとかなら、勝手に家に踏み込んで部屋の宝箱を荒らし回り、持ち主の許可も取らずに持ち出して使うこともできたであろう。

			　だが現実にそれをしてしまえば、勇者といえども犯罪者だ。

			　罪を犯さずに手に入れるにはどうすれば良いのか。

			　簡単だ、それらを持ち主から買い取れば良いのである。

			　そんなわけで俺は闇の神殿の巫女や玄武の国の兵士に協力を要請し、マジックアイテムを所持している者たちをリストアップし、ある程度の金額が貯まった後、彼らにマジックアイテムの買い取りを持ちかけた。

			　もちろん一度で全てが上手くいったわけではない。

			　最初の交渉で売却に同意してくれた持ち主は２割程度であった。

			　それもほとんどが資金難だったり、マジックアイテムに興味がなかったりした者たちであり、その価値を知っていた者はそう簡単に手放したりはしなかった。

			　しかし粘り強く交渉した結果、現時点で持ち主が判明しているマジックアイテムのおよそ４割の回収に成功した。

			　そして俺が散逸したマジックアイテムを集めて回っているという話は、国から直接、玄武の国の国民へと大々的に広めてもらっている。

			　こうすることで、俺がやっていることが勇者のためになることだとアピールできるし、マジックアイテムを抱えて手放さない者への牽制にもなるからだ。

			　実際俺の行動を聞き及んだマジックアイテムの所有者のうち何人かは、俺の店へと直接売却に来たのである。

			　持っていたマジックアイテムを勇者へと献上した者もいる。

			　こうして俺は儲けのほとんどをマジックアイテムの回収に注ぎ込み、城や闇の神殿の宝物庫を潤していった。

			　そうして今日も俺はタートルの町でマジックアイテム買い取りの交渉を行っている。

			　交渉とは、スムーズに進む時もあれば進まない時もある。

			　そして時にはとんでもない相手と交渉することもある。

			　俺は今、周囲を武装した集団に取り囲まれながら交渉をしていた。

			「さて、そんなわけであんたの持っているその刀を約束通り譲っていただきたい」

			「このガキ、状況が理解できてんのか？」

			　ここは町の中流区の外れ。あまり裕福でない者たちが暮らす地区との境界線に建っている、中々大きな建物の一室だ。

			　俺はそこで、この街の裏の顔役と交渉をしていた。

			　目の前にいるのは鋭い眼光を持つこの街の裏社会のボス。

			　通称『ジョーカー』と呼ばれる細く白い男だ。

			　彼はこの町に住んでいる人間ならば誰もが知っている有名人だ。

			　裏社会のボスとして恐れられているが、一度たりとも捕まったことがないことでも知られている。

			　彼自身は特にこれといった罪を犯しているわけではないらしい。

			　しかし彼の周りには結果的に犯罪者が集まり、マフィアのようになってしまっている。

			　彼は既に10年近くこの街の裏側を仕切り続けている伝説の男である。

			　過去どこで何をしていたのかは誰も知らない。

			　年齢も不明、出身地も不明。辛うじて分かるのは男性ということくらいだ。

			　いつでも白一色のスーツを着込み、長く伸ばした髪も白一色。

			　髪で両目は隠されているが、その眼光の鋭さは気配だけでも感じ取ることができる。

			　そして強力な怨念を放つ一振りの刀を所持しているのだ。

			　その刀こそが今回のターゲット。

			　３００年前の闇の勇者が朱雀の国の『勇者の迷宮』で失ったと伝わっている『妖刀闇斬』だ。

			　初めて購入の話を持ちかけた時は鼻で笑われてしまったが、言い値で買うと言ったところ、物凄い額を提示されてしまった。

			　しかし俺はその場で契約書を交わし、購入の意思を示すために毎月決まった額を『予約金』として支払ってきた。

			　そして今回、遂に目標金額まで貯まったので、満を持して引き取りに来たのだ。

			　いつものように応接室へと通され、雑談を交わし、予約金を支払うと思っていたのだろう。

			　俺が購入費用を全額持ってきたと話した途端、ジョーカーの周囲にいた連中は得物を抜いて俺を包囲したのだ。

			「理解できているも何もないだろう？　交渉をして、金額を決定して、契約も交わした。そして予約金を払い続けていたら、購入費用が貯まったから引き取りに来た。何もおかしなことはしていないだろうが」

			「ふざけんな！　ボスがテメェに刀を渡すわけがねぇだろうが！」

			「ふざけんな、はこちらのセリフだ。契約通りの金額を用意したのだから速やかに譲ってくれないと困る」

			「おい、坊主。テメェがいくら天才とは言え、所詮はスキルが１つだけのハズレ者だ。この人数相手に勝てるとでも思っているのか？」

			「天才？　何だそんな風に言われているのか、俺は」

			「あれだけの発明をして、あれだけ儲けて、てめぇ一般人のつもりかよ！」

			「持っているスキルは『一般人』なんだけどなぁ」

			　どうやら気がつけば俺は天才呼ばわりされていたらしい。

			　まぁ少々やりすぎたきらいはあるが、まだまだ目標金額には届いていないのだ。

			　もっと儲けなければならない。そうでないととてもじゃないが、全てのマジックアイテムの回収などできないのだから。

			「つーかジョーカー、俺が契約を交わしたのはあんただ。あんたは俺との契約を履(り)行(こう)するつもりはあるのかい？」

			「てめぇいい加減に……」

			「あるぞ」

			「うえぇ!?」

			　周囲の取り巻きたちがずっこける。

			　ジョーカーは持っていた刀をテーブルの上に置く。

			　俺も同じように持ってきた金をテーブルの上に置く。

			　ジョーカーは金を数え始め、俺は刀を鞘(さや)から引き抜こうとする。

			　しかし抜けない。

			『妖刀闇斬』は特定のスキルの保持者でなければ抜くことすらできない代物なのだ。

			　

			　俺は頷き、部屋の隅へと視線を向ける。

			　そこには誰もいない。いないように見える。

			　しかし俺が頷いた瞬間、風景の中から突如、人のシルエットが浮かび上がってきた。

			　彼女は得意とする闇魔法を使い、風景に溶け込んでいたのだ。

			　その瞳は黒く、その髪も同じように黒い。

			　15歳にして艶めかしいボディラインを持ち、それをピッチリとした黒服で覆っている。

			　そして突如巻き起こる殺気の嵐。

			　部屋の中にいたゴロツキたちは身動きの１つも取れなくなる。

			　動けているのは俺とジョーカーの２人だけだ。

			　彼女はテーブルの側まで歩いてくると刀を持ち上げて、それを鞘から引き抜く。

			　その刀は彼女の髪と同じく漆(しつ)黒(こく)に輝き、怪しい雰囲気を周囲に振り撒いていた。
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			　彼女は頷くと刀を持ってその場から消える。

			　それと同時に殺気も霧散し、部屋の中で固まっていたゴロツキたちはその場に揃って膝をついた。

			「ハァハァ……なっ何だ、あの化物は……」

			「化物って失礼な奴だな、自分の国の勇者の顔も知らないのかよ。あいつはロックと違って闇の神殿で働いているから一度くらい見に行ったことがあるだろう？」

			「あれが闇の勇者か！」

			「そういうこと。刀の真(しん)贋(がん)は俺じゃあ分からんからな、一緒に来てもらったんだよ」

			『妖刀闇斬』

			　かつて、歴代の闇の勇者たちが愛用していたという伝説の妖刀。

			　あの刀の使い手になるために必要なスキルは３つ。

			『暗殺の天才』『闇の加護』『忍者』だ。

			　それを持っている人物は、この世界広しといえど、アナと目の前のジョーカーの２人だけだと言われている。

			　あの刀を持った闇の勇者は、まさに向かうところ敵なしだったと伝わっている。

			　それはつまり、アナの生存率が格段に向上するということだ。

			　そんな伝説のチートアイテムを手に入れることができて大変満足だ。

			　俺は礼を述べて帰ろうとした。

			　しかしその前にジョーカーが俺に話し掛けてきた。

			「１つ聞いていいか、少年」

			「良いぜ」

			「貴様はなぜ稼いだ金を自らのために使わない？」

			「は？」

			「私が今まで見てきた商人という人種は、その誰もが自らのために金を稼ぎ、そして使っていた。だが貴様は世界とか国とか勇者とかいう得体の知れないもののために金を使っている。今回もそうだ、私の提示した金額は生半可なものではなかった。それなのに貴様は揃えた。これだけの金があれば相当なことができたはずだ。なぜそれをしないのだ？」

			　ジョーカーは心底不思議だという顔をして俺に質問をぶつける。

			　俺はジョーカーの質問に真正面から答えた。

			「ジョーカー、あんたは勘違いをしているよ」

			「勘違い？」

			「俺は得体の知れないもののために金を使っているつもりはない。勇者の２人は俺の幼馴染だ。あいつらが死ぬのは嫌だから俺はあいつらのためにマジックアイテムを集めている。そしてそれは結果として国や世界を救うことに繋がっているに過ぎない。生半可な額ではない金を使って、あんたの持っていた刀を購入することは、俺にとって『相当なこと』に値するのさ。安心してくれ、俺は俺のために金を使っているつもりだ」

			「そうか……貴様はそういう人種か……クッ、クックックッ、クッハッハッハッハ！」

			　ジョーカーは少し呆然とした後、突然笑い出した。

			　そしてひとしきり笑い終えると、俺にある提案をしてきた。

			「気に入ったよ、ナイト＝ロックウェル。どうだ、私と商売をしないか？」

			「商売？」

			「ああ、私の持っているマジックアイテムは先程の刀一本だけだったが、その他のマジックアイテムの情報を調べて貴様に売ってやろう」

			「情報を？」

			「玄武の国の兵士に闇の神殿、そしてロックウェル家。貴様のバックにいる連中は強大だが、それでも絶対ではあるまい。取りこぼしている情報もあるのではないか？」

			「……まぁ正直、所在不明のままのマジックアイテムのほうが多いからな」

			「だろうな。そして私にはいくつか心当たりがある。その情報を貴様に売ってやろうじゃないか」

			「それは助かるが……どういう風の吹き回しだ？」

			「言っただろう？　気に入ったんだ、貴様が。理由はそれだけさ」

			「そうか、ではできるだけ安く頼むよ」

			「クックックッ、面白いなぁ本当に」

			　一体どこが琴線に触れたのかは分からないが、俺はジョーカーに気に入られた。

			　そうして俺はこの街の裏社会のボスにコネを作り、そのおかげでマジックアイテムの収集は順調だ。

			　このままいけば遠からず、ほとんどのマジックアイテムを回収できるだろうし、それが終われば出費もなくなり、後は金が貯まる一方だ。

			「俺はこのままこの街で商人として暮らしていくのだろうな」と、そう考えていた。

			　しかし周囲はそれを許さなかった。

			　俺は俺が思っているよりも周囲に影響を与えてしまっていたようだ。

			　春が終わり、夏の始まる頃。

			　俺はこの町の町長に任命されてしまったのである。

		

	
		
			　

			第27話　町長に指名された少年

			　

			　町長。

			　それは一都市の最高責任者。

			　前世の町長や市長と言えば、何が論点なのか全く分からない演説をし、いつの間にやら選挙を行い、誰だか分からんおっさんがなる名誉職という印象が強い。

			　しかしこの世界の町長とは、まさに絶大な権限を持つ権力者なのだ。

			　この世界は通信技術も未発達であり、都市間の移動にも時間が掛かる。

			　だからいざという時、町の最高責任者である町長には町の住民の命を背負うという重大な使命がのし掛かる。

			　だから町長になるのは大抵が町の名士であり、町１番の実力者だ。

			　類まれなる実績を持ち、町の人々から信頼され、いざという時は矢面に立って活動できる人物が各都市の長を務めているのである。

			　俺はそんな町長に指名され、今年から３年の任期で町長として活動を開始することになった。

			　何でこんなことになったんだっけか？

			　俺はつい先日の出来事を思い返していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　町長が引退するらしい。

			　ここ最近、町のあちこちでそんな噂が流れていた。

			　町の役場で働いている町長は、このタートルの町の最高責任者だ。

			　もちろんこの町にはこの国の城があり、国王陛下がいるので、この町で最も偉いのは国王陛下ということになる。

			　しかし国王陛下や王宮が対応しているのは国全体の問題だ。

			　町の問題に対処しているのは町長とその部下たちであり、彼らは日夜、町の発展と安全のために頑張っているのである。

			　その町長が引退するという。理由は年だからだ。

			　彼は既に15年もの間、タートルの町を背負ってきた名町長だ。

			　55歳で町長となったその人は、既に御年70歳。引退するには遅すぎるくらいであった。

			　彼はこの15年間、誠実に、確実に町を発展させてきた。だから誰一人町長の引退に文句を言う住民はいなかった。

			「お疲れ様でした」とだけ皆は呟き、そして次の町長は誰にするかで盛り上がっていた。

			『誰がなるか』ではない、『誰にするか』である。

			　この町の町長を決める権限は、住民が持っているのだ。

			　この町の最高権力者は国王陛下であり、町長ではない。

			　ならば、町長くらい自分たちの手で選んでも良いだろうということで、昔からこの町の町長は住民が自ら選んでいるのである。

			　他の町や村では長とは非常に重要な役職だ。

			　彼らに求められている能力は、他の町との『交渉力』、モンスターや野盗に対する『防衛力』、そして住民を率いる『カリスマ性』だ。

			　この世界の国家は民主主義ではない、封建主義だ。

			　そもそもモンスターが蔓延り、魔王軍が存在しているこの世界。

			　求められているのは強力なリーダーによる即断、即決、即行動だ。

			　呑気に議論なんかしている時間などないのだ。

			　しかしこの町に関しては、それは当てはまらない。

			　ここは玄武の国の首都であり、イザという時は王宮に権限が移譲されるからだ。

			　当たり前である。町長と国王が同じ場所にいたら誰だって国王に指揮権を譲るものだ。

			　だからこの町の町長に求められる能力は、住民に対する『誠実さ』、町を発展させる『先見の明』、そして何よりも『人気』であった。

			　他の町の町長とは求められている能力が違っているのだ。

			　

			　町の者たちは現町長の引退の噂が流れてから、家で職場で酒場で話し合い、幾度となく議論を交わし合っていた。

			　大商会の商人か、国の重役を務めていた人物か、はたまた町の劇場のスターか。

			　知っている有名人を手当たり次第に挙げていく彼らであったが、誰が話していても確実に名が挙がる人物がいた。

			　彼らは最初、冗談のつもりで彼の名を挙げていた。

			　彼は年若く、本来ならば修業中の身の上であり、失敗も多く、経験も浅く、町長としては頼りないからだ。

			　しかし現町長の引退日が近づくにつれ、彼に町長になってもらいたいと真面目に考える住民が増えてきた。

			　彼はこの国の将軍の息子であり、勇者２人と幼馴染であり、姫様の婚約者であり、孤児院の副院長であった。

			　僅か３年で薬師の修業を終えた優秀な人物であり、若くして商会を立ち上げ莫大な富を築き、それを用いて散逸したマジックアイテムをかき集めて勇者に献上している立派な人物である。

			　家柄、人脈、実績、行動、全てにおいてトップクラスの実力を持つ本物の天才。

			　足りないものは年齢と経験とスキルのみ。

			　そしてそれは、この町の町長にはそれほど必要とされていない。

			　いざとなれば城に全権を移譲すれば良いのだし、それまでは逆に城の役人たちが彼を全力で支援してくれるだろう。

			　最初は冗談で名を挙げていた町の住民たちは段々とその気になり、彼を候補者に指名する動きは加速し、気がつけば住民たちは一致団結して彼を町長へと指名してしまった。

			　彼の名前はナイト＝ロックウェル。

			　弱冠15歳の少年を住民たちは自らの町の町長として求めたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ナイト商会代表、ナイト＝ロックウェル殿。貴殿はこの町の町長として指名されました。つきましては亀岩城、謁見の間において町長適性検査を実施いたしますので、明日の早朝城門前までお越しください」

			　今日は朝から雨が降っていた。

			　だから午前中は店の奥で薬の調合を行い、午後からは孤児院で子供たちに勉強を教えていた。

			　あいつらは見違えるほど頭が良くなった。

			　子供たちには３歳から読み書き計算を教えており、卒業する頃には全員がどこに出しても恥ずかしくない程度の知識を会得している。

			　最近では孤児院以外の子供たちや大人たちまでもが勉強がしたいとやって来るようになり、部屋の広さが足りなくて困っているくらいだ。

			　実は少し前から孤児院とは分けて私塾を開こうかと考え、既に計画書も作ってある。

			　マジックアイテム集めが一段落したら動くつもりであった。

			　この世界の識字率は高くない。

			　しかし最近では孤児院出身者の評判を聞き、住民の学習意欲も向上している。

			　ただ学べる場がないだけなのだ。

			　だったら場所さえあれば必ず流行るはずだ。

			　俺は１人の商人として頭の中でそろばんを弾いていた。

			「ナイト殿？　聞こえていますか？　ナイト殿？」

			　そう言えばサムが孤児院を卒業してもう１年が経過した。

			　サムは最初こそつまずいていたが、一度慣れてしまってからは孤児院に順応し、子供たちの面倒をよく見る良い子に育ってくれた。

			　今は俺の店に住み込みで働きながら、戦闘訓練に明け暮れている。

			　ちなみに父さんやライは土の勇者であるロックとの戦闘訓練に集中しているため、氷の勇者であるサムの面倒を見ることはできない。

			　サムは俺の店で商人見習いとして修業をしながら一般人の生活を学び、それに加えて俺とロゼの護衛部隊のメンバーを相手に戦闘訓練を行っているのだ。

			　青龍の国で氷の勇者として育てられていたサム。しかし青龍の国では戦闘訓練など全く受けていなかったらしい。

			　ただ持ち上げられ、褒められ、そして増長する生活。

			　そんな10年間を過ごしていたので、サムはまともに剣を振ることもできなかった。

			　孤児院での２年間で、サムは当たり前の感覚を身に付けた。

			　そして俺の店で働きながら、一般人の生活を学び、合わせて戦闘訓練を開始した。

			　遅いとは思わない。

			　何しろサムは現在13歳。戦闘訓練を始めたのは12歳からだ。

			　つまり前世の感覚で言えば、小学生までは遊んでいて、中学生から本気を出したということになる。

			　高校から本気を出す奴、大学から本気を出す奴、社会人になってから本気を出す奴。そして一生本気を出さない奴もいる中で、中学生から本気を出しているのならば十分に遅れは取り戻せるはずだ。

			　実際この１年間でサムの動きは見違えるほどに良くなった。

			　初めて会った時はぽっちゃりを通り越して豚みたいだった体型も、既に戦う男の体になっており、ライと並んでも見劣りしない好少年となっている。

			　もはや今のサムを見てハズレ勇者とあざける者は誰もいないだろう。

			　サムを見限った取り巻きたちは、本当に見る目のない連中だったというわけだ。

			　そう言えば、サムにも遂に友達ができた。

			　誰あろうキング少年である。

			　ＯＢとしてたまに顔を出していた孤児院に、見知らぬ青髪青目の男がいたので話し掛けてみたらなぜか意気投合。休日は２人で出かけているのをよく見掛けている。

			　ちなみにキング少年は魔道士養成校を優秀な成績で卒業し、今年から軍人として働き始めている。

			　キング少年はサムと同い年だから13歳なのだが、この世界の13歳と言えば普通に働いている年齢なのだ。

			　まだまだ見習いらしいのだが、やる気が漲(みなぎ)っており、周囲の評判も良いらしい。

			　元保護者としては誇らしい気分だ。

			　このまま成長すれば、ひょっとしたらサムのパーティーメンバーになることもあるかもしれない。

			　俺は人生の巡り合わせに感慨深いものを感じていた。

			「あっあの、ナイト殿。気づいていますよね、ナイト殿！　ナイト殿！」

			「ナイト、いい加減に現実を見なさい。せめて返事をしてあげなさい。使者さんがかわいそうよ」

			　目の前には５年前と変わらぬ容姿のロゼが立っている。

			　正式に言えば９年前から変わっていない。

			　俺は15歳、ロゼは19歳。

			　彼女の10代はあと１年で終了だ。

			　ロゼは孤児院の院長の仕事とナイト商会の仕事を兼任している。

			　もっともロゼは商人としての仕事よりも薬師としての仕事のほうが楽しいらしく、もっぱら店の奥で薬の作製に没頭している。

			　そして薬師の仕事と同じくらい孤児院の院長の仕事にハマっており、精力的に活動していた。

			　孤児院の子供たちはすっかり彼女を信頼し、彼女の周りはいつも子供たちで一杯だ。

			　男の子たちは彼女に初めての恋をして、卒業と同時に彼女に振られ、男として一皮剥けてから新しい人生を歩んでいく。

			　そんなことが恒例行事になってしまうくらいに大人気なのである。

			　最近では『植物使い』を利用して様々な植物の育成を開始し、新しい薬の開発もしている。

			　更にはスキルや魔法任せのこの世界において、珍しい部類である『医術』にも興味を持ち、この国の首都であるこの町でも数えるほどしかない『医者』の下へと勉強に行っていたりする。

			　スキルも魔法も使わず体を治すことができる医術は、スキルに恵まれなかったロゼの琴線に触れたらしい。

			　そんな彼女もあと１年で20歳だ。

			　俺は彼女が20歳となった時、結婚を申し込むつもりである。

			　既に婚約者ではあるのだが、何と言うかケジメみたいなものだ。

			　１年後、彼女は相変わらず今のままの幼い姿なのであろう。

			　だがそんなことは関係ない。そう思えるくらいの年月を共に過ごしてきたのだ。

			　断じてロリコンではない。

			　今ならロリコンの気持ちが分からないでもないが。

			「ナイト殿！　いい加減にしてください！　たとえ聞こえないふりをしたとしても、町長として指名されたという現実は変えられないのですよ！」

			「ナイト！　戻ってきなさい！　それでも私の婚約者ですか！」

			「ナイト様、突然の事態に驚くのも分かりますが、王宮からの呼び出しに応じないわけにはまいりませんよ」

			「流石は俺様の兄さんだぜ。遂にこの町のトップに立つってわけだな」

			　そう言えば、父さんは昨年、副将軍から将軍へと昇格した。

			　玄武の国の軍の組織図は、トップに大将軍が１人、そしてその下に３人の将軍がおり、朱雀・青龍・白虎の国に睨みを利かせている。

			　今回朱雀の国担当の将軍が病気療養のため職を辞すこととなり、結果父さんにその地位が巡ってきたのだ。

			　本来なら、将軍になった時点で、父さんは朱雀の国との国境に建つ砦に行かなければならないはずであった。単身赴任というやつである。

			　しかし父さんには『勇者の育成』という目下この国の最重要課題が任されており、今この町を離れるわけにはいかない。

			　よって現在朱雀の国との国境に建つ砦には父さんの部下の副将軍が入っており、彼が指揮をとっているらしい。

			　結果として将軍になっても父さんの仕事は変わらず、今も屋敷に住みながら日々ロックやライを鍛え続けているそうだ。

			　思えばこの５年間、本当に色々なことがあった。

			　スキルを１つしか授かれず、レベルを上げに町の外へ行けば魔族に襲われ、ロゼとエルと婚約し、薬局に住み込みで修業をして、孤児院の副院長になり、弟は氷の勇者で、商売で大儲けをして、マジックアイテムを集めまくった。

			　本当に色々なことがあった。

			　だが、悪いことはしてこなかったはずだ。

			　それなのに町長とか。

			　この町の行政のトップだとか。

			　一体何の冗談なのか。

			「何で俺が町長なんだよ!!」

			　俺はナイト商会の中で絶叫した。

			　周囲のメンバーが誰１人として不思議に思っていないことが、とても不満であった。

		

	
		
			　

			第28話　町長適性検査

			　

			　玄武の国の王城『亀岩城』。

			　ここを訪れるのも随分と久し振りだ……というわけでもない。

			　本来なら屋敷を出た時点で城とは縁が切れるところだ。

			　しかし俺はサムに会うため国境に出向いて以降、ちょくちょくここを訪れていた。

			　理由はロックに会うためである。

			　奴の健全な育成とやらのために、月１くらいのペースで城を訪れ、幼馴染と遊んで帰るのだ。

			　最近では回収したマジックアイテムを渡すために訪れることが多い。

			　ロックは本格的な勇者としての訓練を始めてから既に５年が経過している。

			　細長かった体も最近では筋肉が付き、段々と勇者らしい外見に変わってきていた。

			　最近では、俺が回収したマジックアイテムを使いこなすために、四苦八苦しているとのことだ。

			　有効なもの、そうでないもの、色々気にせず回収しまくっていたが、何個かは気に入ったものがあったようである。

			　俺はロゼと一緒に城門前で待機している。昨日店を訪れた使者がここで待っていてくれと言っていたからだ。

			　呼ばれたのは俺だけなので、ロゼまで来る必要はなかったのだが、「久々に実家に顔を出したい」とのことで付いてきたのである。

			　俺たちが到着してすぐに門番が知らせに向かったので、間もなく迎えが来るだろう。

			　その間俺たちは門番の１人と会話をしていた。結構頻繁に城を訪れているのですっかり顔なじみだ。

			　しばらくすると扉が開き、迎えが来たとの報告が上がった。

			　俺たちは扉の中に入って、迎えの人物と挨拶を交わそうとした。

			　その人物はこの国の王子であり、勇者であるロック本人であった。

			「っておい！　王子様が直々にお出迎えかよ！」

			「久し振りねロック、また少し大きくなったかしら？」

			「ご無沙汰しております姉上。ナイトも久し振り……という感じはしないな。前に会ったのは１ヶ月前だったか」

			「ああ、そうだな。この間『疾風の靴』を渡しに訪れて以来だ」

			「あれは当たりだったな。最近、近衛たちの間であの靴で走り回るのが流行っているぞ」

			「言っておくが遊ばせるために渡したつもりはないぞ」

			「もちろんだ。しかし急にマジックアイテムが増加した現状、全員が一通り使いこなせるようになっておいたほうが、もしもの時に役に立つからな」

			「なら良いさ。渡した後の運用にまで口を挟むつもりはないからな」

			　マジックアイテムの優先使用権は当然のことながら勇者にある。

			　そして余ったマジックアイテムは国を守る兵士たちに渡され、有効活用されるのだ。

			「それでどうして今回はお前が直々に迎えに来たんだ？」

			「おかしいか？　親友がこの町のトップに立とうとしているのだ。いの一番に祝いたいじゃないか」

			「この町のトップは国王陛下だろうが」

			「父上はこの『国』のトップだ。『町』のトップはやはり町長だよ」

			「そんなもんかねぇ」

			　俺たちは話しながら亀岩城の中央、謁見の間へと向かっていく。

			　途中ですれ違う人たちは皆揃って頭を下げる。

			　当然だ、この国の王子であり勇者でもあるロックと、その姉のロゼがいるのだから。

			　しかし今日に限っては、なぜか俺に対して熱い視線を向けてくる者もいた。

			　不思議がっている俺を見て、ロックが説明をしてくれた。

			「どうした変な顔をして。何か問題でもあったか？」

			「いや、城の人たちの俺に対する態度がいつもと違うと思ってな」

			「それはそうだろうさ。何しろお前はこの町の新しい町長になるわけだからな。一都市のトップの座に就く人間に敬意を払うのは当然のことだ」

			　ロックは俺が町長になることは決まりだと思っているようだ。

			　だが俺はそうは思っていなかったので否定的な意見をぶつけた。

			「まだ本決まりじゃないだろう」

			「本決まりでなくとも、ほぼ決まりだ。適性検査はほとんど建前みたいなものだからな」

			「そういや適性検査って具体的に何をするんだ？」

			「特にこれといったことはない。父上と会話をして『この人物ならば首都を任せても良い』と思わせれば良いのだ」

			「駄目かもしれないじゃないか」

			「お前が駄目ならこの町に住んでいる全ての住民が駄目だろうさ。自信を持て、お前は絶対に良い町長になれるはずだ」

			　う～む、そう言われると悪い気はしないが、そうは言っても中々信用はできん。何しろ自分のことだからな。

			『自分ほど信用の置けない者はいない』とは誰のセリフだっただろうか。

			「そう言われてもな、昨日指名された時点で寝耳に水だったわけなんだが」

			「お前はそれだけ町の住民の信頼を得てきたということだろう。っと、もう着いたか。入るぞ」

			「あいよ」

			　そう言って俺たちは謁見の間へと入った。

			　するとそこには、国王陛下に父さん、そしてガイアク大臣を含めた玄武の国の中枢で働くほぼ全ての重要人物たちが勢揃いしていた。

			　ロックは俺とロゼを引き連れて彼らの下へと向かう。

			　俺とロゼはいつものように少し手前で立ち止まり、膝をついて臣下の礼をとった後に挨拶を交わした。
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			「お久し振りでございます、国王陛下。ナイト＝ロックウェル、お呼びに従い参上いたしました」

			「同じくロゼッタ＝Ａ＝タートル、参上いたしました。ちなみに私の用件はただ実家に帰ってきただけです」

			「うむ、苦しゅうない面を上げよ。それとロゼッタ、お主はわざわざ礼をとる必要はないと何度言えば分かるのじゃ」

			「そうは言いましても私は城を出た身ですから。人前では最低限の礼はとるべきかと」

			「元気になってくれたのは喜ばしいがな、他人行儀になってしまい父は少し寂しいぞ」

			「まぁまぁ父上、姉上なりの線引きなのでしょう」

			　目の前ではいつもの漫才が繰り広げられている。

			　ロゼは城に帰るとまず初めにこのような挨拶を交わして場を和ませているのだ。

			　ロゼなりに実家との距離を計っているのかもしれない。

			「自分はあくまでも、もうこの城を出た身なのだ」と宣言しているのだろう。

			　そして俺である。

			　国王陛下との謁見といえば、普通なら人生の一大イベントである。

			　だが、俺は子供の頃からこの城へ通い詰めていたため、いつもなら緊張することはない。

			　しかし今日は違う。人生初の町長の適性検査であるからだ。

			「さてナイト、本日お主を呼び出した理由は分かっておるな？」

			「はい。町長になるにあたっての適性検査です」

			「そういうことじゃ。それにしても齢15にして町長に指名されるとはな……正直言って驚いておるぞ」

			「私にとっても寝耳に水の出来事でございました」

			「とは言え、それほど肩肘張らんでも良い。この町の町長は他とは違い、権限もなければ背負う義務も責任もないからな」

			「それでも町長ですからね。身が引き締まる思いでございます」

			　まぁ実際には「困惑している」が正直な意見なのだが。

			　しかし陛下はそんな俺の心中を知ってか知らずか、話を続けるのだった。

			「ふむ、お主が町長になったら、どんな町にしたいと考えておるのじゃ？」

			「そうですね、まずは『学校』を作ろうと考えております」

			「学校とな？」

			「はい。孤児院において私は子供たちに読み書き計算と、この国の歴史を教えております。それをもっと多くの住民に開放したいと考えているのです」

			「ほほう、面白いことを考えるのぅ」

			　国王陛下は俺の提案に乗り気のようだ。

			　この世界には、義務教育は存在せず、生まれついた家柄で受けられる教育水準が変わるのが当たり前だ。

			　俺はその常識にメスを入れるつもりであった。

			「はん！　くだらんな、下々の者たちが教育を受けたところで一体何になるというのか！」

			　だからこういう意見が出てくるのは予想通りだ。

			　俺は反対意見を述べた貴族に学校を開くメリットを説明した。

			「そうですねぇ、『何になるのか』という質問には『何にでもなれるようになります』と答えましょうか」

			「何にでもなれるようになる？」

			「はい。実際孤児院を卒業した子供たちは、それぞれ本人の希望する職場での修業が認められております。やりたくない仕事に就くよりも、やる気のある仕事に就くほうが生産効率も上がり、経済も活性化します。そうすれば税収も上がるでしょう。子供たちは未来が広がり、国としては税収が上がる。やらない理由はないように思えますがね」

			「そんな簡単に税収が上がってたまるか！」

			「貴様は国の財源にまで口を出そうというのか！」

			　王弟派の貴族たちが足並み揃えて俺に文句をつけてきた。

			　俺は彼らに対して毅(き)然(ぜん)とした態度で意見を述べる。

			「そんなつもりは毛頭ありません。今のはあくまでも『上手くいった時に起こる可能性』の１つです。そしてたとえ失敗したとしても今と大して変わらないわけですから、やってみる価値はあると思いますよ」

			「随分と簡単に言うではないか。しかしお若い町長殿には分からないかもしれないがな、何をするにも金が掛かるものなのだぞ」

			「そうだ！　住民全てに開かれた学び場なぞ、一体どれだけの金額が掛かるのか想像もできん！　魔王軍の動きが活発になっている昨今、そんな余計な金は我が国にはないのだ！」

			「ご心配には及びません。実は前々から孤児院と学び場を分けたほうが良いのではないかと考えておりましたので、大まかな計画は既にできているのです。その際、国からの援助は必要ありません。タートルの町の財源のみで設立から運営まで可能な計画となっております」

			「なっ!?」

			「なん……だと……」

			　居並ぶ貴族たちが絶句している。

			　はて？　何か変なことでも言っただろうか？

			「学校設立に必要な、場所の選定と教師の確保、授業に必要な教材等は全て必要数確保できております。本来なら私の店の売上を使ってやろうと考えていた計画でしたが、一商会が行うよりも町の行政機関主導で行ったほうが住民たちのウケも良いかと思いましてね。ちなみにこれが計画書です。急な作成でしたので未だ不十分ですが、形にはなっていると思います。確認の後、よろしければ学校設立の許可を認めてくださるよう、お願い申し上げます」

			　そう言って俺は国王陛下に夜なべして作った学校設立の計画書を手渡す。

			　まぁ元々作ってあった計画書を清書して見栄えの良い表紙を付けただけなのだが。

			　国王陛下は黙って受け取り、黙々とそれを読み始めた。

			　しばらく謁見の間には紙をめくる音だけが響く。

			　陛下は最後まで読み終えると「詳細は後で通達する」と言い、俺は退出を許可された。

			　俺は城に来たついでにロックやエルと食事をしてから自分の店へと帰った。

			　そして、町長適性検査の結果を聞いていなかったと思い出した。

			　まぁ良いか、学校設立の可否と共に連絡が来るだろう。俺はそう考えて、翌日には通常業務へと戻った。

			　俺の町長就任と学校設立の許可が出たのは、その１週間後であった。

			　

			　Side：ロリコーン

			　化物だ。

			　先程までこの場にいた少年は、少年の皮を被った化物に違いない。

			　ここは玄武の国の謁見の間。

			　この私、ロリコーン伯爵家３代目当主であるトライ＝ロリコーンは心の底からそう思った。

			　私は彼のことが嫌いであった。

			　彼に何か非があったわけではない。私が一方的に嫌っているだけだ。

			　その理由は彼がロゼッタ王女の心を奪ったからに他ならない。

			　私は昔から伯爵家の跡取りとして早くパートナーを見つけて世継ぎを作れと急かされてきた。

			　故に私は何度も何度も見合いをし、パーティーに出席し、数々の女性たちとお近づきになった。

			　しかし、どのような女性と出会っても全く心が動かなかった。

			　よもや私は男色なのではないか？

			　そう考えて眠れぬ夜を過ごしたこともある。

			　しかしそんな時に理想とする女性に出会ったのだ。

			　それがこの国の王女、ロゼッタ＝Ａ＝タートル様だったのだ。

			　あの可憐な姿、いつまでも成長しない完璧な体、そしてそれに苦悩する悩ましげな横顔。

			　完璧だ。

			　私の理想とする女性像がそこにあった。

			　ちょうど上手い具合に彼女の周りには男性の姿はなく、ライバルは見当たらない。

			　たとえ相手が王族であり、自分が伯爵であろうとも、この状況ならば身分差を気にせずに彼女を我が妻にすることができる。

			　私はそう考えていた。

			　実際それほど的外れな考えでもなかったのだ。

			　ロゼッタ姫のお心がナイト＝ロックウェルという少年に奪われさえしなければ。

			　副将軍にして国王陛下の親友でもあるハロルド殿に出来の良い息子がいるという噂は聞いていた。

			　彼はロック王子とも幼馴染であり、いずれは勇者の供として旅に出るという話であった。

			　しかし彼は１つしかスキルを授かれず、当然のことながら魔族襲撃の際にも役立たずであったという。

			　それなのに彼はロゼッタ王女の心を掴み、気がつけば婚約者の席に収まっていたのだ。

			　彼はなんと齢10歳にして、ロゼッタ王女と同棲し、同じ職場で働いているという。

			　許せないことだ。それはとても許せないことだ。

			　そもそも彼はエリザベータ嬢の婚約者だったはずなのに、どうしてロゼッタ王女まで奪っていくのか。

			　我が嫁になるべき可憐な少女の心を奪い去った憎き相手。

			　だから私はナイト＝ロックウェルという男を嫌っているのだ。

			　しかしそんな私からしても目の前の計画書には驚嘆せざるを得なかった。

			　これは新町長としてタートルの町の住民たちに指名されたナイト＝ロックウェルが持ち込んだ学校設立に関する計画書だ。

			　まず初めに国王陛下に渡されたその分厚い計画書は、大臣の手に渡り、官僚の手に渡り、そして今は私の手元に存在していた。

			　そこには孤児院で行われている子供たちへの勉学の場をタートルの町の全住民へ開放するための手段が事細かに記してあった。

			　学校設立に必要な場所の選定と教師の確保、授業に必要な教材等の確保は元より、元々は彼の商会のみで行おうとしていたために、生徒数の集まりに応じた収支計算まで完璧に揃えられていた。

			　完璧だ。

			　完璧な計画書だ。

			　数枚の紙に適当な数字を載せて許可をもらっている我が国の専門部署の計画書とは比べるべくもない。

			　しかも彼はこの計画書をして「未だ不十分ですが」と言っていた。

			　つまりこの計画書は完成版ではないのだ。

			　にもかかわらず、この完成度。正直完成版を見るのが怖いくらいである。

			　私は一通り計画書を読んだ後、隣の席に計画書を渡した。

			　横からは唸るような声が聞こえてくる。

			　考えるまでもない。皆、同じ気持ちなのだろう。

			　これを弱冠15歳の少年が作り上げた。

			　私たちはこの現実を中々認められないでいたのだ。

			　それからしばらくして謁見の間に集められた全ての人間が計画書を読み終えた。

			　そのタイミングで陛下は我らにナイト殿の町長就任の可否を問うてきた。

			　あんなものを見せられて反対などできるわけがない。

			　我々は一も二もなく賛成した。

			　謁見前までなら反対意見を持つ者も多かったかもしれない。

			　実際私も反対に回る予定であった。

			　しかしこの時点では誰一人反対には回らなかった。

			　これほどの計画を練られる者が町長としてどのように腕を振るうのか興味が湧いたのだ。

			「では、ナイト＝ロックウェルの町長就任は認めるということで良いな」

			「はっ！」

			「では続いて、学校設立についての案件だが」

			「それも問題ないでしょう。正直我々はナイト殿を未だ過小評価していたのだと考えざるを得ません」

			「やはりそう思うか？」

			「城どころか行政機関で働いた経験もないのにこれほど完璧な計画書を作り、しかも未完成だと言い切るとは。正直言いまして私は彼に戦(せん)慄(りつ)していますよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちなみにこの計画書、ナイトが前世の地球で働いていた当時の会社の計画書のフォーマットをほぼ丸パクリしたものである。

			　しかし碌に計画もせずに実行し、その場の判断で当初の予定を変更することが当たり前のこちらの世界からすれば、凄まじく高度な計画書に見えてしまったというわけである。

			　結局、玄武の国の首脳陣はナイト＝ロックウェルを新たな町長として任命した。

			　この英断によりタートルの町はさらなる飛躍を遂げることになる。

			　しかしこの時点では、そんなことになるとは誰一人として想像もしていなかったのであった。

		

	
		
			　

			第29話　人となった勇者

			　

			　あっという間に３年が経過した。

			　俺は先日18歳になった。

			　スキル授与の儀式を行ってから実に８年の歳月が経過していた。

			　俺が18歳になるということ、それはつまりロックもアナも18歳になるということだ。

			　18歳になった勇者は世界のために旅立つことが義務付けられている。

			　もちろん火の勇者や水の勇者のように勇者の義務を放棄することも可能だ。

			　だがロックもアナもそんなことはしないだろう。

			　あの２人は土の勇者と闇の勇者として世界に対する義務を果たすつもりだ。

			　そしてあの２人と共にエルとライも旅立つ。

			　具体的に言うと１月後にロックは誕生日を迎える。

			　そしてその日に『勇者の旅立ちの儀式』を行い、ロックとアナは勇者としてこの町を旅立つのだ。

			　ちなみにアナは１月前に18歳になっているのだが、ロックと同じ日に２人まとめて旅立ちの儀式を行うことになっていた。

			　俺は町長として、ここ最近はその準備に追われている。

			　そう、俺は３年前に町長に正式に任命されてから今日までずっと町長であり続けている。

			　最初は文字通り右も左も分からなかったが、役所の職員たちや町の重鎮たち、更には城の官僚たちまでもが揃って未熟な俺を助けてくれたのだ。

			　結果として俺は、今ではタートルの町の名物町長として人気を博し、吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)の唄に歌われ、劇作家の手によって物語の主人公として描かれている。

			　内容はズバリ『ハズレ者の成り上がりの物語』だ。大きなお世話である。

			　この世界には、スキルの数が少ない人はそれなりにいる。

			　これまではスキル授与の儀式において、どのようなスキルをどれだけ授かったかで後の人生が決まると考えられていた。

			　だが俺のスキルに頼らない生き方は、スキルの少ない人たちにとって福音となっているのだそうだ。

			　俺から見ればこの世界の人々は頭が固すぎるとしか思えないのだが、遥か昔から根付いてきた習慣とはそういったものなのだろう。

			　ちなみに当人の俺としては、最近スキルが欲しくてたまらない。

			　１月後には幼馴染たちと弟が危険な旅に旅立つ。

			　一度は諦めたはずであったが、やはり旅立ちが近くなると再びスキルが欲しくなってしまうのだ。

			　そう言えば俺の店で働いていた、もう１人の弟にして氷の勇者であるサムはもうここにはいない。

			　あいつは１年前に氷の勇者としての旅に出たのだ。

			　本来なら18歳になってからの予定であったが、３年も前倒し、15歳にして勇者の旅に出発することとなってしまった。

			　その理由は青龍の国ののっぴきならない事情によるものであった。

			　

			「氷の勇者であるサム様、どうか我が青龍の国へとお帰り願いたい」

			　そんなことを言う使者が俺の店を訪れたのは、今から２年前の夏であった。

			　その頃、世間では白虎の国で『発見』された風の勇者と雷の勇者の話で持ちきりだった。

			　白虎の国は世界で唯一、勇者のいない国として有名だった。

			　それが一気に２人の勇者を発見し、勇者保有国の仲間入りを果たしたのだ。

			　そうなると世界で唯一、青龍の国だけが勇者が活動していない国になってしまう危険性がある。

			　水の勇者に見限られ、氷の勇者に逃げられた青龍の国の上層部は、ようやく重い腰を上げることとなったのだ。

			　そう『逃げられた』である。

			　あの時サムはお付きである『氷の勇者御一行様』に『見限られた』。

			　だが、なぜか青龍の国において、サムは『自発的に国を出た』と考えられていた。

			　そして青龍の国は、自国の図書館で長い間引きこもっている水の勇者の説得と並行して、生まれ故郷の玄武の国で生活をしている氷の勇者であるサムへの説得活動を開始したのである。

			　とはいえ、それは簡単なことではない。

			　何しろ青龍の国では、勇者は信仰の対象にされていたのだ。

			　しかも活躍している間は持てはやすが、失敗でもしようものなら手の平を返して排除しに掛かる危険思想だ。

			　そもそもサムがここにいるのは、元からいた従者たちに見捨てられたのが原因だ。

			　だからサムは最初、青龍の国へ戻ることを拒否していた。

			「何度来ても同じことだ。俺様は青龍の国へ戻るつもりはないぞ」

			「そこをなんとかお願い申し上げます。我が国はもう長い間勇者の活躍が確認できておらず、モンスターの被害は増える一方です。ここは氷の勇者であるサム様にお縋りする以外方法がありません」

			「嘘だな、俺様は知っているぞ。青龍の国の兵士やモンスターハンターたちは強者揃いと評判ではないか。そもそも勇者がいなくて国が潰れるというのなら、とうの昔に潰れているだろう。今まで何だかんだで大丈夫だったのだ。これからもきっと大丈夫さ」

			「そんな！　仮にも神ともあろうお方が我が国を見捨てると!?」

			「俺様は神じゃない！　勇者に選ばれただけの普通の人間だ。勇者として働いて欲しいのならまずその神扱いを止めるのだな！」

			　話し合いは平行線を辿っていた。

			　神として国を救ってくれと懇(こん)願(がん)する青龍の国の使者。

			　そしてこの国で過ごした４年の間に自分が神ではなく普通の人間であると自覚したサム。

			　会話は噛み合うことはなく、サムの氷の勇者への復帰はないように思われた。

			　だが青龍の国の上層部は、思いの外、本腰を上げて勇者獲得に乗り出してきた。

			　何と今まで築き上げてきた『勇者＝神』説を撤廃し、勇者からの自立を国是として提唱してきたのだ。

			　そもそも、勇者は神である説を表明したのは青龍の国の上層部であったのに、酷い手の平返しだ。

			　どうやら勇者不在という状況は、思っていた以上に青龍の国を切羽詰まった状況に陥らせているらしい。

			　提唱した当初、国内で猛反発が起こったそうだ。

			　今まで信仰していた宗教の鞍替えを強制的に命じられたのだから当たり前だ。

			　しかし反発していたのは町や村に住む住民たちばかりで、現場の兵士やモンスターハンター、そして貴族連中は簡単に同意したという。

			　彼らは知っていたからだ、勇者はあくまでも勇者でしかなく、神ではないということを。

			　ただ、国の運営に有益だからという理由で勇者を神扱いしていただけだったのだ。

			　結局青龍の国の上層部は自国民に対して他の３カ国が眉をひそめるほどの弾圧を行い、国内に存在する大多数の勇者を神扱いする人々を一掃してしまった。

			　そして改めてサムの下へ氷の勇者としての活躍を求める使者が訪れた。

			　ちなみに前回とは違う男性であった。

			　話を聞くところによると、前回の使者は鞍替えに同意せず、刑務所行きになったという話だ。

			　恐ろしい国である。

			「さぁ、サム殿。我が国の勇者を神と崇めていた馬鹿どもは一掃いたしました。我が国の国益を守るため、是非とも勇者としての活躍を期待いたします」

			「……すまない、少し待ってもらっても良いか？」

			「もちろんです。いくらでも待ちましょう」

			　使者のあまりの変わりようにサムは困惑気味だ。

			『サム様』と呼んでいたのに『サム殿』と呼ばれ、『神』として扱っていたのに『神と崇めていた馬鹿ども』と罵(ののし)り、我が国の国益を守るために戦ってくれとストレートに要請されたのだ。

			『勇者とは世界のために戦う者である』という建前すらも通り越して本音だけで説得にくるとは正直思ってもみなかった。

			　青龍の国とは勇者を信仰するやばい国というイメージであったが、その本質は国を維持するためには手段を選ばない危険な国だったのか。

			　この場に立ち会っている俺たちも引くほどの変わりようである。

			「あ～そのな、俺様を人として扱ってくれるのは大変ありがたいのだが、いかんせん今までの青龍の国の印象が悪すぎてなぁ」

			「だから我が国のためには戦いたくないと？」

			「まぁ有り体に言えばそういうことだ。そもそも俺様はまだ14歳だ。勇者の旅とは18歳から始めるものだろう？」

			「それは違いますな。勇者が18歳になったら旅立つというのは、いわば古くからの慣習に過ぎません。もっと早くから旅立つ者もおりますし、突発的な事態に巻き込まれて早くから戦いに明け暮れる者もおります。若くして勇者として立ち上がるのは、決しておかしなことではありません」

			　青龍の国の使者は、ここぞとばかりに畳み掛けてくる。

			　しかしサムは首を縦に振らない。青龍の国に対する信用度が限りなく低いからだ。

			　これは今回も物別れに終わるかなと思っていたが、そうは問屋が卸さなかった。

			「ではこういうのはどうでしょう？　我が国のために戦う必要はありませんので、勇者として活躍していただきたい、というのは」

			「は？　どういうことだ？」

			「そのままの意味ですよ。我が国に入国する必要はありません。我が国でモンスターを退治する必要はありません。我が国の中で魔族と戦う必要もありません。それでいて勇者として活躍していただきたいのです」

			「……いやいや、それはありなのか？　というかそんなことをして、そちらにどんな得があるのだ？」

			「『我が国の勇者が他国の問題を解決して回っている』と声を大にして表明することができます。正直に申しましょう、重要なのは勇者が国内にいることではなく、『我が国所属の勇者が活躍をしている』という状況なのです。活躍の場は敢えて問いません。とにかくサム殿には氷の勇者として活動を開始していただきたい。それだけで我が国の立場は良くなるのですから」

			　いくらなんでもぶっちゃけすぎだろう！

			　俺は青龍の国の使者の顔をマジマジと見つめてしまった。

			　こいつは要するに『国内問題は何とかするから勇者が活動しているという事実だけが欲しい』と宣言したのだ。

			　つい先日まで勇者を神扱いしていた国とはとても思えない。

			　勇者を完全に外交手段の１つとしか考えていないのだ。

			　だが確かに有効な手であるとも言える。

			　何しろサムにとって鬼門である青龍の国の中に入る必要がないというのが大きい。

			　玄武・白虎・朱雀の国の中でも勇者を必要としている場所はたくさんある。

			　そこで活動していれば文句は言わないという話なのだから。

			「更に今ならば勇者への活動助成としてこの薬もご提供できますよ」

			　怪しげな通信販売のような口上で、使者の彼は１本の瓶をテーブルの上に置く。

			　それは一目で高級と分かる瓶に詰められた薬品だった。

			　虹色に輝くそれは、まさしく伝説のエクスポーションにも似て……。

			「なっ！　これはまさかエクスポーション？　本物か？」

			「ほほう、流石は天才薬師と謳(うた)われるサム殿の兄上殿ですな。一目で看破いたしますか」

			　いつの間に俺はそんな風に呼ばれていたのか。

			　それはともかく、俺は目の前の薬品に目が釘付けになった。

			　エクスポーション、それは世界中に散らばる薬師たちの夢の１つ。

			　あらゆる病気を治すとされる『万能薬』と並び称される伝説の薬。

			　あらゆる怪我を治すとされている霊薬だ。

			　だが、レシピはどこにも存在せず、作り手もいなくなったと聞いているが……。

			「お察しの通り、これはエクスポーション、本物です。あらゆる怪我を回復させる幻の霊薬と呼ばれている代物ですな」

			「やはりそうですか！　でもなぜここにあるのですか？」

			「なぜこれを私が持っているかと言えば、このエクスポーションを作ることができた最後の作り手が先代の水の勇者だったからに他なりません」

			「先代の水の勇者？　つまり青龍の国にはエクスポーションの在庫がまだあるということですか？」

			「おっしゃる通りです。数は少ないですが、我が国の宝物庫にはエクスポーションが眠っております」

			　それが本当なら物凄いことだ。

			　エクスポーションはポーション系の最上位と呼ばれる特別なものである。

			　失った四肢ですら取り戻すと言われるその回復力は他を圧倒しており、これを超える薬は伝説どころか神話クラスの神の霊薬『エリクサー』のみだと言われている。

			　これを使えば、あらゆる怪我を立ち所に治すことが可能だ。

			　その価値は金額ではとても換算できないだろう。

			　そこまで考えて気がついた。

			　青龍の国は『あいつ』の状態を知っている。

			　この使者はサムの勇者への復帰のためにエクスポーションを持ってきたのだ。

			「さてサム殿、確か貴方には、この玄武の国でできたお友達が１人いらっしゃいましたね」

			「ああ」

			「そしてそのお友達は、何でも兵士としての仕事の最中に大怪我を負い、今も生死の境を彷徨(さまよ)っているとか」

			「ああ……」

			「この国にも優秀な薬師はいらっしゃいますし、回復呪文の使い手も揃っているとお聞きしています。しかしこと回復に関しましては、水の勇者のお膝元である我が青龍の国が一歩先を行っております」

			「そうだな」

			「そこでどうでしょう？　このエクスポーションをお１つお分けいたしますので、我が国の勇者として活動を開始していただけないでしょうか。もちろんお金の請求などいたしませんよ？　我が国が、我が国の勇者に援助をするなど当然のことですからね」

			「……そうか」

			「ああでも、なるべく早くに活動を開始していただけると助かります。何しろエクスポーションの在庫には限りがございまして、次に何かしらの災害が国内で起こった場合には、そちらの対処を優先しなければなりませんのでね」

			　サムは苦虫を噛み潰したような顔をしている。

			　彼の言った通り、現在サムの友達のキングは、生死の境を彷徨うほどの重傷を負って闇の神殿の治療院に入院しているのだ。

			　俺の作るポーションや、ナインの作るハイポーションではとても治すことができない大怪我である。

			　こいつはサムの初めての友達の命と氷の勇者としての活動を天秤にかけ、サムを強制的に勇者として働かせようとしているのだ。

			　しかし、これは極めて魅力的な提案でもある。

			　現状玄武の国の中で、エクスポーションを始めとしたキングの怪我を治す薬は手に入れることはできない。回復魔法も同様だ。

			　だがこの条件を飲めばキングは助かる。

			　だが、代わりにサムは氷の勇者としての活動を開始しなければならない。親友の命を助けてもらっておいて、何もしないわけにはいかないからだ。

			　青龍の国を嫌っているサムからすれば、苦々しい思いを抱くだろう。

			　だが、そんなものと友の命では比べ物にならない。

			「分かった。その条件を飲もう」

			「おお、本当ですか！　では早速、共に世界を旅する従者を我が国より呼び寄せましょう」

			「いや、その必要はない」

			「どういうことです？　まさかお１人で勇者の旅に出発するつもりなのですか？」

			「流石にそんなことはしない。俺様が勇者として旅に出る際に、供として一緒に旅をする相手はこの国で既に選んであるだけだ」

			「なっ！　しかし氷の勇者の従者が青龍の国の者でないというのは……」

			「それを言ったら、この年齢で旅に出ること自体が問題だろう。お前が出した条件は『可能な限り早く勇者としての活動を開始すること』だけだ。従者に関しての縛りはないのだから俺様の選んだ相手に決めさせてもらう」

			「くっ……分かりました。それで出発はいつになるのですか？」

			「１人はすぐにでも旅立てるのだがな、もう１人は回復待ちだ」

			「何ですと？」

			「俺様の旅に付いてくる供の１人はな、この薬で復活する予定のキングだからだよ」

			　サムは青龍の国の氷の勇者として活動することを承諾した。そしてキングの怪我を治癒し、戦闘に支障がないほどに回復してから、この町を旅立つことになった。

			　エクスポーションの回復力はまさに伝説の名にふさわしい代物ではあったが、いくら怪我が治ったとはいえ、長期間の入院は患者の体力を奪い、筋力も低下する。

			　怪我が完治したキングはすぐには動けず、リハビリが必要だったのだ。

			　14歳だったサムとキングはその頃には15歳となり、２人の戦闘教官であり、信頼されていたエースを引き連れて３人で勇者の旅へと旅立っていった。

			　それから１年、我が弟である氷の勇者は４カ国の国境近辺を主な活動拠点とし、中々の成果を上げていると聞く。

			　そんなサムから先日送られてきた手紙には、こんなことが記してあった。

			「あの日、兄さんに倒されて本当に良かったです」と。

			　俺の弟である氷の勇者サムは５年掛けて神から人へと無事に戻ってくれたようだ。

			　俺はサムの活躍を祈るのであった。

		

	
		
			　

			第30話　先生と町長

			　

			　キーン、コーン、カーン、コーン。

			　授業の開始を告げる鐘の音が校舎に響き渡る。

			　俺はその音を聞きながら廊下を歩き、お目当ての教室へと入っていく。中で待っているのは様々な年代の生徒たちだ。

			　下は10歳にも満たない子供から上はヨボヨボの爺さんまで。

			　宿屋の子供に飲み屋の女将、非番の兵士に引退した宮廷魔道士。

			　実に多種多様な人材が教室の机に座り、授業の開始を心待ちにしていた。

			　このタートルの町が誇る『町立タートル全学校』は年齢性別を問わず、この町に住む住民ならば誰であっても学ぶことができるシステムになっている。

			　俺は町長として働く傍ら、毎日必ずどこかの教室で教(きよう)鞭(べん)を取っていた。

			　もっともこの学校を作るにあたり、町長が教師として働いても構わないとする条文を盛り込んだのは他ならぬ俺であったのだが。

			　俺はこの３年間、町長としてタートルの町の発展に努めてきた。

			　そんな俺がまず初めに取り掛かり、そして最大の功績と謳われているのが、この学校制度である。

			　まぁ何のことはない。日本の学校制度をこちらの世界風にアレンジして、この町の住民ならば誰でも学べる場所を作り出しただけである。

			　現状年齢で区別をしていないため、小学校でも中学校でも高校でもなくて全学校なのだ。

			　とはいえ、義務教育も民主主義もないこの世界。

			　果たして計画通りに事は進むのかと最初はドキドキものではあったが、蓋(ふた)を開けてみれば大盛況であった。

			　前世の日本では学校で学ぶことに何の意味があるのかと思っていたりもした。

			　しかしこの世界では違う。

			　この世界の住人たちは、学ぶことに飢えていたのである。

			　新たな知識を得ることを、誰かと議論を交わすことを、誰かの書いた本を読むことを、この世界の人々はやりたくて仕方がなかったのだ。

			　前世での俺の思いとは、所詮読み書き計算をできるようになり、様々な知識に簡単に触れられる状況にいた、恵まれた日本人の発想だったのだ。

			　町長就任当初から学校の設立のために尽力し、翌年の春から開校した我が町立タートル全学校は、今や町の住民の半数が通う一大教育機関へと発展した。

			　僅かな授業料を払いさえすれば、誰でもどれだけでも学ぶことができる。

			　そして18歳以下の修業中の若者からは授業料は受け取らない。

			　彼らの成長そのものが町に対しての報酬となるからだ。

			　子供たちも若者たちも新たな知識を得るために積極的に学校に通っている。

			　彼らがそうする理由は何と言ってもキング少年の影響が大きい。

			　いや、もうあいつも16歳、少年ではなく青年か。

			　今やこのタートルの町で彼の名を知らぬ者はいない。

			　キング青年は吟遊詩人や町の寸劇の題材として大好評を博している。

			　元は孤児院暮らしだったとある少年は、かつての勇者のパーティーメンバーから直々に教育を受け、国の魔道士養成校に入学。

			　そして優秀な成績で卒業し、軍の魔道士部隊に入隊。

			　そこで里帰りをしていた氷の勇者と友達になり、いつしか２人は親友に。

			　少年は見習いを卒業して青年となり、正式な軍人として働くようになる。

			　その青年はある日、軍の任務で重傷を負うが、氷の勇者の起こした奇跡によって五体満足の体を取り戻す。

			　そして青年は、光の勇者しか活動していないこの世界の現状に心を痛めた氷の勇者の早すぎる旅立ちに友として同行を申し出る。

			　２人は彼らの面倒を見てくれていた優秀な軍人を最後のパーティーメンバーに加え、世直しの旅に出た。

			　そして彼らは今もこの世界のどこかで戦い続けている。

			　という内容だ。

			　色々と突っ込みどころはあるが、この『とある少年と氷の勇者の友情の物語』は住民たちの間で大評判となった。

			　何しろ『とある少年』の正体が、この町の孤児院に住んでいたキングという名の少年であることは、この町の住民ならば誰もが知っている事実だからだ。

			　つい最近まで本人が同じ町にいたわけであるし、ここ最近、頻繁に氷の勇者一行が活躍しているという噂が流れてきている。

			　だからこの話を聞いた人たちが「教育さえ受ければ俺もキング少年のように成り上がれるかもしれない！」と考えても不思議ではないのである。

			　俺はそんな彼らにいつも言っている。

			　キングは確かに勇者の仲間になった。しかしそれはキング自身の才能と、たまたま勇者と知り合えたという運が大きいのだと。

			　そして当時のこの町にその運を持っていた人物はそれなりにいたはずだと。

			　それなのになぜ氷の勇者はキングを選んだのか？

			　それはキングが努力を怠らず、訓練をサボらず、自らを高め続けていたからだと。

			　だからこそ物語の最後、旅立ちの時に勇者と共に旅立てるほどの実力を持っていたのだと。

			　つまり教育とは一時的なものでは駄目なのだと。

			　継続して積み重ねることこそが重要なのだと、俺は何度も言い聞かせていた。

			　この話に納得し、学び続けた人たちは皆それなりの実績を出し始めている。

			　中には自らの知識を広めるために本の執筆まで始めた人もいるのだ。

			　予想外に広がっていく学校の輪に、俺は設立者であるにもかかわらず、驚きが止まらなかった。

			「では授業を始めます。今日の日直は誰ですか？」

			「私でございます、ナイト様」

			「ああ、ジャックか……お前、今更ここで学ぶ必要があるのか？」

			「私はこの教室の空気が好きなのですよ。では一同、起立！　礼！　着席！」

			「はい、では授業を開始します。今日はまずこの話から……」

			　町立タートル全学校の教室で俺は今日も教鞭をとる。

			『氷の勇者の実の兄』であり『氷の勇者とその親友の先生』であった俺の授業は、いつでも大人気だ。

			　席が足りず、立ち見が出るほどの大盛況の中、俺は今日もこの町に教育という名の種を蒔き続けるのだった。

			　

			　授業を終えて、教室を出る。

			　俺はそのまま職員室を通り過ぎ、校長室にも寄らずに建物から出て行き、すぐ近くの役所へと向かった。

			　役所の中ではたくさんの職員が働いている。彼らは皆、忙しそうだ。

			　３年前に比べて人員は大幅に増やしているが、それでも作業量に追い着いていない。

			　この世界にはパソコンもコピー機も存在しない。全てが手作業であるため、たくさんの作業を捌くには多くの人員が必要なのである。

			　この忙しさは、この町に多くの人が移住してきているのが原因だ。

			　俺の作った学校も原因の１つではある。

			　しかし最大の原因はやはり朱雀の国で魔王軍が大暴れしているからだ。

			　１年前、朱雀の国では光の勇者に率いられた兵士たちが魔王軍相手に最終決戦を挑んでいた。

			　朱雀の国のほとんどの戦力を注ぎ込んだというその戦いにおいて、魔王軍は壊滅的な被害を受け、朱雀の国で暴れていた魔王をあと一歩のところまで追い詰めたらしい。

			　しかし魔王討伐は果たせなかった。

			　普段魔族と戦っていないのに、良いとこ取りをしようとして急遽参戦した火の勇者が魔王軍との戦いについていけず、魔王の逃亡を許してしまったのだ。

			　生き残った魔王とその配下は、正面からの戦闘を諦め、ゲリラ戦を展開。

			　防衛戦力の少ない村を積極的に襲い、モンスターハンターや行商人に襲い掛かり、それらの防衛に騎士団が町を離れると、今度は町の中で一般市民に対して猛威を振るう。

			　それはもやは魔王軍ではなく、テロリストの戦い方だ。

			　そしてテロリストを叩くのは至難の業である。

			　結果、朱雀の国の治安は大幅に悪化。朱雀の国の国民は、一時的に国外への退去を選択し、治安の良い玄武の国へと流れてきているのだ。

			　この国に辿り着いた朱雀の国の住民は、まずは国境付近で生活を始める。しかしそこには既に玄武の国の国民が生活をしている。

			　両国の国民が住み分けできれば問題はないのだが、全ての地域でそうなるとは限らない。

			　結果として新たな土地に住めなかった者や、住んでいた土地を追われた者が段々と内陸へと移動していき、最終的にこの国の首都であるタートルの町までやって来るのである。

			　幸いにしてタートルの町の周辺には大量の土地が余っているため、彼らはそこに新たな開拓農民としての定住が認められた。

			　そして中には鍛冶や調理、調合や魔道具作成といった技能を持った者もいて、彼らは町の中での生活を希望したのだ。

			　我がタートルの町はこれを受諾。

			　結果としてこの町の人口は大幅に増加し、役所の業務は大忙しになってしまったのだった。

			「町長、応接室でお客様がお待ちです」

			「町長、カメヨコ村からモンスター退治の支援要請がきております」

			「町長、本日分の書類が町長室の机の上に置いてあります。確認後、押印をお願いします」

			「町長、勇者の旅立ちの儀式に参列する来賓のリストが出来上がりました」

			「町長」「町長」「町長」……。

			　誰だよこの町の町長の仕事は簡単だって言った奴は！

			　薬局よりも、孤児院よりも、学校での仕事よりも遥かに忙しくて大変じゃねーか!!

			　特に最近は勇者の旅立ちの儀式の打ち合わせにも時間を取られ、碌に孤児院にも顔を出せていない。

			　毎日の授業が半ば息抜きになっているという状況に戦慄しながら、俺は町長として働き続けている。

			　気がつけば既に終業時刻であるが、この建物の主である俺には関係ないことだ。

			　僅かに残ったスタッフと共に、放っておけば溜まっていく仕事を迅(じん)速(そく)に処理していく。

			　少し前なら夜になれば明かりがなくなるため、強制的に仕事は終了していた。

			　しかし今は夜間でも働くことができるようになっている。

			　ナイト商会が普及させた格安な電灯の魔道具の明かりが恨めしい。

			　まさか我が商会の稼ぎ頭が商会の主を責め立てるなんて思いもしなかった。

			　異世界に地球の技術を持ち込むと、結局異世界も地球化してしまうのだろうか。

			　俺は自らの行動を反省しながら膨大な仕事の処理を続ける。

			　そしてどうにか本日分の仕事を終え、夜遅くに我が家へと帰っていったのだった。

			　

			　周囲が寝静まった夜。

			　俺は薬局のロックウェル横の建物、つまりナイト商会本店の裏口の鍵を開け、中へと入る。

			　そして階段を登り、俺とロゼの部屋へと辿り着き、ベッドにダイブした。

			　疲れた。ここ最近はいつもこんな調子だ。

			　今までは定時で帰ってロゼと一緒に夕食をとっていたのだが、ここ最近はそれもできない。

			　ただひたすらに忙しく、朝から晩まで働き詰めである。

			　通常ならこれほど忙しくなることはない。

			　いくら勇者の旅立ちの儀式が近づいているとはいえ、それは予定されていたイベントであった。

			　今回これだけ仕事に追われているのは、同時に朱雀の国の難民問題が発生しているからだ。

			　聞くところによれば、玄武の国の他の町や村もてんてこまいの大騒ぎになっているらしい。

			　前世の地球で、どこかの国が難民の受け入れに消極的だ、というニュースを聞いたりすると、「ちゃんと助けてやれよ」とか思ったりしたものだが、実際自分が当事者になってみると、あまりにやることが多すぎて手に負えないというのが正直な感想だ。

			　それにここはまだ良いほうなのだ。

			　国境付近の村や町には大量の朱雀の国の住民が毎日ひっきりなしに訪れていて、対応している職員は大わらわらしい。

			　タートルの町まで来るのは、何だかんだ人数が絞られているため、こちらもどうにか対応ができている。

			　そしてこの忙しさもあと１月だ。

			　１月後には勇者の旅立ちの儀式が終了する。

			　そうすれば作業量がガクッと減るため、余裕ができるはずだ。

			　あと１月頑張ればいい。人間目標がありさえすれば頑張れるものなのだ。

			　そのためにはちゃんと夕食をとって、服を着替えて寝なければならない。

			　俺はベッドから起き上がった。

			　するとちょうど同じタイミングで、ロゼが夕食を持って部屋に入ってきた。

			「お疲れ様ナイト。夕食を持ってきたけど食べる？」

			「もちろん食べるよ、ありがとうロゼ」

			　ロゼがテーブルに持ってきた夕食を並べてくれる。

			　とっくに夕食の時間は過ぎているのに、夕食からは湯気が出ていた。

			　俺が帰ってきたと同時に温め直してくれたのだ。ありがたいことである。

			　俺は椅子に座り、ロゼが持ってきてくれた夕食を残さず平らげた。

			　それから湯を沸かして風呂に入り、寝間着に着替えてからベッドへと入る。

			　その隣にはロゼが寝ている。

			　そう、俺とロゼは遂に一線を越え、同じベッドで寝るようになっていたのだ。

			　今から２年前、つまり彼女が20歳になった頃、俺たちは初めて肉体関係を持った。

			　俺はロゼとの関係を持つのは、結婚してからだと考えていた。

			　しかしロゼがある晩、「20歳になった記念として一線を越えたい」と提案してきたのだ。

			　その時のロゼの切ない瞳。

			　一体どこで買ってきたのか分からないが、やたらとセクシーな下着。

			　そして幼いままの体の中に宿った１人の女性としての激情。

			　俺はロゼの提案を受け入れ、初めてロゼと１つになった。

			　初めての行為が終わったその後、ロゼは俺の胸の中で声を殺して泣いていた。

			　俺は焦った。物凄く焦った。

			　思えば生前も童貞だった俺である。

			　ひょっとしたら何かとんでもない過ちを犯してしまったのかもしれない。

			　俺は謝った。必死に謝った。

			　しかしそれは誤りだった。

			　ロゼは嬉しくて泣いていたのだ。

			「ごめんなさい。ナイトが受け入れてくれたことが嬉しくて」

			「何言っているんだよ、受け入れるに決まっているだろ。何年一緒にいると思っているんだ」

			「この間までは大丈夫だったのだけど、20代になったら色々と考えてしまって……」

			　ロゼ曰く、10代の間は自分の体型も『成長停止』もさほど気にならずにいられたらしい。

			　しかし20代となった途端、猛烈な不安が押し寄せてきたのだそうだ。

			　周囲の20代の女性はまさしく女盛りで花盛り。

			　美しく成長したその体は、若さという最大の武器を惜しげもなく周囲にばら撒き、世の男性を魅了している。

			　対して自分はどうか？

			　その体は10年前と全く変わらないままだ。

			　かつては同じような体型であったアナもエルも既に成熟した女性の体へと変化している。

			　ナイトだって男だ、ああいう体が好きに決まっている。

			　このままナイトに捨てられたらどうしよう。突き放されたらどうしよう。

			　ロゼは焦った。

			　なので自分から動くことにしたのだ。

			　しかしその焦りとは裏腹に、ナイトはロゼをしっかりと受け入れてくれた。

			　嫌な顔１つせず、ガッカリした顔もせず、ロゼをロゼとして愛してくれたのだ。

			　分かっているつもりだった。ナイトは私を受け入れてくれると。

			　分かっていたつもりだった。ナイトが私の体型について気にしていないということを。

			　だがロゼはそれを証明されて、初めて理解した。

			　これが愛なのだ。

			　愛とはこういうものなのだ。

			　私はちゃんと愛を手に入れていたのだと、ロゼは理解し泣いたのだ。

			　もっともロゼは知らなかっただけだ。

			　子供体型でもＯＫだという紳士たちの存在に。

			　そしてナイトも実はそうだという事実に。

			　知らなかっただけだ。だがそれでいい。

			　勘違いから始まる愛もあるのだから。

			　あれから２年。俺とロゼは本当の意味で恋人同士になれた気がする。

			　今回の勇者の旅立ちの儀式が終わった後、俺はロゼと結婚する予定だ。

			　そのためには、まずこの幼馴染たちを送り出すイベントを成功させなくてはならない。

			　俺はそのためにベッドに入った後、すぐに眠りについた。

			　最近ご無沙汰だが、ロゼも分かってくれているので、解禁は１月後だ。

			　眠りに落ちる直前、ロゼの暖かな唇が俺の頬に当たる感触を感じたのだった。

			　

			　それからの１ヶ月間はあっという間に過ぎていった。

			　俺はこの町の町長として幼馴染たちの旅立ちを盛大に祝うために奔走し、会場の設営から当日の時間割の策定、来賓たちの宿泊場所の手配など幅広い仕事をこなしていった。

			　そして遂に明日は待ちに待った『勇者の供の選別の日』だ。

			　これは『勇者の旅立ちの儀式』の前に、勇者の供が決まっていなかった時に行われる特別な儀式であり、ここでロックとアナと共に旅に出る最後の仲間を決めるのである。

			　闇の神殿前の広場には特設会場が設営され、当日の準備は万端だ。

			　タートルの町の宿泊施設は、若き勇者たちの勇姿を一目見ようとやって来た国内外の者たちで溢れかえっているという。

			　ここ数日は門番や町の警備の兵士が忙しくて悲鳴を上げていると報告が上がっていたが、俺は俺で最後の頑張りに悲鳴を上げながらの作業であったため、彼らに報いることができなかった。

			　まぁ勇者の旅立ちの儀式が無事に終了したら、役所で宴会を行う予定になっているので、その場を借りて彼らに報いることとしよう。

			　結局、俺もロゼもスキルが増えることはなかった。

			　まぁ仕方がない。スキルの数はスキル授与の儀式で授かったものから増えることはないというのが常識だし、直前でジタバタして増えるのならば、この８年間の人生は一体何だったのかという話になってしまう。

			　俺は役所のスタッフたちと共に最後の会場のチェックを終えると、夕暮れの中、ロゼが待つ家へと歩いていく。

			　８年前までは屋敷暮らしで大通りを歩いたことすらなかったのに、いつの間にやらこの道も歩き慣れた道に変わっていた。

			　スキル授与の儀式で『一般人』というスキルを授かってから実に８年、薬師になるために修業し、孤児院の副院長になり、自分の商会を立ち上げて、町長と先生になった俺の町での暮らしの集大成が明日・明後日と執り行われる。

			　たまに会っていた幼馴染や弟とも、しばらくは会うことができなくなる。

			　正直寂しいが、しかしサヨナラだけが人生さという言葉もあるくらい、人生とは出会いと別れがあるものなのだ。

			　

			　俺のもう１人の弟であるサムも１年前、キングとエースという俺と関わりのあった２人を引き連れて旅立っていった。

			　護衛部隊の隊長と、最初の生徒、そして共に暮らしていた弟がいなくなった当初はやはり寂しかったが、それもまた慌ただしく過ぎる日々の暮らしの中で、段々と思い出に変わっていったのだ。

			　きっとロックやアナが旅立っても、寂しさはまた日々の暮らしの中に埋没していくのだろう。

			　ナイト商会が見えてきた。

			　店の前では俺の帰りを待っていたのだろう、ロゼが１人立っている。

			　彼女の顔は逆光で見ることはできない。

			　しかし幼馴染たちが明日・明後日の儀式が終われば旅立ってしまうのだから、ロゼも辛いはずだ。

			　だが近づいて顔を見ればロゼは笑っていた。
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			　彼女の顔を見てやはり敵わないなと、俺は苦笑したのだった。

			　そうさ、あいつらは消えてしまうわけじゃない。

			　先に旅立ったサムたちも、これから旅立つロックとアナたちも、勇者として世界を守るために旅に出るのだ。

			　それに付いていけないのは正直切ないけれども、俺たちはこの町であいつらの帰ってくる場所を守っていればいい。

			　この８年間の生活で、俺もロゼもそう考えられるようになっていたのだ。

			　彼女の笑顔に俺も笑顔を返す。

			　それでいい、それだけでいい。

			　俺たちの間にもはや言葉は要らないのだ。

			　俺はロゼと腕を組んで家の中に入る。

			　さぁ、飯を食って風呂に入って、今日は早く寝よう！

			　旅立つ友を笑顔で送れるように。

			　彼らの旅立ちに不安を残さないように！

			　こうして『勇者の供の選別の日』の前日の夜は静かに更けていった。

		

	
		
			　

			書き下ろしSS　秘密結社ブランケッツの冒険

			　

			　これはナイトがナイト商会を開業し、マジックアイテムの回収を開始してからしばらく経った頃の話である。

			　暗闇の中、１人の少年が皆の集合に感謝の意を述べた。

			　この場にいる者たちは、長い間同じ釜の飯を食ってきた仲間たちだ。

			　彼らが集った理由はただ１つ。恩人たちの破局を回避したいがゆえのことであった。

			「それでカイザー、その話に間違いはないのか？」

			　ここに呼ばれる前に一通りの説明は受けている。しかし彼はそれでも信じられなかったのだ。

			　心から敬愛する恩人にして初恋の人が、同じように尊敬し、目標としている人を裏切っているなどという話は。

			「残念ながら状況倉庫は揃っているんだコーテ、あの人の裏切りは確定と言っても間違いでもないだろう」

			「それを言うなら『状況証拠』ね」

			「『過言ではないだろう』、もしくは『間違いではないだろう』だと思うな」

			「クレオ！　パトラ！　お前らうるさいよ！」

			「「うるさいのはお前だ」」

			「はい、すいません！」

			　メンバーから総ツッコミを受けたカイザーは反省したが、それどころではないと話を元に戻した。

			　彼は自らの耳で拾い集めた数々の噂話を皆に伝える。

			　だが話を聞いている他のメンバーは白け顔だ。

			　熱弁を振るっているカイザーという少年が、人の噂を信じやすく、かつ思い込みが激しい性格だということを分かっているからだ。

			　カイザーはしばらくの間、１人で喋り続けていたが、誰も反応を示さないことに業を煮やし、声を大にして叫んだ。

			「お前ら状況を理解できているのか？　これは俺たちの暮らしに直角するほどの一大事なんだぞ！」

			「『直結』ね。それよりもカイザー、私はその噂の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)のほうを疑うわ」

			「クレオに賛成。黙って聞いていたけど、全部噂話だったじゃないか」

			「噂話を真に受けるのは良くないと思うな」

			　クレオもコーテもパトラも揃って、カイザーの主張をバッサリと断ち切った。

			　ちなみにまともに話を聞いていたのはこの３人だけで、その他のメンバーはとっくの昔に興味を失っていた。

			「ねぇ、今日のごはんは何だと思う？」

			「アタシは闇の勇者様のごはんだと嬉しいな。この間のシチューは絶品だったもの」

			「確かにあれは美味しかったけど、その前のは辛かったんだよなー」

			「『最終試験』をしているって言っていたもんね。結局売りには出さなかったんでしょ？」

			「兄ちゃんの店は安くて美味しくて、誰でも安心して食べられるのが売りだから」

			「「あ～お腹すいた」」

			「お前らもっと真面目になれよ！　ひょっとしたら、ひょっとしたら院長先生が……」

			「なぁに？　呼んだ？」

			「ホワァァァ!?」

			　彼らを包んでいた漆黒の闇が１人の少女の手によって取り払われた。

			　いいや違う、その女性は見た目こそ幼いが、実年齢はこの場の者たちよりも遥かに上なのだ。

			　更に言うならば、彼女が取り払ったのは、少年たちが被っていた何枚もの毛布であった。

			　彼らはそれぞれが持つ毛布を持ち寄り、その毛布にくるまって秘密の空間を作り出していたのである。

			　何しろここではそうでもしないと秘密の話ができないのだ。

			　ここはタートルの町に存在する、タートル孤児院。

			　そしてそこで暮らす子供たちの前に立っている人物こそが、今回の噂の主人公であるロゼッタ院長先生であった。

			『秘密結社ブランケッツ』

			　それは欲望蠢(うごめ)くタートルの町に存在する、とある秘密組織の名前である。

			　かつて構成員たちの命を繋ぎ留めた毛布に感謝して結成されたその組織は、日々様々な活動を行い、この町の治安の維持に一役買っていた。

			　そんな彼らの内、今季のリーダーを任されたカイザー少年と、同年代の３人、コーテ、クレオ、パトラの計４人は、現在疑惑のさなかにある院長先生の尾行を行っていた。

			　とは言え、噂に踊らされているのはカイザー少年ただ１人であり、残りの３人は噂そのものを信用していなかった。

			　なにしろ、ありえなさすぎるほどにありえない噂話なのである。

			『院長先生が、ナイト兄ちゃんに内緒で不倫をしている』なんて話は。

			「だからさぁ、絶対何かの間違いだって。一体全体どこの誰がそんな馬鹿な噂を流したんだよ」

			「思うに兄ちゃんの成功を妬(ねた)んでいる人の妄想の産物なんじゃないかな」

			「それにしたってやりすぎよね。院長先生のお父上の耳に入ったりしたら大変な事態になっちゃいそうよ」

			「だからこそ俺たちで真相を暴くんだ！　恋は盲目、一直線！　不倫の話が本当ならば絶対に院長先生は相手と接触するはずだからな」

			　コーテたち３人は、カイザーの主張を真っ向から否定し、馬鹿な噂話に踊らされるべきではないと、共に育った兄弟を諭す。

			　だが話をしながらもロゼッタを追跡するその動きは、まさに百戦錬磨の兵士と遜色ない代物であった。

			　彼ら４人はかつて院長という名の悪魔が現れた際に、己の無力に絶望した経験の持ち主だ。

			　その時のリーダーが彼らを助けるために必死に行動し、そのリーダーが連れてきてくれた現在の院長先生と兄ちゃんと兵士さんたちのおかげで彼らは九死に一生を得た。

			　だから彼らはその時のリーダーを追うように兵士への道を望んでおり、幼いながらも訓練を欠かしたことはなかったのだ。

			　そんな彼らはブランケッツ初代リーダーであるキングが残した結社の掟に従い、日々活動を続けている。

			　かつて訪れた絶体絶命のピンチを救われたキングが、ブランケッツに託した活動内容はただ１つ。

			　それは町で起こる異常を速やかに兄ちゃん、及び兵士さんへと報告するというものであった。

			　彼らは子供ゆえに問題を解決に導くことはできない。

			　しかし、子供ゆえの視点の差を活かして、大人が気づかない町の異変に気づくことはできるのだ。

			　そんな彼らのもたらす報告は、そのほとんどが子供の戯(たわ)言(ごと)であった。

			　だがそんな中にも重大事件に結びつく案件が存在し、彼らの忠告は今や町の治安の維持に一役買うほどになっていたのである。

			　そんな彼らはロゼッタが男性に近づく度に、愛の有無を議論していた。

			「見ろ、院長先生が話しているのはあの時俺たちを助けてくれたエースさんだぞ。あの人なら不倫相手として十分なんじゃないか？」

			「確かにエースさんは私の知る限り、この町の男性の中でもトップクラスの逸材だけど違うでしょうね。あの人の院長を見る目は、愛情ではなく忠誠、もしくは尊敬じゃない」

			　ロゼッタは町を歩いている最中、偶然出会ったエースと立ち話をしていた。

			　そんな２人をカイザーは疑うものの、クレオはそれを容赦なく否定。

			　そうして改めて２人を見つめれば、そこには確かに不倫関係などどこにもないように見えた。

			「おい、院長先生が自分から話し掛けに行ったぞ。あれは……執事って奴じゃないのか？　ひょっとして院長先生は年上好きなのか？」

			「思うにあの人は、薬局のロックウェルの店長をしているっていうジャックさんじゃないのかな。院長先生も兄ちゃんもその店で薬師の修業をしていたそうだから、挨拶しても不思議じゃないよ」

			　ロゼッタとジャックは簡単な挨拶を交わしただけで、すぐに離れていってしまった。

			　何しろロゼッタは現在、薬局のロックウェルの隣にあるナイト商会の２階に住んでいる。

			　お隣さんとはほぼ毎日顔を合わせているので、敢えて立ち話する理由もなかったのである。

			「今度はえらく迫力のある人が出てきたぞ。なんだよあの人、筋肉があるってレベルじゃないぞ」

			「馬鹿かカイザー、あの人のことを知らないのか？」

			「知っているのかコーテ」

			「むしろ何で知らないんだお前は。あの人はハロルド副将軍だ。勇者様を除けば国内最強と呼ばれている兄ちゃんの実の父親じゃないか」

			「兄ちゃんの実の父親？　はっ、まさか院長先生！　大人への憧れが強すぎて、兄ちゃんの母親の座を狙っているのか？」

			「なぁもう帰ろうぜ。それでこいつを治療院に連れて行く手筈を整えよう」

			　貴金属店の前でロゼッタはハロルドと出会っていた。

			　そしてハロルドの手には丁寧にラッピングされた細長いケースがあった。

			　それを見たロゼッタはすぐにピンときた。

			　商人を家に呼べるほどの家柄なのに、敢えて自ら店に足を運んでいるということは、これは恐らく彼の奥さんであるステラさんへのサプライズプレゼントだ。

			　ロゼッタはぐっと親指を突き出し、ハロルドへ無言のエールを送っていた。

			「まさか……まさかエイト兵士長だと!?　どうする？　どうすればいい？　あの人は恩人だぞ！　俺は、俺は恩人と恩人を天秤にかけなきゃいけないのか!?」

			「相変わらず渋いわね……でもそんな兵士長のことを私は……」

			「おい、どうすればいいんだよパトラ。クレオまでおかしくなっちゃったぞ」

			「クレオはエイト兵士長が好きだからね。でもそれこそ不倫になっちゃうと思うよ？　あの人、奥さんも子供もいるんでしょ？」

			「好きじゃなくて憧れよ！　あんたたちだって院長先生のことが好きなんでしょうに！」

			　ロゼッタは、今度はエイト兵士長と立ち話をしている。

			　彼は孤児院及びナイト商会と密接に関わりがあるため、ロゼッタとも頻繁に顔を合わせる間柄なのだ。

			　二言三言話をした後、エイト兵士長は連れの兵士と共に敬礼をしてロゼッタと別れた。

			　その後、ロゼッタは大通りをまっすぐに歩いて行く。

			　そこには愛する人と別れて、後ろ髪を引かれるような雰囲気はなかった。

			「おおおおおい！　何かすっごいイケメンが出てきたんだけど！」

			「思うに！　思うにって言うか、あの人は間違いなく土の勇者様！　ロック王子殿下！　院長先生の弟さんだから安全な人だよ！」

			「今度はパトラの様子がおかしいんだけど……」

			「この子ってえらくミーハーだから……勇者様を見て、舞い上がっちゃっているのよ」

			「闇の勇者様がいらした時はそうでもなかったよな」

			「そりゃあ闇の勇者様は女性だもの」

			　ロゼッタの目的地は亀岩城だったようだ。

			　彼女は城の扉の前まで出てきた弟と話し、彼から何かを受け取っていた。

			　遠くから見ているだけで門番の緊張の度合いが見て取れる。

			　自身が仕える城のお姫様と王子様がいるのだから無理もないのかもしれない。

			「あ、サムっちだ懐かしー」

			「ついこの間まで一緒に暮らしていたのに、随分前のことみたいだな」

			「キングも一緒なのね。２人して遊んでいたのかしら？」

			「思うにあの２人はありえないですね」

			「「ないない」」

			　城からの帰り道、ロゼッタはサムとキングに出会っていた。

			　サムはつい先日孤児院を卒業し、今はナイト商会に住み込みで働いているという。

			　キングと連れ立っているところを見ると、今日はオフなのだろう。

			　そんな２人は、完全に候補から外されていた。

			　結局ロゼッタの不倫の決定的な証拠はつかめず、一行もロゼッタも孤児院へと戻ってきてしまった。

			　孤児院を訪れたロゼッタが声を掛けると、孤児たちは元気一杯に大好きな院長先生の下へと集合する。当然カイザーたちもだ。

			　そこでロゼッタへの疑惑は晴れることとなった。

			「今日は皆にプレゼントを持ってきました！」

			　そう言って取り出したのは、先程城の門で弟のロック王子から受け取っていた箱であった。

			　院長先生は机の上にその箱を置き、蓋を開く。

			　その中にはいくつもの小さな鐘のような物が詰まっていた。

			「これは『風鈴』と言って窓際や軒先に吊るして、風が吹く度に鳴る音を楽しむものです。ナイトが行っているマジックアイテムの収集のお礼として、城の倉庫に眠っていた物を特別に分けていただきました。驚かせようと思って内緒にしていてごめんね。素敵な音が鳴るから、皆楽しみにしていてね！」

			「「わ～い!!」」

			　子供たちは院長先生が持ってきてくれた風鈴に夢中になり、揃って窓際に陣取って耳を澄ませる。

			　そんな中、今日１日院長先生を尾行して帰ってきた４人は、言い出しっぺの馬鹿を囲んで反省会をしていた。

			「『院長先生が、ナイト兄ちゃんに黙って不倫をしている』って？」

			「『風鈴』が『不倫』になったのは間違いないと思うな」

			「『ナイト兄ちゃんのおかげ』と『私たちへの内緒』が混じって、『ナイト兄ちゃんに内緒』になったってことよね」

			「うわぁぁぁ！　俺が悪かった～」

			　先走ったカイザーはその後しばらくの間、このネタでいじられ続けたのであった。

			　タートル孤児院の孤児たちにより結成された『秘密結社ブランケッツ』。

			　彼らの冒険はこれからも続く！　……かもしれない。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　はじめまして、髭付きだるまです。

			　このたびは私の初めての書籍化作品である『勇者の隣の一般人』を手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

			　あとがきから読む読者様がいないとも限らないので、ここでネタばらしはしません。

			　できれば本書をお買上げのうえ、ゆったりとお読みくだされば幸いです。

			　

			　実は本作を執筆している最中、作者である私に大きな変化が起こりました。

			　それは『読書をする癖がついた』というものです。

			　小説を書いているのだから本を読んでいて当然ではないか、と思われるかもしれませんが、私がまともに本を読んでいたのは中学生くらいまでで、それ以降は基本的に漫画とライトノベルだけを読んで暮らしてきたのです。

			　それが本作を書き続け、そして書籍化の話が来たくらいから、段々とこれまで読んでいたジャンルとは違う本へと食指を動かし始め、気がつけば本の虫となっておりました。

			　

			　軽く読めるエッセイや旅行記。どっしりと腰を据えて読みたい推理小説。そしてこれまで興味も関心もなかった文学作品に至るまで、手当たり次第に読むようになっていたのです。

			　

			　小説を書き始めたおかげで、再び本の面白さに気づくことができた。

			　

			　書籍化したことと同じくらい重要で、そして大切なことを思い出させてくれた本作には作者でありながらも礼を言いたいと思います。

			　

			　最後に、まったく無名の私に声を掛けていただいた株式会社双葉社の三宅様、素敵なイラストを描いてくださったイラストレーターのふーみ様。そしてツッコミどころ満載の原文に手を加えてくださった名も知らぬ校正者様。その他、本書の出版に関わってくださった全ての関係者の方々、そして本書を手に取っていただいた全ての読者の皆様に感謝の言葉を贈らせていただきます。

			　

			　それではまた、次巻でお会いできることを願って。
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